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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　PROLOGUE







　１９３９年。

　それは、何の前まえ触ぶれもなく、我々人類の前に現われた。




　我々はそれを、ネウロイと名付けた。

　ネウロイがどこから、何のために来たのか、誰だれにも分からなかったが、彼らの攻こう撃げきによって、人々が生まれ育った町を、国を追われていったことは確かだった。

　ネウロイに対し、徹てつ底てい抗こう戦せんに打って出た人類は、対ネウロイ用の新兵器を開発した。

　ストライカー・ユニット。

　ネウロイに効果的な力とされる魔ま力りよくを増大させ、その魔力による飛行を可能にした、新たな魔法のホウキである。

　それを装備し、戦うため、強大な力を持つ魔女、ウィッチが世界各国から集められた。

　対ネウロイ用に編制された精せい鋭えい部隊、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団。

　人々は彼らを、ストライクウィッチーズと呼んだ！







　第一章　CHAPTER1







　東から来た善き魔女




　深く蒼あおい、ブリタニアの空。

　白く真しん珠じゆのように輝かがやく、夏の太陽。

　風がかすかに草の葉を揺ゆらす、翠みどりの草原。

　そんなターナーの名画を思わせる風景の中に、連合軍第５０１統合戦闘航空団、ストライクウィッチーズの基地はあった。

　かすかに陽炎かげろうが立つ滑かつ走そう路ろの隅すみに置かれた、デッキチェア。

　水着姿でそこに寝ねそべり、滑なめらかな肌はだを焼いているのは、リベリオン出身のシャーロット・Ｅ・イェーガー大たい尉いと、ロマーニャ出身、ウィッチの中では一番年少のフランチェスカ・ルッキーニ少尉である。

　ツインテールの黒くろ髪かみのルッキーニは、言いたいことを口にせずにはいられない、みんなの可愛かわいい妹分といったところ。

　ブラウンの髪を風になびかせるシャーリーは、「グラマラス・シャーリー」の二つ名が示す通りのナイスバディを誇ほこる、おおらかで笑え顔がおを絶やさない美少女だ。

「お～、お帰り～」

　空を舞まっていた二機のウィッチが降りてくるのを見て、シャーリーは気の抜ぬけた声をかける。

　着陸したのは、オラーシャ陸軍から来たサーニャ・Ｖ・リトヴャク中尉と、スオムス空軍出身のエイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉。

　北国の出身である二人は、透すき通るような白い肌をしている。

　そう。

　ネウロイの侵しん攻こうに対するブリタニアのイージスの楯たて、ストライクウィッチーズは、各国の精鋭を集めた連合部隊なのだ。

「相変わらず、緊きん張ちよう感かんのない方々ですこと。戦闘待機中ですわよ」

　と、シャーリーたちの傍かたわらにやってきて声をかけてきたのは、優ゆう雅がに日ひ傘がさを差したペリーヌ・クロステルマン中尉。

　メガネの奥の瞳ひとみに知性の光るこの金きん髪ぱつの少女は、ガリアの貴族の出。

　射しや撃げきにおいても、フェンシングにおいても他者に引けをとることがない自信家だ。
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「データ解かい析せきだと、あと二十時間は来ないはず。中ちゆう佐さから許可も貰もらってるし、それに暑いし～、見られて減るもんでもないし～」

　ペリーヌに嫌いや味みを言われても、シャーリーはいたってのん気だ。

「ペリーヌは、減ったら困るから、脱ぬいじゃダメだよ～」

　ルッキーニは、シャーリーのいたって豪ごう快かいな胸と、ペリーヌのかなり控ひかえめなそれを比べて、ニッと笑う。

「お、大きなお世話です！　まったく！」

　つんと澄すました表情を見せるペリーヌ。

　どうやら、人並みはずれて小さいという自覚はあるらしい。

「間もなく坂さか本もと少佐がお戻もどりになります。そうしたら、真っ先に、あなたがたの弛たるみきった行動について進言させていただきますわ！」

「告げ口する気？　感じ悪～」

　と、胸を揺らすシャーリー。

　シャーリーとペリーヌは、前々から反りが合わない。

　シャーリーの能天気さがペリーヌの神経を逆さか撫なでし、ペリーヌの上品ぶった物言いがシャーリーにはとてつもなく嫌味に聞こえるようだ。

「ぺたんこのくせに～」

　ルッキーニもシャーリーの尻しり馬うまに乗る。

「お黙だまりなさい！　って、あなたにだけは言われたくありませんわ！」

　と、ペリーヌがルッキーニをにらみつけたその時。

　基地全体に響ひびき渡わたるように、サイレンが鳴った。

「!?」

「敵!?」

「まさか!?　早過ぎる！」

　厳しい表情を浮うかべたペリーヌは、ハンガーに向かって走り出す。

　ルッキーニとシャーリーも、先ほどまでとは一変した真しん剣けんな顔つきで軍服を鷲わしづかみにすると、袖そでに手を通しながらペリーヌの後を追った。




　　＊　＊　＊




（どうして……こんなことになっちゃったんだろ？）

　診しん察さつ台の上で震ふるえながら、宮みや藤ふじ芳よし佳かは、ぼんやりと考えていた。

（私、お父さんに会いたかっただけなのに）

　激しい振しん動どうと轟ごう音おん。

　芳佳が避ひ難なんしているのは、扶ふ桑そう皇国遣けん欧おう艦かん隊たいの航空母艦、〝赤あか城ぎ〟内の医務室である。

　ブリタニアに到とう着ちやく寸前の艦隊は、巨きよ大だいネウロイの急きゆう襲しゆうを受け、現在交戦中。

　白い雲の上から突とつ然ぜん現われた、エイのようなシルエットを持つネウロイは、強力なビームを放ち、次々と護衛の駆く逐ちく艦を撃げき沈ちんしていっていた。

　ドウッ！

　またしても激しい揺ゆれ。

（お父さん、助けて！）

　芳佳はギュッと目を閉じた。

　と、その時。

「宮藤、居るか？」

　扉とびらの方から声。

「坂本さん！」

　芳佳はすがるような目で、医務室に入ってきた人ひと影かげを見上げた。

「なんだその顔は。情けないぞ、それでも扶桑の撫子なでしこか？」

　安心させるように声をかけたのは、右目に眼帯をつけた少女。

　一見して、扶桑皇国海軍士官と分かる制服を身につけている。

　彼女こそ、坂本美み緒お少佐。

　芳佳がこの赤城に乗艦して、ブリタニアの地へと向かう段取りを整えてくれたウィッチである。

　そもそも……。




　横よこ須す賀か軍港の近くに住む宮藤芳佳は、性格は明るいが、どこかそそっかしい、ごく普ふ通つうの女学生だった。

　学業成績、運動成績、ともに中の中。

　特技は料理、概おおむね和食。

　家は代々、地元の小さな診しん療りよう所しよで、卒業後は家業を継つぐつもりだったのだ。

　だが、今から一月ほど前、一九四三年七月のある日。

　坂本の登場とともに、芳佳の日常は一変した。

　歴史の大きなうねりが否いや応おうなく、芳佳を呑のみ込んだのだ。

「お前の才能はずば抜ぬけている。使い方さえ学べば、立派なウィッチになれるはずだ」

　突然、芳佳の目の前に現われた坂本は、芳佳を軍へと誘さそった。

「私は、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団、通つう称しようストライクウィッチーズ所属、坂本美緒少佐だ」

「すとらいく……？」

「私たちは、強大な魔力を秘ひめた、将来有望なウィッチを探しているんだ。お前の力は見せてもらった。粗あら削けずりだが、いいものを持ってる！」

「あ、ありがとうございます」

　偶ぐう然ぜんかどうかは定さだかではなかったが、事故にあった親友を芳佳が治ち癒ゆ魔法で救おうとした場面に、坂本は居合わせたのだ。

「というわけで、その力を生かして、一いつ緒しよにネウロイと戦おう！」

「……へ？」

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられる芳佳。

　しかし。

「お断りします！」

　芳佳はキッパリと首を横に振ふった。

　自分の夢は診療所を継ぐこと。

　戦争に行くなんて嫌いやだ。

　だが、坂本は笑ってこう予言した。

「お前は必ず、私の元に来ることになる」

　そして、その翌日……。

　一通の手紙が、芳佳を驚きよう愕がくさせた。

　突然、四年前に死んだはずの、父からの手紙が届いたのだ。

　投とう函かんされた場所は、はるか海の向こう、ブリタニア。

　そして、息災であることを伝える手紙に同どう封ふうされていたのは、父とともに坂本美緒が写った写真だった。




「でも……震えが止まらないんです……」

　芳佳は坂本に訴うつたえた。

「さあ、顔を上げてこっちを向け」

　坂本は芳佳の前にしゃがみ込むと、顔を近づけながら芳佳の頰ほおのあたりにそっと触ふれた。

「……？」

　ヒヤリとする感覚。

　芳佳は、坂本が自分の耳に、何かを装着したことに気がついた。

「インカムだ。それさえあれば離はなれていても私と通話できる。ただし、使うのは本当に困った時だけだぞ。いいな？」

「はい……」

「私は間もなく出しゆつ撃げきする。お前とここにいるわけにはいかないんでな」

　坂本の目が、チラリと窓の方にゆく。

「た、戦うんですか、あれと？」

「そりゃそうだ。それが私たちの使命だからな」

　坂本はおどけた調子で笑えみを浮うかべた。

　だが、ネウロイとの戦いが死と隣となり合わせであることは、芳佳でさえも知っている。

「私……私……」

　芳佳は、かけるべき言葉が見つからない。

「お前はここにいろ」

　一瞬、真顔に戻もどる坂本。

「決してここを出るんじゃないぞ」

「でも」

「安心しろ」

　坂本は芳佳を安心させるように、再び表情を和やわらげた。




　　＊　＊　＊




「ネウロイは、コアを潰つぶさなければ倒たおせん」

　戦闘脚きやく22型甲こうでネウロイ迎げい撃げきに飛び立った坂本は、率いる戦闘機隊に無線で指示を発していた。

「戦闘機隊は、敵ネウロイのコアを探しつつ、敵の攻こう撃げきを攪かく乱らんせよ！　私は上へ回り込む！」

「了りよう解かい！」

　左右に展開する戦闘機隊。

　坂本はそのままビームをかわしながら上じよう昇しようし、ネウロイの真上に出る。

「上ががら空きだ！」

　高空からネウロイを見下ろし、ふっと口元に笑みを浮かべる坂本。

　艦隊に向けてビームを乱射する巨きよ大だいネウロイの上方には、砲ほう台だいらしきものがまったく見当たらない。

（地上攻撃に特化した、ということか）

　かすかに感じる違い和わ感かん。

　坂本はそれを振ふり払はらって笑みを浮かべると、右目の眼帯を押し上げようと指をかけた。

　普ふ段だん、眼帯の下に隠かくしてはいるが、坂本の右目は、コアを見み抜ぬく特とく殊しゆな視力を持つ魔ま眼がんなのだ。

　だが。

　一いつ瞬しゆん後、ネウロイ上面の体組織が輝かがやきを帯びると……。

「！」

　一いつ斉せいに坂本に向けてビームが放たれた。

　魔力のシールドが発光しながらビームを曲げて、坂本の身体からだを守る。

「まるでハリネズミだな……」

　坂本はいったんネウロイから距きよ離りを取り、舌打ちした。

　その坂本の両りよう翼よくを、扶桑皇国戦せん闘とう機隊が通過する。

　ネウロイのビームは驟しゆう雨うのように、容よう赦しやなく戦闘機隊に襲おそいかかった。

　ウィッチの飛行脚ストライカーと比べ、図ずう体たいも大きく、旋せん回かい性能でも劣おとる通常戦闘機は、ビームを浴びた部分が消失し、次々に撃うち落とされてゆく。

　辛かろうじて、墜つい落らくする機体からの脱だつ出しゆつに成功するパイロットたち。

「馬ば鹿か者！　迂う闊かつに近づくな！」

　怒ど鳴なる坂本。

「通常兵器では危険だ！　コアの破は壊かいは私に任せて、戦闘機隊は後方支し援えんを！」




　　＊　＊　＊




　同じ頃ころ、空母の艦かん橋きようでは、通信兵がブリタニアからの通信を受けていた。

「ブリタニアより入電！　第５０１統合戦闘航空団が本艦隊に向けて発進！　到とう着ちやくまで約二十分！」

　緊きん張ちようの声で艦長に報告する通信兵。

「坂本少佐に伝令！」

　艦長は即そく座ざに副官に命じた。




　　＊　＊　＊




「二十分か……」

　空母の甲かん板ぱんから上げられる発光信号を見た坂本はつぶやいた。

（この猛もう攻こうの中で、あと二十分）

　坂本を守るシールドにビームが当たり、点てん滅めつする。

　シールドの限界が近いのだ。

「みんなが来るまで、なんとしても保もたせる！」

　ウィッチの仲間に絶大な信しん頼らいを置く坂本は、そう己おのれを鼓こ舞ぶすると、99式２号２型改13mm機き関かん銃じゆうを構え直した。




　　＊　＊　＊




「坂本さん……戦ってるんだ」

　医務室の丸窓から、外の戦せん況きようを眺ながめていた芳佳はつぶやいた。

　巨大なエイを思わせるネウロイから発せられるビームに対し、駆く逐ちく艦かんは対空砲ほう火かで応戦するが、こちらが与あたえる損害はすぐに修復されてしまう。

「私は……」

（なにもできずに、ここで……）

　と、窓から顔をそらしてうつむく芳佳。

　その時。

　砲音が響ひびき渡わたる中、芳佳の耳は、カチャカチャという小さな音を捉とらえた。

　艦の振しん動どうで、薬くすり瓶びん同士がぶつかり合う音だ。

　何気なく、音がした机の方に目をやると、そこには、家の診しん療りよう所しよで見慣れた包帯やガーゼ、薬品箱などが並んでいる。

（……あった。私にできること）

　芳佳の瞳ひとみに、決意の光が宿った。




　　＊　＊　＊




「くっ！」

　坂本は、ネウロイの猛攻を何とかシールドでしのいでいた。

　それでも、ジリジリと圧おされている。

　坂本がダメージを与える速度よりも、ネウロイの自己修復の速度の方が圧あつ倒とう的に速いのだ。

（ここまで来て！　あとわずかでブリタニアの地を宮藤に見せてやれるというのに！）

　歯を食い縛しばる坂本。

　と、その時。

「坂本さん！　大だい丈じよう夫ぶですか、坂本さん！」

　インカムに飛び込んできたのは、聞き覚えのある声。

「宮藤!?」

　坂本は赤城の甲板を見下ろし、声の主を探す。

「……くッ！」

　魔ま眼がんが捉えたのは、紛まぎれもない芳佳の姿。

　引き摺ずるようにして持ってきた布製の救護袋ぶくろには、薬瓶や包帯があふれんばかりに詰つめ込まれている。

「部屋から出るなと言ったはずだ！　戻もどれ！」

　芳佳は、インカム越ごしの大声にビクッと身をすくめたが、それでも安あん堵どしたように呟つぶやく。

「坂本さん……無事だったんですね、よかった～」

「宮藤!!」

　半ば呆あきれ、半ば驚おどろいて怒鳴る坂本。

「戻れと言ったのが聞こえないのか！　そこはお前の居場所じゃない、邪じや魔まになるだけだ！」

　坂本は、トリガーを引く手を止めずに言い放った。

「私は、私にできることがしたいんです！」

　負けずに言い返す芳佳の目の前で、ネウロイのビームが海上に落ちて水柱を立てる。

「今はお前にできることなどない！　早く部屋に戻れ！」

　坂本はそれだけ告げると、通信を切る。

「坂本さん？　坂本さん!?」

　芳佳はもう一度呼びかけたが、坂本の声は返ってこなかった。




　　＊　＊　＊




「無茶な奴やつだが、あの勇気は大したもんだ」

　旋せん回かいしながらネウロイのビームをかわす坂本の顔には、苦く笑しようにも見える笑えみが浮うかんでいた。

　自分でもよく知っているが、実は坂本自身も、根っこのところでは芳佳と同じ気質を持っている。

　無茶する馬ば鹿かは、嫌きらいではない。

「私も負けてはいられないな」

　ドウッ！

　またもや水柱が高く上がった。

　対空砲ほう火かで応戦していた駆く逐ちく艦かんが、また直ちよく撃げきを食くらったのだ。

　坂本は立て続けに12・７mm×99弾だんを撃うち込むが、不意にトリガーが反応しなくなる。

　カチッ、カチッ！

　見ると、銃じゆう身しんが赤熱化している。

　どうやら連続発砲で、イカレてしまったようだ。

「……お前の敵は」

　坂本は機関銃を捨てると、白はく刃じんを抜ぬき払はらいつつ、ネウロイに迫せまった。

「こっちだ!!」




　　＊　＊　＊




　一いつ瞬しゆん。

　蒼そう穹きゆうが眩まばゆく輝かがやき、ネウロイの翼つばさに大きな切れ目が奔はしった。

　坂本の一撃が決まり、見事に斬きり裂さいたのだ。

　翼よく端たんが千切れ飛び、白はく煙えんのようなものを発する。

　圧あつ倒とうされる、赤城の艦長や戦せん闘とう機き乗りたち。

「坂本さん、すごい……あれがウィッチーズの戦い……」

　見上げる芳佳も呟くが、巨きよ大だいネウロイはすぐに再生し、元の姿を取り戻してゆく。

（今だ！）

　坂本は反転しながら、魔眼を開いた。

　ネウロイ上部中央付近。

　小さく赤く光るのは……コアだ！

「……見つけた！」

　坂本が叫さけぶと同時に、巨大ネウロイは坂本に向けてビームを連射した。

　シールドを展開するが、それでも坂本は圧おされてゆく。




「坂本さん！」

　坂本の危機に、芳佳が思わず叫んだその時。

　ドーン！

　芳佳の背後、それもかなり近いところで爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。

「!?」

　思わず身をすくめた芳佳が振ふり返ると、甲かん板ぱんの機銃座のひとつが煙けむりを上げ、消火器を抱かかえた乗員たちが走り回っている。

「八番機銃誘ゆう爆ばく！　消火班急げ！」

「怪け我が人だ！　衛生兵！」

　立ち尽つくしていた芳佳はこの声にハッとなり、横たえられた兵士二人の傍かたわらに駆かけ寄った。

「しっかりしてください！」

　苦く悶もんの表情で身を捩よじる負傷兵の胸むな元もとは、真っ赤に染まっている。

「私が助けますから！」

　芳佳は屈かがみ込み、負傷兵に震ふるえる手をかざした。

　使い魔である豆まめ柴しばの耳と尻尾しつぽが頭とお尻しりに現われると同時に、かすかな光が手から発せられて、傷を包む。

　これが芳佳のウィッチとしての能力。

　祖母と母から受け継ついだ、癒いやしの力だ。

（お願い、助かって！）

　だが、その光はすぐに点てん滅めつを始め、疲ひ労ろう感かんが芳佳を襲おそう。

　負傷兵の深手に対し、芳佳の魔力が小さ過ぎるというより、効率的な力の使い方を習得していないのだ。

「っ！　今度こそ……今度こそ……！」

　芳佳は、坂本と出会った日に起きた出来事を思い起こしていた。

　親友を巻き込んだ事故。

　その事故で大怪我を負った親友を、芳佳は自分の癒しの力だけでは救うことができなかった。

　通りかかった坂本の手を借りて、親友は辛かろうじて命を取り留めたのだ。

　あの時の、情けなさと悔くやしさ、そして無力感。

（みっちゃんの時みたいには……絶対にしない！　今度こそ助けるんだ！　私の力で、今度こそ！）

　しかし。

「何している！　止やめろ！」

　衛生兵が負傷兵と芳佳の間に入ってきて、芳佳を引き剝はがした。

「私、治ち癒ゆ魔法が使えるんです！」

　衛生兵に向かい、芳佳は訴うつたえる。

「あんた、ウィッチか!?　だがこれだったら、俺が治療した方がマシだ！　余計なことはするな！」

　芳佳の手から光が、そして頭から犬耳が消えた。

「でも！　私にも何か手伝わせてください！」

　必死の表情の芳佳。

「ここは、お前みたいな子供の居る場所じゃないんだ！　部屋で大人しくしていろ！」

　キツい言い方だが、一人でも多くの兵を救おうとする真しん摯しな気持ちが吐はかせた言葉である。

「嫌いやです！　そんなの嫌なんです！」

　芳佳は、駄だ々だっ子このように激しく頭かぶりを振る。

「……だったら」

　芳佳の剣けん幕まくに折れた衛生兵は、視線をそらす。

　人手が足りないのも、また事実なのだ。

「包帯が足りないんだ。もっと取ってきてくれ」

「は、はい！」




　　＊　＊　＊




　巨きよ大だいネウロイは、坂本がコアに近づこうとする度たびにビームで圧おし返し、容易に肉にく薄はくさせてはくれなかった。

「ええい、うっとうしい！」

　次し第だいに焦あせり始める坂本。

　息をするのも辛つらいほど、消しよう耗もうも激しい。

　その時。

　坂本の両りよう翼よくをすり抜ぬけるように、二機の戦せん闘とう機きがネウロイめがけて突つっ込んでいった。

　後方から援えん護ごを、という命令を無視する形である。

「お前ら！」

　驚おどろきを隠かくせない坂本。

　その坂本に無線が入る。

「我々が時間を稼かせぎます！」

「その間に、坂本少しよう佐さはコアを！」

　今のままでは、旗き艦かんである空母さえ守り抜くことは不可能。

　ならば、唯ゆい一いつの希望である坂本にすべてを託たくし、己おのれたちはその楯たてとなろう。

　戦闘機乗りたちの決意だ。

「了りよう解かい！……頼たのんだぞ」

　目標を、坂本から戦闘機に変える巨大ネウロイのビーム。

（すまん）

　胸の内で敬礼し、坂本は眼帯を外した。

　魔ま眼がんが妖あやしい光を帯びる。

　ネウロイ胴どう体たい上部……中央！

「そこだ！」

　魔眼が輝かがやき、コアを捉とらえる。

　だがその瞬しゆん間かん、またもや五月雨さみだれを思わすビームが坂本に降りそそぐ。

　ビームが命中する度、限界の近いシールドが点てん滅めつする。

　二機の戦闘機も直ちよく撃げきを食くらい、機体の一部を消失させて、次々と落ちてゆく。

「っ！　まだまだ！」

　防ぼう御ぎよ力の低下したシールドごと、ビームに弾はじき飛ばされそうになる坂本。

（ここで私が落ちれば……何のためにあいつらは！）

　坂本は何とか体勢を立て直した。




　　＊　＊　＊




　同時刻。

　空母〝赤城〟艦橋。

「戦闘機隊、坂本少佐を残して全滅！」

　通信兵は艦長にそう報告した。

「援えん軍ぐんは!?　ブリタニアのウィッチーズはまだか!?」

　艦長は拳こぶしをパネルに叩たたきつける。

　ドウッ！

　空母の巨体が、また大きく揺ゆれた。

「至し近きん弾だん！　右機関室浸しん水すい！　このままでは航行不能になります！」

　と、別の通信兵。

「援軍の到とう着ちやくまで、何としてでも保もたせるんだ！」

　それはもはや命令ではなく、祈いのりの叫さけびだった。




　　＊　＊　＊




　一方。

　放ほうり出された救護袋から包帯が零こぼれ落ち、そのまま転がって、艦内通路に何本もの白いラインを描えがいていた。

　ギシギシと軋きしむ艦体。

　あまりの揺れの激しさに、芳佳は立ち上がることができず、その場にペタリと座り込んだままだ。

「人が落ちたぞ！」

「手て隙すき乗員は直ちに救助！　五分隊、左さ舷げん機き銃じゆうへ！」

「機関室、浸水！」

「どうなるんだよ、この船!?」

「弾たま！　弾持ってこい！」

「もう残ってません！」

「何かないのかよ！　どうすりゃいいんだ!?」

　伝声管を通じ、艦内各所からの錯さく綜そうした絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　その声に混じり、芳佳の耳に、先ほどの衛生兵と、坂本の声が聞こえてくる。




「ここは、お前みたいな子供の居る場所じゃないんだ！」

「そこはお前の居場所じゃない、邪じや魔まになるだけだ！」




（そうなの……かな？）

　うつむいたまま、壁かべに手をついてゆっくりと立ち上がる。

「私にできることなんて、何もない……のかな？」

　芳佳が力なくつぶやいた、その時。




　　＊　＊　＊




　ネウロイのビームがついに、赤城を直撃した。

　巨きよ大だいなロンギヌスの槍やりのようなビームは、甲かん板ぱんと、その下の格納庫を貫つらぬく。

　分厚い鉄板が消失した円形の穴。

　その奥で誘ゆう爆ばくが発生し、凄すさまじい衝しよう撃げきが艦かん橋きようを、芳佳のいる通路を、赤城全体を襲おそう。

「しまった！」

　黒こく煙えんを上げる赤城を見下ろした坂本は、インカムで芳佳に呼びかけた。

「宮藤！　宮藤！　応こたえろ、宮藤!!」




　　＊　＊　＊




　格納庫そこは、不思議な静せい寂じやくに包まれた空間だった。

　天てん井じように開いた穴から光が差し込み、まるで東雲しののめの森のよう。

　爆風で開いた扉とびらのそばに、芳佳は倒たおれていた。

「宮藤！　宮藤！」

　インカムからの坂本の声だけが、虚むなしく響き渡っている。

「宮藤！　宮藤……宮藤………宮藤…………宮……………」

（……………………あれ……この声）

　半ば朦もう朧ろうとした意識の中で、坂本の声は遠い昔の記き憶おくの声に変わってゆく。

「………………か………しか…………芳佳…………芳佳…………芳佳……」

（お父さんの……声だ）

「芳佳……芳佳……」

「お父さん……ごめんなさい……私、何もできない」

　今、自分に見えているのは、父との、最後の別れの時の光景だろうか？

　はっきりとはしないが……。

「芳佳……お前には、母さんやおばあちゃんに負けない大きな力がある。その力で、みんなを守るような立派な人になってくれ」

　父の声は、芳佳に告げていた。

「お父さん」

　霞かすんでゆく父のシルエットが、別の映像に変わってゆく。

　誰だれかと一いつ緒しよに、何かの前で佇たたずむ父の姿。

（これって……）

　そう。

　一か月前、ブリタニアから送られてきた、父の写真と同じ光景だ。

　四年前に撮とったものだろう。

　一緒に写っている坂本も、今より幾いく分ぶん幼い。

　そして、背景には、父が開発したと聞かされたストライカー・ユニットが。

「！」

　芳佳の瞳ひとみが大きく開かれた。

　顔を上げた芳佳の視線の先、格納庫の隅すみに置かれているのは……。

　間ま違ちがいない。

　あの、モノクロームの写真に写っているのと同型のストライカー・ユニットである。

「…………」

　芳佳は身体からだを起こし、ストライカー・ユニットと対たい峙じした。

　今まで耳に入らなかった対空砲ほう火かの音が、かすかに聞こえてくる。

　戦いはまだ続いているのだ。

　芳佳は自分の右手のひらに視線を落とした。

　そこに宿る、ほのかな光。

「私に、できること……」

　芳佳は拳こぶしをギュッと握にぎり締しめた。




　　＊　＊　＊




　扶桑皇国遣けん欧おう艦かん隊たいの被ひ害がいは、限界に達しつつあった。

「もはや、これまでか」

　重苦しい空気の中、赤城の艦長は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直し、決断を下す。

「……総員に、退艦命令を……」

　だが……。

　突とつ然ぜん、甲かん板ぱんに視線を向けていた副長が叫さけんだ。

「だ、誰だ、あれは!?」

「どうした!?」

　副長を振ふり返る艦長。

「発艦エレベーターに、誰かいます！」

「何!?」

　艦長も甲板に目をやる。

　中央の発艦エレベーターが起動して、何かがせり上がってくる。

　白煙に包まれたエレベーター上に立つのは、ひとりの少女。

「私にできること……」

　使い魔と一体化した証あかしである、犬耳と尻尾しつぽ。

「約束を守るため……」

　足には、零ゼロ式艦上戦闘脚ストライカー22型甲こう。

「みんなを守るために！」

　それは、決意の表情で空を見上げる、宮藤芳佳の姿だった。




「何者だ!?　なぜストライカー・ユニットを装備できる!?」

　驚おどろいた艦長は、副長に尋たずねる。

「坂本少しよう佐さが連れてきた少女です。名前は……」

「宮藤芳佳です！」

　顔を上げる宮藤。

「宮藤!?」

　艦長は息を呑のんだ。

「あの宮藤博士の!?」




　　＊　＊　＊




　キュウウウ！

　飛行脚ストライカーにプロペラが出現し、回転を始めた。

　ブロロロロロッ！

　足元に現われる、光の魔ま方ほう陣じん。

「まさか！」

　呆あつ気けに取られる艦橋の副長。

「宮藤？」

　上空の坂本も、ストライカー・ユニットの起動に気がついたのか、赤城の甲板を振り返る。

「行きます！」

　芳佳は甲板員の合図にうなずき、急加速して滑かつ走そう路ろを滑すべりだした。

　だが、ハンガーを切り離はなし、飛行態勢に入ろうとしたその時。

　ズギュン！

　またもビーム攻こう撃げきが命中した。

　艦橋の屋根が吹ふき飛び、さらに前部エレベーターも被ひ弾だん。

　弾薬の誘ゆう爆ばくで、空母全体が揺ゆらぐ。

「きゃっ！」

　爆風で芳佳の体勢が崩くずれる。

　辛かろうじて持ち直すが、離り陸りくに十分な速度が出ない。

　滑走路の端はしまであとわずか。

「引き起こせ！　あとがないぞ！」

　奇き跡せき的に無事だった艦長が怒ど鳴なる。

（いくしかない！）

　覚かく悟ごを決めた芳佳は、甲板から空中へ飛び出した。

　だが、ストライカー・ユニットはそのまま、放物線を描えがき、海面に向かって落下してゆく。

「飛んでーっ！」

　必死に立て直す芳佳。

「飛べぇーっ！　宮藤っ！」

　坂本も叫ぶ。

　海面まで５ｍ……４ｍ……３ｍ……２ｍ……１ｍ！

　バシャッ！

　海水に触ふれたプロペラが、水みず飛沫しぶきを巻き上げた。

　そして、着水寸前。
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　落下速度が加わったことでようやく離陸できるスピードに達した芳佳の飛行脚ストライカーは、上じよう昇しようを始めた。

「飛べた！　飛べたーっ！」

　芳佳は歓かん喜きの声をあげる。

「なんてヤツだ……初めてストライカーをつけたというのに……」

　嘆たん息そくする坂本。

「坂本さあああああああん！」

　芳佳は坂本のところまで飛んでくると……。

「宮藤！」

　そのまま、速度を落とせずに通過していった。

「私、手伝います！」

　かなり離れてしまってから、声をかける芳佳。

　だが。

　ネウロイが標的を坂本から芳佳に変えて、ビームを集中させた。

「宮藤！」

　警告を発する坂本。

「きゃあああああ！」

　直撃！

　と、思われた瞬しゆん間かん。

　馬ば鹿かでかい、としか形容しようがない巨きよ大だいなシールドが、芳佳の周囲に展開した。

　シールドがビームを弾はじき、全くダメージはない。

「何て大きなシールドだ……あれがあいつの潜せん在ざい能力なのか？」

　自分の数倍の大きさがある芳佳のシールドを見た坂本の口元に、笑えみが浮うかぶ。

「面おも白しろい！」

　心躍おどらせた坂本は、芳佳の後を追った。




「宮藤！」

「坂本さん！　鉄てつ砲ぽうを！」

　自分の横についた坂本に、芳佳は自分の持つ13mm機き関かん銃じゆうを渡わたそうとする。

「それはお前が使え」

「え……？」

　驚おどろく芳佳。

「守りたいんだろう？」

「……はいっ！」

　坂本の問いに、芳佳はハッキリとうなずく。

「よし！」

　坂本はガッと芳佳の肩かたを抱だき寄せた。

「よく聞けよ」

　雲の切れ間をゆく巨大ネウロイの上部を、白はく刃じんの切っ先で指し示す坂本。

「あのあたりに、奴やつのコアがある。私が攻こう撃げきを引きつけている隙すきに、お前がコアを撃うち抜ぬくんだ。できるか？」

「はい！　やってみます！」

「よし！　二つ数えたら、私について来い！」

　坂本は芳佳から離はなれて先行すると、ネウロイに斬きりかかる。

「おりゃあああああああああ！」

　砕くだける白刃。

　ネウロイの放ったビームが坂本に収束する。

　一方。

　坂本が囮おとりになっている隙を突き、ネウロイ上部に出た芳佳は、急降下をかけてコアに狙ねらいを定めた。

　初めて握にぎる銃の操作に、不思議と戸と惑まどいはない。

（このまま……引き金を引けば！）

　だが。

　ピカッ！

　最初に坂本が仕し掛かけた時と同様、ネウロイの上部組織が一いつ斉せいに光を帯び、芳佳に向かってビームを放射する。

　いったん下がらざるを得ない芳佳。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　戻もどってきた坂本が声をかける。

「は、はい。すみません……」

　と、謝ったところをビームが襲おそう。

　坂本はかわすが、直撃にシールドごと押し返される芳佳。

「だ、大丈夫です！」

　坂本の視線に気がついた芳佳はそう答えたが、息はかなり上がっている。

「初めての飛行に、初めての実戦、体力が限界か……」

　坂本はつぶやく。

　だが。

「もう一度、お願いします！」

　芳佳の目に宿る、強い決意。

「……分かった。気を引き締しめろよ、最後のチャンスだ！」

「はいっ！」

　芳佳は再び上じよう昇しようし、坂本はビームを引きつけるために降下していった。




「さっきと同じことをしても、またやられちゃう……どうすれば……」

　ネウロイの真上に出た芳佳は、考えを巡めぐらせていた。

　自分も坂本も、たぶんもう限界。

　あとはない。

　坂本に視線を落とすと、ネウロイの体表ギリギリのところで攻撃を仕掛けている。

「……そうか！」

　芳佳は急降下し、ネウロイに激げき突とつする寸前で進行方向を90度変えた。

（坂本さんみたいに！）

　巨きよ大だいネウロイの体表に触ふれるか触れないかのところを、低空飛行する形になる芳佳。

「スレスレまで近づけば、きっと当てられない！」

　ネウロイのビームは芳佳を狙おうとするが、距きよ離りが近過ぎ、ビームはすべて、芳佳の斜ななめ上を掠かすめる。

（やっぱり！）

　前方に、体表組織に覆おおわれたコア。

　風を切って飛ぶ芳佳は、機関銃を構えた。

（いけるっ！）

　自信を持って、その指がトリガーにかけられる。

　しかし。

（……あ、あれ？）

　照準が合わせ辛づらい。

　初めての飛行で疲ひ労ろうが激しく、視界がぼやける。

　二重にも、三重にも見える目標。

「しっかりしろ、宮藤芳佳！　私がやるんだ！」

　芳佳は頭を振ふった。

「……みんなを、守るんだ！」

　何とか照準を合わせて、慎しん重ちようにトリガーを絞しぼる。

　ダダダッ！

　命中。

　体表組織がはがれ、コアが露ろ出しゆつした。

「あれが、コア！」

　身体からだを反転させ、もう一度狙いをつける芳佳。

（次！　次で、ネウロイを倒たおせる！）

　だが、目が霞かすみ、照準がなかなか合わせられない。

　トリガーにかかる指から、感覚がなくなる。

　身体がふらつき、だんだんコアから遠ざかってゆく。

（あと一発！　あと一発でみんなを……みんなを助けられるのに！）

「っ……ダメ……もう……」

　と、照星から視線を外した、その時。

　パーン！

　一発の銃じゆう弾だんがコアに命中した。

　さらに続けて、九発の銃声が芳佳の耳にとどく。

「やった……の、かな……」

　頭がぼんやりとして、自分が撃ったのかどうか分からない。

　芳佳の意識は、ふっと暗転する。

　プロペラが停止し、落ちてゆく芳佳。

　その身体を、回り込んだ坂本がそっと抱だきとめる。

「大した奴やつだ。何の訓練もなしに……」

　腕うでの中の芳佳を見て、坂本は微笑ほほえんだ。

「あそこまでやるとはな」




　　＊　＊　＊




「コア、破は壊かいかっくに～ん！」

　と、ご機き嫌げんな調子で報告したのは、艦かん隊たい救きゆう援えんに急行した、ストライクウィッチーズ、ロマーニャ公国出身のフランチェスカ・ルッキーニ少しよう尉いだった。

　飛行脚ストライカーＧ55チェンタウロを駆かるルッキーニ。

　その手の中のＭ１９１９Ａ６からは、白い煙けむりが上がっている。

「こちらも確かく認にんした。ネウロイ撃げき墜つい」

　冷静な声で応こたえたのは、カールスラント出身のゲルトルート・バルクホルン大尉。

　使用飛行脚ストライカーはＦｗ１９０Ｄ‐６プロトタイプ。

　瞳ひとみに憂うれいを湛たたえた黒くろ髪かみのバルクホルンは、二百五十機撃墜を誇ほこる、ウィッチーズのエースの一人である。

「十発十中だよ！　すごいでしょー!?」

「作戦を終しゆう了りようする」

　バルクホルンは、ルッキーニの自画自賛を軽く流す。

「坂本様～っ！　ご無事ですか!?」

　坂本の姿を求め、落ちてゆく巨大ネウロイに向かって加速するのは、ペリーヌ。

「ペリーヌの奴、どさくさに紛まぎれて少しよう佐さに抱きつく気だよ。……ん？」

　笑っていたルッキーニは、ネウロイの上方に坂本の姿を発見した。

（あれって……）

　ルッキーニの瞳に映る坂本の腕の中には、抱きかかえられた芳佳の姿が。

（……東から来た、新しい魔女ってこと？……ふうん、ちょっとは面おも白しろくなりそうじゃない？）

「あら？」

　ペリーヌも芳佳に気がつく。

「な！　ななな、何ですのアレは!?」

　自分以外の少女が坂本の腕に抱かれているのを見たペリーヌは、顔を真っ赤にして憤ふん慨がいする。

　ペリーヌにとって坂本は、恋れん愛あい感情に近い崇すう拝はいの対象なのだ。

「誰なんですかーっ!?」




「ん……あれ……？」

　ゆっくりと崩ほう壊かいしてゆく巨きよ大だいネウロイを背景に、芳佳は目を覚ました。

「気がついたか？」

「坂本さん」

「よくやってくれたよ。お前がいなかったら、私もどうなっていたか」

　坂本は微笑む。

「でも……私、また最後に失敗しちゃったし」

　コアを撃ち抜いたのが自分ではなかったことを、芳佳はぼんやりと思い出す。

　誰が、あのコアを……？

「何言ってるんだ。初めてであそこまでやれたら上出来だ。ほら、見てみろ」

　坂本は、洋上の空母や救命ボートを指さした。

　激戦を生き延びた空母の甲かん板ぱんには、芳佳たちに向かって手を振る乗員たち。

「……お父さん……私……私……」

　嬉うれしいのに、何故なぜだか涙なみだが溢あふれてきて止まらなかった。




　　＊　＊　＊




　傷ついた空母が曳えい航こうされてブリタニアの軍港に入ると、芳佳たちはその足で、父からの手紙にあった住所の田舎いなか町に向かった。

（お父さんに会ったら……最初になんて言おう？　ずっと連れん絡らくしてくれなかったこと、怒おこった方がいいのかな？　でもでも……）

　窓越ごしに、風に揺ゆれる麦の穂ほを眺ながめながら、芳佳は胸をときめかせる。

（家から持ってきたおばあちゃんの梅干し、食べてもらおうっと！）

　やがて、二人が乗った軍手配の車両は、のどかな田園風景を通り抜け、午後遅おそくに田舎町に到とう着ちやくした。

　だが、しばらくして。

　芳佳たちは、石の土台だけを残して消失した、廃はい墟きよの前に立っていた。

「ここが……？」

　父の手紙と廃墟を見比べていた芳佳は、呟つぶやくように尋たずねていた。

「ああ。五年前まで、宮藤博士はここでストライカーの開発をしていたんだ」

　そう語りながら坂本は、手紙を握った芳佳の手がだんだん下がってゆくのを見て、胸に痛みを覚えた。

「あの事故の日も……」

「坂本さん……。坂本さんは、知っていたんですか？」

「……済まん」

「いいえ」

　芳佳は振り返った。

　その顔には、儚はかなげな微び笑しようが浮かんでいる。

「私の方こそ、わがまま言ったのにここまで連れてきてもらえて、感謝しています」

　二人の足元では、小さな花が風に揺られていた。




　研究所の廃墟から、湖にかかる橋を渡わたり、崖がけの上の墓地を目指しながら坂本は語った。

「私も、かつては博士とここで過ごしていたんだ。……その手紙も、やはりその頃ころに出されたものだったんだろう」

「お父さん、いつも間が悪いんですよ。小学校の入学の日に出て行って、亡なくなった知らせの届いたのは、私の十歳の誕生日。今頃になって突とつ然ぜん手紙が届いて、もしかしたらって思ったけど……」

　やがて二人は、ひとつの墓の前にたどり着いた。

「親子なのに、縁えんがないのかな、私たちって。えへへ」

　芳佳は墓石の前に座り込み、墓標を撫なでる。

　と、その時。

「！」

　芳佳は、墓標の下の部分に何か文字が刻まれていることに気がついた。

「これ……」

　坂本は芳佳の肩かた越ごしに覗のぞき込み、そこに刻まれた文字を懐なつかしむように読み上げる。

「その力を多くの人を守るために」

　懐かしむような色が、その左目によぎる。

「……博士がよく言っていた言葉だ。ストライカー・ユニットも、そんな博士の想おもいから生まれたんだ」

「……お父さん」

　やがて、想いが溢れ出したかのように、芳佳は泣き出した。




　空が茜あかね色いろに染まる頃になって。

「行くか？」

　坂本は芳佳に声をかけた。

「はい。あ、あの！」

「ん？」

「あの…………私を、ストライクウィッチーズに入れてください！」

「……何!?」

「ここに残って、私の力を使いたいんです。もっと、たくさんの人たちを守るために……」

「宮藤……」

「きっと」

　芳佳はもう一度、父の墓標に目をやった。

「お父さんも、そう願ってると思うから……」

「そうか。よーし、分かった！」

　坂本は破顔した。

「あとは私に任せろ、一人前のウィッチになれるよう、ビシビシ鍛きたえてやるからな！」

「は、はい！」

　そして、その夜……。




　ウィッチーズ基地の兵舎の前に、隊長のミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中ちゆう佐さ以下、魔ま女じよたちが勢ぞろいしていた。

「え～」

　坂本が、一同に芳佳を紹しよう介かいする。

「今日付けで、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団に配属となった、宮藤芳佳だ」

　ペリーヌは敵意を顕あらわにした顔をしているが、残りのメンバーも、小さく手を振ったり、あくびをしたり、舌を出したり、目線をそらしたり、反応はそれぞれだ。

「宮藤芳佳です！　よろしくお願いします！」

　芳佳はにっこりと笑って、戦友となる魔女たちに挨あい拶さつする。

　こうして。

　扶桑を旅立った新米ウィッチ宮藤芳佳の、ブリタニアでの戦いの日々が始まった。

　……のだが。







　第二章　CHAPTER2







　コックリさん、コックリさん




「きゃああああ！」

「旋せん回かいに入るのが遅おそ～いっ！」

　その朝。

　第５０１統合戦闘航空団基地の滑かつ走そう路ろ上に漂ただよっていたのは、ぼってりと金魚のような形をした気球であった。

　遠目には可愛かわいらしい姿だが、気球の全長は20ｍ。

　全高は約９ｍに達する。

　いわゆる、阻そ塞さい気球である。

　阻塞気球は夜間爆ばく撃げきを防ぐためにワイヤーで結束して配置される、いわば、空のバリケードだ。

　今、滑走路上に配置されている阻塞気球は二十基以上。

　これを華か麗れいにかいくぐって飛ぶのが、本日のウィッチーズの訓練である。

　はずなのだが……。

「右旋回！」

「はうっ！」

　パンッ！

「左！」

「ひゃん！」

　パンッ！

　坂本美緒少佐の罵ば声せいが飛び交かう中、宮藤芳佳軍ぐん曹そうは阻塞気球に片かたっ端ぱしから突つっ込んでは、割り続けていた。

　パン、パン、パンッ！




「……ねえ、美緒」

　地上でこの様子を見つめていたウィッチーズ隊長ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中佐は、隣となりに立つ坂本に静かに尋たずねていた。

「念のために確かく認にんするけど、宮藤さんには、バルーンとバルーンの間を飛ぶように、ちゃんと指示した……わよね？」

「う～ん」

　坂本は頭を搔かいた。

「指示は理解している……はずなんだが」

　芳佳のウィッチとしての潜せん在ざい戦せん闘とう能力は、坂本やミーナの予想以上のものであることは確かである。

　だが、如何いかんせん……。

「え、右!?　左？　み、右はお箸はしを持つ方で……もう、いやあああああ～っ！」

　パンッ！

「……」

「…………」

　そのコントロールは、ド素人しろうとレベルだ。




「あーん！」

　芳佳は、お尻しりから気球のどてっ腹に突っ込んだ。

　パン！

「すごい」

　中佐たちから少し離はなれ、木の枝に座ってこの様子を見ていたルッキーニは、目を丸くした。

「逆にあれ、難しくない？」

「才能と言ってもいいかもな～」

　とは、頭の後ろで手を組むエイラ。

　芳佳を見つめるその目は、まるで新しいおもちゃを発見したかのように面おも白しろがっている。

「あわわわっ！」

　パンッ！

　またひとつ、高価な気球が、ただの破れた布きれと化した。

「……さらに撃げき墜つい」

　落とした気球の数を、指折り数えるサーニャ。

「ある意味、撃墜王だねえ」

　シャーリーは笑いをこらえるのに必死だ。

「恥はじ、ね」

　と、斬きり捨てたのは、ペリーヌ。

「で、でも、芳佳ちゃん、実戦だとすごいじゃないですか？」

　宿舎では部屋が隣で仲のいいリーネこと、リネット・ビショップ軍曹が、芳佳を庇かばう。

「初めてで空を飛べる人なんて、あまりいませんよ」

「今まではた・ま・た・ま！　運がよくて生き延びているだけですわ。そのうち、手ひどい失敗をするに決まっています！　私、巻き込まれるのは遠えん慮りよいたしますからね！」

　ペリーヌはツンと横を向いた。




「中佐、あのバルーンはカーディントンの訓練センターからの借りものなので、あまり派手に壊こわさないでいただきたいのですが……」

　無事な阻そ塞さい気球が、とうとう一基だけになったのを見て、整備班長が訴うつたえた。

「修理代はこちら持ちになりますし、水素ガスのボンベも、阻塞気球一つあたり、大体３、４０ポンドということに……」

「す、水素は危険ですよねえ。ちょっとした火花で引火するかも知れないし、ほ、ほら、覚えています？　前に確か、ヒンデンブルグという飛行船が……」

　話をそらそうとするミーナ。

　しかし。

　ばっご～ん！

「きゃあああ～っ！」

　爆ばく音おんとともに、悲鳴と黒こく煙えんが上がった。

「……あ、引火した」

　燃えながら落ちてくる阻塞気球を見て、つぶやくルッキーニ。

「しょ、消火器ぃ～っ！」

「み、水！」

　整備兵たちが、慌あわてて滑かつ走そう路ろを走り回る。

「おい、宮藤！　無事か!?」

「…………ひゃ、ひゃい」

　黒い煙の中から、ダッチロール状態で姿を現わす芳佳。

「ご、ごめんなさい！　けほっ！　坂本さん、わ、私……」

　顔は煤すすだらけだが、どうやら怪け我がはないようだ。

「もういい。お前はもう上がれ」

　ホッとした様子の坂本は、芳佳に降りてくるように合図する。

「……はい」

　芳佳は肩かたを落として着陸すると、ストライカー・ユニットを外した。

　日ひ傘がさを差したサーニャがトコトコと駆かけてきて、そっと芳佳にタオルを渡わたす。

「あ、ありがと」

　芳佳がタオルを受け取ると、サーニャはささっと逃にげるように戻もどっていった。

　夜型、低血圧で、他の強きよう烈れつな性格のウィッチたちと比べると、幾いく分ぶん影かげの薄うすい存在であるサーニャ。

　気にはなるようだが、いまひとつ、芳佳とは打ち解けてくれていない感じだ。

「……はあ」

　芳佳はタオルで顔の煤を拭ふきながら、ため息をつく。

「うわ。どーんと落ち込んだ空気、背負っちゃってるねえ」

　その様子に、苦く笑しようするシャーリー。

「もおおおおおおおおお～っと、落ち込めばいいんですのよ！　坂本少しよう佐さに恥をかかせて！」

　と、鼻を鳴らしたのはペリーヌだ。

　坂本に尊敬以上の感情を抱いだいているペリーヌにとって、何かと坂本から気にかけてもらえる芳佳は、忌いま々いましいことこの上ない存在。

　ペリーヌは芳佳の入隊以来、何かと絡からんでくる。

「……時々思うんだけどさ、ペリーヌの家系って、絶対どこかでシンデレラのお姉さんとか白しら雪ゆき姫ひめの継母ままははとかにつながってそうだよね」

　足をプラプラと振ふって、呆あきれ顔でペリーヌを見下ろすルッキーニ。

（そんなに目の敵かたきにすることないっての。一いつ緒しよに戦う仲間なんだしさ。……ま、役に立つか立たないかは別として～）

　そう考えてから、ルッキーニはふと、もう一度、芳佳の方に目をやった。

（でもさ、不思議な子だよねえ。訓練だとダメダメなくせに、戦場に出ちゃうと、そこそこ以上にやるんだから）

　ルッキーニは、ここ数回の出しゆつ撃げきで実際に、芳佳が活かつ躍やくするところを目にしている。

　ペリーヌの言うように、それがたまたまだとは思えないのだ。

「わ、私のどこがそんなに意地悪そうに見えまして!?」

　ペリーヌは腰こしに手を当てて、ルッキーニをにらみつける。

「いや、どこがって言われても……全体？」

　思ったことを正直に口にしてしまうのが、ルッキーニのいいところでもあり、欠点でもあった。

「なっ！」

　メガネの奥のペリーヌの目が、さらに釣つり上がる。

「問題はさ……」

　二人の間に割り込むように、エイラが言った。

「このあとの訓練だろ？」

　阻そ塞さい気球を使っての飛行訓練は、シャーリーやペリーヌたちも、芳佳のあとで行なう予定だったのだ。

「だよねえ」

　シャーリーが立ち上がり、ミーナに声をかける。

「訓練、どうしましょうか～？　バルーン、なくなっちゃいましたけど～？」

「……カーディントンに何て言い訳を」

　立ち尽つくし、頭を抱かかえる整備班長。

「そ、そうねえ」

　ミーナは顔を引きつらせる。

「くっ！」

　坂本は、のん気に見学していたウィッチたちを振り返った。

「ペリーヌ！　ルッキーニ！　リーネ！　二対二の模も擬ぎ空中格かく闘とう戦の準備をしろ！」
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「え～」

　ルッキーニは唇くちびるを尖とがらせる。

（あたしって、遠えん距きよ離り射撃タイプだから空中格闘戦って好きじゃないんだけど……）

「お前はリーネと組め！」

「え？……ということは、私が坂本少佐と……」

　ペリーヌの頰ほおが、ポッと赤くなる。

　と、そこに。

「みなさん！　ごめんなさい！　訓練、だいなしにしちゃって！」

　ユニットを外して駆け戻ってきた芳佳が、一同にペコリと頭を下げる。

「いいんですのよ～、誰だれにも失敗はありますから」

　上じよう機き嫌げんのペリーヌ。

「ほへ？」

　てっきりギャアギャア怒おこられると思っていたのに、いつもと違ちがうペリーヌの反応に啞あ然ぜんとする芳佳。

「さ、訓練、訓練～」

　ペリーヌは踊おどるような軽い足取りで、自分のストライカー・ユニットに向かった。




　少しして……。

「追いつけないなあ……」

　模擬戦闘を見上げながら、芳佳はつぶやいていた。

　頭上では、リーネとルッキーニの遠距離射撃組に対し、近接戦闘を得意とする坂本とペリーヌが強きよう襲しゆうをかける形で訓練が続いている。

　坂本が手加減をしているとはいえ、リーネ、ルッキーニ組はお互たがいをフォローしながら、なかなか相手を近づけさせない。

「追いつけないって、坂本少しよう佐さにか？」

　隣となりで寝ねそべるシャーリーが、その顔を芳佳に向けた。

「ま、ま、ま、ま、まさか！」

　真っ赤になって顔の前で手を振る芳佳。

「……リーネちゃんに、ですよ」

　リーネは、同じ階級ということもあり、ウィッチの中でも最初に仲良くなった友だち。

　どこかおっとりしていて、自分に少し似ている、と芳佳は思う。

　だからこそ、こうして訓練で差を見せつけられると、かなり落ち込むのだ。

「あはははははははっ！」

　仰のけ反って笑うシャーリー。

「やっぱり、おかしいですか？」

「いや、違うって」

　シャーリーは芳佳の肩かたを叩たたいた。

「この間、同じようなことを、リーネが言ってたもんだからさ」

「リーネちゃんが？」

「リーネってさ、訓練じゃ完かん璧ぺきだけど、実戦だとあんまし活かつ躍やくできないだろ？　いきなり実戦で戦果を上げた芳佳が、羨うらやましかったみたいでさ」

「あ、あれはまぐれで……」

　練習なしでいきなり飛んで、ネウロイと戦ってみせたことを言っているのだろうが、芳佳からすれば、無む我が夢中でやったことで、偶ぐう然ぜんに過ぎない。

「……私だって、練習でリーネちゃんみたいにうまくやってみせて、みんなの足手まといにならないようにしたいですよ」

　芳佳は唇を尖らせた。

「ま、いいんじゃない、それで」

　シャーリーは笑えみを浮かべたまま、うなずく。

「……呆あきれてません？」

「……ちょっとはね～」

「もう！」

「けどさ」

　シャーリーは寝そべったまま背伸びをすると、空をゆく雲を見上げた。

「仲間なんだよ、みんなさ。打ち負かすべき敵じゃないんだ」

　訓練を終え、リーネや坂本たちが地上に降りてくる。

「宮藤はリーネを超こえたい。リーネは宮藤を超えたい。だったら、二人で強くなれよ、それでいいじゃないか。一緒に頑がん張ばろうって、お前なら言えるだろ？」

「そうですね」

　芳佳はシャーリーの言葉にほんの少し、慰なぐさめられる。

「……うん！　私、リーネちゃんにそう言いますね！」

「ああっと、その前に隊長に頭下げてきなよ。フーセン全部割られて、げんなりしてたぞ」

「は、はい！」

　芳佳は立ち上がってお尻についた草を払はらうと、元気よく駆かけていった。




　一方。

「こら～っ！　あんたたち、また勝手に入って！」

　ルッキーニは、基地内の木立の間からこちらの様子を見ている人ひと影かげに気がつき、怒ど鳴なっていた。

「いいじゃんかよ～」

「減るもんじゃなし～」

　と言い返したのは、五、六歳から十歳ぐらいの子供たちだ。

「あたしやシャーリーはいいけど、ペリーヌは減るのよ！　あの子の胸が抉えぐれちゃったら、あんたたち、責任取りなさいよ！」

「ルッキーニ！　あなた、どさくさに紛まぎれて何をおっしゃるの！」

　激げつ昂こうするペリーヌ。

「……あの子たちは？」

　子供たちを見て、ミーナが坂本に尋たずねる。

「近くの村の子供たち……のようだな」

　答える坂本。

「危険な場所には近づかないし、ルッキーニが時おり注意しているから、基地内に入ってくるのを黙もく認にんしているんだが……追い出すか？」

「いいわよ」

　ミーナはクスリと笑い、頭かぶりを振った。

「ルッキーニが見ているのなら大だい丈じよう夫ぶ。あの子、結構面めん倒どう見みがいいから。近きん隣りんの村との友好関係を築くのも任務のうち、でしょ？」




　　＊　＊　＊




　その夜。

　と言っても、夏のブリタニアなのでまだ空は明るいが、夕食後のウィッチ控ひかえ室でのこと。

「おっかしいでしょ？　実戦と訓練の、あの落差!?」

　寛くつろぐシャーリーやペリーヌたちに向かって、ルッキーニは言った。

「芳佳って、戦場だとまったく別人って時あるじゃない？　変！　絶～っ対に変過ぎ！」

「あの～、ここにまったく逆の例が……」

　と、自分を指さすリーネは、思いっきり、ルッキーニに無視された。

「そうか？」

　あまり気に留めていない様子のシャーリー。

「そ、そう言えば」

　ペリーヌは眉まゆをひそめる。

「あんな豆まめ狸だぬきなのに、坂本少しよう佐さに目をかけられるなんて……確かに……」

「そこ～で！」

　バンッとテーブルに手を突つくルッキーニ。

「あたしは気がついちゃった」

「何に？」

「何にですの？」

「な、何です？」

　顔を寄せ合う少女たち。

「……何だよ？」

「…………」

　ルッキーニたちとは少し離はなれたところで、タロットカードを並べていたエイラとサーニャまでが首を突っ込んでくる。

「芳佳には……」

　一同を見み渡わたし、ひと呼吸おいてからルッキーニは続けた。

「……何かが憑ついている」

「憑いている？」

　聞き返すシャーリー。

「何がです？」

　と、リーネ。

「誰かの霊れいよ。それもかなり強力な」

　ルッキーニは答えた。

「やれやれですわ、何を馬ば鹿かなことを？」

　ペリーヌは呆あきれ果てたというように肩かたをすくめた。

「じゃあさ、ぺたんこに説明できるの、芳佳の落差？」

　と、腰こしに手を当てて唇くちびるを尖とがらせるルッキーニ。

「そ、それは……って、ぺたんこって呼ぶのは止やめなさい！」

「ウィッチは使い魔まを憑ひよう依いさせるからなあ。憑くって感覚、分からないでもないけどさ」

　シャーリーは苦く笑しようする。

「アホだな」

　小馬鹿にしたように舌を出すエイラ。

「…………」

　サーニャまでもが、頭を振ふる。

「何よ、あんたたち!?　その疑いの目？」

　ルッキーニは膨ふくれっ面つらになった。

「疑うんなら、調べてみましょうよ！」

「調べるって、どうやってです？」

　リーネは眉をひそめる。

「交霊会よ」

　ルッキーニは、ナイスアイデアと言わんばかりに胸を張った。

「こ、交霊会？」

「芳佳に憑いている霊を呼び出すんだってば」

「面おも白しろそうだねえ」

　意外と乗り気な表情を見せるシャーリー。

「何を非科学的な」

　ペリーヌがフンと鼻を鳴らす。

「わ、私は反対ですよ！　大反対！」

　リーネはブルブルと頭を振った。

「あっれ～、怖こわいの～？」

　からかうような口調になるルッキーニ。

「ル、ルッキーニちゃんは、交霊会の恐おそろしさを知らないんです！　この基地には、カーナッキーもジョン・サイレンスも、ブラバッキー夫人もいないんですよ！」

　……どうやら、心底怖がっているらしい。

「と、とにかく、私は嫌いやですからね！」

　バッ！

　顔を真っ青にしたリーネは、控ひかえ室を飛び出した。

　そして、ちょうどその時、控え室に入ってきた芳佳とすれ違ちがう。

「あれ、リーネちゃん？」

　自分に気づかずに通り過ぎてゆくリーネの背中を、首を傾かしげて見送る芳佳。

「お腹なかでも壊こわしたのかなあ？」

「……逃にげたな」

「逃げましたですわね」

　シャーリーとペリーヌは、顔を見合わせる。

「……あの～、どうしたんです、リーネちゃん？」

　控え室に入った芳佳は、ルッキーニに尋たずねた。

「ん～、何でもないって」

（ちょ～どいいところに！）

　ルッキーニはニッと笑って芳佳の手をつかむと、みんなのところに引っ張ってゆく。

「ほらほら、こっちに～」

「な、な、な、何なんです？」

　芳佳は戸と惑まどいの表情を浮うかべた。

「まあまあ」

「……これからすぐ、始めるんですの？」

　顔をしかめ、ルッキーニにささやくペリーヌ。

「もっちろん」

「まだ戦せん闘とう待機中ですわよ……って、あなたがそんなことを気にするはずありませんでしたわね」
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「いいじゃん、いい息いき抜ぬきだって」

　ルッキーニはささやき返し、芳佳を座らせる。

「ねえ、芳佳。交こう霊れい会かいって知ってる～？」

「こ～れ～くゎい？」

　きょとんとした表情の芳佳。

「ウィジャ盤ばんを使って霊を呼び出すっていう、まっ、ちょっとしたお遊びなんだけど」

「ああ、ひょっとしてコックリさんのことですか？」

　芳佳は、はっと気がつき、うなずいた。

「へえ、扶桑ではそういうの？」

「ええ。流行はやってましたよ～、女の子の間で。私はやったことないんですけど」

　小学校の時に隣となりのクラスでコックリさんをやって、狐きつね憑つきになった子が出たという噂うわさが流れたことがある。

　それ以来、学校でのコックリさんは表向き、禁止になっていたのだが、みんな結構、裏でやっていたようだ。

「扶桑式の交霊会、そのコックリさんのやり方、ちょっと教えてよ」

「いいですけど……お遊びでやったらいけないんですよ。下手へたをしたら、大変なことになるんですから」

　と言いながらも、芳佳は紙を一枚取り出して、鉛えん筆ぴつで文字や鳥居をかいてゆく。

「……これ、扶桑の文字？」

　ひらがなを見て、眉まゆをひそめるシャーリー。

「このマークはなんですの？」

「鳥居です」

「トリィ～？」

「ええっと、神社の門ですよ……たぶん」

　芳佳にも詳くわしい説明は難しい。

「これじゃあたしたちには分からないよ。紙、貸して」

　ルッキーニは芳佳から別の紙をもらうと、ひらがなをアルファベットに書き直してゆく。

「Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ……この〝はい〟〝いいえ〟は、ＹＥＳ、ＮＯでいいよね？」

「あ、あの～」

　大だい胆たんな改変に、口出しできない芳佳。

「このトリーとやらも、美しさに欠けますわね」

　ペリーヌも、勝手に鳥居を描かき替かえ始める。

「……ほら、これぞ、ロココの美！　この凱がい旋せん門もんの方が、断然、優ゆう雅がですわ」

「へえ、意外と上手うまいな、こういうの」

　覗のぞき込んで感心するシャーリー。

「当たり前ですわ。芸術は乙女おとめの嗜たしなみでしてよ。クロステルマン家の息女たるもの、絵筆を握にぎらせれば印象派、オーケストラを前にすればストコフスキー、映画のメガフォンを取らせれば表現主義……」

「あ～、はいはい」

「す、すでに、コックリさんから何千マイルも離はなれてないか？」

　たまたま並べていたタロットカードの一枚を開くと、そこには死しに神がみの姿。

「……う」

　参加しようかどうしようか迷っていたエイラは、危険を感じてサーニャを下がらせる。

「はい、これで完成！」

　ルッキーニは、描き上がった多た国こく籍せき軍ぐんヴァージョン・コックリさん用のウィジャ盤をテーブルの中心に置いた。

　次いで、雰ふん囲い気きを盛り上げるためにカーテンを閉じて照明を落とし、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火をつける。

「で、このあとどうすんの？」

「ま、まず、コックリさんが入って来やすいように北の窓を開けて……」

　芳佳は食堂の窓を開く。

　だが、カーテンは閉じているので、部屋は薄うす暗ぐらいままだ。

「一銭硬こう貨かがないんで、一ペニーを鳥居、じゃなくて凱旋門のところに置いて、みんなで人さし指をこの硬貨の上に」

　従うルッキーニ、シャーリー、ペリーヌの三人。

　それを興味半分、警けい戒かい半分で見つめるエイラとサーニャ。

「で、唱えるんです」

　芳佳は歌うように召しよう喚かんの呪じゆ文もんを口ずさんだ。




　コックリさん　コックリさん

　いらっしゃいましたら、北の窓からお入りください




「……馬鹿らしい」

　つぶやきながらも、ペリーヌはみんなと合わせて詠えい唱しようする。




　コックリさん　コックリさん

　いらっしゃいましたら、北の窓からお入りください




「次にこう唱えます」

　続ける芳佳。




　コックリさん　コックリさん

　いらっしゃいましたら、〝はい〟に進んでください




「ここらへんは、普ふ通つうのウィジャボードと同じっぽいな」

　と、ニヤニヤするシャーリー。

　だが。




　コックリさん　コックリさん

　いらっしゃいましたら、〝はい〟に進んでください




　四人が一いつ緒しよにそう唱えると……。

「！」

「!!」

「!?」

　一ペニー貨がゆっくりと動き始めた。




　その頃ころ。

「ホットクロスバ～ン、ホットクロスバ～ン、一ペニーで二つだよ～、ホットクロスバ～ン」

　自室のベッドの上では、リーネが怖こわさを紛まぎらわそうと、毛布を頭から引っ被かぶり、大声で童どう謡ようを歌っていた。




「だ、誰だれが動かしているんですの？」

　厳しい目で一同を見み渡わたすペリーヌ。

「あたしじゃないけど？」

「あたしでもないわよ！」

「わ、私でもないですよお～！」

　シャーリー、ルッキーニ、芳佳の三人も自分の作さく為いを否定する。

　だが、硬貨は斜ななめに移動して、やがて「ＹＥＳ」と書かれた位置で止まった。

「……このあと、コックリさんに質問するんですけど。もう、止やめます？」

　芳佳は正直、止めたいなあ～っという顔で、ルッキーニたちを見渡す。

「ここまできて止められますか！」

　緊きん張ちようした声のペリーヌ。

「こんなインチキ交こう霊れい会かい、誰が動かしているのか、絶～っ対、見み抜ぬいてやりますわ！」

「じゃあ、あたし質問～」

　ルッキーニが真っ先に言った。

「コックリさん、コックリさん、芳佳が好きなのって、誰ですか？」

「わわわっ！　何ですか、そのとんでもない質問！」

　芳佳は慌あわてて逃にげようとする。

「ほらほら、コインから指離はなさないの。コックリさん、怒おこるよ～」

「……うう」

　泣く泣く従う芳佳。

　すると。

　一ペニー貨は、スススッと移動して、Ｆ・Ａ・Ｔ・Ｈ・Ｅ・Ｒの文字を示した。

「お父さん？」

　眉まゆをひそめるペリーヌ。

「つまらない答えを聞いてしまいましたわ」

「ほ～んと、ガッカリ」

　ルッキーニもため息をつく。

「お前さ、もう少し捻ひねれよなあ」

　と、シャーリーまで。

「そんな～、私が答えたんじゃないのに～」

　芳佳は少しばかり傷つく。

「じゃあ、次の質問、いってみようか？」

「ほ～い、あたし」

　シャーリーが名乗り出る。

「コックリさん、コックリさん、今世紀世界最速の人間になるのは誰ですか～？」

　一ペニーはゆっくりと動いて、シャーリーの名前を綴つづった。

「……あなた、今絶っっっ対に、動かしましたわね？」

　にらむペリーヌ。

「知らないなあ～」

　シャーリーはとぼける。

「いいですわ。そう言い張るのなら、誰もが答えを知らない質問をしましょう。万が一、その答えが正解ならば、私めも、このコックリさんとやらが本物だと信じますわ」

　ペリーヌはフンと鼻を鳴らし、質問した。

「半世紀前、世間を騒さわがせた切り裂さきジャック事件、犯人は誰ですか？」

　一ペニー貨は移動を開始し、さるブリタニアの王族の名前を記した。

「……」

「……」

「……」

「……」

　押し黙だまる四人。

「……これ、本当か？」

　と、シャーリー。

「さ、さあ？」

　ペリーヌは眉をひそめる。

「それらしい答えですけど……」

「お前な、馬ば鹿かか？　誰だれも答えを知らないんだったら、これが正解かどうかも分からないだろうが？」

「そう気がついていたなら、先におっしゃるべきではなくって！」

　二人はにらみ合う。

「じゃあ、いよいよ本題」

　ルッキーニは、二人を無視して宣言した。

「コックリさん、コックリさん、あなたは芳佳に憑依とりついているんですか？」

「もう！　ルッキーニちゃん！　さっきから変なことばっかり聞かないでください！」

　頰ほっぺたをプウッと膨ふくらませて抗こう議ぎする芳佳。

　だが。

　一ペニー貨は静かに動き始めると……「ＹＥＳ」の真上に移動した。

「えええ～っ！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げて、芳佳は目を丸くする。

「誰です!?　今、動かしたの!?」

「あたしじゃ……」

「ありませんわよ」

　シャーリーとペリーヌは、顔を見合わせる。

「それじゃ……」

　ルッキーニは続けた。

「コックリさん、コックリさん、あなたは一体誰ですか？」

　反応が無い。

「コックリさん、コックリさん、あなたは一体誰ですか？」

　ルッキーニは、もう一度繰くり返した。

　すると。

　バンッ！

　風にあおられた窓が開き、壁かべにぶつかって音を立てた。

　淡あわい夕ゆう陽ひが差し込み、蠟ろう燭そくの炎ほのおが大きく揺ゆらめく。

「もう、窓がうるさいですわね！」

　眉をひそめたペリーヌが、一ペニー貨から指を離はなして立ち上がり、窓に向かう。

「……馬鹿らしい。もう閉めますわよ」

　窓の閂かんぬきをかけてまたカーテンを閉じるペリーヌ。

「だ、駄だ目めですよ！」

　慌あわてる芳佳。

「コックリさんが帰れなくなります！」

　と、その時。

　びゅうっ！

「きゃあっ！」

　突とつ然ぜん、テーブルの上で旋つむじ風かぜが起こり、紙とペニー硬こう貨かを巻き上げた。

　蠟燭の火が消え、部屋の中が真っ暗になる。

「ど、どうなったのですの？」

「ちょっと、明かりは？　カーテン開けてよ！」

「あ～ん、何か踏ふんじゃった！」

「サーニャ、頼たのむ～」

　エイラが夜目の利きくサーニャに声をかける。

「……電気」

　サーニャはすすっと扉とびらのそばにたどり着き、照明のスイッチを入れた。

　パッ！

　照らし出される室内。

　床ゆかに四よつん這ばいになっているペリーヌ。

　その手をムギュッと踏んづけているルッキーニ。

　椅い子すの上に立つシャーリー。

　エイラは、戻もどってきたサーニャの頭を撫なでている。

　テーブルの上が散らかっている他ほかに、特に異常は無いようだ。

「今のって、霊の仕し業わざじゃ……ないよなあ？」

　シャーリーは頭を搔かいた。

「単なる風のイタズラです！」

　ペリーヌは吐はき捨てる。

　しかし。

「……おい、あれ」

　エイラが声を上げ、指さした。

　みんながその先を見ると。

「ちょ、ちょっと？」

　芳佳が両手を真っ直すぐ前に伸のばして、テーブルに突つっ伏ぷしている。

　まるで凍こおりついたかのように、動かない。

「寝ねてるのか？」

　と、シャーリーが芳佳の肩かたに手をかけようとした、その時。

「……無礼者。触ふれるでない」

　バシッ！

　芳佳の手が、乱暴にシャーリーの手を払はらった。

「宮藤？」

　まじまじと芳佳を見つめるシャーリー。

「宮藤？　宮藤とは、何者じゃ？」

　ガタン！

　椅子を鳴らせて、芳佳は立ち上がった。

　キリッとした目。

　凛り々りしく結ばれた口元。

　普ふ段だんの芳佳とは、まるで別人の顔である。

「あれ、宮藤さん、よね？」

　ルッキーニを振ふり返るペリーヌ。

「いいえ」

　ルッキーニは首を横に振る。

「あたしの思っていた通り！　とうとう正体を現わしたのよ、芳佳に憑依とりついていた何者かの霊がね！」

「何者かって、何だよ？」

　と、眉をひそめるシャーリー。

「そりゃあ、悪あく魔まか、はたまた先祖の霊か、ってところじゃない？」

　ルッキーニは肩をすくめた。

　このあたり、超適当である。

「はて、面めん妖ような乙女おとめたちじゃ」

　芳佳はルッキーニたちを見み渡わたして、首を傾かしげた。

「その瞳ひとみ、その髪かみの色。……うぬら、物ものの怪け、妖よう怪かいの類たぐいか？」

「失っ礼な憑つき物ね～」

　ルッキーニは腰こしに手を当てて、芳佳をにらみ返す。

「そ、そちらこそ、何者です!?」

　顔を強こわ張ばらせながらも、ペリーヌは詰きつ問もんした。

「我は中なか原はら兼かね遠とおが娘むすめ、巴ともえ。旭あさひ将軍、木き曾そ義よし仲なか殿どのが従者」

　芳佳は──または芳佳に憑いた何者かは──名乗った。

「巴御ご前ぜん、などと呼ぶ輩やからもおる」

「……ええっと？」

「巴って誰？」

「さあ？　扶桑の人だと思うけど？」

　顔を見合わせるルッキーニたち。

「……そっか！　聞いたことあるぞ。スオムス義勇軍所属の穴あな拭ぶき少しよう尉いの異名が……確か『扶桑海の巴御前』とか……」

　エイラが書しよ架かに行き、扶桑関係の文ぶん献けんを探し始める。

　食堂には、雑誌や軽い読み物を置いた書架があり、たまたま、坂本少しよう佐さが読みかけて置きっぱなしにしていた扶桑関係の書物も何冊か並んでいるのだ。

「とすると、巴御前は昔の扶桑の英えい雄ゆうって感じかあ？」

　シャーリーは頭を搔かいた。

「ど、どうせ豆まめ狸だぬきのことですから、穴拭少尉のことを少ない脳みその片かた隅すみで覚えていて、あこがれのあまりに暗示にかかったのですわ！」

　ペリーヌが言い切る。

「自己暗示です、自己暗示！　間ま違ちがいありませんとも！」

「え～、やっぱ憑き物だよ～」

　と、自説を曲げないルッキーニ。

「え～っと、……あった。平へい安あん時代末期の伝説の女武将。平へい家けを討うち破った木曾義仲の従者」

　書架から扶桑文化事典を取り出して調べていたエイラが、巴御前の項こう目もくを読み上げた。

「色白で美しい女武者として有名。木曾義仲の討ち死にの直前に義仲と別れ、のち、出家して義仲の菩ぼ提だいを弔とむらった……とされる……だとさ？」

「そもそも、平安時代とか、平家とか、木曾義仲とか、菩提とか……何ですの？」

　どうやら扶桑の文化は、あまり欧おう州しゆうでは知れ渡わたっていないようである。

「本人に聞いてみたら？」

　と、ルッキーニ。

「そんなことより！　豆狸を元に戻しなさい！　こんなことが坂本少佐に知れたら、どんなにお叱しかりを受けることか！」

「確かに、このままってのは……拙まずいよなあ」

　シャーリーも困った顔になる。

　一方。

「……だから、ここはブリタニアという西の島国。時代は、あんたのいた頃ころからず～っと先、八百年ぐらい未来なんだって」

「そうか。ここは扶桑ではないのだな」

　エイラは巴御前？と話し込み、状じよう況きようを説明して何とか納なつ得とくさせていた。

「如何いかなる縁えにしか、いや、摩ま利り支し天てんのお導きか……」

　嘆たん息そくする芳佳＝巴御前。

　と、その時だった。

「！」

「！」

「こんな時に！」

　警報のサイレンが基地全体に響ひびき渡った。




　　＊　＊　＊




「全機、スクランブル！　私も出ます！」

　ミーナはそうウィッチたちに指示を出すと、自分もハンガーに向かいながら通信兵に尋たずねていた。

「どうしてこんなに発見が遅おくれたの？　司令部からの言い訳は聞いてる？」

「どうやら、高度１００ｍ前後の超低空飛行で接近してきたようです」

　通信兵はミーナに歩調を合わせ、司令部からの通信に目を通しながら報告する。

「狙ねらいがペヴンシーのレーダー基地なのは確か？」

「はい！　進行方向から見ても、確実かと」

（ネウロイが我々の目を潰つぶそうとしている？……まさか、ね？）

　かすかに眉まゆをひそめるミーナ。

「……でも、こうも不規則に来られると、みんなの負担が心配だわ」

　ミーナは小さくため息を漏もらしてシートに座り、飛行脚ストライカーを装着した。




　一方。

「何で私が宮藤さんごときの面めん倒どうを……」

「そりゃこっちの台詞せりふ！」

　芳佳＝巴御前を両側から挟はさみながら、ペリーヌとシャーリーもハンガーに向かっていた。

　要領のいいルッキーニや他の面々は、もう先にハンガーで発進準備に入っている。

「ともかく、この頭の壊こわれた豆狸を空に上げて……考えるのは、そのあとにしましょう」

「いいのか、それで？」

「他ほかに何かいい方法が？」

「……ないよなあ」

　首を振ふるシャーリーとペリーヌ。

　しかし。

「出しゆつ撃げき？……戦いくさか？」

　ハンガーに到とう着ちやくすると、芳佳＝巴御前はあたりを見渡して言った。

「我も出よう」

「で、出てくださるの？」

　ホッとした様子のペリーヌ。

「我は戦しか知らぬ女おな子ごなれば」

　芳佳＝巴御前は、飛行脚ストライカーに目を留め、向かってゆく。

「なあ、今の宮藤にこいつの操縦法、分かるのか？」

　眉をひそめてペリーヌに尋ねるシャーリー。

「……あ」

　ペリーヌは、額に手のひらを当てた。

「ちょっと～、二人とも急ぎなよ～！」

　と、声をかけてきたのは、すでに飛行脚ストライカーの装着を終えたルッキーニ。

「あなたねえ！　この責任の一いつ端たん、いえ、八割方はあなたにあるのですよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ニッと笑うルッキーニ。

「今の芳佳って、完全に巴御前って人になってんでしょ？　だったら、絶対にいつもより活かつ躍やくするよ、きっと」

「どういう根こん拠きよでそんなことが言えるんです！」

「も～、心配性しようだなあ、ぺたんこは」

「ああ、坂本少佐に叱しかられます！」

　ペリーヌは絶望的な表情で頭を抱かかえた。

　一方。

「これがこの国の馬か？……鋼はがねの馬とはな」

　芳佳＝巴御前は、ストライカー・ユニットに触ふれてつぶやいていた。

「弓もずいぶんと変わった……」

　弓、と呼んだのは、99式２号２型改13mm機き関かん銃じゆうだ。

「引き金を引きゃあ、弾たまが真っ直すぐに出るからさ」

　と、教えるシャーリー。

「ふむ。そうして乗るのか？」

　シャーリーが装着するのを真似まねて、芳佳＝巴御前は飛行脚ストライカーをいとも簡単に身につけた。

「……ふむ。面おも白しろい、まるで羽は衣ごろもでもまとったかのようじゃ」

　その様子に、不ふ審しんの目を向ける整備兵たち。

「い、いやねえ、宮藤さん！　いつものボケ、今日は特にひどいですわよ！」

　笑って誤ご魔ま化かそうとするペリーヌ。

「ほら、行くよ！　巴御前！」

　ルッキーニがまず見本を見せる。

　シュウウウ！

　ブロロロロロロロ！

　使い魔の耳と尻尾しつぽ、足元には魔ま方ほう陣じんが出現し、小さな身体からだが宙に舞まい上がった。

「こうやるの！」

　上空から振り返るルッキーニ。

「……なるほど、天あま翔かける馬、というわけか」

　ブワッ！

　凄すさまじい魔力が、芳佳＝巴御前の周囲に、小さな旋つむじ風かぜを巻き起こす。

「飛べ！　天馬！」

　こうして平安の女武将は、ブリタニアの夜空へと飛び立った。




　　＊　＊　＊




「ネウロイの目標はレーダー基地。監かん視し塔とうからの報告では、超ちよう低空から侵しん入にゆうしてきた六機以上の編隊よ。小型らしいけれど、みんな、油断しないで」

　真っ暗な洋上を飛行しながら、ミーナはウィッチーズに告げた。

　夕ゆう陽ひに輝かがやく海面近くをネウロイは飛んでくる。

　かなり近づかないと視し認にんできそうにない。

　頼たよりとなるのは、坂本の魔眼だけだ。

　坂本は眼帯を押し上げて、ネウロイの姿を探す。

「……来た！　二時方向！　高度は……１００……いや、50……超々低空の20ｍだと！」

　敵てき影えいを捉とらえた坂本は叫さけぶ。

　ウィッチたちは一いつ斉せいに高度を下げて、交戦状態に突とつ入にゆうする。

「まるで空飛ぶお皿ですわね」

　降下しながらペリーヌがつぶやいた。

　レーダーに映らない高度、というよりは海面上を滑すべるようにして接近してきたネウロイは、直径４ｍほどの円えん盤ばん形。

　こちらに向かってビームを放つ瞬しゆん間かんだけ、その姿が洋上に浮うかび上がる。

　監視塔の報告よりも多い、十機編隊だ。

「新型だな。ずいぶんと小回りが利きくようだ」

　坂本の口元に笑えみが浮かぶ。

「バルクホルンとハルトマンが先行し、他の者は援えん護ごに回れ！」

「了りよう解かい、サムライ」

「了解」

　息の合ったバルクホルンとハルトマンのＷエースはロッテ（二機編隊）を組み、ネウロイの編隊に突つっ込んでゆく。

　と、その時。

「……何だ、あれは!?」

　坂本は一瞬、自分の目を疑った。

　バルクホルンたちよりもさらに高速で、ネウロイに向かう機影があったのだ。

　白い水兵服に、零ゼロ式艦上戦闘脚ストライカー22型甲こうのそれは……。

「宮藤だと!?」

「あちゃあ～」

　手のひらで顔を覆おおうシャーリー。

「きゃあああ、芳佳ちゃん！」

　リーネが悲鳴を上げる。

　芳佳＝巴御前は、猛もうスピードでＷエースの間をすり抜ぬけ、ネウロイに接近した。

「宮藤さん！　命令に従って！」

「……あれが敵、というわけじゃな」

　ミーナの声を無視した芳佳＝巴御前は、13mm機き関かん銃じゆうの銃口を小型ネウロイの一機に向けると、無雑作にトリガーを引いた。

[image: ]

「我は巴！」

　ビシュンッ！

　銃じゆう弾だんがネウロイの中心を貫つらぬく。

　いや、射い貫ぬくと言うべきか。

「まずは一騎き」

　黒い爆ばく煙えんを上げながら崩ほう壊かいし、墜つい落らくしてゆく円盤形ネウロイ。

「宮藤!?」

　啞あ然ぜんとする坂本。

　バルクホルンとハルトマンさえ、一瞬、動きが止まる。

「ほらほら！　やっぱ、あれって巴だよ！　芳佳じゃないって！」

　ルッキーニは大喜びする。

「……なあ、本当にトモエ何とかが憑ついているんじゃないか？」

「暗示です！　暗示にかかっただけですわ！　霊れいが憑くなんて、そんな非科学的な！」

　顔を見合わせるシャーリーとペリーヌ。

「二の矢は無用！」

　芳佳＝巴御前はネウロイ編隊の中心に飛び込むと、さらにもう一機を屠ほふる。

「どう……なっちゃったの？」

　つぶやいたミーナは、すぐに作戦を変へん更こうした。

「バルクホルン、ハルトマン！　美緒も宮藤さんをフォローして！　他は待機！」

　何しろ、芳佳＝巴御前の動きが速過ぎる。

　ついてゆけるのは、Ｗエースと坂本ぐらいのものだ。

「……あれが宮藤だと？」

「宮藤さん、すごいね！」

　バルクホルンとハルトマンは目の前で起こっていることが信じられない様子だったが、ミーナの指示に従う。

「次！」

　芳佳＝巴御前は、銃弾を放ったあとの目標の撃げき墜ついを確認しない。

　一撃で仕留めたという確信があるのだ。

　ネウロイが応射するビームも、芳佳＝巴御前のシールドにかすりさえもしない。

「私たちの援護なんか要いらないね」

　ようやく一機を撃墜したハルトマンが微笑ほほえむ。

「……この戦い、宮藤に持っていかれたな」

　肩かたをすくめるバルクホルン。

　だが。

「……何故なぜだ？」

　魔ま眼がんで芳佳＝巴御前を見た坂本が、表情を曇くもらせていた。

「宮藤の姿が二重に？」

　魔眼に映った芳佳＝巴御前の姿が、まるでピンボケ写真のように微び妙みようにずれている。

「何が起こっているんだ？」

「やれやれ！　やっちゃえ～！」

　歓かん声せいを上げるルッキーニ。

「ブラボー！　ブラボー！」

　その声に坂本は振ふり返る。

「ルッキーニ？　それに……」

　よくよく観察すると、シャーリーとペリーヌの様子も少しおかしい。

「……なるほど、あいつらの仕し業わざか？」

　坂本は、状じよう況きようがようやく読めた、という顔になった。

「ならば、まずは目の前の敵を片付ける！」

　坂本は軍刀を抜くと、目標と定めたネウロイとの距きよ離りを詰つめていった。

「あれが……大将か」

　芳佳＝巴御前は、他の円えん盤ばん形よりもやや大きめのネウロイに目をつけた。

「いざ！　最後の戦いくさして奉たてまつらん！」

　空中を跳はねるようにしてネウロイに迫せまる、芳佳＝巴御前。

「木曾殿どの！」

　降り注ぐビームの矢。

「義仲殿！」

　芳佳＝巴御前を、ネウロイのビームはまったく捉とらえることができない。

「何ゆえ、巴を解き放たれた!?　巴は何時何時いついつまでも、殿のために獲え物ものを狩かる鷹たかでおりたかったのに！　巴は最後まで、一いつ緒しよに戦いとう御ご座ざった！」

　ふと、その目に浮うかぶ涙なみだ。

　平安末期、平家の暴政に対して挙兵した木曾義仲は、京に入って征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとなったものの、のちに朝ちよう廷ていと対立。

　源みなもとの範のり頼より、義よし経つねの軍に破れ、敗走の折、近江おうみ粟あわ津づで巴を一人、落ち延びさせて自らは討うち死にを遂とげたとされている。

　芳佳＝巴御前は、99式２号２型改をコアに突つき立て、トリガーを絞しぼった。

　閃せん光こうを発してネウロイは飛び散る。

　同時に、離り脱だつする芳佳＝巴御前。

「……よい戦であった」

　血振るいをするように、機き関かん銃じゆうがさっと振られる。

「義仲殿に、この巴の姫ひめ武者ぶり、見せとう……御座っ……た……」

　突とつ然ぜん、芳佳＝巴御前は、意識を失った。

　プロペラが停止し、小さな身体からだはそのまま真っ逆様に落ちてゆく。

「キャアアアアっ、芳佳ちゃん！」

　慌あわててリーネが下方に回り込み、波間に没ぼつする前に何とか芳佳を抱だきとめる。

「芳佳ちゃん！　芳佳ちゃん！」

「……ん、ん～ん？」

　揺ゆり動かされ、目を開く芳佳。

「……あれ、私……飛行脚ストライカーをつけてる？」

　自分の姿を見て、芳佳は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ネウロイと戦ってたんだよ、さっきまで」

　リーネが説明する。

「い、いつの間に出しゆつ撃げきがあったの～っ!?」

　自分は確か、食堂でみんなとコックリさんをやっていて、突然、風が吹ふいてペリーヌが立ち上がり……。

　そのあとの記き憶おくがない。

「覚えていないのか？」

　と、近づいてきて顔を覗のぞき込むシャーリー。

「あなたのおかげで、私たちは大、大、大迷めい惑わくでしたのよ！」

　ペリーヌが怒ど鳴なりつける。

「わ、私のせいって……」

　何も覚えていないのに、非難されるのは不当だと思う反面、覚えていない間に何をしたのか不安になる芳佳。

「……私のせい、なんですか？」

「決まっているでしょう！」

「うう……ごめんなさい」

　うやむやのうちに謝らせられる芳佳。

　やがて、他のウィッチたちも、芳佳のまわりに集まってくる。

「……」

　心配しているのか、怯おびえているのか分からない表情のサーニャ。

「いい、宮藤さん？　あなたの潜せん在ざい能力が開花したのは嬉うれしいけれど、今回の行動は命令違い反はんで……」

　と、芳佳を注意しようとするミーナを、坂本が視線で制した。

「……さあて」

　坂本はルッキーニたちを見み渡わたした。

「どういう事態なのか、説明してもらおうか？」

　芳佳やリーネたちの視線が、ルッキーニに集中する。

（え～、あたし？）

　小さく自分を指さし、顔をしかめるルッキーニ。

　うなずく一同。

「じ、実はですね」

　ルッキーニはしぶしぶ、説明し始めた。




「ほう、それでお前らは、コックリさんで何かに憑依とりつかれたと思い込んだ宮藤を、そのまま出撃させたわけだな？」

　話を聞き終わった坂本は、呆あきれ顔がおで一同を見渡した。

　その言い回しから察すると、どうやら坂本は本当に巴御前の霊れいが憑ついたとは思っていないようだ。

「でも、でも！　毎回出撃前にコックリさんをやれば、戦力倍増ですよ！　微び妙みように役立たずの芳佳が、たちまちエース・パイロット！」

　ルッキーニは、瞳ひとみをキラキラさせて坂本を見上げる。

「……微妙に役立たずって」

　肩かたを落とす芳佳。

「ほうほう、そうか。なかなかいい提案だな」

　坂本はニコニコしてルッキーニの前に立つと……。

　ゴンッ！

　こぶしをルッキーニの頭に降らせた。

「というわけがなかろう！」

「……つつつ～っ」

　涙なみだ目めで頭を抱かかえるルッキーニ。

「どうします、この連中？」

　坂本はミーナを振ふり返った。

「そ、そうねえ」

　ミーナは困り果てた顔を見せる。

「……終身トイレ掃そう除じってのはどうですかあ～」

　と、とんでもない提案をするエイラ。

「こら～！　あんただって止めなかったじゃない！」

　あまりにも恐おそろしい提案に、ルッキーニの顔が蒼あお褪ざめる。

「んじゃあ、終身草むしり？」

「だ・か・ら！　提案しなくていいの！」

「……取りあえず、情けなくて報告書にも書けないので、この一件に関しての処しよ罰ばつは一いつ切さい行ないません。でも……」

　ミーナは微笑ほほえみながら宣告した。

「以降、基地内でのコックリさんは禁止」

「了りよう解かい～」

「了解です」

　ホッと胸を撫なで下ろす、シャーリーとペリーヌ。

「いいわね、ルッキーニ少しよう尉いも？」

「……は～い」

　中ちゆう佐さの目が笑っていないことに気がついたルッキーニは、その場では小さくなって、うなずいた。

　しかし……。




　　＊　＊　＊




　数日後。

「中佐！　クロステルマン中尉が、ルッキーニ少尉のダウジング占うらないで、ジャンヌ・ダルクになってしまいました！」

　ハンガーの整備員が、ミーナのところに駆かけ込んできた。

「……ルッキーニ少尉をここに呼んで」

　ミーナはこめかみを押さえて頭かぶりを振った。




　その数日後。

「中佐！　イェーガー大尉が、ルッキーニ少尉のダイス占いで、カラミティ・ジェーンになってしまってます！」

　どこからか聞こえてくる銃じゆう声せい。

「ルッキーニ少尉を呼びなさい！」

　ミーナは、バンッと執しつ務む机に手を突ついた。




　またまた数日後。

「中佐！　今度はリーネ軍ぐん曹そうが、ルッキーニ少尉のルーン占いで、不思議の国のアリスになっちゃいました！」

　もはや実在の人物でさえなかったりする。

「ルッッッッキィィィィーニ少尉！」

　ミーナは髪かみを搔かきむしり、悲鳴を上げた。

　もちろん。

　その後、ありとあらゆるオカルト儀ぎ式しきが禁止になったことは、言うまでもない。







　第三章　CHAPTER3







　親睦会、マンマ・ミーア！




　待機任務が解けた、のどかな午後。

　芳佳とリーネ、シャーリー、ペリーヌ、そしてルッキーニの五人は、滑かつ走そう路ろ脇わきの涼すずしい木こ陰かげで、のんびりとお茶の時間を過ごしていた。

　持ち寄ったのは、みんなの手作りのお菓か子し。

　芳佳は、草くさ餅もち。

　ルッキーニは、瓶びん詰づめのフルーツで作ったタルト。

　リーネは、微び妙みような形のスコーン。

　シャーリーは、やや焦こげ気味のバタークッキー。

　ペリーヌだけは手作りではなく、お取り寄せの高級マカロンである。

「けど、お前も意外と付き合い、いいよなあ。こういう集まり、嫌きらいじゃないのか？」

　アルミ製のカップに代用コーヒーを注つぐシャーリーが、からかうような視線をペリーヌに向けた。

「あら、好きで参加しているわけじゃありませんわよ。他ほかの隊員とのコミュニケーションを図はかるのも、任務の一いつ環かんと心得ているだけです」

　澄すました顔で、紅茶のカップに口をつけるペリーヌ。

「芳佳～、お砂糖取って～」

　みんなが白いクロスのかかったテーブルを囲むなか、一人だけ、まるでチェシャ猫ねこのように頭上の木の枝に寝ねそべっているルッキーニが、声をかける。

「は～い」

　と、立ち上がってシュガーポットを手て渡わたす芳佳。

「ねえ、エイラとサーニャは？」

　ルッキーニは大量の砂糖をカップに流し込みながら、シャーリーに尋たずねた。

「エイラ、サーニャを起こしてから一いつ緒しよに来るって言ってたけど？」

「……完っ全な夜型だもんね、サーニャって」

「あの～」

　芳佳はルッキーニを見上げた。

「時は、私の部屋の前の廊ろう下かに、ホッカホカの茸きのこスープのパイ包みとか、ボルシチの鍋なべとかが置いてあることがあるんですけど、それって……」

「……間ま違ちがいなく、サーニャだね」

「うん、サーニャ。あの子、意外と料理得意だし」

　シャーリーもうなずく。

「どういうことなんでしょ？」

「さ、さあ？」

　と、リーネ。

「エイラさんに聞けば、分かるかもしれないけど……」

「あのエイラが、素す直なおに答えるわけないよなあ」

　シャーリーがニッと笑う。

　だが。

「単に餌え付づけしようとしているのではないですか、オモシロ豆まめ狸だぬきを。若もしくは、ちょっぴりずつ砒ひ素そを盛って、毒殺を目もく論ろんでいるのか」

　ペリーヌがバッサリ。

「ど、毒殺！　ていうか、誰だれが豆狸ですか、誰が!?」

　抗こう議ぎする芳佳。

　だが、一同は一いつ斉せいに芳佳を指さした。

「うう～、みんなまで～」

　芳佳は膨ふくれっ面つらで、草餅をパクリと頰ほお張ばった。

　本当は、少し嬉うれしい。

　ようやく、みんなと軽口を叩たたき合えるくらい、仲よくなれてきたのだから。

　もちろん、ミーナ隊長や坂本少しよう佐さ、あこがれのＷエース、ハルトマン中ちゆう尉いとバルクホルン大尉も、芳佳によくしてくれている。

　それに、芳佳も最近、ウィッチーズのみんなのことがやっと分かってきたところだ。

　ミーナ隊長は、歌がすごく上手うまい。

　エーリカ・ハルトマン中尉は、見た目と違ちがってずぼらで、掃そう除じが苦手。

　ゲルトルート・バルクホルン大尉は、真ま面じ目めだけど、ちょっと照れ屋さん。あまり笑わないが、笑うとすごく可愛かわいい。

　サーニャ・Ｖ・リトヴャク中尉は、夜型の低血圧。

　エイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉は、当たらないタロット占うらないが趣しゆ味み。

　おおらかで豪ごう快かいなシャーロット・Ｅ・イェーガー大尉は、バイク好きのスピード狂きよう。意外なことに、清潔好きのお風ふ呂ろ好きだ。

　芳佳のことを豆狸と呼んだペリーヌ・クロステルマン中尉は、本当は寂さびしがり屋。

　親友のリネット・ビショップは大家族で、芳佳と同じく、料理が趣味。編み物や裁さい縫ほうも得意だが、ちょっとばかり、ボオ～ッとしたところがある。

　仔こ猫ねこっぽいフランチェスカ・ルッキーニは、基地のいたるところに自分だけの隠かくれ家がを作るのが趣味で、男の子のように虫取りも得意。料理の味にうるさかったりもする。

　坂本美緒少佐は……まあ、あのまんまの人である。

「それにしても……」

　ペリーヌは口に手を当てて、上品にアクビをする。

「退たい屈くつな午後ですわね。この基地には、娯ご楽らく施し設せつが少な過ぎますわ」

「言えてる」

　珍めずらしく同意するシャーリー。

「せめてサーキットとか、欲しいよなあ」

「……そんな大おお掛がかりなもの、どこに造るんですか？」

　リーネがため息をつく。

「そうだ！　親しん睦ぼく会、やろうよ！」

　木の枝に寝ねそべっていたルッキーニは突とつ然ぜん、枝から逆さまにぶら下がって芳佳に顔を近づけた。

「っ！」

　芳佳は草くさ餅もちを喉のどに詰つまらせそうになり、慌あわててお茶で流し込む。

「んぐんぐ……ぶはっ！　親睦会って……どことです？」

「ほら、この近くに小さな村があるでしょ？　日ひ頃ごろ、あの村には買い物に行ったり、時々、牛乳とか卵とか貰もらったりとか、いろいろとお世話になってるじゃない？　だから、親睦会を開いて友好ムードを盛り上げるのよ！」

「またまた、良からぬことを企たくらんで」

　冷ややかな目を向けるペリーヌ。

　と、そこへ。

「面おも白しろそうじゃないか？」

　坂本がミーナとともにやってきて、みんなに声をかけた。

「近きん隣りん住民の評判を高めるのは、決して無む駄だなことではないしな」

「私も賛成です！」

　ペリーヌの態度が、コロッと変わる。

「是ぜ非ひ、基地を挙げて親睦会を開くべきですわ！」

「……おいおい」

　呆あきれ果てるシャーリー。

「ネウロイ襲しゆう来らいの間かん隔かくも不規則になってはきているが……、まあ、さすがに連日ということはないだろう」

　うなずいた坂本は、ミーナを振ふり返る。

「どうかな、ミーナ？」

「いいんじゃないかしら？　村のみなさんには、いろいろとお世話になっているし」

「誰かさんなぞは、かなり迷めい惑わくもかけていらっしゃいますしねえ」

　ペリーヌは仄ほのめかした。

「ほら、あんたのことよ、芳佳」

　ルッキーニは枝からヒョイと飛び下りると、ウインクして肘ひじで芳佳を小こ突づく。

「うう」

　確かに、この前の飛行訓練では畑に墜つい落らくして大穴を開けたし、馬小屋に突つっ込んだこともある。

　鶏にわとり小ご屋やに突っ込んだことも、牛小屋に突っ込んだこともある。

　井い戸どに落ちたことも、堆たい肥ひの山に……。

「人のことが言えるのかな、ルッキーニ？」

　と、坂本はからかうように片かた眉まゆを上げた。

「お前が村の男の子たちと喧けん嘩かして、全員泣かせたという話を耳にしたが？」

「あ、あれは、あっちが～」

　ルッキーニは唇くちびるを尖とがらせる。

「問答無用だ」

　これで決まり、という顔になった坂本は、芳佳の草餅を一つつまみ上げて口に放ほうり込んだ。

「ルッキーニ、言い出しっぺのお前には是非、親睦会の企き画かくに頭を捻ひねってもらい、普ふ段だんの罪つみ滅ほろぼしをしてもらおう」

「村との細かな交こう渉しようは、私がするから安心して」

　にっこり微笑ほほえむミーナ。

「……は～い」

　口は禍わざわいの元。

　面めん倒どう臭くさいことは苦手なルッキーニは、ガックリと肩かたを落とした。




　　＊　＊　＊




　その夜。

　ブリーフィング・ルームに集合した少女たちは、親睦会の演だし物に知ち恵えを絞しぼっていた。

「……じゃ、ミーナ中ちゆう佐さには歌を、坂本少佐には剣けん舞ぶを披ひ露ろうしてもらうことに決定～」

　ルッキーニは、黒板をバンッと叩たたいた。

「残念ながら、ユニットの整備やらなんやらで、バルクホルン大たい尉いとハルトマン中尉、それにサーニャは参加不可ね」

　さすがに、基地に一人もウィッチが残っていないのは拙まずい、ということで三名が居残りとなった。

「……」

　サーニャは眠ねむい目を擦こすりながら、大いに不満そうだ。

「ほれほれ、土産みやげ、たくさん持ってきてやるから」

　エイラに髪かみを撫なでながらそう言われ、ようやく笑顔になるサーニャ。

「……で、何かやりたいことある人？」

　ルッキーニは一同を見み渡わたした。

「はい！　私はお料理を……」

　真っ先に手を挙げる芳佳。

「納なつ豆とうは禁止！　クサヤも禁止！　海苔のりも、梅干しも、鮒ふな寿ず司しも禁止！」

　間かん髪はつを入れずに釘くぎを刺さすペリーヌ。

「ペリーヌさん、好き嫌きらい多い～」

　芳佳は唇を尖らせる。

「みんな健康にいいのに～」

「お黙だまりなさい！　あなたの出す料理はどれもこれも、健康を損そこなって余りある精神的ダメージを与あたえるんです！　仮にも親しん睦ぼく会！　村の方々からの憎ぞう悪おを買うような事態を引き起こしてどうするのですか！」

「あううう」

　芳佳、立場なしである。

「……まあ、変なもん並べなきゃ、芳佳はそれでいいや。他ほかにな～んもできそうにないし」

　ルッキーニは言った。

「ううう～」

　芳佳、さらに落ち込む。

「他には？」

「じゃ、じゃあ、私もお料理で」

　リーネも手を挙げ、芳佳を見て微笑む。

「……芳佳、リーネはお国料理の屋台、と」

　ルッキーニは黒板に書いた。

「他には～？」

「私は」

　こほんと咳せき払ばらいをするペリーヌ。

「ランボーの詩の朗読などを」

「……却きやつ下か」

「！　どうしてですの!?」

「だって、そんなの退たい屈くつじゃん」

「まったく！　これだから教養のない人は！」

「ペリーヌは、着ぐるみで風船配りね。決定」

　ルッキーニは勝手に決める。

「そんな！　断固拒きよ否ひいたしま……」

「そう言えば、坂本少佐って、着ぐるみの似合う子が好きだって言ってたのよねえ～」

　と、ルッキーニ。

　無論、大おお噓うそだ。

「ほ、他にやる人がいないのなら。他ならぬ、親善のためですから」

　ペリーヌ、あっさりと引っかかり過ぎである。

「んで、シャーリーは？」

　ルッキーニは、シャーリーの顔を見た。

「あたしは……そうだ、ストライカー・ユニットの展示とかするんだろ？　それの解説」

「い、意外と地味なところを突ついてきましたわね？」

　眉をひそめるペリーヌ。

「だって、楽そうだもん」

　シャーリーはニッと笑った。

「あとは……エイラ？」

　ルッキーニは、タロットカードを並べていたエイラに尋たずねる。

「私は……秘密だね。乞こう、ご期待ってことで」

　不気味か、不敵か、微び妙みよう～な笑えみを湛たたえるエイラ。

「親睦会当日のみんなの運勢は……聞きたい？」

　全員が首を横に振ふった。

　エイラのタロット占うらないが、かなりの確率で逆方向に当たることを、一同は経験則から知っているのだ。

「じゃあ、今日はこれで解散ね」

　ルッキーニは宣言した。

「みんな、気合入れてね！」




「私、材料の仕込みとか、しなくっちゃ！」

　自室に向かいながら、リーネは珍めずらしく張り切った様子を見せた。

「私も！　頑がん張ばろうね、リーネちゃん！」

　芳佳がリーネの手を握にぎる。

「うん！」

　二人は顔を見合わせ、ニッコリと笑った。




　　＊　＊　＊




「……あらあら、ここにいたの？」

　親睦会準備三日目。

　ミーナはウィッチーズ基地内のそこここに作られた秘密基地のひとつ、樹の上に作られた小屋で、昼ひる寝ねをしているルッキーニの姿を発見した。

　畳たたみに換かん算さんして一畳じようほどの空間に並ぶのは、猫ねこのポスター、可愛かわいい木製の小物入れ、地ち球きゆう儀ぎに複葉機の模型、コミック雑誌にクッキー……。

　邪じや気きのない寝顔を見せるルッキーニの上着はめくれ上がり、瑞みず々みずしい白いお尻しりが見えている。

「待機中なのに、仕方ない子ね」

　ルッキーニの姿が見えないと喚わめいて、捜さがし回っているのは、ペリーヌである。

「宮藤さん！　徹てつ底てい的に捜して！　ひとつ、秘密基地を見つけたら、その三十倍は基地があると思いなさい！」

　遠くで聞こえるペリーヌの声。

「ルッキーニ……」

　ミーナは起こそうと思ったが、微笑ほほえんで止やめた。

「……頑張っているものね、親睦会の準備。あんなに面めん倒どう臭くさがっていたのに」

　優やさしい慈じ愛あいに満ちたその瞳ひとみは、まるで母親だ。

「でも、そんなあなたの姿に、私たちは救われることもあるのよ」

　そっと毛布をかけてやり、ミーナは秘密基地の扉とびらを閉めた。




　　＊　＊　＊




　そして、翌、親睦会当日。

　ストライクウィッチーズの面々は、整備班員の運転する軍用トラック二台を連ねて、村に入った。

　道沿いには木骨造り、藁わら葺ぶき屋根の家々が立ち並ぶ。

　パン！

　パパンパン！

　歓かん迎げいに出た村の人たちは、ウィッチーズのために花火を上げる。

　トラックは、広場に入る手前で停車。

　ルッキーニや芳佳たちは、そこから歩いて親睦会の会場である広場に向かった。

「き、緊きん張ちようするよ～」

　軍用トラックから最後に降り立った芳佳が、強こわ張ばった笑顔をリーネに向ける。

「やめて～、私の方が上がり性しようなんだよ～」

　と、戦せん闘とうでも本番に弱いリーネ。

「あなたたちはマシですわよ！」

　ペンギンの着ぐるみをまとったペリーヌは、二人をにらみつけた。




「第５０１統合戦せん闘とう航空団、ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中ちゆう佐さです」

　出で迎むかえた村の人々の前にすっと出て、ミーナは敬礼した。

　さすがに堂々としたものだ。

「国防市民軍指導要員、ロンドン第一歩兵師団のリチャード・ガレットJr.。少しよう尉いです」

　村民たちの中から、男たち数名が歩み出た。

　一番若い、軍服をまとった二十代半ばの男がまず、ミーナに敬礼を返す。

　国防市民軍は、ネウロイの侵しん攻こうに対する地域防衛として、退たい役えき軍人、兵役免めん除じよ者などが参加する組織。

　ガレット少尉は正規軍から派は遣けんされ、訓練などの指導に当たっているとのことだった。

　次に。

「国防市民軍、指導部の……あ～……」

　ガレットの隣となりに立った軍服の老人は、敬礼の姿勢を取ったまま凍こおりついた。

「ヘンリー・スコット少尉って名乗れや、ハンク」

　後ろの方から、誰かがささやく。

　どうやらこの老人、退役軍人らしいのだが、ちょっとばかりボケているようだ。

　ちなみに、階級は市民軍の地域指導部員として新たに与あたえられたものなので、退役時の階級ではない。

「……でぇ～あります」

　老スコット少尉は、もう一度敬礼した。

　続いて。

「トリビューン紙のオーウェルです。今回の親しん睦ぼく会の取材をさせていただきます」

　にこやかに手を差し出したのは、トレンチコートにソフト帽ぼうという都会的なスタイルの中年男性。

「お手て柔やわらかに、記者さん」

　ミーナはニッコリと手を差し出した。

「早耳ですのね？……親睦会の話はどこから？」

「そりゃ、守秘義務ってヤツがありまして」

　記者はミーナの手を握にぎり返す。

「ジョージとお呼びください、レディ」

「では、私のことはミーナと」

　ミーナはそう返しながらも、記者に対しての警けい戒かいを強める。

　マスメディアの中には、常に軍批判の機会を狙ねらっている輩やからも多いのだ。

「カメラマンもあなたが？」

　オーウェルの肩かたからストラップで提さげられたカメラを見て、ミーナは尋たずねた。

「記者もカメラマンも、手が足りませんでね。あなたの故郷のカールスラントにも、我が社から何名か特派員が飛んでますよ」

「危険を顧かえりみずに、ご立派ですわ」

　故郷の惨さん状じようを思い出し、ミーナの笑え顔がおがほんの少し、曇くもる。

「……しかしまあ、みんな可愛かわいい子ばかりですなあ」

　オーウェル記者はペンとメモを取り出しながら、ウィッチたちに目を向けた。

「あんな小さな子たちを戦場に駆かり出し、棺かん桶おけに片足突つっ込んでるような大人が、安全な場所で金かね勘かん定じよう。……士気は下がりませんか？」

「あの子たちはこのブリタニアの危機を救うために、自ら志願して集まった勇ゆう敢かんなウィッチたちです。その力を多くの人を守るために、という気持ちに一いつ片ぺんの曇りもありませんわ」

「その力を多くの人を守るために……確か、ストライカー・ユニットの開発者の一人、ドクター・ミヤフジの言葉ですな」

　記者は笑う。

「あら、よくご存じね？」

「いろいろと取材、重ねてますからねえ。例えば、ウィッチーズと、その上官であるトレヴァー・マロニー大将との不仲説なんぞも」

「あらあら、根も葉もない」

　ほんの少し、ミーナの瞳に動どう揺ようが表われる。

「これが根も葉もあるんですなあ」

　記者は帽ぼう子しの縁へりをピンと弾はじく。

「あの狡ずるいので有名なマロニー大将殿どのは、ウィッチーズ投入を強く進言した前司令官ヒューゴ・ダウディング大将と反りが合わなかった。いや、妬ねたんでいたと言ってもいい。だから、ダウディングの遺産であるあなたたちは、マロニーから……」

「さあさあ、もういいでしょう？」

　ガレット少尉が、二人の間に割って入った。

「インタビューはあとにして、まずは楽しみましょう」

「……ええ」

　ミーナは小さく息をつくと記者に背を向けるように、ガレット少尉の腕うでを取った。

「あの記者を止めてくれてありがとう、少尉。広場まで、エスコートしてくださる？」

「喜んで」

　ガレット少尉はうなずいた。




　広場には、ステージや屋台がすでに設けられていた。

　前日のうちに、整備班とルッキーニたちが準備したのだ。

「は～い、じゃあ、芳佳とリーネは屋台に行って料理にかかって！　中佐と坂本少佐はステージ裏に回ってください！」

　意外と乗り乗りで指示を出すルッキーニ。

「あ、親分だ！」

「おやぶ～ん！」

　ルッキーニのところに、村の子供たちが駆け寄ってきた。

　いつか、基地に忍しのび込んできていた子供たちだ。

「親分、戦いの話してよ！」

「それよりも、騎き士しごっこやろう！」

「かくれんぼ！」

　子供たちはルッキーニを囲んでワイワイとはしゃぐ。

「親分？」

　白い目でルッキーニを見るペンギン姿のペリーヌ。

「あ、あんたたち！　その呼び方は止やめなさいよ！」

　ルッキーニはちょっと焦あせったような顔になって、子供たちに釘くぎを刺さす。

「こっちのお姉ちゃんたちは？」

「親分の友だち？」

「もしかして、ウィッチ？」

「そ、そうでしてよ」

　キラキラした目で見上げられたペリーヌは、当とう惑わくの表情になる。

「きれ～、お人形さんみたい～」

　小さな女の子の一人が息を呑のむ。

「ま、まあ、正直な子ですこと」

　そう言いながらも、顔が真っ赤になるペリーヌ。

「このお姉ちゃんも？」

　別の子供が、芳佳を指さした。

「宮藤芳佳軍ぐん曹そうです、よろしくね」

　笑え顔がおで挨あい拶さつする芳佳。

「へえ～、親分の言ってた通りだ」

　十歳ぐらいの赤毛の男の子が、そう言って鼻を搔かいた。

「な、何が？」

「今度、東洋から来たウィッチは、ぺたんこだって」

　男の子は芳佳の胸に手を伸のばして、ムギュッとつかむ。

　いや、つかもうとしたが、それほどボリュームがなかったので指が空から振ぶりした。

「きゃっ！」

　自分の胸を庇かばいながら、ルッキーニを振り返る芳佳。

「ルッキーニちゃん、何教えてるんですか!?」

「だって～、事実だし」

「ルッキーニちゃんだって、同じようなものでしょ！」

「あたしはミドルティーンになってから、成長著いちじるしいタイプなの。ロマーニャの女は、みんなそう」

　著しく成長する予定？の胸を張る、ルッキーニ。

「……そんでもって、中年過ぎるとみんなデブだろ？」

　ニヤリとするエイラ。

「そこ、うるさい！」

　ルッキーニは、キッとエイラを指さした。

「皮肉なものだ」

　ステージ裏に向かいながら、そんな芳佳やルッキーニたちのやり取りを見た坂本は、ガレットとともにやって来たミーナに小さく微笑ほほえむ。

「ネウロイの侵しん攻こうのおかげで、一気に人類は国境や人種を超こえて、ひとつになった。奴やつらが現われなければ、私たちは未いまだに、同じ人間同士で殺し合っていただろうな」

「そうかしら？」

　優やさしく目を細めるミーナ。

「少なくとも、あの子たちには最初から、国境や人種なんか問題じゃなかった。そう思うわ」

「まったく、ミーナらしい」

　坂本はそう言うと、軍刀の柄つかに視線を落としてため息をつく。

「人前で剣けん舞ぶを披ひ露ろうするのは久ひさし振ぶりだ……」

「上がってる？」

「……かなり。歌の上手うまいミーナが羨うらやましい」

「私はあなたのキンと張り詰つめた剣つるぎの舞まい、大好きよ」

　ミーナは、ガレットの腕うでを放した。

「ありがとう、少しよう尉い」

「それでは、歌と剣舞、楽しみにしています」

　ガレットは一礼し、ステージの席の方に向かった。




　一方。

「あんたねえ、この陽気でスキー持ってきてどうすんの？」

　ルッキーニは、夏の最さ中なかにスキー板とストックを抱かかえてやってきたエイラを見て、頭を抱えていた。

「だから、予告編だって」

　ご丁てい寧ねいにヤッケまで着込んだエイラは、クイクイと腰こしを捻ひねって、雪山を滑すべり降りる真似まねをして見せる。

「へ？」

「冬の親しん睦ぼく会に、乞こうご期待ってこと」

「予告編だけかい！　って、あんた、あたしたちをからかうためだけに、スキー持ってきたでしょ！」

「おお、当たり」

　わざとらしく驚おどろくエイラ。

「むしろ、ピンポイントでルッキーニをからかうためだったり？」

「……もういいから」

　ルッキーニは白旗を揚あげた。

「裏に行って、子供たちに配る風船膨ふくらますの、手伝ってきて」

「はいはい、了りよう解かいです……ルッキーニ隊長どの～」

　エイラは舌を見せながら敬礼し、ヨタヨタとスキーを担かついで退場した。




「オメ～、確かこの前、うちの畑に突つっ込んだ娘むすめだよな」

　お好み焼きと焼きそばを出す芳佳の屋台に、中年の農夫がやってきて笑いかけた。

　芳佳は、坂本少佐から猛もう特とつ訓くんを受けている時に、何度か村の近くに墜つい落らくして、麦畑に大穴を開けている。

　この間、というからたぶん、二週間前の訓練のことだろう。

「そ、そ、その節はごめんなさい！」

　ねじり鉢はち巻まきに法はつ被ぴ姿の芳佳は、膝ひざに額をぶつけそうなほど深々と頭を下げる。

　藁わらの山に突っ込み、お尻しりだけを出して、無様にもがいていたところを引っ張り出してくれたのは、この農夫であることを芳佳は思い出した。

「まあ、いいってことよ」

　農夫はニット帽ぼうの上から頭を搔かいた。

「怪け我がぁ、なかったか？」

「はい！　もう元気いっぱいです！」

「その、パイみたいの、俺にひとつくれ」

「はい！　これ、扶桑名物、お好み焼きって言うんですよ！　青あお海の苔りと桜えび、サービスしておきますね！」

　お好み焼きは、たっぷりと緑と赤に染まった。

　その隣となりの、リーネの屋台では。

「へえ～、あんたんとこじゃ、塩を入れないんだねえ」

　村の主婦たちが、プレーン・スコーンの生き地じを捏こねるリーネの手て際ぎわを、感心した顔つきでながめていた。

「はい！　その代わりにほんの少しだけ、レモン汁じるを入れるんです！　うちの秘伝なんですよ！」

「今度試ためしてみようかしら？」

「それに、こっちのルバーブのジャムはですね」

　ワイワイやっている様子は、ほとんど、オバサンの井い戸ど端ばた会議である。




「そんでよ、こいつ、畑耕すのに使えんのか？」

　ストライカー・ユニットの展示場では、シャーリーが農夫たちの矢や継つぎ早ばやの質問にタジタジとなっていた。

「ええと……どうかな？」

　答えに窮きゆうするシャーリーは、小さくつぶやく。

「魔ま道どうエンジンのトルクとかエネルギー配分だったら、説明できるんだけどな……」

「水車には使えねえのか？」

　スペック的な数字よりも、用よう途との方が気になる農夫たち。

「た、たぶん、無理じゃないかと」

「脱だつ穀こく機にはならねえのか？」

「んじゃあ、薪まき割わりには？」

「灌かん漑がいポンプに使うのにゃ、どんだけこれを並べればええのかの？」

「……誰だれか代わってくれ」

　楽をしようと思っていたのに、貧びん乏ぼうくじを引いてしまった感じだ。

「……これがストライカー・ユニットですか？」

　ちょうどそこに立ち寄ったガレット少しよう尉いが、シャーリーに声をかけてきた。

「間近に見るのは初めてですが、洗練された魔道エンジンですね」

「調整状態もいい。特にこれ」

　ガレットは展示中の三機の飛行脚ストライカーのうち、右みぎ端はしのユニットを指さす。

　シャーリー自身のＰ‐51Ｄだ。

「無骨な機体に見えるけれど、かなり繊せん細さいに仕上げてあります。といっても、これを操あやつるのは、荒あら馬うまに鞍くらなしで飛び乗るようなものでしょうが」

「えへへ。分かるんだ？」

　誉ほめられると、顔がほころぶシャーリー。

「家が機械屋なので、大いに興味がありますよ」

　と、ガレット少尉もつられて笑う。

「へえ？」

「うちで扱あつかっているのは、農耕機やポンプ用の小さなエンジンですけどね。サフォーク州のレーストンという小さな町の会社で、僕が継つげば三代目になります」

「じゃあ、こんどチューンナップを手伝ってもらおうかな？」

「私でよければ。エネルギー配分はどうなっています？」

「今のところは……ほら、このくらい。でもさ、実戦になったら……」

　二人は村人そっちのけで専門的な話に花を咲さかせた。




「さあさ、みなさんのお待ちかね！　ストライクウィッチーズの華はなの中の華！　赤毛の素す敵てきなお姉様！　女侯こう爵しやく、ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケの登場で～す！」

　拍はく手しゆの中、ルッキーニの前説で、白いドレスに着き替がえたミーナがステージに姿を現わした。

　一礼したミーナは静かに、故郷カールスラントの映画で使われた流行はやり歌を歌い出す。
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　この世に生まれ　ただひとたび

　夢ともまごう　素晴らしさ

　うたかたに　天から降りし金こん色じきの光

　この世に生まれ　ただひとたび

　夢か、それとも幻まぼろしか

　二度とはない喜び

　この世に生まれ　ただひとたび

　二度とは帰らぬ　美しき想おもい出

　この世に生まれ　ただひとたび

　春の蕾つぼみがほころんで

　花開く時に




　言葉の違ちがいを飛び越こして、村人たちの胸を締しめ付ける愛の歌。

　客席のあちこちから、すすり泣く声が聞こえてくる。

　芳佳などはもう、涙なみだダラダラでハンカチを離はなすことができない。

「ふと～ももが～艶つやっぽさ～爆ばく発はつじゃあ～、中佐どの～」

　国防市民軍の老スコット少尉も感かん涙るいしているが、こちらはいささか目つきが邪よこしまである。

　歌い終わった時には、ロンドンの大ホールのコンサートに優まさるとも劣おとらぬ熱ねつ狂きようが、聴ちよう衆しゆうを包み込んでいた。
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「リ～ネ！　何か飲み物～」

　ステージが小休止に入ったところで、リーネの屋台にルッキーニが駆かけ寄ってきた。

「ルッキーニちゃん、ごくろうさま～。オレンジ・ジュースでいい？」

「うん！」

　ルッキーニは、リーネが差し出したグラスのジュースを一気に飲み干した。

「素敵だったね～、ミーナ中佐の歌」

　リーネはうっとりとした表情で微笑ほほえむ。

「ほんと、もうほとんどプロの歌手だよね～。このまま営業に出よっかって感じ？」

「それにそれに～、坂本少佐の剣けん舞ぶも格好よかったし！」

「そうそう、見み惚とれてボオ～ッとなっちゃったぺたんこが、石につまずいてお尻から転んじゃって、笑えるのなんの！　もう、腹筋が痛くって！」

「……いや、それは笑ったら可哀かわいそうだよ」

　さすがにリーネは、困ったような顔になる。

「そう言えば、芳佳は？」

　ルッキーニは、お好み焼きと焼きそばの屋台の方に目をやった。

「姉ちゃん、あと焼きそば二つな！」

「はい！」

「こっちはお好み焼き！」

「はい、毎度！」

「姉ちゃん、こっちも！」

「はいはい！」

　どうやら大繁はん盛じようらしく、芳佳はコテを両手に奮ふん闘とうしている。

「……戦いより、あっちの方が向いてるんじゃないの？」

　ルッキーニは少しばかり呆あきれる。

（ほんと、何であんな子が戦ってるんだろ？）

「……ペリーヌじゃないけどさ、坂本少佐が芳佳を引っ張ってきた理由って、よく分かんないよね」

「そうかなあ」

　と、リーネ。

「私には、なんとなく分かる気がするよ」

「？」

「芳佳ちゃんはね、自分に頑がん張ばれって言える子なんだ。私は誰かに認められないと、やっぱり自信持てないけど」

「自分に頑張れ、ねえ～」

　ルッキーニは首を傾かしげる。

「……やっぱ、よく分かんないや」

「えへへ、私も分かってないのかも。でも、芳佳ちゃんを見ていると、何となく、元気貰もらえるの」

「あんたさ、元気と一いつ緒しよに、胸も貰ったんじゃないの？」

　ルッキーニは、さっとリーネの胸に手を伸のばした。

「な、な、何するんですか！」

　胸むな元もとを隠かくすように押さえ、顔を真っ赤にするリーネ。

「この半分でも、芳佳にあればねえ」

「半分あげたいですよ」

　リーネは唇くちびるを尖とがらせる。

「大きいのだって、大変なんですからね」

　と、その時。

「！」

　遠くからサイレンの音。

「あれって、基地の警報！」

　今までの笑顔をかなぐり捨て、魔女たちは一いつ斉せいに走り出した。
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　勇気を貰って




　ミーナ中ちゆう佐さ以下、ストライクウィッチーズのメンバーは、軍用トラックのまわりに集まっていた。

　さらにそのまわりを、村人やガレット少しよう尉い、オーウェル記者が取り囲む。

「か、監かん視し所から報告！　巨きよ大だいネウロイ四機と小型ネウロイからなる編隊が高度１４０００で接近中……だったんですが……」

　基地に入った連れん絡らくを、トラックの無線で受けた整備兵がミーナに伝える。

「要点を簡潔に報告しろ！」

　詰つめ寄る坂本。

「な、南東70kmの海上で二つに隊を分け、巨大ネウロイ三機を中心とした本隊がロンドン方面へ」

　不安そうに村民が見つめる中、整備兵は声をひそめた。

「……残りの巨大ネウロイ一機は、真っ直すぐこちらに向かっています」

「私たちをここで足止めして、その間にロンドンを焦しよう土どと化すつもりかしら」

　と、ミーナ。

「奴やつらにそんな頭はないだろう」

　坂本が眉まゆをひそめて否定する。

「……だが、こちらを狙ねらう理由が分からんな」

「八十年ほど前に閉山された、古い採さい掘くつ場があることにはあるけど……」

　ミーナは思い出した。

　海が近いので地下水の問題で閉山されたものの、鉄鉱石の埋まい蔵ぞう量でいえば、確か南部ブリタニア一、二を争う規模だったともされているのだ。

「どちらにしても、小こ賢ざかしい」

　今は奴らの意図を詮せん索さくしている場合ではないと、坂本は吐はき捨てる。

「こちらも二手に分かれましょう」

　ミーナはすぐさま判断を下した。

「ロンドンに向かったネウロイ本隊は、私とバルクホルン、ハルトマン、それにエイラとサーニャの五名で殲せん滅めつします。別働隊迎げい撃げきの指揮は、美緒、あなたに委ゆだねます。いいわね？」

「了りよう解かい！」

　と、ストライクウィッチーズの面々。

「残念ながら、親しん睦ぼく会は中止です。みなさんは防ぼう空くう壕ごうに避ひ難なんを」

　ミーナはガレット少尉に告げた。

「イエス、マム！」

　敬礼したガレットは、国防市民軍に指示を出し、テキパキと集まった人々を誘ゆう導どうする。

　整然と、とは言えないまでも、女性と子供を最優先に、村人たちが落ち着いて防空壕がある教会へ向かう中。

「小さな村のために、隊を二つに割るんですか？」

　と、肩かたをすくめてミーナを見たのは、オーウェル記者である。

「馬ば鹿かげているとは思いませんかね？　これでロンドンに大きな被ひ害がいが出れば、中佐さん、あなた、司令部だけじゃなくマスコミからも追つい及きゆうされますよ？　それに、村の方だって半数の魔女で守れるかどうか……」

「この村を見捨てて全機ロンドンに向かったら、あなたは誉ほめてくださったかしら？」

　トラックに乗り込みながら、ミーナは尋たずねた。

「さあねえ」

　オーウェル記者は肩をすくめる。

　ドンッ！

「私たちのストライカー・ユニットのメンテは、どうなっていますの!?」

　そんな記者を突つき飛ばすようにして、ペリーヌはトラックの荷台に飛び乗ると、バッと着ぐるみを脱ぬぎ捨てた。

「はっ！　すぐに上がれます！」

　応こたえる整備兵。

「では、基地に戻もどります！」

　と、ミーナ。

「こちらにユニットを持ってきているシャーリー、ルッキーニ、宮藤さんの三名は先行してちょうだい」

「了解！」

　トラックが発進すると同時に、ストライカー・ユニットの展示場所に駆かけ戻る芳佳たち。

「発進！」

　三人はシートに着き、飛行脚ストライカーを身につけると大空に飛び立った。
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　ルッキーニ、芳佳、シャーリーの三機は、円えん陣じんを組んで村の上空を旋せん回かいしながら、残りの僚りよう機きを待った。

　程ほどなく。

「待たせたな！」

　坂本とペリーヌ、それにリーネが、芳佳たちのところまで上がってきた。

　ミーナが指揮する本隊が、白い飛行機雲を引きながら、緊きん急きゆう発進でロンドンに向かう様子も見える。

「海上で迎むかえ撃うつ。行くぞ！」

　坂本の命令で、移動を開始する芳佳たち。

　数十秒後。

「あのネウロイ……扶桑艦かん隊たいを襲おそってきたのと、似てる」

　巨きよ大だいネウロイが視し認にんできる範はん囲いに入ってきたのを見て、芳佳はつぶやいた。

　扶桑皇国海軍の誇ほこる艦隊を、たった一機で壊かい滅めつさせたあのネウロイとほぼ同型だ。

　しかし……。

「どうした？」

　唇くちびるをキュッと一文字に結んだ芳佳を振ふり返って、坂本は尋ねた。

「何か……嫌いやな感じがするんです」

　芳佳はじっと、巨大ネウロイを見つめる。

「……分かった、慎しん重ちようにいくぞ！　リーネとルッキーニ、シャーリーと宮藤でロッテを組め！　ペリーヌは私の二番機だ！」

「了りよう解かい！」

　芳佳の直感を信じた坂本の命令の下もと、展開して、それぞれの得意な距きよ離りから攻こう撃げきをかけるストライクウィッチーズ。

　対する巨大ネウロイもビームを放つが、ウィッチたちはこれをシールドで防ぐ。

　しかし。

「……おかしいよ」

　遠えん距きよ離りからＭ１９１９Ａ６の狙ねらいを定めながら、ルッキーニは胸むな騒さわぎを覚えていた。

「芳佳の言った通り。手て応ごたえがなさ過ぎって感じ」

　いつになく、ビームの応射が薄うすい。

　ビーム自体の出力も、かなり低く感じられる。

　ルッキーニが別の角度から攻撃しようと、上じよう昇しようを始めたその時。

「な、何あれ!?」

　ネウロイ下方のハッチらしいものがゆっくりと開いて、そこから小型のネウロイが飛び出してきた。

　大きさは、半径３ｍ弱。

　形は、この間の円えん盤ばん形ネウロイに近いが、小回りはそれほど利きかないようだ。

「散開されると煩うるさいか!?」

　舌打ちする坂本。

「だが、遅おそい！」

　ズバッ！

　坂本はそのうちの一機に狙いをつけ、軍刀で一刀両断する。

　ところが。

　ピカッ！

「な、何だ!?」

　小型ネウロイは、白く眩まばゆい光を放って爆ばく発はつした。

　凄すさまじい爆風に吹ふき飛ばされた坂本は、錐きり揉もみ状態になりながら急降下してゆく。

「坂本さん！」

　叫さけぶ芳佳。

「くっ！」

　何とか体勢を立て直す坂本。

　破は片へんが刺ささったのか、軍服の袖そでが真っ赤に染まっている。

「宮藤さん！　手当てを！」

　悲鳴に近い声を発するペリーヌ。

「はい！」

「気にするな！」

　苦痛に表情を歪ゆがめた坂本は、近寄ろうとした芳佳を制した。

「こいつら、一定以上のダメージで自爆する！　近距離攻撃では爆発に巻き込まれるぞ！　遠距離から撃ち落とせ！」

「了解！」

　小型ネウロイ群から距離を取るウィッチたち。

「この、この、この！」

　遠距離射撃を得意とするルッキーニとリーネのロッテが中心となって、小型ネウロイを仕留めてゆく。

　だが、如何いかんせん、撃墜される小型ネウロイよりも、巨大ネウロイが吐はき出し続ける小型ネウロイの方が、圧あつ倒とう的に数が多い。

　そして、ウィッチーズが小型ネウロイにかまけている間に、本体の巨大ネウロイは村に近づいてゆく……。




　一方、教会の敷しき地ち内に設けられた、村の防ぼう空くう壕ごうの中では。

「エディ～！」

「マーガレット！」

「トム、どこなの!?」

「誰かうちのアニーを見ませんでした!?」

　避ひ難なんしてベンチに座る村人たちを搔かき分けるようにして、数人の女性が尋たずね回っていた。

「どうしたんですか？」

　落ち着かせようと、女性たちに声をかけるガレット少しよう尉い。

「う、うちの子供たちが！」

「まだ外にいるようなんです！　どうしましょう!?」

　うろたえる母親たちは訴うつたえた。

「国防市民軍は、子供たちの捜そう索さくに出る！」

　ガレットは男たちを振ふり返り、直ちに命じる。

「……どれ、あたしも協力しますかねえ」

　と、立ち上がるオーウェル記者。

「あなたも？」

　訝いぶかしがるガレット。

「ま、このまま穴倉に隠かくれていても、報道にゃならんでしょうから」

　オーウェルはカメラを肩かたに掛かけ、ウインクした。

　実際のところ、ビームの直ちよく撃げきを受ければ、この程度の防空壕では助かる可能性は絶無に等しい。

　気休めにしか過ぎない施し設せつの中で埋うもれて死ぬのを待つよりは、外で特ダネのチャンスを狙ねらっていた方がマシだ、と考えるのが報道に携たずさわる者の習性なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、子供さんは真しん剣けんに捜さがしますよ」

「……では、頼たのみます」

　逡しゆん巡じゆんしたのち、ガレットはうなずき、記者と一いつ緒しよに壕の外へ出た。




「ね～、親分はどこ？」

　男の子に手を引かれた少女が、キョロキョロと空を見上げながら尋ねていた。

「もうすぐ見えるって」

　お兄ちゃんらしい男の子は他の子供たちを引き連れて、石いし垣がきのそばを通り、小麦畑の中のあぜ道を、村はずれの小高い丘おかの方へと向かう。

　子供たちは全部で五人。

　みんな、ルッキーニたちの戦いが見たくて、こっそりと防空壕から抜ぬけ出してきたのだ。

「大丈夫かな、親分？　負けてないかなあ？」

　そばかすの多い赤毛の男の子が、小走りでみんなについて行きながら、心配そうにつぶやく。

「ったり前だろ、トム！」

　妹を連れていた男の子は、トムを振り返ってグイッと親指を突つき出した。

「俺たちの親分は、ロマーニャ公国空軍第４航空団所属の空のファンタジスタ！　ガッティーノこと、フランチェスカ・ルッキーニ少尉なんだぜ！」




「あ、あいつら！」

　空中戦の撮さつ影えいポイントを探して小麦畑の方に向かっていたオーウェル記者は、見晴らしのいいヒースの丘の方に歩いてゆく子供たちの姿を発見した。

「とっ捕つかまえて、尻しりっぺたを叩たたいてやるか」

　つぶやき、子供たちの後を追おうとするオーウェル。

　と、その時。

「……ヤバいな」

　オーウェルは子供たちの方に、一機の小型ネウロイが接近しつつあることに気がついた。

　ちょうど、木立が目め隠かくしとなって、子供たちからはネウロイは見えない。

「おい！　ガキども！」

　風と銃じゆう撃げきの音で、オーウェルの声は子供たちまで届かない。

（……待てよ）

　オーウェルはふと、考え込む。

（ネウロイに殺された無む辜この子供たちの悲劇。……なるほど、明日の第一面を飾かざるに相応ふさわしい衝しよう撃げき的なネタだ）

　オーウェルの手がカメラをつかみ、レンズを子供たちとネウロイに向ける。

（インパクトは十分！　子供たちが撃うたれる瞬間の画えが欲しい！）

　シャッターにかかる指。

（どうせ今から助けに走っても、間に合いっこない。それなら、この一枚の写真と記事で全ブリタニア国民の戦意を高こう揚ようさせ、一日でも早く勝利をもたらした方が、ずっと多くの人の命を守れるはずだ！）

　オーウェルは、自分に言い聞かせる。

　だが。

（……多くの人を……守る……ため？）

　オーウェルの脳のう裏りを、宮藤博士の言葉がふと、過よぎった。

（その力を、多くの人を守るために……）

　ファインダー越ごしに見える子供たちの姿。

　シャッターの上の指が、鉛なまりのように重く感じられる。

（……それとも、ただ記者としての名声と、人々の賞賛を得るために？）

　小型ネウロイが子供たちに気がつき、高度を下げ始める。

「……くそったれ！」

　オーウェルの足は、勝手に子供たちに向かって駆かけ出していた。

（止められる悲劇を止めようとするのが、人間だろうが！）

「お前ら、戻もどれ！」

　オーウェルは叫さけびながら、カメラのストロボを焚たいた。

　バシュ！

（誰か、気がついてくれ！　ストライクウィッチーズ！）




（あれ？）

　小麦畑で閃せん光こうが奔はしるのを視界の隅すみで捉とらえたのは、ルッキーニだった。

「……あの記者さん？」

　小麦畑を突っ切りながら、記者は怒ど鳴なり、大きく手を振ふって木立の方を指し示す。

「おい！　ガキどもが！」

　ルッキーニは、そちらの方向に目をやった。

「！」

　子供たちに接近する小型ネウロイの姿。

（あ、あいつら！）

　ルッキーニは魔ま道どうエンジンの出力を高め、子供たちに向かって飛ぶ。

「あ、親分だ！」

　自分たちの方に向かって飛んでくるルッキーニに、子供たちは気がついた。

「親分！」

「おやぶ～ん！　頑がん張ばれ～！」

　手を振って応おう援えんする子供たちに、小型ネウロイが急接近する。

（これ以上近くであいつが爆ばく発はつしたら!?）

「危ない！」

　警告を発しながら、急降下するルッキーニ。

　そのルッキーニを、ちょうど背中を向ける形になった巨きよ大だいネウロイから発せられたビームが襲おそう。

　ビシュッ！

（被ひ弾だん!?）

　身体からだを捻ひねると同時に、小型ネウロイを撃つルッキーニ。

「間に合ええええええっ！」

　ドガーン！

　子供たちをギリギリ巻き込まない位置で爆発するネウロイ。

　爆風に煽あおられたルッキーニは、そのままコントロールを失って、木立の枝の間に突つっ込んだ。

　ザザザザザッ！

　服が小枝に引っかかって破けたおかげで、ショックが吸収され、辛かろうじて立て直しに成功する。

（……大だい丈じよう夫ぶ！　かすっただけ！）

　ルッキーニは身体を起こしながら、自分に言い聞かせる。

　だが。

「スピードが……出ない！」

　どうやら、魔道エンジンのどこかがイカレたようだ。

（ああもう！　動きなさいよ！）

　飛行脚ストライカーから漏もれる黒こく煙えん。

　ルッキーニは高度を地表すれすれまで落とすと、腰こしに手を当てて子供たちをにらんだ。

「こら～！　悪ガキども！　危ないでしょうが！」

「お、親分？」

　近くで爆発音がしたので、驚おどろいている子供たち。

「ほら、さっさと防ぼう空くう壕ごうに入んなさい！　エディ、小さい子たちは、あんたが守んのよ！」

　ルッキーニは、年長の子に命じた。

　そこに、息を切らせたオーウェルが駆かけ寄ってくる。

「ぶ、無事か!?」

「と～ぜん！……って、この連中のこと、教えてくれてありがとね！　記者さんのお陰で、助かったよ」

　魔道エンジンが嫌いやな音を立てているのを誤ご魔ま化かしながら、ルッキーニはオーウェルに言った。

「でも、死んじゃったら痛いから、記者さんも防空壕に隠かくれててね！」

「あ、ああ……」

　まともにルッキーニの瞳ひとみを見られないオーウェル。

「親分、あいつ、やっつけてくれるよね？」

　エディが巨大ネウロイを指さして尋たずねた。

「村、守ってくれる？」

　と、妹のマーガレット。

「決まってるでしょ！」

　ルッキーニは、チャーチル流のヴィクトリー・サインを見せる。

「……あいつを落とすのは、このフランチェスカ・ルッキーニよ！」

　ルッキーニは子供たちに微笑ほほえみかけると、巨大ネウロイめがけて上じよう昇しようしていった。




「宮藤！　ルッキーニを援えん護ごしろ！」

　ルッキーニの速度が著いちじるしく低下したのを見て、坂本は命じた。

「はい！」

　芳佳はルッキーニに接近し、パンツの後ろの部分を引っ張って身体を支える。

「もう、芳佳！　ゴムが伸のびるでしょ！」

　暴れるルッキーニ。

「だ、だって！　ルッキーニちゃん、上着ボロボロで持つとこないし！」

　確かに。

　木に突っ込んだ時にあちこち破れ、下手へたにつかむと脱ぬげそうである。

「ああん！　格好悪～い！」

「リーネ！　お前は巨大ネウロイのコアを撃うち抜ぬくことだけに集中しろ！　小型は残りのウィッチで叩たたき潰つぶす」

　さらに命令を下す坂本。

「はい！」

　リーネは巨大ネウロイ上方が見み渡わたせる高度まで上昇し、坂本の魔眼の示した通りにボーイズＭｋ１対装そう甲こうライフルでコアを狙ねらう。

「距きよ離り２００。微び風ふう。……よし！」

　呼吸を整え、引き金を絞しぼった次の瞬しゆん間かん。

　ヒュン！

　リーネの放った一弾が、コアを覆おおっていた上皮組織をかすめた。

「外れ！……でも、次で！」

　もう一度狙いを定めるリーネ。

　しかし。

　ビシュッ！

　バシュッ！

「！」

　巨大ネウロイの放った二条のビームがシールドを突つき破り、リーネの飛行脚ストライカーとライフルに命中した。

　敢あえてシールドの防ぼう御ぎよ力を落とし、魔道エネルギーの殆ほとんどを狙そ撃げきの方に回したのが裏目に出た形である。

「右飛行脚ストライカー、及およびライフル被ひ弾だんです！」

　高度をジワジワ落としながら、悔くやしそうに坂本に報告するリーネ。

「怪け我がは!?」

「大だい丈じよう夫ぶです！　でも魔道エンジンと武器が……」

「分かった！　お前はこのまま帰投しろ！　あとはこちらで何とかする！」

「すみません、離り脱だつします！……ごめんね、みんな」

　リーネはそう告げると、黒煙を上げながら基地に向かった。

「ルッキーニ！　お前が代わりにコアを狙え！」

　坂本は、芳佳にぶら下げられているルッキーニに命じる。

「了りよう解かい……って、ええ!?」

　ルッキーニは突とつ拍ぴよう子しもない声を上げた。

「無理！　あたしも飛行脚ストライカーが！」

　今の状態では、普ふ段だんの半分ほどしか速度が出ない。

　下手をすると失速して墜つい落らくである。

「分かっている！　だが、得物は使える！　無理でも狙撃手はお前しかいないんだ！　宮藤、ルッキーニを援護しろ！」

「……うう、さらに不安」

　ルッキーニの表情が、まるでポンペイ最後の日にでも出くわしたかのように強こわ張ばる。

「……あ、あんまりだよ、ルッキーニちゃん」

　芳佳はパンツをつかんだまま、ため息をついた。

「雑魚ざこどもは、あたしたちが何とかするからさ！」

　シャーリーが元気づける。

「つべこべ言わずに、おやりなさい！」

　と、喚わめくのはペリーヌだ。

「ペリーヌ、ついて来い！」

　坂本はビームをかわしながら、小型ネウロイ群との距離を詰つめて銃じゆう弾だんを叩き込む。

「お下がりなさい、下げ衆すどもが！」

　ペリーヌは、その坂本にピッタリ寄り添そって天空を舞まった。




「我々には……何もできないのか？」

　防ぼう空くう壕ごうの前では、ガレット少しよう尉いがウィッチたちの戦いの様子を見ながら唇くちびるを嚙かみ締しめていた。

　小型ネウロイ編隊は、村まであと数百ｍのところにまで迫せまっている。

　だが、村には対空砲ほう一つないのだ。

「な～んにも、できないっちゅ～ことぉは～……ないじゃろ～の～」

　ガレットの隣となりで間延びした言葉を発したのは、老スコット少尉だ。

「そんな旧式の装備では」

　振ふり返ったガレット少尉は、スコット老のエンフィールド銃を指さした。

「ネウロイには、傷一つつけることさえできないんですよ」

「やってみるまで～は～、できるかできんか～、分からんじゃろ～が～」

　老スコットは前歯二本が抜ぬけた口で、ニ～ッと笑った。




「ちっ！　村に入られる！」

　弾倉を交こう換かんしながら、シャーリーが舌打ちした。

　小型ネウロイ編隊と村との距離は、あと１５０ｍを切っている。

「本体のコアさえ破は壊かいできれば」

　唇を嚙み締める坂本。

　だが、飛行脚ストライカーがほとんど使えない状態のルッキーニは、なかなか巨大ネウロイに接近することができない。

　と、その時。

　二つの気球が、ネウロイの侵しん攻こうを阻はばむように空に上がった。

「阻そ塞さい気球？　この村にも配備されていたのか!?」

　村外れの納な屋やから上がった気球を見て、坂本は驚きよう愕がくする。

　だが。

「あ、あれは……？」

　ポカンと口を開けるペリーヌ。

　よく見ると、軍仕様の阻塞気球ではない。

　それは、親しん睦ぼく会のために村人が用意した熱気球で、気球の下に下さげられている垂たれ幕には、『歓かん迎げい　ストライクウィッチーズ！』と書いてあった。

　気球の間には、ワイヤーのネットが張られている。

　突とつ然ぜん上がってきたそのネットに、先行する小型ネウロイの一機がひっかかり、わずかに動きが鈍にぶる。

　グワンッ！

　編隊が乱れ、後続のネウロイが前の一機に追突した。

「今だ！」

　シャーリーが、先頭の一機に向けて銃弾を放った。

　バーンッ！

　大爆ばく発はつするネウロイ。

　ドウッ！

　ドウッ！

　ドウッ！

　爆ばく炎えんが近接するネウロイを巻き込み、さらに爆発を呼ぶ。

　次々と誘ゆう爆ばくしてゆく、小型ネウロイ群。

　誘爆を避さけようと、急きゆう上じよう昇しようをかけるネウロイは、ペリーヌのブレン・ガンの餌え食じきになる。

　しかし、その間かん隙げきを縫ぬって、一機が村に迫る。

「させるか！」

　ガッ！

　坂本は体当たりをかけて、自分のフィールドでネウロイを弾はじき飛ばし、そのまま軍刀を突つき立てた。

　そして、ネウロイの爆発が、坂本を巻き込む寸前。

「少しよう佐さ！」
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　ブンッ！

　ペリーヌは背後から坂本に抱だきつくと、シールドを二重にして爆発から自分たちの身を守った。

「ペリーヌ……？」

「え、援えん護ごしろとの……ご命令でしたので」

　坂本の背に額を押し付けるようにして、うつむくペリーヌ。

「ああ、助かった」

　坂本は少し照れ臭くさそうにペリーヌの髪かみを撫なでてやると、残りの小型ネウロイの掃そう討とうに取りかかった。




「芳佳！　パンツ引っ張り過ぎ！」

　ルッキーニは、自分を引き上げて飛ぶ芳佳に不平を漏もらしていた。

「そ、そんなこと言ったって！」

　巨きよ大だいネウロイのビームが、芳佳の張り巡めぐらせるフィールドに命中する。

「わっ！　ちょっと！」

　ルッキーニは危あやうく、Ｍ１９１９Ａ６を落としそうになる。

「芳佳!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「私は平気です！　早くコアを！」

　と、芳佳。

「……駄だ目め！　やっぱり遠過ぎ！」

　一いつ旦たんは構えたものの、ルッキーニはすぐに照準から目を離はなす。

「距きよ離りを詰つめます！　フィールドは私に任せて、ルッキーニちゃんは狙そ撃げきだけに魔力を集中して！」

「うん！」

「行きますよーっ！」

　ルッキーニのパンツをつかんだまま、速度を上げてネウロイの上面に向かう芳佳。

「キャアアアアアッ！　ぶつか……！」

　思わず目を瞑つぶるルッキーニ。

　だが無論、ぶつかりはしなかった。

　芳佳は激げき突とつ寸前で体勢を変えると、ネウロイの上部スレスレのところを滑すべるように飛んでみせたのだ。

　抱かかえられたルッキーニと、ネウロイの身体組織上部までの距離は30cmもない。

「し、心臓に悪いって」

　と、ルッキーニ。

「このまま、コアに近づきますよ！」

　この角度なら、ビームは当たらない。

　速度をさらに上げる芳佳。

　しかし。

　ギュンッ！

　太さ50cmほどの鋭するどい棘とげが、巨大ネウロイの上部全面に突とつ如じよとして現われた。

　そのうちの一本が、芳佳の右腹部を掠かすめる。

「くっ！」

　弾かれて、体勢を崩くずす芳佳とルッキーニ。

「宮藤さん！」

　落下してゆく二人を目にして、ペリーヌが思わず悲鳴をあげた。

「しっかりしなさい、この豆まめ狸だぬき！」
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「何ですって！」

　ロンドンの司令部からの連れん絡らくを受けたミーナは息を呑のんでいた。

「チャーチル首しゆ相しようが被ひ災さい地ち視察のためにロンドンのシティ地区に!?」

「ネウロイの進行速度と進路を考えると、ちょうど首相の上空が戦場となります！」

　無線の声も緊きん張ちようしている。

「どうして退たい避ひさせないの!?」

「そ、それが……」




「首相、お願いです！　お車に！　安全な地域まで急いで避難を！」

　地上では、秘書官がチャーチル首相を移動させようと、必死の説得に努めていた。

「まだ、市民の避難が終わっておらんよ」

　チャーチルは葉巻きを燻くゆらせ、瓦が礫れきの山に腰こしを下ろした。

「逃にげるのは、ロンドン市民がすべて、避難を終えてからだ」

「し、しかし！」

「いいかね」

　チャーチルは、秘書官に落ち着いた声で語りかけた。

「戦せん況きよう厳しき折には、政治家が取るべき道は二つしかない。ひとつは、反はん撃げきの時を待ち、退いて耐たえ忍しのぶ道。もうひとつは、断固として踏ふみ止とどまり、気き概がいを示す道。今、取るべき道は後者だよ」

「……首相」

「こうして市民を激げき励れいするために視察に訪おとずれておきながら、いざ、敵を前にして尻尾しつぽを巻いて逃げ出すことは、一国の首相として断じてできんだろう？」

　チャーチルはそう言うと、葉巻きの煙けむりを吸い込み、気持ちよさそうに蒼あおい空を見上げた。




「さすがは戦時の名宰さい相しようと言ったところ？」

　無線で詳くわしい説明を受けたミーナは微笑ほほえみ、ウィッチーズに指示を出す。

「被害を最小限に抑おさえるため、速度を上げて、テムズ川上空でネウロイを撃退します！　みんな、いいわね!?」

　ここで魔道エンジンをフル回転させて速度を上げれば、その分、戦せん闘とうに費ついやす時間は短縮される。

　恐おそらく、五分以下に。

　だが、長年一いつ緒しよに戦ってきたＷエースへの絶対の信しん頼らいが、ミーナの決断を促うながした。

「了りよう解かい！」

　ウィッチたちは、魔道エンジンの出力を上げる。

　やがて、テムズ上に出て、川沿いに飛ぶウィッチーズの前に、ロンドン橋が見えてくる。

「ロン～ドン・ブリッジ・イズ・フォ～リンダウン……」

　古い童どう謡ようを口ずさむエイラ。

　そのあまりの不ふ吉きつさに、バルクホルンまでもが吹ふき出しそうになる。

「バルクホルンとサーニャ、ハルトマンとエイラのロッテでいきます！」

　降下してゆく巨きよ大だいネウロイ。

　その機き影えいを捉とらえたミーナは命じた。

　ネウロイの方もこちらに気づき、ビームを放ってくる。

　ビームは川かわ面もへも命中し、白い蒸気が巨大ネウロイを包み込む。

「目くらましのつもり!?」

　エイラに小型機を任せて、蒸気の中に突っ込んでゆくハルトマン。

　後に続くエイラも期待に応こたえ、小型機をハルトマンに近づけさせない。

　最初に視し認にんした瞬しゆん間かんから、ハルトマンの脳のう裏りには巨大ネウロイの姿が、コアの位置までもが焼き付けられている。

　目くらましは無意味だ。

「そこっ！」

　ブウン！

　ハルトマンの握にぎるＭＧ42から連射された銃じゆう弾だんが、上皮組織を削けずり、その下のコアを破は壊かいした。

　一方。

　もう一機の巨大ネウロイは、迎げい撃げきのために小型ネウロイを放とうと、下方のハッチを開き始めていた。

「……離はなれるな」

　ギュン！

　サーニャに声をかけて、バルクホルンはそのハッチからネウロイ内部に侵しん入にゆうする。

　ブウウウウウンッ！

　背中合わせになって、身体からだを回転させながらの舞まうような乱射。

　無数の銃弾が内ない壁へきに吸い込まれ、バルクホルンとサーニャがコアを突き抜ぬけて外に飛び出た瞬間。

　ピカッ！

　巨大ネウロイは傾かたむき、旋せん回かいしながらテムズに落ちていった。

「残り一機！」

　小型ネウロイを掃そう討とうしながら、確認するミーナ。

　バルクホルン隊とハルトマン隊は、競きそい合うように最後の巨大ネウロイへと向かってゆく。

　そして、撃げき墜つい。

「いつもより早いじゃない？」

　Ｗエースの大だい胆たんな戦い方に目を細めるミーナに、司令部を介かいして首相秘書官からの連れん絡らくが入る。

「トゥルーデ、フラウ」

　愛あい称しようでバルクホルンとハルトマンに呼びかけたミーナは、首相秘書官からの命令を伝えた。

「下に降りて、首相と握あく手しゆする写真を撮とらせろって言っているけど？」

　ロンドン橋近くの河か畔はんには、秘書官やマスコミに囲まれた首相の姿が見える。

「ふん、くだらん」

　ミーナの予想通り、バルクホルンは言い捨てた。

「基地に戻もどり、補給。それから再出撃だ」

「そうそう、心配だものね、あの子たち」

　と、ハルトマン。

「べ、別に心配はしていない！」

　バルクホルンはほんの少し頰ほおを赤くすると、先行して基地に向かう。

「……と、いうことです」

　ミーナは司令部に伝えると、チャーチル首相に向かって敬礼し、それからバルクホルンたちの後を追った。
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「……私は……豆まめ狸だぬきじゃないですっ！」

　ネウロイ上部から４、５０ｍほど落下したところで、芳佳は何とか体勢を立て直した。

「ごめんなさい、ルッキーニちゃん！　怪け我が、してませんか!?」

「う、うん。大だい丈じよう夫ぶ！」

　パンツはかなり伸のびたものの、ルッキーニの身体に怪我はない。

　だが。

「もう一度、コアに接近します」

　そう言った芳佳の軍服の右脇わきには、赤いものが滲にじんでいた。

「芳佳、血！」

「自分で治せますよ。でも、今は……あいつを……」

　喋しやべる度たびに、ほんの少し辛つらそうな表情になる芳佳。

「でも！」

「守るんでしょ、子分さんたちを？　ルッキーニちゃん、そう約束したじゃないですか？」

「芳佳……」

「いきます！」

　芳佳は上昇し、またネウロイの上方に回り込む。

　ギュン！

　激げき突とつ寸前まで急降下。

　ビームと棘とげをかい潜くぐって、ルッキーニと芳佳はコアを探した。

「どこ!?　コアはどこよ!?」

　シールドに棘がぶつかる度に、二人の身体からだに衝撃が走る。

「……見つけた！　あそこです！　あそこにコアが！」

　芳佳は指さした。

　同時に、ルッキーニの瞳ひとみも輝かがやくコアを捉とらえる。

　距きよ離り約３００。

　風、向かい風。

（今！）

　トリガーを引くルッキーニ。

（手て応ごたえあり！）

　音速を超こえ、コアに向かって真っ直すぐに飛ぶ銃弾。

　だが。

　ピカッ！

　突然、ネウロイのコアが、格こう子し状のビームに覆おおわれた。

　銃弾はビームに触ふれると、白熱化してジュッと蒸発して消失する。

「何、あれ！　反則！　ずっるい！」

　叫さけんだルッキーニは芳佳を振ふり返る。

「ど、どうしよ！」

「え、ええっと……ちょっと待ってて！」

　芳佳はいったん巨きよ大だいネウロイから距離を取ると、ルッキーニをその場に残し、再度ネウロイに接近する。

　襲おそいかかるビーム。

　フィールドでビームをそらしながら、芳佳は棘の間を縫ぬうようにして飛び、もう一度コアに近づく。

「あれが……阻そ塞さい気球であんなに苦労したヤツの飛び方か？」

　小型ネウロイを撃げき墜ついしながら、シャーリーは芳佳の飛行能力に目を見張った。

「いける……いって！」

　普ふ段だん、毛け嫌ぎらいしていることを忘れ、ペリーヌも祈いのる。

「！」

　ダダダダッ！

　弾だん倉そうの13・２mm×99弾を、ありったけ叩たたき込む芳佳。

　だが、ギリギリまで近づいての連射もすべて、回転する格子状のビームに阻はばまれてしまう。

「……やはり、駄だ目めか」

　落らく胆たんの表情を隠かくしきれない坂本たち。

　だが。

「ルッキーニちゃん！」

　芳佳はルッキーニを待たせていたところまで戻もどってくると、再びルッキーニのパンツをつかんだ。

「格子の隙すき間ま、２cmくらいありますよ！　回転の速度は大体一秒に一回ぐらい！」

「ど、どうする気！」

　背中から腰こしのあたりを抱だきかかえられる格好になったルッキーニは、一いつ緒しよに上じよう昇しようしながら尋たずねる。

「コアの真上に出て、そこから急降下します。私がルッキーニちゃんを抱かかえたまま、格子に合わせて身体を回転させますから、ルッキーニちゃんは格子の隙間からコアを撃うち抜ぬいてください」

「無理だよ！　あたしには無理！」

　確かに、身体を回転させる速度が格子の速度とピッタリ合いさえすれば、格子は静止しているのと同じ。

　だがそれでも、その隙間は銃弾が通り抜けられるギリギリの幅はばだ。

「きっとできます！　私、ルッキーニちゃんのこと、信じてますから！」

　急上昇をかける芳佳。

「……芳佳」

（そっか。リーネが言ってたの、こういうことなんだ。芳佳が勇気をくれるって……）

　芳佳とルッキーニは、ネウロイのコアの上空に出た。

　この高さからだと、巨大ネウロイが普ふ通つうの戦せん闘とう機程度の大きさにしか見えない。

「いきますよ！」

「もう！　なるようになるわよ！　マンマ・ミーア！」

　ルッキーニがうなずくと同時に、芳佳は垂直に急降下する。

「回転速過ぎ！」

　照準を合わせながら、芳佳に指示を出すルッキーニ。

　芳佳はわずかに回転の速度を落とす。

「今度は遅おそい！」

「はい！」

「もう少し……そう……今！　バッチリ！」

　格子と芳佳の回転速度が一いつ致ちした。

「あたしがあたしを信じらんなくても……あたしには、あたしを信じてくれる仲間がいる！」

　照準の先には、幅２cmの格子の隙間。

「この一弾に……乗っかれ、あたしの勇気！」

　ルッキーニはトリガーを絞しぼった。

　Ｍ１９１９Ａ６の銃じゆう口こうから放たれた一弾が、真っ直すぐにコアを目指し……ビームの格こう子しをすり抜けて命中した！

「……ったーっ！」

　光に包まれるコア。

　巨大ネウロイはゆっくりと傾かたむき、旋回しながら海へと落ちていった。
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　巨大ネウロイが崩ほう壊かいしながら海中に没ぼつするのを見とどけて、ルッキーニと芳佳は村へと降りてきた。

「くったびれた～」

　ゴムが伸のびきったパンツを引き上げるルッキーニ。

「芳佳ちゃ～ん！」

　と、手を振ふって駆かけてくるのはリーネである。

　坂本とシャーリー、ペリーヌも、高度を落としてこちらに向かってくる。

「リーネちゃん！　よかった～！　怪け我がは～!?……っと？」

　芳佳もリーネに向かって駆け出そうとして、水みず溜たまりにはまってベチャッと転んだ。

「あたたた……、リーネちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　顔を泥どろだらけにした芳佳は、リーネに飛びついた。

「うん！　全然平気だよ～！　飛行脚ストライカーが、私を守ってくれたみたい！」

　むしろ、リーネとしては、芳佳の方が心配だという様子で苦く笑しようする。

「……ほんとに不思議……何なんだろ、芳佳って？」

　リーネと抱き合ってきゃあきゃあと喜ぶ芳佳を見つめながら、ルッキーニはつぶやき、頭かぶりを振った。

「ん、あいつか？」

　ちょうど降りてきた坂本が、ルッキーニの肩かたに左手を置く。

「うまくは言えないが」

　と、前置きしてから、坂本は言った。

「あいつがいざという時に力を見せるのは、約束、だからだろうな」

「約束？」

「その力をたくさんの人を守るために」

「え？」

「それが宮藤博士の墓ぼ碑ひ銘めいであると同時に、宮藤芳佳というひとりの少女が亡なき父親と交かわした約束なんだ」

「……約束ねえ？　やっぱ、よく分かんないや」

　またまた首を傾かしげるルッキーニ。

　どうやらルッキーニにとって、芳佳は永遠の謎なぞのようだ。

　と、そこに。

「親分！」

「おやぶ～ん！」

　村の子供たちが手を振って、ルッキーニのまわりに集まってきた。

「さっすが、親分！」

「親分、最高！」

　尊敬のまなざしを、ルッキーニに向ける子供たち。

「言ったでしょ、あいつを落とすって？」

　ルッキーニは胸を張って、ふと気がついた。

（……そっか。こういうこと）

「あたしも……、約束、守ったんだ」

　少女の口元には、いつの間にか微笑ほほえみが浮うかんでいた。







「残念ですよ～、村のみんなに取～って置きの、宮藤特製タコ焼きをご馳ち走そうする前に、親しん睦ぼく会が終わっちゃって」

　坂本の腕うでの手当てをしながら、芳佳は言った。

「一応、聞きますけれど、それは人間が食べても害がないものなのでしょうね？」

　疑いの視線を向けるペリーヌ。

「あ、当たり前ですよ！」

「どうだか？」

「ま、それは次の機会のお楽しみ、だな」

　と、坂本が包帯を巻いた腕を軽く回しながら立ち上がったところに。

「どうやら、ロンドンの方も無事に守れたようですな」

　オーウェルが頭を搔かきながら、坂本の前にやってきた。

「ええ、おかげさまで」

　軽く会え釈しやくする坂本。

「被ひ害がいはほとんどゼロ。これじゃ大したニュースにはなりそうにありませんよ」

　オーウェルは言った。

「そのわりには、楽しそうな顔をしていらっしゃるが？」

　坂本は尋たずねる。

「実は、前に無くしたものを、偶ぐう然ぜんこの村で拾いましてね」

「無くしたもの？」

「ええ。矜きよう持じっていう、つまらんガラクタです。今はここにしまってありますよ」

　オーウェルは自分の胸を指さし、それからカメラを構えた。

「一枚、よろしいですか？　ウィッチーズのみなさん、ご一緒に？」

「……構わんでしょう」

　坂本はうなずき、みんなを呼び寄せる。

　坂本に寄り添そうペリーヌ。

　リーネと並ぶ芳佳。

　そして、シャーリーの胸をつかむルッキーニ。

「はい、笑って！」

　パシャリ！

　オーウェルはシャッターを押した。




　しばらくして、親睦会の後片づけも終わり……。

「芳佳～」

　基地に帰るトラックに乗り込もうとする芳佳の背中に、ルッキーニは声をかけた。

「はい？」

　振ふり返る芳佳。

「ありがと」

「えへへ」

　芳佳はちょっと頰ほっぺたを赤くして、照れ臭くさそうに笑った。

　そして……。
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　翌日のトリビューン紙の第一面を飾かざったのは、次のような記事だった。




　　　『魔女たちの救いしもの』




　先日、首しゆ相しようの視察を狙ねらったかのようにロンドンを急きゆう襲しゆうしたネウロイは、ヴィルケ隊長、Ｗエースのハルトマン中ちゆう尉い、バルクホルン大尉を始めとする第５０１統合戦せん闘とう航空団、ストライクウィッチーズの活かつ躍やくによって撃げき退たいされた。

　だが、このテムズ上空の戦いが注目される一方で、ストライクウィッチーズの別働隊が、名も無き小さな村を救ったことも無視できない。

　ロードマップを見ても、その名を見つけることの難しい、小さな寒村。

　その田舎いなかの村もまた、我らが首相が、瓦が礫れきの下した敷じきならんとしていたその時に、ネウロイの襲撃を受けていたのである。

　戦略上も重要とは到とう底てい思えない、小さな村を攻撃したネウロイの意図は不明である。だが、彼らを撃退したウィッチたちは、ひとつの大きな戦果を挙げた。

　村を守ったウィッチの半数以上はＷエースと比べると未熟な、若い乙女おとめたちである。リベリオン、ガリア、扶桑、ロマーニャと、国こく籍せきも区々な彼女たちは、己おのれの命をかけて、ロンドン防衛のために見捨てられても致いたし方かたないと思われる村と、そこに住む人々を守り通した。

　そうして勝ち得たのだ。

　村の人々の信しん頼らいと友情を。

　これは、何ものにも代え難がたい戦果と言えよう。

　魔女たちは、誰だれも見捨てはしない。

　多くの人々を守るため。

　そのために、今日も彼女たちは大空を飛び続けるのだ。




「……名も無き村、は失礼よねえ」

　新聞を机に置いたミーナは、クスリと笑った。







　エピローグ　EPILOGUE







　ブリタニア南部。

　グラストンベリー近きん郊こう上空。

　時刻は、午前七時二十分。

　抜ぬけるような快晴の蒼そう穹きゆうを、五人のウィッチたちが舞まっていた。

「まったく、早朝の自主訓練にかこつけて、こんなに遠出するなんて」

　編隊飛行を続けながら、ペリーヌは顔をしかめた。

「ちょ、ちょっと心配です」

　と、飽あくまでも気弱なリーネ。

「ネウロイも昨日来たばっかだもん、今日はお休みでしょ？」

　先頭を飛ぶシャーリーが、ニッと笑う。

「にしたって……」

「ほらほら！　見なよ、芳佳！」

　ルッキーニが前方を指さした。

　大草原の真ん中に円を描えがくように配置された巨きよ大だいな岩々が、芳佳の視界に飛び込んでくる。

「あの～、あれって何なんですか？」

　尋たずねる芳佳。

「……古代ケルトの民たみの遺い跡せきですわ」

　ペリーヌが、その荘そう厳ごんさに打たれたかのような顔つきで、歴史に思いを馳はせる。

「そう。あれこそが太古からの、大地に刻まれた人の営みの記き憶おくよ」

「人の営みの……記憶」

　無骨な岩を見つめる芳佳。

（お父さんも……見たのかな、この遺跡……）

「人間はこの美しい大地の上で生き延びるために、必死で抗あらがい続けてきたのです」

　いつになく和なごやかな表情のペリーヌ。

「ちょうど、今の私たちと同じように」

「そうそう、気の遠～くなるような昔っからね～！」

　と、ルッキーニ。

「……あなたが言うと、ずいぶん、軽く聞こえますけど？」

　ペリーヌの唇くちびるから漏もれるため息。

「いいじゃない！　ほらほら！」

　ルッキーニは遺跡の上で、インメルマン・ターンを鮮あざやかに決めて見せる。

「気～持ちい～いっ！」

「……まあ、確かに、たまには息いき抜ぬきも必要かも知れませんけれど」

　諦あきらめた表情になるペリーヌ。

「お？　お高くとまったお嬢じよう様さまが、本日はずいぶんと寛かん大だいなことで？」

　面おも白しろがるような顔つきを作ってからかうシャーリー。

「たまには、と言ったんですわ！　たまには、と！　あなたがたみたいに三十秒毎ごとに息抜きされてたまりますか！」

　ペリーヌは喚わめき散らしてから、その怒いかりの矛ほこ先さきを芳佳にも向ける。

「宮藤さん！　あなたもいつまでも豆まめ狸だぬきみたいなノホホ～ンとした顔でダラケているんじゃありません！　坂本少しよう佐さがお困りになるでしょう!?」

「だから、私は豆狸じゃないですってば！　もう！」

　芳佳はベエッと舌を出してリーネの手を取ると、ペリーヌを振ふり切るように速度を上げる。

「ま、待ちなさい！　まだ話は終わっていませんことよ！」

「嫌いやですよ～だ！」

　大きく左に旋せん回かいすると、眼下はヒースの野原。

　草を食はむ白い羊たちが、まるで翠みどりの海に浮うかぶ千切れ雲のようだ。

　ラバにまたがった羊飼いたちが、芳佳たちを見上げて、手を振っている。

「地球って……丸いんだね」

　緩ゆるやかに湾わん曲きよくした地平線を目まの当たりにして、つぶやく芳佳。

「うん。このまま一周できそう」

　うなずくリーネ。

（……私、頑がん張ばるからね、お父さん）

　芳佳はリーネと一いつ緒しよに、羊飼いたちに向かって大きく手を振り返すと、速度を上げて上じよう昇しようした。

　その後に続く、シャーリー、ペリーヌ、そしてルッキーニ。

「その力を……多くの人を守るために！」

　鋼鉄のホウキを駆かる魔ま女じよたちは、蒼天高くに吸い込まれていった。







　解説







　２００３年に、一つのメディアミックス企画が立ち上がりました。そのキャラクターデザインを、かねてから気になっていた島しま田だフミカネさんに打だ診しんして生まれたのが、『ストライクウィッチーズ』です。

　ただ、元々の擬人化兵器少女の設定では、ＴＶアニメにするには難しい部分も多かったので、島田さんと改めて設定や世界観を詰める必要がありました。

　こうして、舞ぶ台たいは我々の世界とは似て非なる世界、そこには魔ま法ほうがあり、「ウィッチ」と呼ばれる魔女たちがいる世界が誕生しました。物語は、その世界の１９３９年から始まります。

　実際の第二次世界大戦をモチーフとしていますが、そのままだと女の子同士が殺し合う、殺さつ伐ばつとして悲ひ惨さんな物語になってしまいます。特に主人公が日本人である以上、最終的には負けることが最初から決まっているのも、展開上問題があります。もちろん、そういった方向性を好む人もいると思います。しかし、この作品のテーマは「いかにして女の子を可愛かわいくするか」でした。

　作品の方向性や設定、世界観、そして物語において、女の子が可愛くならないような場合はそれを変えて、可愛くなるようにしました。この「可愛く」というテーマは、ＴＶアニメ版の高たか村むら和かず宏ひろ監督の意向も同じで、物語作りから行動や台詞せりふ回しにおいて、どのように可愛くするか、そして悩んだ場合はその子が（結果的に）可愛くなる方向が正しいとして進めていました。

　この可愛いというのは、表層的な見た目の可愛さだけではなく、行動し、考え、悩なやみ、苦く悩のうし、傷付き、その中で成長していくさまが可愛い必要があります。物語は、まずキャラクターありきで、そのキャラクターをどれだけ魅力的に描えがけるかということでもあります。

　そして、メディアミックス企画なので、他の媒ばい体たいでも作品が生まれています。このノベライズも含め、もう一つの小説、コミック、そしてイラストコラム、フィギュアなどと。それぞれに対してのオーダーも、まず女の子たちを可愛く描いて下さい、ということでした。色々な人が関わっている以上、それぞれの人が考える可愛さというのはあると思います。それを追求しつつ、生まれているのがこれら他の作品です。




　さて、そういったコンセプトの元に作られている『ストライクウィッチーズ』ですが、物語は前述の通り、第二次世界大戦がモチーフになっています。しかし、大きく違うのは、この世界では「ネウロイ」という異形の敵の襲しゆう撃げきを受けており、そしてそれに立ち向かえるのは「ストライカーユニット」と呼ばれるメカ脚あしをはいた女の子たち＝ウィッチだけでした。というのも、ネウロイは金属を消しよう滅めつさせるビームを発射し、しかも強力な再生能力を持っています。通常兵器の攻撃では、ネウロイに多少のダメージを与えても、すぐに再生され、しかも向こうの攻撃を防ぐ術すべはビームを避よけるだけです。それに対して、ウィッチの基本的な魔力の一つに、シールドをはれるというのがあります。このシールドにより、ネウロイのビームをはじき返し、身を守り、ネウロイに接近して攻撃できるのです。

　そして、メインキャラクターたちは、実在した第二次世界大戦のエースパイロットがモデルになっています。各キャラクターの設定、例えば出身、階級、誕生日、機体などにそれは使われています。例えば、「ハルトマン」と「バルクホルン」は、世界で二人だけ、それぞれの撃げき墜つい機数が３００機を超えた、本当に空前絶後のスーパーエースでした。それ以前にもそんな戦果はなく、そして今後も多分ありえないでしょう。他のエースたちも、それぞれが驚くほどの活躍をしています。もちろん、その人たちが活躍できたのは、それを支える多くの人がいたからでもありますが。

　しかし、そんな人々のことは歴史の彼方かなたに忘れ去られつつあります。『ストライクウィッチーズ』を通じて、すこしでもそんな人々に思いを馳はせて貰もらえればと思います。

　ちなみに「リーネ」だけが、モデルがちょっと他と違います。名前から想像できるウィッチではなく、そこから一ひねりしてあります。誰だれがモデルなのか、興味があれば調べてみるのも面おも白しろいかもしれません。




　　鈴木貴昭（『ストライクウィッチーズ』世界観設定・軍事考証）
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　PROLOGUE







　１９３９年。

　それは、何の前まえ触ぶれもなく、我々人類の前に現れた。




　我々はそれを、ネウロイと名付けた。

　ネウロイがどこから、何のために来たのか、誰だれにも分からなかったが、彼らの攻こう撃げきによって、人々が生まれ育った町を、国を追われていったことは確かだった。

　ネウロイに対し、徹てつ底てい抗こう戦せんに打って出た人類は、対ネウロイ用の新兵器を開発した。

　ストライカーユニット。

　ネウロイに効果的な力とされる魔ま力りよくを増大させ、その魔力による飛行を可能にした、新たな魔法のホウキである。

　それを装備し、戦うため、強大な力を持つ魔女、ウィッチが世界各国から集められた。

　対ネウロイ用に編制された精せい鋭えい部隊、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団。

　人々は彼らを、ストライクウィッチーズと呼んだ！







　第一章　CHAPTER1







　はやい・おっきい・やわらかい

　──または、真夏の夜の怪談




「てぃってぃてぃ～ん！」

　ズンガラドッシャン、グワッシャ～ン！

「にゃああああああああああ～っ！」

　ここは、第５０１統合戦闘航空団のハンガー。

　今は無人のはずのこの場所に、何かが盛せい大だいに引っくり返る音と、人間のものとも、野の良ら猫ねこのものともつかない奇天烈きてれつな声が響ひびき渡わたったのは、のどかな夏の夕刻のことだった。

　続いて。

「いちち……、ちょ、ど、どうしよ、どうしよ！　……あれ、この部品はどこだっけ？　こっち？　こっちだっけか……？」

　と、いう少女の声。

　たまたま、ハンガーの近くを通りかかった数人の整備兵が、この薄うす気き味み悪い音と声を耳にした。

「……イ、イェーガー大たい尉いたちは？」

「宮みや藤ふじ軍ぐん曹そうたちと、だいぶ前に出ていったよな？」

「他ほかに誰か入るのを見たか？」

「い、いいや」

「じゃあ、ここは？」

「今は無人……のはず……」

「と、すると？」

「あ、あそこにいるのは？」

「幽ゆう……霊れい……とか？」

「ひいいいいいい～っ！」

「ポルターガイスト？」

　顔を見合わせた整備兵たちは、一目散に逃にげ出した。




　　＊　＊　＊




　その翌日。

　ウィッチたちは、海上での墜つい落らくを想定した訓練のために、基地本島東側にある海岸にやってきていた。

　訓練とはいえ、ほとんどのウィッチにとっては、息いき抜ぬきのようなもの。

　そうでないのは……。

「な、何でこんなの履はくんですかあ～っ!?」

　宮藤芳よし佳かと、リーネこと、リネット・ビショップ。

　二人の新米軍曹は、訓練用ストライカーを身につけた姿で、岩場の上に立たされていた。

　眼下は、打ち寄せる白い波。

　かなり深そうな場所だ。

　岩場の上で足をすくませる二人のうち、扶ふ桑そう皇国出身、黒くろ髪かみショートカットの宮藤芳佳は、扶桑海軍水上用制服に身を包んでいる。

　まだ発育途と中ちゆう、というよりは発育以前なので、出るべきところが出てもいないし、引っ込むべきところも大して引っ込んではいない。

　喩たとえるなら、扶桑の伝統的な民芸品、こけしのような体形である。

　対するに、ブリタニア出身、茶色の髪を編んでリボンでまとめたリーネは、基地売店で手に入れた、フリル付きのピンクのワンピース姿。

　年々、胸が成長して、水着が合わなくなることを嘆なげく彼女、体形だけなら、ストライクウィッチーズの将来に希望を抱いだかせる逸いつ材ざいといっていい。

「何度も言わすな！　万が一、海上に落ちた時のためだ！」

　竹刀しない片手に吼ほえたのは、扶桑皇国海軍少しよう佐さ、ベテランウィッチの坂さか本もと美み緒お。

　黒髪をポニーテールにまとめ、右の魔ま眼がんの紫むらさきの瞳ひとみを眼帯で隠かくした美緒も、芳佳と同じく紺こんの水上用制服を着用しているが、さすがは十九歳。

　胸の部分には一日の長があるようだ。

「他の人たちも、ちゃんと訓練したのよ」

　慈じ愛あいに満ちた表情で微笑ほほえんだのは、ストライクウィッチーズの隊長にして、カールスラント空軍中佐、ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ。

　赤みがかったブラウンの髪と瞳を持つ彼女は、知性とたおやかさを兼かね備えた十八歳。

　体形にかなりの自信があるのか、露ろ出しゆつ度どの高い白のホルターネックのセパレーツ水着の上に、オリーヴ色のパーカを羽織ったシックないでたちである。

「あとはあなたたちだけ」

　と、ミーナに言われても、重い訓練用のストライカーユニットを身につけたまま、飛び込む勇気など、芳佳にもリーネにもない。

「つべこべ言わず……さっさと飛び込めっ!!」

「あ、あああああ～っ！」

　坂本の罵ば声せいが蒼そう天てんに木こ霊だまし、二人の新米軍曹の身体からだは反射的に宙に舞まった。

　ザブーン！

　海面に上がる、二つの水柱。

　そして。

「…………………………………………………………………………浮ういて、こないな」

　ザザ～！

　岩場に寄せては返す波。

「……………………………………………………………ええ」

　ザザ～！

　水面に変化はない。

「………………………………………………………………………………………」

　ザザ～！

　坂本は懐かい中ちゆう時計に目をやった。

　すでにかなりの時間が経たっている。

「やっぱり、飛ぶようにはいかんか」

　坂本はため息をついた。

　遣けん欧おう艦かん隊たいの一員として、扶桑からブリタニアに到とう着ちやくする直前のこと。

　ネウロイの襲しゆう撃げきを受けた空母『赤あか城ぎ』の上で、宮藤芳佳は初めて触ふれるストライカーを纏まとって、空中戦を演じてみせた。

　坂本は、今回もぶっつけ本番で芳佳が底力を見せることを期待したのだが……。

「そろそろ限界かしら？」

　ミーナがさすがに救助に向かおうかなと思いかけた、その時。

　ザッバア～ッ！

「うげ、がは、げべ、ごほ……」

「プハァ、ハウ、アフ、ウップ……」

　芳佳とリーネが、水面に顔を出した。

　二人は手足をバタつかせ、水みず飛沫しぶきを上げて無様にもがく。

「いつまで犬いぬ搔かきやっとるか～！」

　岸にしゃがみ、がなり立てる坂本。

　溺おぼれかける芳佳たちの後ろを、先せん輩ぱいウィッチであるペリーヌ・クロステルマンが、優ゆう雅がに平泳ぎで進む。

　金きん髪ぱつメガネ美少女、体形に関しては芳佳とさして差のないペリーヌは、自由ガリア空軍中ちゆう尉いにして、パ・ド・カレーの貴族の娘むすめ。

　清せい楚そさ、生き真ま面じ目めさ、そして気位の高さと坂本少佐への思し慕ぼの念は、誰だれにも負けることがない。

　その坂本への愛情が、時おりねじくれ、芳佳への意地悪の形で表れるのが、多少問題ではあるのだが……。

「ほら、ペリーヌを見習わんか～！」

「全くですわ」

　フロントにリボンをあしらった鮮あざやかな青のセパレーツ水着を纏ったペリーヌは、ふんと鼻を鳴らし、スイスイと通り過ぎてゆく。

「そんな……アブブブ……いきなり……ゴボゴボ……無理……！」

　芳佳とリーネは水すい泡ほうを残し、再び海中へと没ぼつした。




　　＊　＊　＊




「よ～し！　みんな、休きゆう憩けいだ～っ！」

　坂本の号令で、訓練に勤いそしんでいたウィッチたちは息抜きに入った。

　ちなみに。

　他ほかのウィッチたちの水着はといえば……。

　まさに百ひやつ花か繚りよう乱らん。

　左右一ひと房ふさずつ伸のばしたダークブラウンの髪かみをさりげなくリボンで留めた、一見お洒落しやれだが、実は絵に描かいたような堅かた物ぶつのゲルトルート・バルクホルン大尉は、質しつ実じつ剛ごう健けん、泳げさえすればデザインなどお構いなしという、カールスラント軍支給のワンピース。

　一見、真面目そうだが、実態は絵にも描けないようなずぼら娘、プラチナブロンドにブルーの瞳が映はえるエーリカ・ハルトマン中尉も、おそらく、選ぶのが面めん倒どうだったのだろう、ややデザインが違ちがうものの、バルクホルンと同じカールスラント軍支給のワンピースである。

　太陽から生まれたようなロマーニャ娘、黒い瞳に黒髪ツインテール、最年少ウィッチ、フランチェスカ・ルッキーニ少尉の日焼けした幼児体形を包むのは、白地に黒のストライプの縁ふち取どりがついたタンキニ。

　およそ海水浴には縁えんのなさそうなスオムス出身者、雪色の髪を無雑作に伸ばしたエイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉は、スレンダーな胸からずり落ちないかと心配になる、白のチューブトップと水色のボトム。

　すでに暑さでへばっているオラーシャ陸軍戦せん闘とう機連隊出身のサーニャ・Ｖ・リトヴャク中尉。緑の瞳とグレイの髪を持つ薄はつ幸こうそうな彼女が着ているのは、ミーナのものとよく似たセパレーツだが、もちろん、色は黒である。

　波打ち際ぎわで遊ぶ者、砂すな浜はまでじっと座る者。
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　歴戦のウィッチたちは、それぞれがそれぞれなりの休憩を取っていた。

　一方。




「はあはあ」

「ひいひい」

　飛んでいる時は羽根のように軽いストライカーユニットも、砂浜を引き摺ずるとなると、話は別だった。

「もう……動け……ない」

「私も」

　息も絶え絶えの状態で陸に上がった芳佳とリーネは、どべっと砂浜に突つっ伏ぷした。

「あ、遊べるって言ったのに……ミーナ中ちゆう佐さの……噓うそつきぃ～」

　ストライカーの横でうつ伏せになったまま、愚ぐ痴ちる芳佳。

　昨日の中佐の話では、訓練の後は楽しく遊べるはずだったのだ。

　だが、今の芳佳とリーネに、そんな体力は残っていない。

「すぐ慣れるさ」

　頭の方から声。

「シャーリーさん？」

　芳佳たちが顔を上げると、そこに立っていたのは、第５０１統合戦闘航空団最速のウィッチ、リベリオン出身の〝グラマラス〟シャーリーこと、シャーロット・Ｅ・イェーガー大たい尉いだった。

「それにな。こうやって……」

　情熱的なライトブラウンの髪に映える、深しん紅くのセパレーツ水着を纏ったシャーリーは、二人の間に大の字に横たわった。

「寝ねてるだけだって、悪くない」

　芳佳とリーネも、シャーリーを真似まねて大の字になる。

「お日さま、あったか～い……」

　顔がほころぶ、リーネ。

「うん。気持ちいい……」

　と、芳佳。

「だろ？」

　一番気持ち良さそうなシャーリーが、そう微笑ほほえむ。

　柔やわらかな陽ひ射ざしを注ぐ太陽。

　耳に心ここ地ちよい波の音。

　静かに流れてゆく時間。

　確かに、こういうのも悪くないなあ、と芳佳は思う。

　と、その時。

「……あれ？」

　かざした指の隙すき間まからのぞく太陽の前を、何かが過よぎった気がした。

　芳佳は、自分が目にしたものを確かく認にんしようと、身体からだを起こす。

「どうしたの？」

　リーネはつられて起きると、芳佳の顔を見る。

「今、太陽のとこ、何か横切った……」

　鳥ではない。

　芳佳の直感はそう告げていた。

「へ？」

　怪訝けげんな顔をするリーネ。

「何が？」

　真しん剣けんな表情になったシャーリーも上体を起こし、空を見つめる。

「……敵だ！」

　目を細めて太陽を凝ぎよう視ししたシャーリーの青い瞳には、はっきりと映った。

　あれはネウロイの機き影えいだ。

「あ！」

「ネウロイ！」

　俊しゆん敏びんなシャーリーは、芳佳たちが声をあげると同時に、走り出していた。

「シャーリーさん！」

　芳佳とリーネはすぐにその後を追おうとするが、芳佳は立ち上がりかけたところで滑すべってコケた。

「うぇう～」

　水泳は全身運動。

　まだ筋肉が回復していない。

　基地にサイレンが鳴り響ひびいたのは、芳佳がひ弱な自分に自己嫌けん悪おを覚えた、その直後だった。




「敵は一機！　レーダー網もうを搔かい潜くぐって侵しん入にゆうした模様！」

　警報を耳にし、岩場に設置されていた電話で本部と連れん絡らくを取った坂本は、ミーナに伝えた。

「もう！　また予定よりも二日早いわ！」

　厳しい表情になるミーナ。

「誰だれが行く!?」

「すでにシャーリーさんたちが動いているわ」

　坂本の問いに、砂浜を走るウィッチたちの姿を見ながらミーナは答えた。




　他ほかのウィッチたちも基地に向かう中、最初にネウロイに気がついたシャーリー、芳佳、そしてリーネの三人が、一歩先んじていた。

「は、走るのも速い～！」

　ハンガーの端はしにたどり着いたところで、芳佳はすでに自分たちを大きく引き離はなしているシャーリーの背中を見て嘆たん息そくする。

（な、何か不公平）

　ビーチボールのようなバストを弾はずませながらの疾しつ駆くにもかかわらず、シャーリーは胸部の質量がほぼゼロの芳佳より遥はるかに速い。

　芳佳の身からすると、納なつ得とくのいかないところだ。

　もっとも、こうした疑問が後に、超ちよう音速状態におけるコークボトル体形の有効性という、流体力学上の大発見に至るのだが。

　芳佳の横では、芳佳と同じようにリーネもへばっている。

「イェーガー機！」

　ハンガーに飛び込んだシャーリーは、水着のまま発進ユニットに飛び乗り、ストライカーを装着した。

　豊かな髪がフワリと舞まい上がり、使い魔まのウサ耳と尻尾しつぽが出現する。

「出る！」

　ブラウニー・オートマチック・ライフルＭ１９１８を背負い、ゴーグルを首にかけると、シャーリーは芳佳の頭上スレスレのところをかすめるように離り陸りくした。

「シャーリーさ……はうっ！」

　声をかけようとした芳佳は、仰のけ反ぞって滑かつ走そう路ろに引っくり返る。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　のぞき込むリーネ。

「むぅん」

　全身の筋肉痛以外は、概おおむね無事である。

「芳佳ちゃん、私たちも！」

「うん！」

　二人はとにかく、自分たちのストライカーへと急いだ。




　　＊　＊　＊




「シャーリーさん、聞こえる？」

　続いて飛び立った芳佳とリーネが、ようやくシャーリーの後ろ姿を捉とらえた頃ころ。

　ハンガーに、無線機と地図を木箱に並べた簡易指揮所が設けられ、インカムを通じてミーナ中ちゆう佐さがシャーリーにコンタクトを取ってきた。

「中佐？」

　答えるシャーリー。

「敵は一機、超高速型よ」

　ミーナは現在分かっている情報を伝える。

「すでに内陸に入られている」

　地図を見つめる坂本の表情は厳しい。

「敵の針路は!?」

　と、シャーリー。

「方角は……」

　ミーナは、地図を前にした坂本の方に目をやった。

「ここから西北西」

　坂本はネウロイの進行方向に沿って、まっすぐに地図上に線を引く。

「目標は……このまま進むと……ロンドン！」

　顔を見合わせる坂本とミーナ。

「ロンドンだ！　直ちに、単機先行せよ！」

　坂本がマイクを自分に向け、即そく座ざに指示を出す。

「シャーリー、お前のスピードを見せてやれ！」

「了りよう解かい！」

　シャーリーはゴーグルをかけると、一気に加速した。

　ドンッ！

「あわわ！」

　必死になってシャーリーについて行っていた芳佳とリーネは、シャーリーの急加速により生じた風圧でバランスを崩くずす。

　ようやく体勢を立て直した頃には、すでにシャーリーの姿は、遥はるか前方である。

「あ！」

「もうあんなところに！」

「リーネちゃん、急ごう！」

　二人は何とか振ふり切られまいと、速度を上げた。




「頼たのんだわよ、シャーリーさん」

　空を見上げる、ミーナと坂本。

　と、そこに。

「ああ～ん！　シャーリー、行っちゃった～」

　シャーリーたちから大きく引き離されたフランチェスカ・ルッキーニが、今頃になってハンガーに到とう着ちやくした。

「……まさか、あのままなのかな？」

　不ふ穏おん且かつ不安そうな、ルッキーニのつぶやき。

「!?」

「!?」

　これを、聞き逃のがす坂本とミーナではない。

「何が、あのままなんだ？」

　腰こしに手を当てた坂本が問いただす。

「えっとね、昨夜ゆうべあたし、シャーリーのストライカーをね……あひ!?」

　指をくわえながら白状しかけたルッキーニだが、坂本とミーナのただならぬ雰ふん囲い気きを背中に感じ、身をすくませる。

「……あ、あの……何でも……ないです」

　ルッキーニがゆ～っくりと振り返ると、そこには、引きつった笑えみを浮うかべたミーナの顔があった。

「続けなさ～い、フランチェスカ・ルッキーニ少しよう尉い、うふふふ」

　静かだが、有う無むを言わせぬ調子の声。

「ひぃ～っ！」

　後に宮藤たちに語ったところによると、フランチェスカ・ルッキーニ少尉は、あの時ほどミーナ中佐を怖こわいと思ったことはなかったという。




（くっ！　どうして……いつもと違ちがう）

　魔ま道どうエンジンＰ・マーリンＶ‐１６５０‐７の出力をジリジリ上げながら、シャーリーは奇き妙みような違い和わ感と高こう揚よう感を覚えていた。

　調子が悪いのではない。

　むしろ、良過ぎるといってもよい。

　昨日までのＰ‐51Ｄとは、まるで別の機体。

　白い雲をまっすぐに引き、排はい気きダクトが炎ほのおを吐はく。

　胸も心なしか、いつもより揺ゆれが大きいようだ。

「……大たい尉い……せよ……」

　緊きん急きゆう事態を告げるインカムからの坂本の声は、魔道エンジンの轟ごう音おんに虚むなしく搔かき消されていた。




「繰くり返す！　シャーリー大尉、直ちに帰投せよ！　繰り返す！」

　頭に大きなたんこぶを作ったルッキーニを端はしに座らせて、簡易指揮所の坂本はマイクに向かって怒ど鳴なっていた。

　実は昨日の夕方、ハンガーでのこと。

　梁はりの上に作った隠かくれ家がで寝ねていたルッキーニは、夕方になって目を覚まして梁から下りると、そこにシャーリーのストライカーユニット、Ｐ‐51Ｄムスタングを見つけた。

　そして、そのＰ‐51Ｄに引っ掛かけてあったゴーグルを取って遊ぼうとした拍ひよう子しに、仮組みを終えたばかりのストライカーを盛せい大だいに引っくり返してしまったのだ。

　転てん倒とうしたストライカーユニットはバラバラになり、ハンガーの床ゆかに部品とオイルを山ほどぶちまけた。

　幸か不幸か、目もく撃げき者はなし。

　慌あわてたルッキーニは、夜中までかかって適当に部品を組み合わせ、外見的には元通りに取り繕つくろったのである。

　だが、もちろん、ルッキーニのメカニック的な知識は、皆かい無むに等しい。

　このままシャーリーがストライカーユニットを飛ばし続ければ、良くて空中分解。

　最悪の場合、魔道エンジンが吹ふき飛ぶ可能性もあるのだ。

「宮藤さん、リーネさん、早く追いついて……」

　祈いのるようにつぶやくミーナ。

　だが、ミーナの期待に反して。




「離はなされる～」

「追いつけないよ～」

　芳佳とリーネは、どんどんシャーリーに引き離されていた。

　すでにシャーリーの姿は、二人の視界から消えている。

　一方。

（なんだ？　全然加速が止まらない。今日はエンジンの調子がいいのか？）

　シャーリー自身は、Ｐ‐51Ｄのスピードに軽い陶とう酔すいを覚えつつあった。

　ストライカーは先ほどから細かな振しん動どうを繰り返しているが、速度の伸のびは緩ゆるまない。

　非公式ということになるが、すでに昨日の記録を軽く突とつ破ぱしている感がある。

「……せよ……大尉……！」

（この感じ……似てる……）

　シャーリーは、両手を鳥のように大きく広げて風に乗る。

（似てる……あの時と！）

　突然、シャーリーの目の前に、どこまでも続く白い平原が現れた。

　ボンネビル・フラッツ。

　リベリオン中央にある、純白の大地。

　地上最速を目指す強つわ者ものたちが集まる聖地である。

　二年前、シャーリーはこの地で、時速１７８・24マイルという、二輪車での新記録を叩たたき出していた。

　その表ひよう彰しようの場で、記者から空を舞まう最速のウィッチたちの話を耳にした彼女は、翌日、リベリオン空軍に志願したのだ。

　今、シャーリーは、地上最速を深しん紅くのマシーン、レッドマン・スカウトで出した時と同じ感覚を覚えていた。

「ただちに帰投せよ……大尉……！」

　インカムからの坂本の声も、今のシャーリーの耳には入らない。

「いっけえええええええええっ！」

　魔道エンジンの出力がさらに上じよう昇しよう。

　シャーリーは、音の壁かべを切り裂さいた。

　ドーン！

「あうっ！」

「きゃああああっ！」

　遥はるか後方にいた芳佳とリーネは、音速突破時に発生する衝しよう撃げき波はに吹き飛ばされそうになる。




　そして。

「……あ、あたし、マッハを超こえたの？　これが……超音速の世界？」

　シャーリーは、今まで身体からだにかかっていた風圧がふっと軽くなるのを感じた。

「凄すごい！　凄いぞ！　やった！　あたし、やったんだ！」

「聞こえるか、大尉！　返事しろ！」

　坂本の必死の呼びかけが、やっとシャーリーの耳にとどいた。

「少しよう佐さ、やりました！　あたし、音速を超えたんです！」

　歓かん喜きに上ずる声で報告するシャーリー。

　しかし。

「止まれええええ！　敵に突つっ込むぞ！」

「……え？」

　坂本の警告が、一気にシャーリーを現実に引き戻もどした。

「ええ！！？」

　強こわ張ばるシャーリーの顔。

　超高速で同じ方向に飛んでいるはずのネウロイが、まるで、こっちに向かって突っ込んできているかのように眼前に迫せまりつつあったのだ。

「ええええええ～っ！」

　シールドを張り、逆噴ふん射しやをかけるが、時、すでに遅おそし。

　ドッゴーン！

　シャーリーの身体は、ネウロイを、そして、そのコアを貫つらぬいていた。

　吹き飛び、水蒸気爆ばく発はつのような白雲をあげるネウロイ。

　その白雲は、芳佳たちの位置からも確かく認にんできた。




「……敵、撃げき墜ついです」

　果たしてこれは撃墜と呼んでいいんだろうか、と心に疑ぎ問もん符ふを抱いだきながらも、報告するリーネ。

「シャーリーさんは？」

　ミーナは緊きん張ちようした声で、芳佳とリーネの二人に聞き返す。

「ええと？」

　芳佳はシャーリーの姿を求めて、周囲を見み渡わたした。

　すると。

「……あ、大だい丈じよう夫ぶです！　無事です、シャーリーさんは無事です！」

　上昇してゆくシャーリーが引く飛行機雲を、芳佳の目は捉とらえた。

　二人は安あん堵どし、シャーリーに近づいてゆく。

　目を閉じ、満足げな表情のシャーリー。

　だが、どこか様子がおかしい。

　ここまでどうにか形を保っていた水着は細かく千切れ、上昇しながら回転する身体から剝はがれて、潮風に舞っている。

「……あれ？」

　ムスタングのプロペラが、ふっと消えた。

　と同時に、使い魔のウサ耳と尻尾しつぽも消え、ムスタングはシャーリーの脚あしを離れて、波間へと落下し始める。

　やや遅おくれて、シャーリー自身も。

「あわわわわわわ！」

「全然無事じゃな～いっ！」

　二人は、シャーリーに意識がないことに気がつき、まっすぐに落ちてゆく彼女を急降下で追いかける。

　ドウッ！

　水飛沫しぶきを上げて接近した芳佳とリーネは、海面スレスレのところでシャーリーの身体をキャッチした。

　……のはいいが。

「ええええ～っ！　何で～！」

　シャーリーは、首にかけたゴーグルを除けば、ほぼ全ぜん裸ら。

　そして、芳佳の手の中には、豊満な胸が生で……。

「どうした、何があった!?」

　さっぱり事態が呑のみ込めない坂本は、マイクに向かって怒ど鳴なった。

「シャ、シャーリーさんを確保しました！　でも！」

　あまりにも刺し激げき的な光景に、リーネはギュッと目を閉じて報告する。

「でも、なんだ!?」

「ああ……おっきい」

　絶望的なまでのぺたんこが巨きよ乳にゆうに寄せるコンプレックスか、それとも何かの憧しよう憬けいのなせる業わざか。

　思わず、シャーリーの豊かな胸を、ぽよんぽよんと揉もみしだいてしまう芳佳。

「きゃ～！　芳佳ちゃん、何やってるの～っ！」

　心ここ地ち良さそうに、シャーリーの胸に身を委ゆだねる芳佳を見て、悲鳴をあげるリーネ。

「おい!!　状じよう況きようを正確に説明しろ！」

　坂本ががなり立てる傍かたわらで、察しのいいミーナは頰ほおを赤く染める。

「説明できませ～ん！」

　一番星が輝かがやく夕暮れの空を飛びながら、花も恥はじらう乙おと女めであるリーネはそう返すしかない。

「……腹へった～」

　芳佳とリーネに運ばれるシャーリーは、超音速の夢に抱かれながら、幸福そうな笑えみを浮うかべていた。




　　＊　＊　＊




「腹へった！」

　その夜遅くのこと。

　シャーリーはいきなりベッドから飛び起きていた。

「……ったく。夕食、あんなんじゃ足りないよ」

　人の三倍近く食べておきながら、シャーリーは腫はれぼったい目ま蓋ぶたを擦こすりつつ、厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「まずい。何か食べないと……餓が死しする」

　半分目が閉じかけた状態で、あちらの壁やこちらの柱にぶつかりながら、シャーリーは厨房にたどり着く。

「クラブハウスサンドやバーガーもなあ……」

　冷蔵庫を漁あさるシャーリーは、塩しお漬づけの豚ぶた肉にくを発見する。

「お！　ポークビーンズって手があったか～」

　ポークビーンズは西部開かい拓たく時代以来の、リベリオンの伝統料理。

　とはいっても、何のことはない。

　切った塩漬け豚を、豆と煮に込んだだけのものだ。

「たまにはこういう凝こった料理もいいよなあ」

　シャーリーは鍋なべをガス台に置き、塩漬け豚を放ほうり込む。

「豆の缶かんは……食料庫までいかないとないかあ」

　鍋を放ったまま、あくびをかみ殺したシャーリーはいったん、厨房を離はなれた。




　数分後。

　厨房に現れたのは、バルクホルン大たい尉いだった。

「小腹が空すいたな」

　難しい顔をしたバルクホルンは、シャーリーと同じように冷蔵庫を覗のぞき込んだ。

「あ、あれだけ水すい練れんに打ち込めば、当然だな、うん」

　バルクホルンが取り出したのは、ザワークラウトの瓶びん詰づめ。

　発はつ酵こうさせたキャベツの漬つけ物ものである。

　ちょっと癖くせが強いので毛け嫌ぎらいする人間も多い、カールスラントの伝統食材だが、バルクホルンはこれを、ソーセージと炒いためる心算なのだ。

　瓶の蓋を開け、手近にあった鍋にドババッと中身を注ぐ。

　さすがに、この時間ともなるとバルクホルンも注意力が低下しているようで、鍋が空だったかどうかの確かく認にんを怠おこたった。

「それにしても、フラウのやつ、未いまだに犬いぬ搔かき一いつ辺ぺん倒とうとは情けない。一度、厳しく仕込んでやらねばならんな……って、私は宮藤をしごく坂本少佐か！」

　自分で言っておいて、落ち込むバルクホルン。

「ソーセージは食料庫まで行かんとないか。仕方がない」

　バルクホルンもシャーリー同様、いったん厨房を出る。

　そして、さらに数分後。




　厨房には、また別のウィッチの姿があった。

「さあ、ペリーヌ・クロステルマン、今夜も練習ですわよ」

　鼻歌まじりのペリーヌは、ポケットからメモを取り出した。

「坂本少佐に食べていただく手料理が完成するその日まで、この私の弛たゆまぬ努力は続くのです。なんて健けな気げ！」

　素す晴ばらしく美味おいしいガリアの伝統料理で坂本を持もて成なす、という目的のため、このところペリーヌはこっそりと料理の練習に打ち込んでいたのである。

　しかし。

「……う」

　メモを開いたペリーヌの顔が強こわ張ばった。

「せっかく料理本から写してきたレシピが……」

　この暗がりである。

　当然、読めない。

「いつもは月明かりで多少は見えるのに、今日に限ってこの曇くもり空」

　昼間は上天気だったのだから、きっと日ひ頃ごろの行いが悪いせいだぞ、とシャーリーなら笑うところだろう。

「でも、負けませんわよ！　心の眼めで読むのです！」

　秘密の練習である。

　明かりを点つけて、誰だれかに見られる訳にはいかない。

「今夜挑ちよう戦せんするのは、スフレ風ふんわりオムレツの予定でしたから、ともかく……」

　ペリーヌは卵を二十個ほど取り出して、手近にあった鍋に割り入れる。

「次はバター」

　バター約1オンス、投入。

「その次は……ええと、たぶん小麦粉ですわね」

　このあたりからちょっとばかり怪あやしくなってくるのだが、暗がりの中、棚たなから取り出したのは小麦粉ではなく砂糖だった。

　ザザ～ッ！

　バターとほぼ同量の砂糖が、鍋の中身を真っ白に覆おおった。

「そして、滑なめらかな口当たりのために、生クリーム」

　と、言いながら注いだのはヨーグルト。

「あら？」

　ここでペリーヌは突とつ然ぜん、思い出す。

「私としたことが、ナツメグを切らしているのを忘れてしまったようですわ。昨日、売店で購こう入にゆうしたのが、確か部屋にあったはずですけど……」

　ペリーヌは鍋をそのままにして、いったん部屋に帰っていった。

　そしてまたまた数分後。




「……痛い」

　昼間、坂本にゴツンとやられた頭を撫なでながら、ルッキーニが厨ちゆう房ぼうに姿を現した。

「芳佳の作る扶桑料理もおいしいけど、お腹なかが空すいたら、やっぱりパスタだよ～」

　今日は訓練と出しゆつ撃げきでみんなお腹が空いたようで、ルッキーニまでもが、夜食を作りに来たのだ。

　とはいっても、お湯を沸わかすことと、缶詰めを開けることしかできないルッキーニに、できる料理はほとんどない。

　だが、冷蔵庫には、セモリナ粉と卵をたっぷり使った生パスタが、ルッキーニのために常備されている。

　ミーナが前もって、作り置きしておいてくれたものだ。

　これなら、茹ゆでるだけ。

　あとは湯ゆ煎せんして温めた缶詰めのパスタ・ソースをかければ、ロマーニャ風おふくろの味の完成である。

「お湯おっ湯ぅ～」

　ガス台にたまたまあった鍋なべに、ルッキーニはカップで量った水を注ぎ、さらに水１リットルに対し、大おお匙さじ一杯の塩を入れた。

　このあたりは、なかなか正確である。

「パスタ、パスタ～、マ～マの味～」

　点火。

「あっとは～、パスタ・ソース！　トマト味～！」

　あろうことか、ルッキーニは火を点つけたまま、ロマーニャ産パスタ・ソースの缶を取りに、食料庫に走っていった。




　そして、またまたまた数分後。

「ほんのちょっと、何か温かい飲み物があれば、寝ねられるんだけど……」

　厨房に出現したのは、坂本にしごかれたうえに出撃、そのうえ、シャーリーを担かついで基地に帰るという大変な一日を過ごしたリーネだった。

「こういう時はロイヤルミルクティー……あれ？」

　棚から紅茶の葉の缶を取り出したリーネは、火に鍋がかけっぱなしになっていることに気がつく。

「誰だろう？　危ないなあ」

　火を消しに、ガス台の前に立つリーネ。

「……これ、何？」

　鍋の中では何か訳の分からないものが、沸ふつ騰とうし始めていた。

　ガス台の上の方にある棚に紅茶の缶かんを置いたリーネは、大きめのスプーンを手に取り、鍋に突つっ込んでかき混ぜてみる。

「ひいいいっ！」

　ゴツゴツ、ジャリジャリといった、およそあり得ない感かん触しよくに恐きよう怖ふするリーネ。

　思わず振ふり上げたスプーンが棚の上にあった紅茶の缶と、その隣となりにあった紙箱に当たり、缶と箱の中身が盛せい大だいに鍋の中に降り注ぐ。

　紅茶だけでも大問題だが、最悪だったのは隣の紙箱。

　紙箱の中身は、料理にも、洗せん濯たくにも、さらには掃そう除じにも使える炭酸水素ナトリウム。

　つまりは重じゆう曹そう。

　丸々一箱、約２２５ｇの重曹が、鍋に投入されたのだ。

　ゴボゴボゴボッ！

　噴ふき上がってくる、えも言われぬ色合いの泡あわ。

　それはあたかも、マッドサイエンティストの研究室に設しつらえられた巨きよ大だいなプールの中で、怪かい物ぶつが生まれ落ちんとする瞬しゆん間かんのようであった。

「さよなら！　ごめんなさい！」

　火を止めたリーネは、厨房から駆かけ足で逃にげ出して寝しん室しつに戻もどると、頭から毛布を引っ被かぶって震ふるえるのだった。

　そして……。




「こ、これ、お湯だよね？」

　厨房に戻ってきたルッキーニは、泡立つ液体に異様なものを感じていた。

「そ～っと、そ～っと」

　恐おそる恐る近づいたルッキーニが顔を鍋に近づけた瞬間。

「にゃっ！」

　弾はじけた泡から出たガスが、ルッキーニの目と鼻を襲おそい、甚じん大だいな被ひ害がいを彼女の感覚機能に与あたえた。

「な、な、何とかしなくっちゃ！」

　慌あわてふためいたルッキーニの手により、そこらにあった調味料が適当に鍋に放ほうり込まれる。

　塩、酢す、ケチャップ、ウスターソース、とどめは大量の胡こ椒しようと片かた栗くり粉こ。

　そこには昨日、同じような状じよう況きようで、シャーリーのストライカーをいじり、大騒そう動どうを起こしたことへの反省はない。

　これが、ミーナからきつく禁止されている破は壊かい工作以外の何であろう。

　結果。

「な、何か変……」

　口にしたら、確実に命に関かかわりそうなものが今、自分の目の前にあることは、さすがの料理オンチのルッキーニにも分かる。

「……や～めたっと」

　潔いさぎよくマ～マの味を諦あきらめたルッキーニは、鍋をそのままにして寝室に帰った。




　それから少しして。

「おかしいなあ～、火ぃ、点けたっけ？」

　豆缶を手に戻ってきたシャーリーが眉まゆをひそめ、ゴボゴボいい続けている鍋に鼻を近づけた瞬間。

「！」

　彼女の意識は、遥はるか彼方かなたに超音速で遠とお退のいていった。

「……こ、これを食べたら人間として駄だ目めだろ？」

　どうしてこうなったのかは分からないが、取り敢あえず、もはやポークビーンズを完成させるのは不可能のようだ。

「……腹へった。けど、寝よ」

　あと数時間待てば、朝食である。

　これ以上鍋に近づくのは危険と判断したシャーリーは、頭を搔かきながら寝室に戻って行った。




　さらに数分後。

「どれ、そろそろいいかな？」

　ソーセージを手に戻ってきたバルクホルンが、鍋をのぞき込んだ。

「……見なかったことにしよう」

　形容しがたい色が渦うず巻まく鍋の中身を見て、バルクホルンは凍こおりつく。

「そうだ。明日の朝、野の良ら猫ねこの餌えさにでもすればいいんだ。うん、そうだ、そうだ」

　無理やり自分を納なつ得とくさせて、バルクホルンは厨房から出ていった。




　そして、またまた少しして。

「な、何故なぜだか手をつけてはいけないものが出来上がっている気がしますわ」

　鍋の前に戻ってきたペリーヌは、手にしていたナツメグの瓶びんを床ゆかに落とした。

「も、もう今夜の特訓はこれまでということで。おほほほほほほ！」

　後あと退ずさりしたペリーヌは扉とびらのところできびすを返し、厨房から逃げ出した。




　そして、東の空が明るくなりかけた頃ころ……。

　早起きのミーナ中ちゆう佐さは、食堂の前を通りかかった時に、厨房のガス台の上に鍋が出しっ放しになっていることに気がついた。

「夜食でも作ったのかしら？　しょうがない子たちね」

　厨房に入ったミーナは鍋をのぞく。

　見たところ、鍋の中身はシチューのようだ。

「ちょっと……味見しても構わない……わよね？」

　クスリと少女のように笑ったミーナは、スープ？を匙さじですくい、口に運んだ。
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「……きゃあああああああああ～っ！　な、何なの、これ～っ！」

　たいていの味のものならニッコリと笑って食することができるミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中佐。

　その彼女が、卒そつ倒とうする寸前に発した絶ぜつ叫きようは、ハンガーまでとどいた。

「ま、また悲鳴？」

「こ、今度のほうが、声が大きい！」

「の、呪のろいだ！　何かの呪いだ！」

「きっとこの土地は、昔、墓場があった場所で！」

「ひえええええ～」

　二日連続の恐ろしい悲鳴に、出しゆつ撃げき後ごのチェックに徹てつ夜やで当たっていた整備兵たちは震え上がったという。




　これが後に、地上班の間で綿々と語り継つがれることになる怪かい談だん、『女幽ゆう霊れいの悲鳴』の顚てん末まつ。

　翌日から厨房に、『消灯下での調理は禁止！』という警告が、ミーナの手により貼はられたことは言うまでもない。
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　いっしょだよ

　──または、サーニャのサーニャによるサーニャのための章




　１９４４年８月16日　夜間




　ラン、ラララ～、ラララ～、ルゥラララ～ラ～

　月光を受けて輝かがやく雲の海うな原ばらに、歌声が流れていた。

　そして、その白い波間を、船のように、キラキラと光の軌き跡せきを描えがいて飛ぶのは、ひとりのウィッチ。

　脚あしにはＭｉｇ60。

　手には連発ロケット砲ほうフリーガーハマー。

　そして側頭部には、ライトグリーンに輝く光の索さく敵てきアンテナ、リヒテンシュタイン型魔導針。

　サーニャ・Ｖ・リトヴャク中ちゆう尉いである。

　ローレライを思わす歌声は、彼女のものだったのだ。




　そして。

　その同じ夜の空を行く、Ｊｕ52輸送機の内部では……。

「むう……」

　坂本美緒少しよう佐さが、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で腕うで組ぐみをしていた。

「不ふ機き嫌げんさが顔に出ているわよ、坂本少佐」

　正面に座っていたミーナは顔を上げ、優やさしい笑え顔がおで窘たしなめる。

「わざわざ呼び出されて何かと思えば、予算の削さく減げんだなんて聞かされたんだ。顔にも出るさ」

「彼らも焦あせっているのよ。いつも私たちばかりに戦果を上げられてはね」

「連中が見ているのは、自分たちの足元だけだ」

「戦争屋なんてあんなものよ。もしネウロイが現れていなかったら、あの人たち、今いま頃ごろは人間同士で戦い合っているのかもね」

「さながら世界大戦だな」

　面おも白しろい冗じよう談だんだというように笑顔になった坂本は、隣となりで子供のように窓の外を眺ながめていた芳佳を振ふり返る。

「悪かったな、宮藤。せっかくだから、ブリタニアの街でも見せてやろうと思ったのに」

「いえ……。私は、その……軍にもいろんな人がいるんだなあって……」

　と、言いかけた芳佳は、インカムから流れてくる歌声に気がついた。

「あの、何か聞こえませんか？」

「ん？　ああ、これはサーニャの歌だ。基地に近づいたな」

「私たちを迎むかえに来てくれたのよ」

　坂本とミーナが説明する。

「ありがとう」

　Ｊｕ52に並へい行こうして飛ぶサーニャに気がついた芳佳は、インカムに呼びかけながら手を振った。

（あ）

　一いつ瞬しゆん、チラリと芳佳を見たサーニャは、頰ほおを染めてＪｕ52の下方の雲海の中に姿を隠かくす。

「……サーニャちゃんってなんか照れ屋さんですよね？」

　芳佳はミーナを振り返った。

「ふふ、とってもいい子よ。歌も上手でしょ」

　と、ミーナが微笑ほほえんだその時。

「……あら？」

　サーニャの歌が止やんだ。

「どうした、サーニャ？」

　坂本が尋たずねる。

『誰だれか、こっちを見ています』

　索敵能力を持つ魔導針の反応を伝える、ささやくようなサーニャの声。

「報告は明めい瞭りように。あと、大きな声でな」

　坂本は諭さとす。

『すみません。シリウスの方角に、所属不明の飛行体、接近しています』

　今度は幾いく分ぶん、はっきりと答える。

「ネウロイかしら？」

　と、ミーナ。

『はい、間ま違ちがいないと思います。通常の航空機の速度ではありません』

「私には見えないが？」

　坂本は眼帯を上げ、魔眼でシリウスの方を見た。

『雲の中です。目標を肉眼で確かく認にんできません』

「……そういうことか」

「ど、どうすればいいんですか!?」

「どうしようもないな」

　慌あわてる芳佳に、坂本はあっさりと告げた。

「そんなあ～」

「悔くやしいけど、ストライカーがないから、仕方がないわ」

　ミーナもそう言うと、ハッと坂本を見る。

「……あ。まさか、それを狙ねらって？」

「ネウロイはそんな回りくどいことなどしないさ」

　少なくとも、今までにそんな前例はない。

　相手の隙すきを突つくような作戦行動は、坂本の描くネウロイ像と一いつ致ちしないのだ。

『目標は依い然ぜん、高速で近づいています。接せつ触しよくまで、約３分』

　と、サーニャ。

「サーニャさん。援えん護ごが来るまで時間を稼かせげればいいわ。交戦はできるだけ避さけて」

　ミーナは雲の中から浮ふ上じようしてきたサーニャを見た。

『はい』

　サーニャは手て馴なれた様子で空飛ぶ鉄てつ槌つい、フリーガーハマーのセーフティを解除すると、Ｊｕ52輸送機から距きよ離りを取る。

『目標を引き離はなします』

「無理しないでね」

　と、ミーナ。

「よく見ておけよ」

　坂本は芳佳に声をかける。

「は、はい」

　芳佳は窓に顔を張りつけるようにして、サーニャの姿を追う。

「サーニャちゃんには、ネウロイがどこにいるか、分かるんですか？」

「ああ。あいつには地平線の向こう側にあるものだって、見えているはずだ」

「へえ～」

「それでいつも、夜間の哨しよう戒かい任務についてもらっているのよ」

　ミーナが説明している間に、サーニャは目を閉じ、魔導針でネウロイの位置を探さぐる。

「お前の治ち癒ゆ魔法みたいなもんさ」

　坂本が補足する。

「さっき、歌を聞いただろ？　あれもその魔法のひとつだ」

「歌声で、この輸送機を誘ゆう導どうしていたのよ」

（歌声……で？）

　月明かりを背に浮うかび上がるサーニャの姿は、さながら現代のローレライのように芳佳の瞳ひとみには映っていた。




「……あ」

　赤く輝くネウロイが高速接近してくるのを、サーニャは捉とらえた。

　機き敏びんな動きでフリーガーハマーをネウロイに向け、トリガーを引く。

　まず二発。

　軌き跡せきを残して飛んだロケット弾だんの光球が、雲に大穴を開ける。

　さらにもう一発。

「反はん撃げきして……こない？」

　サーニャはさらにトリガーを引く。

　だが、ネウロイのほうからは何の反応もない。




「さすがね。見えない敵相手によくやっているわ」

　ロケット弾の爆ばく発はつで輝かがやく雲を見ながら、ミーナは言った。

「私には、ネウロイなんて、全然……」

　目を凝こらす芳佳だが、見えるのはフリーガーハマーの光球だけだ。

「サーニャの言うことに間違いはない」

　残弾数から、坂本はこれ以上の戦せん闘とうは無理だと判断を下す。

「サーニャ、もういい、戻もどってくれ」

「でも、まだ……」

　肩かたで息をするサーニャ。

「ありがとう。ひとりでよく守ってくれたわ」

「…………」

　ミーナの指示に、おとなしく従うしかないサーニャだった。




　雲の下は横よこ殴なぐりの激しい雨だった。

「ひどい雨だな。何も見えない」

　ネウロイ来らい襲しゆうの報を受けて出撃した４機のうちの１機、ハルトマンはつぶやく。

「あそこだ」

　雲間から光が漏もれてくるのをバルクホルンが見つけた。

「サーニャ！」

　単機、速度を上げて光を目指したのはエイラである。

　よく、他ほかのウィッチから何を考えているのか分からないと言われるエイラだが、サーニャに関することになると、いつものとぼけた態度は消える。

「ちょっと、エイラさん！　勝手なこと！」

「……いや、いいだろう」

　憤ふん慨がいするペリーヌをバルクホルンは制した。

「戦闘は終わったようだ」




　　＊　＊　＊




「それじゃ今回のネウロイは、サーニャ以外、誰だれも見ていないのか？」

　冷えた身体からだをシャワーで温めてきたバルクホルンは制服の上を脱ぬいだ格好でミーティング・ルームに姿を見せていた。

　椅い子すではキャミソール姿のルッキーニが丸まって眠ねむりこけ、ソファーには坂本、ミーナ、ブラとスパッツ姿のハルトマンが座っている。

　もうひとつのソファーには、バルクホルンと同じように制服の上を脱いでくつろいだリーネと芳佳。

　その背後のピアノの椅子には、シャツとネクタイ姿のサーニャ。

　傍かたわらには水色のスウェットを羽織ったエイラ。

　深しん紅くのジャージー姿のシャーリーはルッキーニのそばに立ち、悩なやましいネグリジェをまとったペリーヌは坂本のそばの椅子に腰こしを下ろしている。

「ずっと雲に隠かくれて、出てこなかったからな」

　坂本は言った。

「けど、何も反撃してこなかったっていうけど、そんなことあるのかなあ？　それ、本当にネウロイだったのかあ？」

　ソファーのひじ掛かけに寄りかかり、疑念を口にするハルトマン。

　別にサーニャを疑う心算はないのだが、思ったことがすぐに言葉となって口から出てしまうのが、ハルトマンのいいところでもあり、悪いところでもある。

「…………」

　サーニャは済まなそうな顔になり、何も言えない。

「恥はずかしがり屋のネウロイ！」

　場を和なごまそうと、慣れない冗じよう談だんを飛ばすリーネ。

　だが、みんなの反応は鈍にぶい。

「なんてことないですよね。……ごめんなさい」

　リーネはいつもよりも、さらに身を縮ませる。

「だとしたら」

　紅茶のカップを手にしたペリーヌが、横目でサーニャを見た。

「ちょうど似たもの同士、気でも合ったんじゃなくて？」

　当てこすりに、さらに肩を落とすサーニャ。

　その横で、ムッとした様子のエイラがペリーヌに向かってベ～っと舌を出す。

「ネウロイとは何か？」

　追い詰つめられた表情のサーニャに気づいたミーナは、カップを揺ゆらしながら言った。

「それがまだ明確に分かっていない以上、この先、どんなネウロイが現れても、不思議ではないわ」

　ことネウロイの取る行動に関しては、ミーナのほうが坂本よりも柔じゆう軟なんな考え方をしているようだ。

「仕損じたネウロイが、連続して出現する確率はきわめて高い」

　と、坂本。

「そうね。そこでしばらくは、夜間戦闘を想定したシフトを敷しこうと思うの。サーニャさん」

「はい」

「宮藤さん」

「あ、はい？」

　ミーナは二人を指名した。

「当面の間、あなたたちを夜間専従班に任命します」

「え？　私もですか？」

　何で自分が、と戸と惑まどう芳佳。

「今回の戦闘の経験者だからな」

　坂本は当然のような顔をするが、あれは戦闘に参加したとは言えないと正直、芳佳は思う。

「私はただ見ていただけ……むぎゅっ！」

　芳佳が自信のないことをミーナに告げようとしたその時。

　エイラがいきなり、ソファーの後ろから芳佳の頭の上にのしかかり、手を挙げた。

「はい、はい、はい、はい！　私もやる！」

　最初から宮藤だけでサーニャのサポートをさせる心算はなかったミーナだが、案の定、そこにエイラが乗っかってきた訳である。

「いいわ。じゃあ、エイラさんも含ふくめて三人ね」

　笑えみがこぼれそうになるのを我が慢まんしながら、ミーナは言った。

「それ以外のメンバーは、昼夜兼けん任にんのローテーションとします」

「……すいません。私がネウロイを取り逃にがしたから……」

　途と方ほうに暮れる芳佳の背後でか細い声。

「え？」

　振ふり返ると、そこにはしょんぼりとしたサーニャの姿が。

「ううん、そんなこと言ったんじゃないから」

　慰なぐさめようとする芳佳だったが、サーニャの表情が晴れることはなかった。




　　＊　＊　＊




　１９４４年８月17日　朝




「あら、ブルーベリー？」

　紅茶のお代わりを淹いれにきたペリーヌが厨ちゆう房ぼうで目を留めたのは、ザルに山のように盛られたブルーベリーだった。

「でもどうしてこんなに？」

　ザルは全部で三つ。

　そこに、さらにもうひとつ、ブルーベリーが山盛りのザルを持ってきた、エプロン姿のリーネが微笑ほほえむ。

「私の実家から送られてきたんです。ブルーベリーは目にいいんですよ」

　リーネの実家は、ロンドンではその名を知られた裕ゆう福ふくな商家。

　送られたブルーベリーの量も半はん端ぱではない。

　今朝、テーブルに出されたのは、そのごくごく、ごく一部である。

「いっただき～！」

　と、ボウル一いつ杯ぱいのブルーベリーを一気にかっ込むハルトマンは、夜間専従班ではない。

　単に食欲が旺おう盛せいなだけだ。

「確かに、ブリタニアでは夜間飛行のパイロットがよく食べるという話を聞くな」

　そう言ったのはバルクホルンだが、本人はその噂うわさを信じてはいないようだ。

「芳佳、シャーリー！　ベ～して、ベ～！」

　ひょこっと顔を出したルッキーニが二人にせがむ。

「え？」

「こう？」

　と、言われた通りにする芳佳とシャーリー。

「んべ」

　ルッキーニも一いつ緒しよに舌を出し、三人で見せっこをする。

「きゃはははははは！」

　ブルーベリーを食べて紫むらさきに染まった舌に、箸はしが転んでも可笑おかしい年とし頃ごろの三人は大だい爆ばく笑しよう。

「……まったく、ありがちなことを」

　数粒ほど上品にブルーベリーを食したペリーヌは、真っ白なナプキンで唇くちびるを拭ふきながら、そんな能天気娘むすめ三人組を軽けい蔑べつの目で見る。

　だが。

「お前はど～なん、だっ！」

　背後から忍しのび寄ったエイラが、ペリーヌの口に指を突つっ込み、左右にむに～っと引っ張った。

「ひっ！　ひきぃ！」

　紫色になった歯が、むき出しになる。

　花も恥はじらう乙おと女めにとっては、かなり屈くつ辱じよく的な姿だ。

　さらに、ちょうどその時。

「ん？」

　ペリーヌの前を、坂本が通りかかった。

「……何ごとも、ほどほどにな」

　坂本はペリーヌに呆あきれ顔で忠告する。

「ひ……ひきぃ……」

　涙なみだ目めでワナワナと震ふるえるペリーヌ。

「ひひひ」

　と、エイラのほうは会心の笑みを浮うかべている。

「な、何てことなさいまして、エイラさん!!」

　怒いかり心頭のペリーヌはエイラを追いかけた。

「ふふふふ、何てことないって～」

　エイラは意に介かいさない。

　昨日、サーニャに意地悪を言ったことへの、ちょっとしたお返しといった心境なのだ。

　一方。

「……おいし」

　サーニャは意外とブルーベリーが気に入ったようだった。

「さて、朝食も済んだところで」

　食しよく卓たくが片付いた頃合いを見て、坂本は芳佳、エイラ、サーニャの三人に命じた。

「お前たちは夜に備えて……寝ねろ！」

「え……？」

　今食べたのは夕食ではなく、朝食。

　芳佳は自分の耳を疑った。
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　　＊　＊　＊




　サーニャの部屋は、本日付を以もつて、臨時夜間専従員詰つめ所しよ、となっていた。

「さっき起きたばっかりなのに」

　薄うす暗ぐらい部屋を見み渡わたし、ベッドに腰こし掛かけたパジャマ姿の芳佳は不平を漏もらす。

「何も部屋の中まで真っ暗にすることないよね」

「暗いのに慣れろってことだろ」

　とは、ベッドに寝そべり、タロットカードを並べているエイラ。

「ごめんね、サーニャちゃんの部屋なのに、こんなにしちゃって」

　ペンギンのようだが耳と尻尾しつぽがついている、ずんぐりとした正体不明のヌイグルミを抱だいて横になっているサーニャに、芳佳は声をかける。

「別に……いつもと変わらないけど」

　サーニャは不思議そうに芳佳を見上げた。

「あ、そうなんだ」

　そう言われると、サーニャには暗い部屋が似合ってるような気がする。

「でも。……何かこれ、お札みたい」

　外光を遮さえぎるためにカーテンを留めている紙の一枚を、芳佳は手に取ってみた。

　札状の紙には、魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。

「お札～？」

　身体からだを起こし、覗のぞき込むエイラ。

「オバケとか、幽ゆう霊れいとかが入ってきませんようにって、お呪まじない」

「……私、よく幽霊と間ま違ちがわれる」

　仰あお向むけになり、天てん井じようを見つめながらサーニャは言った。

「へえ～。夜、飛んでるとありそうだよねえ」

「ううん、飛んでなくても言われる。いるのか、いないのか、分からないって」

「あはは……」

　そういうことを言うのは誰だれだか、芳佳にも容易に見当はつく。

「ツンツンメガネの言うことなんか、気にすんな」

　エイラは再び寝転んでカードに目を戻もどす。

「暇ひまだったら、タロットでもやろう」

「タロット？」

　芳佳はエイラを見た。

「占うらないだよ。私は未来予知の魔法が使えるんだ。ま、ほんのちょっとの先だけどな」

　エイラは芳佳と対たい峙じするように座り直し、七枚のカードを裏にして、縦に二、三、二枚の列にして並べた。

　芳佳はそのカードの中から、右上の一枚を手に取る。

「どれどれ……ふ～ん」

　と、カードを見るエイラ。

　カードは太陽。

　描かれているのは太陽と、ユニコーンにまたがった少女たちなのだが。

　この太陽、心なしか、ペリーヌに似ている気が……。

「よかったな、今、一番会いたい人と、もうすぐ会えるって」

　エイラは占いの結果を告げた。

「え、そうなの？」

　と、表情を明るくした芳佳だが、すぐに視線を落とす。

「……あ。でも、それは無理だよ」

「何で？」

　エイラは不思議そうな顔をする。

「だって、私の会いたい人は……」

　そう、芳佳の父、宮藤一いち郎ろう博士は、このブリタニアの地で永遠の眠ねむりについている。

　父の消息を求め、はるばる扶桑から海を渡わたってきた芳佳が見たのは、墓ぼ碑ひ銘めいが刻まれた父の墓だったのである。

「そっかあ……」

　芳佳の口から父のことを聞いたエイラは、仰のけ反ぞってゴロンと引っくり返る。

「ん～、そう言われてもなあ～」

　困ったように微笑ほほえんだ芳佳は、壁かべのカレンダーに目をやった。

「……あれ？」

　８月18日。

　明日の日付のところに赤丸がしてあり、何かが書き込まれている。

（この日って……）

　サーニャが何故なぜ、この日に丸を付けているのかは、芳佳には分からない。

　だが、芳佳自身にとっても、明日は特別な日。

　喜びと悲しみが、同時に訪おとずれる日であった。




　　＊　＊　＊




「夕方だぞ～、起っきろ～っ!!」

　なかなか寝られなかった芳佳たちが眠りについてから程ほどなく。

　扉とびらの向こうから、能天気なルッキーニの声が聞こえてきた。

「……ん？」

　目を覚ました芳佳は、一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのか分からなかった。

　ベッドの上、身を横たえていたのは、お互たがい逆向きになって眠る、エイラとサーニャの間。

「あう」

　芳佳はようやく、ここがサーニャの部屋兼臨時夜間専従員詰め所だということを思い出す。

（確かルッキーニちゃん、夕方だって言ってたけど……そっか、夕方なんだよね？）

　芳佳はエイラとサーニャを揺ゆり起こし、ぼんやりした頭のまま着き替がえてから、食堂へと向かった。




「何か暗いね」

　食堂で席に着いた芳佳は、リーネに話しかけていた。

「うん。これも暗い環かん境きように目を合わせる訓練なんだって」

　普ふ段だんは電気が点つけられている食堂であるが、今の明かりは蠟ろう燭そくのみである。

「これは？」

　食後、差し出された見慣れないタイプのお茶。

「マリーゴールドのハーブティーですわ。これも目の働きをよくすると言われてますのよ」

　そう誇ほこらしげに説明したのはペリーヌである。

　実はこのマリーゴールド、基地内に花か壇だんを作り、ペリーヌ自らが育てたものなのだ。

「あら、それって民間伝承じゃ……？」

　ポロリと口にするリーネ。

　リーネの知識では、マリーゴールドの目に効く成分は、経口ではなく、点眼して初めて効果の出るものである。

「失敬な！　これはおばあ様の、おばあ様の、そのまたおばあ様から伝わるものでしてよ！」

　ペリーヌは憤ふん慨がいし、居い丈たけ高だかに声を張り上げた。

「あう、ごめんなさい」

　身を縮ませるリーネ。

　こういう場合、往々にして事実を語る者よりも、声の大きい者のほうが勝つものだ。

「山さん椒しようみたいな匂においだね」

　芳佳は素す直なおな感想を口にする。

　嫌きらいな匂いではないが、お茶というよりも漢方薬に近い感じ。

　家が診しん療りよう所じよの芳佳には、ちょっと懐なつかしい。

「サンショ？」

　リーネはその音に、東洋の魔ま術じゆつ的な響ひびきを感じる。

「芳佳、リーネ！　も一回ベ～して、ベ～！」

　またもやひょこっと顔を出したルッキーニが、二人に舌を出させた。

「ベ～」

「ベ～」

　舌の色に変化なし。

　眉まゆをヒクヒクさせたルッキーニは、ガッカリして騒さわぎ出す。

「……う～、つまんな～い！」

　せっかく、良かれと思って用意したハーブティーなのに、評判は最低。

　ペリーヌはず～んと落ち込む。

「どっちらけ～」

　さらにエイラのとどめの一言。

「べ、別にウケを狙ねらった訳じゃなくってよ！」

　きっと振ふり返り、断固抗こう議ぎするペリーヌ。

　一方。

「……まずい」

　サーニャも当然、マリーゴールドはお気に召めさなかったようだった。




　　＊　＊　＊




　その夜。

「あ、震ふるえが止まんないよ」

　滑かつ走そう路ろに立った芳佳は、誘ゆう導どう灯とうを見つめながらつぶやいていた。

「何で？」

　意外そうな顔を芳佳に向けるエイラ。

「夜の空がこんなに暗いなんて、思わなかった」

「夜間飛行、初めてなのか？」

「……無理ならやめる？」

　と、魔導針を発動させたサーニャも芳佳を気き遣づかう。

「て……つ……手つないでもいい？」

　芳佳は震える右手を顔の前に持ってきた。

「サーニャちゃんが手、つないでくれたら、きっと大だい丈じよう夫ぶだから」

「……あ」

　サーニャは魔導針と頰ほっぺたをポッと赤く染めて、そっと芳佳の手を握にぎる。

（こ、こいつ！　素で口説いてんのかああああっ！）

　ムッとしたエイラは芳佳の左側に回り込んで、強ごう引いんに左手を取った。

（サーニャと手をつなごうなんて、十年早い！）

「むう、さっさと行くぞ！」

「うん」

　足元に魔ま法ほう陣じんを生み出すエイラとサーニャ。

「えっ!?　ちょ、ちょっと、心の準備が！　あうう、あ、あう、わっ！」

　三人は滑かつ走そうし、雲が厚く垂れ込めた空に飛び立っていた。




「手、離はなしちゃ駄だ目めだよ！　絶対、離さないでね！」

　空に上がってからも、芳佳は二人に何度も念を押していた。

　エイラが手を離したくてウズウズしているように見えるのは、気のせいだろう。

　……気のせいでないと困る。

「もう少し我が慢まんして。雲の上に出るから」

　励はげますように声をかけるサーニャ。

「……あ」

　目を合わせようとしないサーニャの尻尾しつぽが、楽しそうにクルリと巻いた。




「すごいな～」

　雲の上に出ると、そこは満天の星だった。

「私ひとりじゃ、絶対こんなとこまで来られなかったよ」

　ようやく手を離すことができた芳佳は、ローリングしながら二人にお礼を言う。

「ありがとう、サーニャちゃん、エイラさん！」

　素す直なおに喜びを表す芳佳に、苦く笑しようするエイラ。

「いいえ。任務だから」

　サーニャも目を合わせないままそう答えるが、まんざらでもない表情だ。

「あ」

　サーニャの感情の起き伏ふくが、だんだん読み取れるようになってきた芳佳だった。




　　＊　＊　＊




　１９４４年８月18日

　雲もわずかで、抜ぬけるように晴れ渡わたった、気持ちのいい朝。

　食堂のテーブルの上に置かれたお猪ちよ口こに、ペリーヌは不ふ審しんの目を向けていた。

「……これは？」

　お猪口は、ペリーヌの知らない、妙みように粘ねん度どの高い液体で満たされている。

「肝かん油ゆです、ヤツメウナギの」

　答えた芳佳が抱かかえているのは、『肝油』と筆で書かれた紙が貼はってある一いつ斗と缶かんだった。

「ビタミンたっぷりで、目にいいんですよ～」

「……何か生なま臭ぐさいぞ」

　慎しん重ちように臭においを嗅かいだハルトマンは、疑念の表情を浮うかべる。

「魚の脂あぶらだからな。栄養があるなら味など関係ない」

　その横で言い切るバルクホルン。

「おほほほほほ！　いかにも宮藤さんらしい、野や暮ぼったいチョイスですこと！」

　嫌いやみたっぷりに高笑いするペリーヌ。

「……いや、持ってきたのは私だが」

　芳佳の背後に立つ坂本が告げた。

「ありがたく、いただきますわ！」

　あたかも毒ニンジンをあおるソクラテスのように、肝油を一気飲みするペリーヌ。

「う！」

　たちまち顔面蒼そう白はくになり、悶もん絶ぜつする。

「うええ～、何、これ～!?」

　ルッキーニも舌を出せ、などと遊んでいられる感じではない。

「エンジンオイルに、こんなのがあったな」

　シャーリーは忌き憚たんのない感想を述べるが、エンジンオイルを飲んだことがある方が問題だとは、誰だれも突つっ込まない。

　というか、突っ込んでいる余よ裕ゆうがないのだ。

「ぺっぺっ！」

　吐はき出すエイラの横には、無言で凍こおりつくサーニャの姿。

「新米の頃ころは、無理やり飲まされて往生したんだよな」

　みんなの反応に、坂本は笑って頭を搔かいた。

「……お気持ち、お察しいたしますわ」

　まだ立ち直れない様子のペリーヌはつぶやく。

「……まずい」

　栄養があるなら、味など関係ないと豪ごう語ごしたバルクホルンの顔は、蒼白を通り越こして、灰色になりつつある。

　その隣となりには、驚きよう愕がくに凍りつくハルトマン。

　さすがのＷエースも、これには閉口の様子だ。

　しかし、そんな中で。

「もう一いつ杯ぱい！」

　ただひとり、上じよう機き嫌げんでお代わりを要求するミーナ中ちゆう佐さ。

　その場に居合わせた坂本以外のウィッチ全員が、隊長への尊敬の念を新たにしたことは言うまでもない。




　　＊　＊　＊




「ねえ……。エイラさんとサーニャちゃんの故郷ってどこ？」

　朝食を終えた後。

　詰つめ所しよに戻もどった芳佳はベッドに横たわり、締しめ切られた部屋の蒸むし暑さから気を紛まぎらわそうと二人に尋たずねていた。

「私、スオムス」

「……オラーシャ」

「ええっと。……それってどこだっけ？」

「スオムスはヨーロッパの北の方。オラーシャは東」

　寝ねそべったエイラが顔を上げ、簡単に説明する。

「そっかあ。……あ、ヨーロッパって確かほとんどがネウロイに襲おそわれたって……」

「うん」

　と、こちらもベッド上のサーニャ。

「私のいた街もずっと前に陥かん落らくしたの」

「じゃあ、家族の人たちは？」

「みんな街を捨てて、もっと東に避ひ難なんしたの。ウラルの山々を越えたもっと、ずっと向こうまで」

「そっかあ。よかった……」

　芳佳は起き上がった。

「何がいいんだよ？　話聞いてないのか、お前？」

　呆あきれたエイラも身体からだを起こす。

「だって、今は離はなれ離れでも、いつかはまたみんなと会えるってことでしょ？」

「あのな！　オラーシャは広いんだぞ」

　エイラは両手を大きく広げ、そのまま仰のけ反ぞって引っくり返った。

「ウラルの向こうったって、扶桑の何十倍もあるんだ。人捜さがしなんて、簡単じゃないぞ」

「うん」

「だいたい、その間にはネウロイの巣だってあるんだ」

「そっか。……そうだよね。それでも私は羨うらやましいな」

　芳佳は俯うつむく。

「強ごう情じようだな、お前」

　エイラは再び身体を起こした。

「だって、サーニャちゃんは早く家族に会いたいって思ってるでしょ？」

　芳佳は顔を上げ、まっすぐにサーニャを見る。

「うん」

　ヌイグルミを抱だき締めたサーニャは頷うなずく。

「だったら。サーニャちゃんの家族だって絶対、早くサーニャちゃんに会いたいって思ってるはずだよ」

「うん」

「そうやってどっちも諦あきらめないでいれば、きっといつかは会えるよ。そんな風に思えるのって素敵なことだよ」

「……あ」

　そう微笑ほほえむ芳佳に見つめられたサーニャの頰ほおは、ピンクに染まるのだった。




「うわ～、汗あせでべたべた」

　夕方になり、詰め所から出てきた芳佳はこぼした。

「じゃあ、汗かきついでにサウナに行こう」

　そう提案したのはエイラ。

「サウナ？」

「ほう、宮藤はサウナ、知らないのか？　ふふん」

　エイラの瞳ひとみがキラリと怪あやしく光った。




「うう～、これじゃさっきと変わんないよ～」

　バスタオル一枚でサウナに放ほうり込まれた芳佳は悶もだえていた。

　真夏の江えノの島しまだって、これほど暑くはない。

　頭はのぼせ、流れる汗はまるで滝たきのようだ。

「スオムスじゃ風ふ呂ろよりサウナなんだぞ」

　マッサージ用の白しら樺かばの枝を手に、エイラはくつろいだ姿勢。

　エイラによると、ここには故郷から連れてきた妖よう精せいが棲すんでいるらしい。

　エイラの横には、きちんとした格好で座るサーニャの姿がある。

「サーニャちゃんって、肌はだ白いよね」

　そのうなじから肩かた、背中にかけての線。

　まるでマイセンの磁器のような透とう明めい感かんのある白さに、芳佳は見み惚とれてしまう。

「あ」

　その視線に気がつくサーニャ。

「どこ見てんだ、お前！」

　エイラは割り込んで芳佳をにらむ。

「いっつも黒い服着てるから、よけい目立つよね～」

「サーニャをそんな目で見んなあああああああ～っ！」

　エイラの絶ぜつ叫きようが、サウナの外にまで響ひびき渡わたった。




「こっちこっち」

　すべてを脱ぬぎ捨てた姿のエイラは、サウナに隣りん接せつする人工池に芳佳を招き入れていた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　芳佳はエイラの後に続きながら、ほとんど隠かくす必要性のない胸を隠している。

「サウナのあとは水浴びに限るんだ」

「確かに冷たくて気持ちいいけど……」

　この池が、設営班が造ったもので、外部から覗のぞけない構造になっていることは知っていても、裸はだかで外に出るのは、やはりためらってしまう。

「恥はずかしがるなよ。女同士だろ？」

　照れられると、エイラのほうまでが恥ずかしくなってくる。

　サーニャや芳佳と比べると、ほんの少し大人な身体が悩なやましい。

「だって……」

　芳佳が口を尖とがらせたその時。

　どこからかサーニャの歌声が聞こえてきた。




　ラン、ラララ～、ララ、ラララ～




　声のした方に、忍しのび寄ってゆく二人。

　サーニャは大岩の上に背を反らすように座り、足先だけを流れに浸ひたしていた。

　夕ゆう陽ひを背景に、その小こ振ぶりだが形のいい胸と、すらりと美しい四し肢しのシルエットが浮うき上がる。

「……なぜだろう？」

　岩場の陰かげから盗ぬすみ見る姿勢のエイラは、小声で芳佳に同意を求めた。

「なんかこう……ドキドキしてこないか、宮藤？」

　エイラの顔が火ほ照てったように見えるのは、どうやらサウナの所せ為いだけではないようだ。

「う、うん」

　そう言われると、芳佳もそんな気になってくる。

「…………」

　二人の気配に気がついたのか、サーニャは歌を止やめた。

「あ。あう、ご、ごめん」

　思わず謝る芳佳。

「何で謝るの？」

　サーニャは不思議そうな顔をして立ち上がる。

「いや、邪じや魔ましちゃったから」

　芳佳は頭を搔かいた。

「素す敵てきだね、その歌」

「これは……昔、お父様が私のために作ってくれた曲なの」

「お父さんが？」

「小さい頃ころ、いつまでも雨の日が続いてて……私が退たい屈くつして雨あま粒つぶの数を数えていたら、お父様がそれを曲にしてくれたの」

「サーニャはお父さんの勧すすめで、ウィーンで音楽を勉強してたんだ」

　まるで自分のことのように威い張ばるエイラ。

「素敵なお父さんだね」

「宮藤さんのお父さんだって素敵よ」

　大岩の上に座ったサーニャは、隣となりに座る芳佳を見た。

「え？　何で？」

「お前のストライカーは、宮藤博士がお前のために作ってくれたんだろ？　それだって羨ましいってことだよ」

[image: ]

　そう言うエイラは、芳佳の隣で気持ち良さそうに寝ねそべっている。

「へへへ」

　二人が父のことを評価してくれたようで、芳佳はちょっとばかり照れ臭くさい。

「だけど、せっかくならもっと可愛かわいい贈おくり物のほうが良かったかも」

「贅ぜい沢たくだな～。高いんだぞ、あれ」

「あははは」

　芳佳につられて、クスリとするサーニャ。

　そして、エイラも。

　三人は顔を見合わせて笑い出した。




　その夜。

「ねえ聞いて」

　夜間飛行訓練に飛び立った芳佳は、星空の下を飛びながら二人に告白した。

「今日はね、私の誕生日なの」

「……え？」

「何で黙だまってたんだよ？」

　と、サーニャとエイラ。

「私の誕生日は……お父さんの命日でもあるの」

「…………」

「何だかややこしくって、みんなに言いそびれちゃった」

「……馬ば鹿かだなあ、お前」

　エイラはふわりと芳佳の上に出る。

「こ～ゆ～時には、楽しいことを優先したっていいんだぞ」

「え～、そういうものかな？」

「そうだよ～」

「宮藤さん……耳を澄すまして」

　サーニャが珍めずらしく目を逸そらさずに芳佳に言った。

「え？」

　甲かん高だかい雑音に混じり、人の声と音楽がかすかに聞こえ、それが、次し第だいにハッキリしてきた。

「……あれ、何か聞こえてきたよ」

「ラジオの音」

　ちょっと面おも白しろくなさそうにボソリと言ったのは、エイラ。

「夜になると空が静まるから、ずっと遠くの山や地平線からの電波も、聞こえるようになるの」

「へえ、すごいすごい！　そんなことできるなんて！」

「うん。飛ぶ時はいつも聞いてるの」

「……二人だけの秘密じゃなかったのかよ？」

　エイラはサーニャに近寄ると、そっとささやいた。

「ごめんね。でも今夜だけは特別」

　許ゆるして、というようにサーニャは微笑ほほえむ。

「ちぇ、しょうがないな～」

　頭の後ろで腕うでを組んだエイラは、ローリングしてサーニャから離はなれた。

「え、どうしたの？」

　サーニャの顔を見る芳佳。

「うん。あのね……」

　少しはにかむサーニャと芳佳の間に、エイラは割り込んだ。

「あのな！　今日はサーニャも……」

　と、彼女が説明しようとしたその瞬しゆん間かん。

「あ！」

　サーニャの魔導針が反応を示した。

「どうした？」

　厳しい表情でエイラが尋たずねる。

　そのエイラの耳にも、インカムを介かいしてサーニャが受信した音が流れ込んでくる。

「!?　何だ!?」

　普ふ通つうの楽器の音とも、何かの声とも違ちがう音。

　だが、これは紛まぎれもなく……。

「これ、歌だよ」

　芳佳は言った。

「どうして？」

　つぶやくサーニャ。

　急接近してくるネウロイが放つこの旋せん律りつは、まさに、普段、サーニャが歌っている歌だったのだ。




　同じ頃。

　第５０１統合戦せん闘とう航空団基地の管かん制せい塔とうも、ネウロイの歌を捉とらえていた。

「これが、ネウロイの声……？」

　今までになかったネウロイの行動に、ミーナは困こん惑わくを禁じえない。

「サーニャを真似まねてるってのか？　……サーニャは!?」

　坂本はミーナを見る。

「夜間飛行訓練中のはずよ。宮藤さんたちと一いつ緒しよに」

　ミーナはすぐにローテーション表で確かく認にんした。

「すぐ呼び戻もどせ！」

「無理よ！　この状態じゃ、どこにいるのかも！」

　レーダーの画面は真っ白。

　基地は完全に目を失った状態だ。

「そうか……敵の狙ねらいは……」

　坂本は唇くちびるを嚙かみ締しめた。




「……どうして？」

　ネウロイの歌に驚きよう愕がくしたサーニャは、その場から動くことができなかった。

「敵か、サーニャ!?」

「ネウロイなの!?　どこ!?」

　エイラと芳佳が声をかける。

「二人とも、避ひ難なんして！　……！」

　突とつ然ぜん、何かを感じ取ったサーニャは芳佳たちを振ふり切るように急上じよう昇しようした。

　雲から発射されたビームがそのサーニャをかすめ、左のストライカーユニットを吹ふき飛ばした。

「サーニャ！」

　バランスを崩くずして墜つい落らくしかけるサーニャを、エイラが受け止める。

「馬鹿！　ひとりでどうする気だよ！」

「敵の狙いは私……間違いないわ」

　エイラの袖そでをつかむサーニャの指に力がこもる。

「私から離れて……一緒にいたら……」

「馬鹿！　何言ってんだ！」

　怒ど鳴なるエイラ。

「そんなこと、できる訳ないよ！」

　芳佳も頭を振る。

「だって……」

「…………」

　エイラはサーニャを芳佳に任せ、右手にサーニャのフリーガーハマー、左手にＭＧ42を構え、芳佳たちの前に出た。

「どうするの？」

　と、芳佳。

「サーニャは私に、敵の居場所を教えてくれ」

　エイラは二人を振り返った。

「大だい丈じよう夫ぶ、私は敵の動きを先読みできるから、やられたりしないよ」

　いったん、サーニャから離れたネウロイは、再び高速でこちらに向かってきている。

「あいつはサーニャじゃない。あいつはひとりぼっちだけど、サーニャは独りじゃないだろ？　私たちは絶対、負けないよ」

　エイラの言葉に、芳佳もサーニャに笑え顔がおを向ける。

「……うん」

　頷うなずいたサーニャの魔導針が輝かがやいた。

「ネウロイはベガとアルタイルを結ぶ線の上を、まっすぐこっちに向かってる。距きよ離り約３２００……」

「こうか？」

　東の空、天頂近くに輝く織女星ベガ、銀色の天の川を挟はさみ、東南のやや低いところに位置する彦星アルタイル。

　エイラは指示されたコースに照準を合わせる。

「加速してる。もっと手前を狙って……そう。あと３秒」

「当たれよ！」

　フリーガーハマーのトリガーが引かれると同時に、芳佳たちのすぐ下をビームが掠かすめた。

　連射されたフリーガーハマーのロケット弾だんが、雲の中に光球を生み出す。

「外した!?」

　自分たちの真下を通過し、ネウロイは旋せん回かいした。

「いいえ。速度が落ちたわ。ダメージは与あたえてる……」

「戻ってくるわ！」

　サーニャは再びネウロイの接近を感知する。

「戻ってくんな！」

　ロケット弾を連れん射しやするエイラ。

「よけた！」

　ネウロイは左右にたくみに機体を振り、ロケット弾をかわす。

「くそっ、出て来い！」

　最後の一発。

　これがネウロイの機体を捉え、光の破は片へんが飛び散った。

「出た！」

　雲の中から、こちらに向かってまっすぐに上昇してくるネウロイ。

「エイラ！　駄だ目め、逃にげて！」

「そんな暇ひまあるか！」

　フリーガーハマーを捨てたエイラは、ＭＧ42をネウロイに浴びせる。

　砕くだけ飛ぶ破片。

　だが、ネウロイの速度は大して変わらない。

「！」

　芳佳はエイラの前にシールドを張った。

　それがネウロイのビームを弾はじき、赤い閃せん光こうが周囲に拡散する。

「気が利きくな！　宮藤！」

「大丈夫！　私たち、きっと勝てるよ！」

「それが、チームだっ!!」

「……あ」

　サーニャは芳佳が肩かたにかけていた九九式を握にぎると、ネウロイに向けてトリガーを引いた。

　無数の破片を飛ばし、崩ほう壊かいしてゆくネウロイ。

　そして、剝むき出しになったコアに、とどめの一弾が命中した。




「……まだ、聞こえる」

　エイラはつぶやいた。

　ネウロイが消えたはずの澄すみ渡わたった空に、サーニャの歌が響ひびいている。

「何で……やっつけたんじゃ？」

　と、サーニャを肩で支えている芳佳。

「違ちがう」

　サーニャは空を見上げると、片肺で月に向かって上昇してゆく。

「これは……お父様のピアノ」

「そうか！　ラジオだ！」

　芳佳はハッと気がついた。

「この空のどこかからとどいてるんだ……すごいよ！　奇き跡せきだよ！」

「いや。そ～でもないかも」

　と、言ったのはエイラ。

「え？」

「今日はサーニャの誕生日だったんだ……正確には、昨日かな？」

　すでに、零れい時じを回っていた。

「え……じゃあ、私と一いつ緒しよ……!?」

「サーニャのことが大好きな人なら、誕生日を祝うなんて、当たり前だろ？　世界のどこかにそんな人がいるんなら、こんなことだって起こるんだ。奇跡なんかじゃない」

「エイラさんって、優やさしいね」

「そんなんじゃねえよ、馬ば鹿か」

「馬鹿って……」

「お父様……お母様……サーニャはここにいます」

　サーニャは祈いのりを捧ささげるように、どこか遠くにいる両親に語りかけていた。

「ここに……います」

「お誕生日おめでとう、サーニャちゃん」

　月光の真ん中で輝くサーニャに向かい、声をかける芳佳。

「……あなたもでしょ？」

　サーニャはまっすぐに芳佳を見た。

「え？」

「お誕生日おめでとう、宮藤さん」

「おめでとな」

　月明かりの波間を漂ただよいながら、エイラも笑え顔がおを向ける。

「……ありがとう」

　誕生日は嬉うれしい日。

　今の芳佳なら、心からそう言えそうだった。




　　＊　＊　＊




　翌日の昼頃ごろ。

　ミーナ中ちゆう佐さと坂本少佐は、宮藤一郎博士の墓を訪おとずれていた。

　すでに芳佳たちが墓参りに来たあとらしく、墓標は色いろ鮮あざやかな花で埋うめ尽つくされている。

「今回のネウロイは、明らかにサーニャに拘こだわっていた。行動を真似まねしてまで」

　ミーナと並んで立つ坂本は言った。

「ネウロイに対する認にん識しきを、改める必要があるのは、確かなようね」

「上の連中、このことをどこまで知っていると思う？」

「さあ」

「もしかしたら、私たちより多くのことをつかんでいるのかも」

「うかうかしてはいられないか」

　そう言葉を交かわした坂本たちが、墓標の前に座ったその時。

「……お」

「あ」

　二人は花束の間に置かれた、一枚の写真に気がついた。

　写っているのは、バースデーケーキを前に、仲間に囲まれた芳佳とサーニャの笑顔。

　写真に添そえられた言葉に、坂本とミーナはクスリと微笑ほほえんだ。




　　15才になりました

　　サーニャちゃんは14才です！

　　芳佳







　第三章　CHAPTER3







　消えたルッキーニ

　──または、ポケットには入りきらないお宝




「宮藤さん、ルッキーニさんを見なかったかしら？」

　訓練を終えた午後。

　芳佳とリーネ、そしてペリーヌがミーティング・ルームでくつろいでいるところに、ミーナ中佐がやってきた。

「うぐんっ！　ル、ルッキーニちゃんですか？　いいえ」

　芳佳は食べかけのおはぎを呑のみ込み、憂うれい顔のミーナに向かって答える。

「どうかしたんですか？」

「それが……昨日の夜から見かけないのよ」

　出しゆつ撃げきの時以外は、ほぼ好きに過ごしていいことになっているルッキーニのこと。

　基地のあちこちに作った隠かくれ家がで寝ねていて、見かけないことも多いのだが。

「確か……お昼にも、朝ごはんにも顔を出していませんね」

　と、記き憶おくを辿たどるリーネ。

「それは変ですわね。あの意地汚きたなさが軍服を着て歩いている感じのルッキーニさんが、食事を抜ぬかすなんて」

　ペリーヌも眉まゆをひそめる。

「うう、ひどい言われよう……」

　つぶやく芳佳。

「何かおっしゃいまして、豆まめ狸だぬきさん？」

「だから、私は狸じゃありません！」

　芳佳は頰ほっぺたを膨ふくらませたが、そうすると確かに狸っぽくなる。

「ともかく、見つけたら私に教えてちょうだいね。伝達事じ項こうがあるの」

　ミーナは三人にそう告げると、ミーティング・ルームから出ていった。

「どうせ隠れ家とやらでグースカ寝ているんでしょうから、放ほうっておけばいいんですわ」

　ペリーヌはふんと鼻を鳴らすと、手にしていた雑誌を置いて立ち上がった。

「さてと、私は部屋に戻もどらないと」

　と、二人の前を横切るペリーヌ。

「……いいですこと、私は部屋に戻るんですのよ！」

　ペリーヌは扉とびらのところで振ふり返り、もう一度念押ししてからミーティング・ルームを後にした。

「って、あっちは外……」

　部屋に戻るのなら、階段を上るべき。

　方向が違う。

「……捜さがしに行ったんだね？」

「た、たぶん」

　ペリーヌのあまりの演技力のなさに、顔を見合わせる芳佳とリーネ。

「私たちも行こう！」

「うん」

　二人は頷うなずき合い、立ち上がった。




「バルクホルン大たい尉い～、ハルトマン中尉～」

　芳佳たちは、廊ろう下かに出たところで、風ふ呂ろから戻ってきた二人に出くわした。

「おお、宮藤とリーネか、どうした？」

　濡ぬれた髪かみが艶つやっぽいバルクホルンは尋たずねる。

「ルッキーニちゃんを見ませんでした？」

「いいや。……そう言えば、今日は朝から見かけていないな。お前はどうだ？」

　バルクホルンはハルトマンを振り返った。

「見てないよ。隠れ家にいるんじゃないのか？」

　と、上気した肌はだでご機き嫌げんな様子のハルトマン。

　普ふ段だんはシャワー派の二人だが、ここ数日はネウロイ来らい襲しゆうの予測もなく、のんびりと湯船に浸つかってきたようだ。

「そ、その隠れ家がいくつもあって、どれにいるのか……」

　リーネはいつもよりもさらに困り果てた顔をする。

「……大変そうだな。捜すのなら、私たちも手伝おう」

「え～」

　バルクホルンの申し出に、ハルトマンは顔をしかめた。

「そ、そんな、悪いです！」

　顔の前で手を振る芳佳。

「そ～だ、そ～だ」

　ハルトマンは芳佳の背中に回ると、断固支持を表明する。

「気にするな、同じ隊の仲間だろう？　ほら、貴様も寝ている暇ひまがあるなら、少しは人様の役に立て」

　バルクホルンは、がっちりとハルトマンの腕うでをつかんだ。

「ええっと、それじゃあ、私と芳佳ちゃんはハンガーを見てきますから、お二人は二階をお願いします」

　リーネが頭を下げる。

「ああ、任された」

　快く頷いたバルクホルンは、ハルトマンを引っ立てて階段を上る。

「ほら、きりきり働かんか！」

「横暴だ～！　湯冷めするよ～、湯冷め～！」

　ハルトマンの抗こう議ぎは完全に聞き流された。




「……何だか、大事になってきたな」

　ハンガーに向かって走って行く芳佳たちを、廊下の窓から見下ろした坂本はつぶやいていた。

「昨日、くしゃみをしていたから、あの子に薬を渡わたそうと思っただけなんだけど」

　とは、困こん惑わく気味のミーナ。

　伝達事項という言い方が、芳佳たちには少しもったいぶり過ぎていたようだ。

「だが、ルッキーニはロマーニャ時代にも、母親に逢あいたくて軍を脱だつ走そうした経験があるからな」

　坂本はルッキーニに関する軍の記録を思い出す。

「今のあの子は、そんなことしないわ」

　ミーナは頭を振った。

「特に、シャーリーさんが何かと面めん倒どうを見てくれるようになってからは、ずいぶんと落ち着いているもの」

「実際には脱走でないにしても、だ。隊員が勝手に消えた、なんていうことが司令部に知れたら……」

「一部の人間が騒さわぎ立てるかも知れないわね」

　ミーナは渋しぶい表情になる。

「一部の人間？　マロニー大将一派だろ？」

　戦せん闘とう機軍団司令官、トレヴァー・マロニーの名を口に出しながら、坂本も眉をひそめた。

「下手をすると、ウィッチーズの存そん廃ぱいまで話を持っていくかも知れないわ、あの人なら」

「ともかく、急いでルッキーニを見つけることだな」

「そうね。どこで誰だれの目が光っているか、分からないもの」

　二人は顔を見合わせると、芳佳たちに手を貸すために階下に向かった。




「し～っ！　サーニャを起こすな！」

　バルクホルンたちが扉をノックして部屋に入ると、エイラはご主人様を守る番犬のような目で二人をにらんだ。

　サーニャは部屋を間ま違ちがえたようで、エイラのベッドの上でよく眠ねむっている。

「わ、悪いな。ルッキーニを捜さがしているんだ」

「ここに寄んなかったか？」

　バルクホルンとハルトマンは尋ねる。

「……来た」

　ベッドの上で胡坐あぐらをかいたエイラは頭を搔かく。

「何だと!?　何時だ!?」

「し～っ！　声がおっきい！」

「ああっと、済まない」

「来たって言っても、昨日の夜だぞ」

　あくびをするエイラ。

「さんざん人の部屋で遊んで、懐かい中ちゆう電灯を持ってったんだ」

「懐中電灯、か」

　バルクホルンは考え込んだ。

「……これは何かの手がかりになるかもな」

「そうか～？」

　と、ハルトマンは疑いの目を向ける。

「とにかく、宮藤に連れん絡らくしよう」

　と、バルクホルンが芳佳の名を出した瞬しゆん間かん、今の今まで静かに眠っていたサーニャの目がパッチリと開いた。

「……宮藤さんがどうかしたの？」

　サーニャは起き上がり、エイラの顔を見る。

「あ～っ！　な、何でもないんだ、何でも！　サーニャは疲つかれてるんだから、寝てていいって！」

　寝かしつけようとするエイラ。

　そこに。

「いや～、ルッキーニが行方ゆくえ不明でさあ。宮藤たちと捜してるんだ」

　ハルトマンが笑いながら、余計なことをサーニャに告げた。

「……私も捜します」

　サーニャはベッドから起き上がり、着き替がえ始める。

「サ、サ、サ、サーニャ！　みんなの前で脱ぐんじゃない！　わ～かった！　わかった、私も捜すから！」

　エイラは真っ赤な顔をして、スッポンポンになろうとするサーニャの頭から毛布を被かぶせた。




　一方。

　ハンガーでは、ペリーヌがそれとなくシャーリーに探さぐりを入れようとしていた。

「……どうしたんだ？」

　魔道エンジンの傾けい斜しや配分を微び調ちよう整せいしていたシャーリーは、頰ほおについたオイルを手の甲こうで拭ぬぐい、さっきから自分の周りをグルグル回っているペリーヌに声をかける。

「い、いえ、別に。……ただの散歩ですわ」

　ルッキーニのことを心配している素そ振ぶりなど見せようものなら、絶対にからかわれると思い、ペリーヌはなかなか切り出せない。

「……もしかして、胸を大きくする方法、聞きに来た？」

「な訳ありますかあああああっ！」

　やっぱりからかわれる運命である。

「そ、そう言えば」

　ようやく、話をルッキーニに持ってゆくペリーヌ。

「今日はそこらへんの梁はりに引っかかってませんの、例の黒くろ猫ねこ娘むすめ」

　実際は、ルッキーニが飛行時に出す使い魔の耳と尻尾しつぽは、黒猫ではなくて黒豹ひようなのだが。

「ん？　ルッキーニか？　そういや、昨日の夜、カナヅチとか板とか、あとロープとか持って走り回ってたのは見たけど……」

　シャーリーは眉まゆをひそめる。

「……あれから、見てないな」

「カナヅチと板、それにロープですか？」

　またどこかに隠かくれ家がを作ろうとしていた、と考えるのが妥だ当とうな線だろう。

「……なあ？」

　考え込むペリーヌを、シャーリーはじっと見つめた。

「あいつのこと、心配してくれたのか？」

「べ、べ、べ、べ、べ、別に心配なんか！」

　動どう揺よう著いちじるしいペリーヌ。

「ただ、ミーナ中佐が捜していたので、もしかしたらこっちに、なんて思っただけですわ！」

「……ありがとな」

　シャーリーは微笑ほほえんだ。

「けど、全然姿が見えないのか？」

「まあ、よくあることですけど、それでも朝食と昼食を抜ぬくなんてこと、あの子らしくないと思いません？」

「…………」

　シャーリーはヘルメットを手に取り、バイクを引っ張り出してきた。

「ど、どこへ行くんですの!?」

「近くの村！」

　バイクのエンジンをふかしながら、シャーリーは答える。

「村の子供たちと、あいつ仲いいだろ？　村まで遊びに行ってるのかも知れない！」

「……お供しますわ」

　少しためらった後に、ペリーヌはシャーリーの後ろに横座りで乗った。

「二人で捜さがしたほうが、早いでしょう？」




「はい、隠れ家を作る道具を持っていたんですね。分かりました」

　村に向かう途と中ちゆうのペリーヌから連絡を受けたのは、芳佳たちがミーティング・ルームに戻もどった時のことだった。

「バルクホルンさんたちは、懐中電灯を持って行ったって言ってたよね、芳佳ちゃん」

　と、リーネ。

「う～ん、暗い場所ってことだよね」

「それで、隠れ家を作れる場所って……」

「……地下！」

　二人は顔を見合わせ、同時に言った。




　　＊　＊　＊




「あとはこっちの方だけだよね」

　いくつか地下の部屋を見て回った後。

　芳佳たちは鉄格ごう子しのついた扉とびらの前に立っていた。

　今まで捜した場所にはルッキーニが入った形けい跡せきはなく、芳佳は自分の推理に自信がなくなってきたところだ。

「ここ、何だろ？」

　扉を前に、ごくりと唾つばを呑のみ込む芳佳。

　黒く重そうな鋼鉄の扉には、『危険、立ち入り禁止』の貼はり紙がある。

「わ、分からないけど……あまり入りたくないような」

　リーネの顔も強こわ張ばる。

「でも、もしかしたらルッキーニちゃん、この中で出られなくなってるのかも知れないから」

　普ふ通つうの人間には、『立ち入り禁止』という貼り紙には、その言葉の持つ意味以上の意味はないが、ルッキーニにとっては『熱ねつ烈れつ歓かん迎げい』と書いてあるのと同じである。

　芳佳は思い切ってドアノブに手をかけた。

　……カチャ。

　意外と簡単に扉は開いた。

「暗いね」

「うん」

　部屋に入って、照明を探す二人。

　どうやらここは普段使われていない部屋らしく、古い雑誌や日常支給される品の予備などが、狭せまい空間にかなり乱雑に詰つめ込んである。

　明かりは裸はだか電球がひとつ。

　芳佳はそれを点つけ、周囲を見み渡わたす。

　すると。

「リーネちゃん、これ……」

　芳佳は部屋の奥の床ゆかに、板切れとロープ、そしてカナヅチを発見した。

　そして、半分完成した木製の台のようなものも。

「これって、芳佳ちゃん？」

「作りかけの隠れ家だよ」

　二人はさらに部屋の中を捜す。

「ルッキーニちゃ～ん」

「ルッキーニちゃ～ん」

　呼んでも返事はない。

　しかし。

「あ」

　リーネが木箱の陰かげの壁かべのところに、ポッカリと開いた穴を見つけた。

　穴は床の途中まで広がっていて、ちょうど人が通れる大きさだ。

「この奥、かな？」

「行って……みる？」

　真っ暗な穴を覗のぞき込み、ちょっとためらう二人。

「まず、バルクホルンさんたちに連れん絡らくしてから……」

　芳佳がインカムでみんなに状じよう況きようを伝えようとした、その時。

　ガラガラガラ！

　足元が崩くずれ、二人の姿は穴の奥に消えた。




　　＊　＊　＊




「…………痛たたたた～」

　気がつくと、芳佳は真っ暗な場所にいた。

　床は平らで、空気は暖かい。

　それとかすかに、どこからか水の流れる音が聞こえてくる。

「リーネちゃん、どこ？」

「ここだよ、芳佳ちゃん」

　すぐ近くで声。

　芳佳は手て探さぐりでリーネを捜さがす。

「これ、リーネちゃんの手？」

「これ、芳佳ちゃんの手？」

　二人の手が同時に相手をつかむ。

「私たち、落っこちたんだよね」

「うん。でも、怪け我がはしてないよ。それほど高くなかったみたい」

　幸い、芳佳の治ち癒ゆ魔ま法ほうの出番はなさそうだ。

「と、とにかく、出口を探そう！」

　と、立ち上がって歩き出そうとする芳佳を、リーネが止める。

「駄だ目めだよ、芳佳ちゃん、目が慣れるまで待たないと。でないと、またどこかに落っこっちゃうかも」

「そ、そっか。さすがはリーネちゃん」

　二人はその場に座り、じっと目が慣れるのを待つことにした。




　しかし。

「……目、全然慣れないね」

「うん」

「ブルーベリー、食べ続けておけばよかったね」

「うん」

　どれくらいの時間が経過しただろう？

　二人の目はなかなか暗くら闇やみに慣れなかった。

　このままでは埒らちが明かない。

　ようやく決心した芳佳たちが再び動き出そうとした、その時。

　ガゴンッ！

　岩が硬かたい床に落ちるような音がした。

「な、何かいるよ、芳佳ちゃん」

　リーネの声は震ふるえる。

「く、熊くまとか？　狼おおかみだったり？」

「狼！」

「逃にげよう、リーネちゃん」

「うん」

　芳佳とリーネは手を取り合い、走り出そうとする。

　だが。

「……待って～」

　二人の背中を追いかけるように、心細げな声がした。

「って、ルッキーニちゃん？」

　足を止めて振ふり返る芳佳。

「芳佳～、リ～ネ……」

　確かに、ルッキーニの声だ。

「ど、ど、どこ？」

　芳佳たちは声を頼たよりに、何とか手探りでルッキーニのところにたどり着く。

「わ、びっしょり？　どうしたの？」

　芳佳は触さわってみて、ルッキーニの髪かみがずぶ濡ぬれであることに気がついた。

「とにかく、こんな真っ暗じゃ」

　と、リーネ。

「そうだ！　ルッキーニちゃん、エイラさんから、懐中電灯借りたでしょ？」

「そだった！」

　ルッキーニは袋ふくろから取り出した懐中電灯を芳佳に手て渡わたす。

　カチリ。

　小さな光が、三人の姿を照らし出した。

「にゃ～ん、怖こわかったよ～」

　と、リーネに、というよりは、その豊かな胸に抱だきつくルッキーニ。

「どうしてこんなところに転がり込んだの？」

　リーネが優やさしく頭を撫なでてやりながら尋たずねる。

「んっとね、地下室にね、新しい隠かくれ家がを作ろうとしてたらね、いきなり落っこちたの」

「あ～、なるほど」

　芳佳は地下室の床に開いていた穴と、作りかけの隠れ家のことを思い出す。

「とりあえず、ここを出よう」

　そう言って、懐中電灯で周囲を照らしてみた芳佳は息を呑のんだ。

[image: ]

「こ、これ何！」

　女め神がみのような大理石の像。

　古代の戦争を描えがいたレリーフ。

　壮そう麗れいな白い柱。

　そして、滾こん々こんと湧わき上がる湯を湛たたえたプール。

　さきほどから不思議なくらいに暖かかったのは、おそらく、このお湯のせい。

　温泉が湧き出ているのだ。

「い、遺い跡せきかな？」

　戸と惑まどいの表情のリーネ。

「もし、そうだとしたら……歴史的大発見!?」

　芳佳は舞まい上がる。

「ど、ど、ど、どうしよう、リーネちゃん、私たちの名前が遺跡に付いちゃったら!?」

「それはないよ。第一、最初に発見したのはルッキーニちゃんだし」

「そっか～。あ、でも三人一いつ緒しよに新聞に載のったりして！」

「軍の施し設せつ内だから、それも……」

　リーネは苦笑いするしかない。

「とにかく、みんなに知らせないと」

「そうだった！」

　芳佳はインカムで報告する。

「発見しました！　大発見です！　遺跡と、温泉と、ルッキーニちゃんです！」

「はあ？」

　返ってきたのは、坂本の声。

「あっと、順番が違ちがいました！　歴史的ルッキーニちゃんを大発見して、あと、温泉が遺跡です！」

「……宮藤、報告は明めい瞭りように。あと、声がでか過ぎる！」

　地上にはさっぱり理解されない芳佳の第一報だった。




　　＊　＊　＊




「このあたりは地熱が高いと聞いてはいたけれど、古代の温泉なんて」

　遺跡を調べたミーナは嘆たん息そくした。

「ローマ帝てい国こく支配時代の浴場だわ。おそらく、ハドリアヌス帝か、アントニウス・ピウス帝の頃ころの」

「ええと、それって……」

　欧おう州しゆうの歴史には、とんと疎うとい芳佳。

「二世紀の前半、ですわ」

　ペリーヌがそんなことも知らないのかという顔をする。

「場所が場所だけに、平和になるまでは公表はできんな」

　坂本は周囲を照らしながら、少し惜おしそうに言った。

「やっぱり～」

　肩かたを落とす芳佳。

　ルッキーニ・ビショップ・宮藤遺跡は夢と消えた訳である。

　そもそも彗すい星せいや小惑わく星せいではあるまいし、発見者の名前が遺跡に付くことなどないことさえ、芳佳は知らなかったのだが。

「ええ、そうね」

　公表できないという坂本の意見に同意するミーナは、ガッカリする芳佳に向かってウインクした。

「でも、活用していけないという手はないわね」




　　＊　＊　＊




　そして、三日後。

　有能なる設営隊の活かつ躍やくにより、ローマ浴場の遺跡は、快適に入浴が可能な状態に復元された。

　ウィッチたちは、ささやかな開設式を行い、みんなそろって古代ローマの風ふ情ぜいを楽しむことになった。

　普ふ段だんは時間帯の合わないサーニャや、サウナ派のエイラも一緒だ。

「ルッキーニが消えたおかげで、レクリエーション施設がひとつ増えたな」

　湯に胸まで身体からだを沈しずめた坂本は、半ば感心、半ば咎とがめるような口調で言った。

「えへへ～、もっと誉ほめて誉めて～」

　と、ルッキーニ。

「誉めていませんわよ。皮肉ですわ、皮肉」

　さりげなく坂本の近くに位置取ったペリーヌは、メガネについた湯気を拭ふきながら小さくつぶやく。

「……ったく、これでは少しよう佐さが見えませんわ」

「ん？　どうしたペリーヌ？」

　振ふり返る坂本。

「あ、あ、あ、あ、あ、あの……大したことでは……あ～っ！」

　ちゃぷん！

　慌あわてたペリーヌは、お湯の中にメガネを落とす。

「メガネ、メガネ……」

「この温泉には、何か効能はあるのか？」

　手て探さぐりでメガネを捜さがすペリーヌを他所よそに、カールスラント的実利主義を発揮してバルクホルンがミーナに尋ねる。

「は～い！」

　ミーナに代わって答えたのは、シャーリーとルッキーニだ。

「泉質は？」

　と、ルッキーニ。

「含がん鉄てつ泉せん～」

　シャーリーは何故なぜか、使い魔まのウサ耳を出して答える。

「効能は～？」

「保ほ湿しつ効果が高く～、貧ひん血けつ、冷え性しよう、筋肉痛などに効果がありま～す！」

「た、楽しそうだな、お前たち」

　バルクホルンはついてゆけない。

「でも、ルッキーニちゃんは、シャーリーさんのことが本当に大好きだよねえ」

　シャーリーの二つの胸に頭を挟はさみ、手足をバシャバシャさせているルッキーニを見て、芳佳はクスリと笑う。

「うん！　面おも白しろいし、おっぱいがおっきくて、マ～マみたい！」

　ルッキーニは顔を輝かがやかせ、両手を大きく広げた。

「マ、マ～マかあ……」

　16歳のシャーリーは、ちょっと複雑な表情だ。

「あ、でも芳佳のことも好きだよ。パスタみたいなあの、えっと、うろん？とか、扶桑のお料理、おいしいし。あ、胸は残念賞だけど～」

「ざ、残念賞……」

　ブクブクとお湯に沈んでゆく芳佳。

「じゃ、じゃあ、私は？」

　と、少しためらいながら、リーネが自分を指さす。

「おいしいお菓か子し作ってくれるから、だ～い好き！　おっぱいもおっきいし！」

「……結局……そこなんですか」

　芳佳に続いて、リーネも水中に没ぼつする。

「あとあと」

　ルッキーニは、バルクホルンとハルトマンの方を見る。

「バルクホルン大たい尉いは、前は堅かた苦くるしかったけど～、最近はお姉さんみたいで、面白いから好き！」

「お、面白い？」

　よもやそんな評価が下るとは微み塵じんも思っていなかったバルクホルンは、どういう顔をしていいか分からない。

「ハルトマン中尉は～、すっごく部屋を散らかしたり、すっごく長く寝ていられるから、尊敬しちゃう！」

「いや～、照れるな～」

　頭を搔かくハルトマン。

「つけあがるな！　ていうか、貴様、人間として駄だ目めだろうが！　それにタオルをお湯につけるんじゃない！」

　バルクホルンはザバッと立ち上がって、ハルトマンを怒ど鳴なる。

　やはり、面白い人である。

「それに～」

　ルッキーニはペリーヌを見て、ニヤリとする。

「ペリーヌはぺたんこでも、からかうと面白いし～」

「か、からかうですって！　な、な、な、何ですの！　その一段高みから見下ろしたような言い方は！　……って、そもそもあなたにぺたんこと言われたくはありません！」

　ようやく拾ったメガネをかけ直し、真っ赤になって怒おこるペリーヌ。

「……でも確かに、触さわりがいなさそうだよね」

　すでにシャーリーや坂本のおっぱいを揉もみしだき、リーネの胸に顔を埋うずめた経験のある芳佳は思わずつぶやく。

「あなただって同類でしょおおおおおっ！」

　ペリーヌはさらに激げつ昂こうする。

「おい、私とサーニャはどうなんだ？」

　と、身を乗り出したのは、エイラ。

「んと、さ～にゃんは、あたしの起きてる時間に寝てるから、あんまりお話できないけど、あたしと違ちがって、肌はだが真っ白で～、お姫ひめ様さまみた～い」

「うんうん、そうだろそうだろ」

　顔がほころぶエイラ。

「エイラは変なものが部屋にた～くさんあって面白いし、全然当たらないタロット占うらないも面白いよ～」

「当たらないって言うな～！」

「坂本少佐は怖こわい時もあるけど……優やさしいから好き！」

「ふ、優しいか……」

　坂本は微笑ほほえむ。

「まあ、そう言われると、悪い気はしない。だからといって、訓練の手は抜ぬかんがな」

「ミーナ隊長は、隠かくれ家がを作っていいって言ってくれて、破は壊かい工作と妨ぼう害がい活動以外なら何をしてもいいって言ってくれたから好き！」

「ゆ、行方ゆくえ不明になるのも、なるべくやめてね」

　ミーナの笑顔が、少し引きつる。

「だからだから～！」

　ルッキーニは、女め神がみスリス＝ミネルヴァの像に駆かけ上ると、お湯にドップ～ンと飛び込んだ。

「み～んな、だ～い好きだよ！」

　みんなを愛し、みんなに愛される。

　それが、フランチェスカ・ルッキーニなのだ。







　インターミッション　INTERMISSION







　お眠さん




「ふわ～」

　海を渡わたる風が優しい夜明け頃ごろ。

　フリーガーハマーを担かついだサーニャが夜間哨しよう戒かい任務を終え、基地に帰ってゆく。

　他ほかの隊員はまだ熟じゆく睡すい中。

　目を覚ましているのは、朝練中の坂本ぐらいのものだ。

　もちろん、エイラ・イルマタル・ユーティライネンもまだベッドの中だった。




　他のウィッチたちの部屋とエイラの部屋は、ほんの少し趣おもむきが異なる。

　不気味な顔の像や、怪あやしい本が並んだ本ほん棚だな。

　水すい晶しよう球や水すい盤ばん。

　占いの道具というより、使用目的は黒くろ魔ま術じゆつではないかと疑われる品々が、そこかしこに見られる。

　そのうえ、床ゆかにも魔ま法ほう陣じんが描えがかれており、まるで怪かい奇き映画に登場する幽ゆう霊れい屋敷の一室のようだ。

　今、そのエイラの禁断の部屋の扉とびらが、静かに開かれ、何者かが音もなく侵しん入にゆうしてきた。

　侵入者は、エイラが眠るベッドの前に忍しのび寄る。

　そして。

　とさっ。

　侵入者は、意外と寝ね相ぞうのいいエイラの隣となりに倒たおれ込んだ。

「うわっ！　何なにっ！」

　驚おどろいて目を覚まし、身体からだを起こすエイラ。

「サーニャ？」

　隣で寝息を立てているのは、下着姿のサーニャだった。

「ったく、なに部屋間違えてんだよ」

　エイラはほっとして、頭を搔く。

「うにゅ～……す～……」

　うつ伏ぶせで顔を横に向け、すでに熟睡にサーニャは入っている。

「ちぇ～、今日だけだかんな」

　エイラはそっとベッドから這はい出した。

　そして、足元を見ると……。

「……うえ～」

　サーニャが脱ぬぎ捨てたものが、乱雑に床を覆おおっている。

「あ～」

　チラリとサーニャの方を振ふり返るエイラ。

「ったく、う～、ほんとに今日だけだかんな」

　そう言いながらも、膝ひざをつき、嬉き々きとして服を畳たたむエイラだった。







　第四章　CHAPTER4







　特攻おにぎり大作戦！

　──または、乙女の胃袋の大きさ




「教えてほしいって……三角おにぎりの握にぎり方を、ですか？」

　早朝の訓練を終えた後。

　手て拭ぬぐいで汗あせを拭っている時に、坂本少しよう佐さにいきなり頼たのまれ、芳佳は首を傾かしげた。

「ああ。正式に作り方を覚えたい、と思ってな」

　坂本は頷うなずいた。

「でも、どうしてです？」

　料理全ぜん般ぱん、特に和食は芳佳の得意とするところ。

　だが、三角おにぎりなど、料理のうちにも入らない、と芳佳は思うのだが。

「いや」

　坂本は少し、恥はずかしそうに頭を搔かいて視線をそらす。

「扶桑の軍人たるもの、伝統的な携けい帯たい食しよくたる握り飯ひとつ満足に作れぬようでは、その、恥ずかしいかな、と」

　確かに。

　坂本が普ふ段だん作る握り飯は、理想的な三角おにぎりの形からはほど遠い。

　それは大たい抵ていの場合、見事なまでの球形になってしまうのだ。

「味の点では、まあ、申し分ないとは思うんだがなあ」

　眼帯をしていない方の坂本の目に、すがるような色が宿る。

「ひ、暇ひまだったら……でいいんだが？」

「いいですよ」

　幸い、ネウロイの来らい襲しゆう予測までは、まだ日があった。

　あっさりと頷いた芳佳は、それがどんな悲劇を招くことになるか、予想だにしなかった。




　そして、その日の午後。

「ほ～、ずいぶんと色いろ鮮あざやかだな」

　厨ちゆう房ぼうの調理台に並ぶおにぎりの列を見て、坂本は息を呑のんでいた。

「はい！　こっちのピンクのは、ご飯にタラコを混ぜ込んだもので、この黄色いのは、炒いり卵。その緑色のは、刻んだ大根の葉っぱの漬つけ物ものを混ぜてみました」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿の芳佳は微笑む。

「い、いきなりハードルが高くないか？」

　そう尋たずねる坂本の顔は強こわ張ばっている。

「これは見本です。坂本さんは、まず普通のおにぎりを握ってください」

「そ、そうか」

　明らかにホッとした表情になった坂本は腕うでまくりをした。

「よし！　見ていろ、扶桑軍人として、今日こそ三角を極きわめてみせる！」




　三十分後。

　二人は三角おにぎり攻こう略りやくの道が、意外に遠いことを実感していた。

「くっ！　このひとつの角を約六十度に保つというのが、こうも至難の業わざとはな！」

　調理台には、奇きっ怪かいな形をしたご飯の塊かたまりが列を成している。

　最初のひとつこそ、普段、坂本が握っている球形おにぎりだったが、練習を重ねるうちに、次し第だいに、想像を絶する形をしたおにぎりが並ぶようになってきたのだ。

　指の形がそのまま残るつぶれた円えん盤ばん形や、毛虫形、足あし跡あと形。

　果ては心しん霊れい写真を連想させるものや、大型ネウロイのような形をしたものまである。

　世が世で、材質が炊たいた米でなかったら、坂本美緒はきっとキュビスムの造形芸術家として名を成していたことだろう。

「一度に形を決めようとしちゃ駄だ目めですよ。こう、ふんわりと」

　芳佳は、おひつからしゃもじでご飯を取り、もうひとつ握ってみせる。

　すでに最初に炊いた二升五合の飯は底を突つきかけ、芳佳はさらに一升、追加して炊いているところだ。

「おおっ！」

　出来上がった三角形のおにぎりを見て、坂本の眼帯をしていない方の目が丸くなる。

「さすがだ！　宮藤、お前はこういうことに関しては天才だな！」

「あははは……」

　力なく笑う芳佳は、自分が意外と忍にん耐たい強づよい人間であることを実感しつつあった。

「と、とにかく、ふんわりとですよ」

「うん。ふ、ふんわり……と？」

　指示通りにやってみようと、努力はする坂本。

　しかし。

「……ええい！　固まらないではないか！」

　ご飯は、坂本の手のひらに引っ付いただけだった。

「……坂本さん、今、手にお塩とお水をつけるの、忘れました」

　これで同じ注意をするのは、八度目である。

　戦場での、あの類たぐい稀まれなる注意力と集中力はどこへ置いてきたのか、基地中を探してみたくなる芳佳。

「そ、そうだったな。ふんわりと、ふんわりと」

　坂本、再挑ちよう戦せん。

「ふん……わり……？　……そうか！」

　いきなり、坂本は開眼したようだ。

「軍刀の柄つかを握る要領だな！　新しん免めん武蔵むさしの五輪の書にもそうある！　なんだ、分かってしまえば簡単ではないか！」

「そ、そうかも知れませんね」

　剣けん術じゆつのほうは、芳佳がさっぱり開眼していないので、何とも言えない。

　そして、出来上がったものは……。




「……棒、ですね」

「う、うむ。棒……だな」

　海苔のりを巻けば、梅しそ巻に見えないこともないものが、二人の前には転がっていた。

　そのまんま、軍刀の柄のように握れば、棒状のものが完成するのは道理である。

「理論的には……よかったはずなんだが？」

　飯めし粒つぶだらけの手で腕うで組ぐみをしながら、坂本は考え込む。

「はあ～」

　そもそも、その理論がおかしいとは言えないのが、芳佳の辛つらいところだ。

「仕方ない、また二、三升炊たいて……」

「あの、ですね、坂本さん」

　このままではひとつの三角おにぎりのために、基地の米の在庫が底を突ついてしまう。

　とうとう芳佳は方針転てん換かんをすることにした。

「別におにぎりは三角じゃなくてもいいんですよ。そう、俵形とかでも」

「俵形？」

　一いつ瞬しゆん、柳りゆう眉びをひそめた坂本の顔がパッと輝かがやいた。

「そうか！　俵形とは気がつかなかった！　宮藤、お前、気が利きくな！」

「そ、そういうことでもないような……」

「よし！　これから俵形に挑いどむぞ！　宮藤！　米を炊け、どんどんだ！」

「はい！　……って、どんどん？」

　坂本はおひつを引っくり返すと、腕に全身の力を込めてご飯を固め始めた。

　そして。




「うん！　完成だ！」

　二時間後。

　坂本は額の汗あせを拭ぬぐい、満足そうに頷いていた。

「さ、坂本さん、これは！」

　芳佳は目の前の、坂本がおにぎりと称しようする物体を見て、息を呑んだ。

　確かに、形は俵形。

　しかし、その大きさは、実物の俵と同じくらいあった。

「どうだ！　かなり忠実に俵を再現しているだろう!?」

　誇ほこらしげな坂本。

「あははははは」

　もはや、かける言葉が芳佳には見つからない。

　と、そこに。

「少しよう佐さ～！」

　たまたま通りかかったペリーヌが、坂本の姿を見て駆かけ寄ってきた。

「あ、あの、何をなさっていらっしゃるんですの…………豆、もとい、宮藤さんと一いつ緒しよに？」

　と、芳佳を振ふり返ったペリーヌの目は、もちろん、敵意むき出し。

　分かり易やすくて、むしろ清すが々すがしいくらいだ。

「いやな、扶桑軍人たるもの、伝統携けい帯たい食しよくぐらいはまともに作れるようになりたいと思ってな」

「それで特訓ですか？　さすがですわ！　まさに軍人の鑑かがみ！」

　ペリーヌの目には、何時いつ如何いかなる時でも坂本は軍人の鑑なのだが。

「ははは、おだてるな」

　豪ごう快かいに笑いながらも、坂本はまんざらでもない様子。

「今、多少まともなのがひとつ、完成したところだ。食うか？」

「もちろんです！　是ぜ非ひ、私めに試食させてください！」

「あの～、ペリーヌさん」

　一応、忠告しようと口を挟はさむ芳佳。

「あなたには絶対、試食役は渡わたしませんわよ！」

　ペリーヌは芳佳をキッとにらむ。

　しかし。

「う」

　俵形、というより、俵大のおにぎりを目まの当たりにした時、ペリーヌは硬こう直ちよくした。

「ま、まさに、愛の試練、ですわ……」

「具は納なつ豆とうだ。身体からだにいいぞ」

　ニッコリ笑い、坂本はさらに追い討うちをかける。

「気に入ってくれたら、どんどん握にぎるからな、お前のために」

「……お前の……ため？」

　きゅんとなったペリーヌの脈みやく拍はく数は、急上じよう昇しよう。

「いざ！　いただきます！」

　ギュッと目を閉じ、ペリーヌは決死の覚かく悟ごで完食に挑んだ。

　結果。

　惨ざん敗ぱいまで、20と２分かかった。

「……うっぷ。ちょ、ちょっと……医務室まで」

　這はうようにして食堂から出てゆくペリーヌを見送り、心から健けん闘とうを称たたえたいと思った芳佳だった。
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　　＊　＊　＊




「ひとり三十五個がノルマですよ！　みなさん、残さず食べてくださいね！」

　その日の夕食の席で。

　芳佳はおにぎりを山のように載のせたお盆ぼんを持って、駆け回っていた。

「ひとり……三十……五個」

　三つ目で早くもお腹なかいっぱいになったリーネは、絶望的な表情を浮うかべる。

「芳佳のおにぎり、すっごくおいしいよ！」

　瞳ひとみをキラキラ輝かせているルッキーニが頰ほお張ばっているのは、トマト味のチキンライスで作ったおにぎり。

　わざわざ、ルッキーニがリクエストして芳佳に作ってもらったものだ。

「少佐の作ったのは……普ふ通つうにおいしくないけど～」

「うむむ」

　苦りきった顔の坂本。

　全ぜん般ぱん的に、芳佳の作ったおにぎりは次々と消えてゆくのに、坂本が握った前衛的なおにぎりには、みんなの手がなかなか伸のびない。

「おんなじお米を握っただけなのに、不思議と宮藤のとは味が違ちがうんだよなあ」

　不ぶ格かつ好こうな坂本のおにぎりには、大おお雑ざつ把ぱなことでは誰だれにも引けを取らないハルトマンでさえ驚おどろきを隠かくせない。

「カールスラント軍人として、食い物は無む駄だにできん！　む、無駄にできんが……」

　二十二個目を完食した時点で顔に死相が表れ始めたバルクホルンは、こぶしでテーブルをドンッと叩たたいた。

「ええい！　こういう時に限ってペリーヌは何をしている！」

「……先ほど、倒たおれて医務室に」

「ま、あいつとしちゃあ、本ほん望もうだろうな」

　愛は胃い袋ぶくろを超こえられなかった事実に、シャーリーは同情のため息をつく。

「おにぎり～、おっにぎり～」

　両手に赤いおにぎりを持ったルッキーニは、実に美味おいしそうにパクついている。

「ま、まあ、今回の失敗は失敗として反省し、だ」

　腰こしに手を当てた坂本は一同を見み渡わたした。

「次こそは、三角に握ってみせるから、みんなも期待していてくれ！」

「つ、次が……」

「あるの……か？」

　崩くずれ落ちそうになるハルトマンとバルクホルン。

（お前が止めろ！）

　という、ウィッチ一同の無言の視線が、芳佳に集中する。

「うう、どうして私に～」

　芳佳だって、猫ねこの首に鈴すずをつけるネズミになるのはごめんだ。

「ま、美緒もまだまだ未熟、ということね」

　顔色ひとつ変えずに自分のノルマを完食したミーナは、香かおり高い宇治茶を飲み干してニッコリと笑った。







　第五章　CHAPTER5







　楽しかった夏の日の思い出

　──または、不思議の国のバルクホルン




　それは給料日の夕方のことだった。

　坂本の指導による厳しい訓練を終え、お風ふ呂ろに向かおうとミーティング・ルーム近くの廊ろう下かを通りかかった時。

「お、おい！」

　何者かが、背後から芳佳の腕うでをつかんだ。

「ひゃん！」

　思わず身をすくませた芳佳。

　振り返ると、物もの陰かげに潜ひそむようにしてそこに立っていたのは、ゲルトルート・バルクホルン大たい尉いだった。

「ど、どうしたんですか、バルクホルン大尉？　そんなところに隠れて？」

「しっ！　声が大きい！」

　バルクホルンは唇くちびるに人さし指を当てて、暗がりに芳佳を引き込む。

「あわわわっ！」

「……お前」

　芳佳の背中を壁かべに押しつけ、バルクホルンは顔と顔を近づける。

「明日、暇ひまか？」

「はひ？」

　息がかかるほどの距きよ離りでささやかれ、とっさに理解できない芳佳。

「ひ、暇かと言われれば……まあ」

　ネウロイの来らい襲しゆう予定はまだ先。

　早朝は、坂本少しよう佐さによる地じ獄ごくの特訓が入っているが、午後なら時間がある。

「お昼ご飯の後でしたら」

「よし」

　ホッとしたように頷うなずくバルクホルン。

「でも、何でこんな風に隠れて聞くんです？」

「そ、それは」

　バルクホルンはあたりをうかがってから、さらに声をひそめる。

「……うっとうしいのに、見つかりたくなかったものでな」

「うっとうしいの、ですか？」

　誰だれのことを言っているのか、見当がつかない芳佳は首をひねる。

　だが、その時。

「悪かったね～、うっと～しくて～」

　二人の後ろで、ケラケラと明るく笑う声がした。

「ぬっ！　フラウ！」

　振ふり返ったバルクホルンの顔が凍こおりつく。

「ハ、ハルトマン中尉!?」

「は～い！　私がうっとうしいので～す！」

　ハルトマンは手を挙げた。

「き、貴様～っ！　いつからそこに!?」

　バルクホルンは、ハルトマンの襟えりをつかんでワナワナと震ふるえる。

「トゥルーデ、さっき、宮藤が戻もどってくるのを窓からじ～っと見てただろ～？　そのあと、あからさまに様子が変だったから、跡あとをつけてみたんだよね～」

　やれやれという表情のハルトマン。

「……トゥルーデってさ、自分が隠し事に向いてない体質だって、知ってた？」

「ど、ど、どうせそうだ！　そもそも、カールスラント軍人たるものが、スパイのようにコソコソなんぞできるかああああっ！」

　バルクホルンは顔を真っ赤にして怒ど鳴なる。

「しようとしてたくせに」

「……う」

「で、何の相談、二人して？」

　ハルトマンはバルクホルンと芳佳の肩かたに手をかけ、二人の顔を交こう互ごに見た。

「……まあいい」

　バルクホルンは諦あきらめて白状する。

「実は、この前、クリスの入院している病院に行った時に、少し、担当医と話をしたんだ」

「クリスちゃんの？」

　と、芳佳。

　クリスというのは、バルクホルンの妹。

　カールスラント撤てつ退たい戦の時にネウロイの攻こう撃げきで大おお怪け我がを負い、怪我そのものは回復したものの、ショックで目を覚まさない状じよう況きようが続いているのだ。

「意識がなくても声は聞こえるそうで、その医者が言うには、本の読み聞かせなどが、その、回復に役立つかも知れないらしいんだ」

　ニタニタするハルトマンをひたすら無視し、バルクホルンは芳佳に説明した。

「それで……宮藤、お、お前にその、本を見立ててもらえないかと……駄だ目めか？　ずいぶんと休きゆう暇かを取っていなかったから、明日、明後日あさつては休めるんだ」

「本だったら、私だって選べるのにな～」

　ハルトマンは大げさに肩をすくめて見せる。

「貴様のようなずぼらな人間の見立てなぞ、当てになるかああああっ！」

「……こうだもの」

　芳佳に目配せするハルトマン。

「分かりました」

　芳佳はクスリと笑った。




　　＊　＊　＊




　そして翌日。

　基地からそう遠くない街までやってきた芳佳たちは、木骨造りの古い家並みが続く大通りを歩いて、本屋を探していた。

「まったく、貴様の寝ね坊ぼうのせいで、ずいぶんと時間がずれ込んでしまったではないか！」

　バルクホルンは、途と中ちゆうの菓か子し屋で買ったジンジャーブレッドマンを頰ほお張ばるハルトマンをにらむ。

「いいじゃん。どうせ午前中いっぱい、宮藤は坂本少佐にしごかれてたんだし」

　口のまわりを菓子のカスだらけにしながら、ハルトマンは肩をすくめた。

「うう」

　全身の筋肉痛が、芳佳に嫌いやでも特訓のことを思い出させる。

「お前が起き床しようしたのは、宮藤の訓練が終わった50分も後だろうが！」

「そだっけ？」

　ハルトマンの睡すい眠みん時間は、信じられないほど長い。

　あの、いつも昼寝をしているように見える、ルッキーニさえ敬意を抱いだくほどだ。

「貴様という奴やつは、貴様という奴は、貴様という奴は、貴様という奴は、貴様という奴は、貴様という奴は～っ！」

　こめかみの血管がぶち切れそうなバルクホルン。

「と、とにかく！」

　芳佳は二人の間に割って入った。

「本屋さんに行きましょうよ！」

「う、うん。そうだな」

　芳佳にそう言われ、ほんの少し、バルクホルンの顔が和なごむ。

　バルクホルンがこんな表情を見せるようになったのは、ごく最近。

　芳佳が来てからのことだ。

　それまでのバルクホルンは、息いき抜ぬきさせないと折れそうだ、とシャーリーが言うくらいに堅かた苦くるしい、規律に厳しい典型的なカールスラント軍人だったのだが。

「あ～、本屋見っけ～！」

　通りの反対側に小さな本屋の看板を見つけたハルトマンは、両手を飛行機のように広げて走り出した。

「こ、こら、待て！　はしゃぐな、恥はずかしい！」

「あ～、待ってくださ～い！　あ、脚あしの筋肉が～！」

　バルクホルンと芳佳は、慌あわてて後を追った。




　　＊　＊　＊




　カランカラン。

　本屋の扉とびらを開けると、小さく鈴すずの音がした。

　表から見るよりも、内側は広い店で、狭せまい階段を上った二階まで、本ほん棚だなにビッシリと本が並んでいる。

　ほんの少し、埃ほこりとかびの、それと煙草たばこの臭においがする、乾かん燥そうした空気。

　どこにどんな本が置いてあるのか、ちょっと見ただけでは分からないが、年代物の古書がほとんどで、新刊は扱あつかっていないようだ。

　店の真ん中あたりに、山のように本が積まれた大きなデスクがあり、その本の山の狭い隙すき間まから顔をのぞかせている、しかめっ面つらの丸眼鏡めがねの老人が、この店の主人なのだろう。

「ふ、古本屋さん……でしたね」

　膨ぼう大だいな数の本に、圧あつ倒とうされる芳佳。

「ここに置いてある本、いくらぐらいするんだ？」

　革かわ表紙が並ぶ本棚を見み渡わたして、バルクホルンは芳佳に小声で尋たずねた。

「古書って、高いものはものすごく高いみたいですよ」

　大きな声を出してはいけないような気がして、同じように芳佳もささやき返す。

「そう言えば、トゥルーデが自分の給料使うのって、ブリタニアに来てから初めてだよね？」

　と、普ふ段だんと変わらぬ声で言ったのは、もちろんハルトマンだ。

「そ、そうなんですか？」

　家に仕送りをしている芳佳は、驚おどろきの目でバルクホルンを見る。

「ま、まあな」

　隊にいる限り、衣食住すべて足りているので、現金は必要ない。

　バルクホルンはミーナにもそう告げて、妹の治ち療りよう費分以外、給料に手をつけることはなかったのだ。

「……これなどはどうだろう？」

　ざっと近くの本棚を見渡したバルクホルンが、いきなり手に取ったのは、『カールスラントの未来を支える重工業』。

　かなり分厚い、ハードカバーの専門書だ。

「う」

　顔が引きつる芳佳。

「……これ、子供向きの本じゃないって」

　ハルトマンさえ、呆あきれ果てた様子を隠かくせない。

「絵はあるぞ」

　パラパラとめくって指し示したのは、溶よう鉱こう炉ろの三面図や、各地域における鉄鋼の生産量のグラフである。

「こ、これを妹さんの枕まくら元もとで？」

　芳佳は恐おそる恐る尋ねる。

「ああ。妹には祖国を誇ほこれる人間に育ってほしいんだ」

　目的は正しいが、そこに至る行程が限りなく外れているバルクホルンである。

「そして、将来は祖国復興の……」

「却きやつ下か～」

　ハルトマンが両手で大きくバツを作った。

「だから、貴様には聞いていない！」

「あの、この厚さだと、読むのに時間がかかりそうですから、もう少し薄うすいほうが……」

　やはり、自分が見立てたほうが安全だという気がしてきた芳佳は、なるべくバルクホルンを傷つけないように慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「ああ、そうか！　そうだな、お前の言う通りだ」

　深く頷うなずくバルクホルン。

「へえ～、宮藤の言うことは聞くんだねえ？」

　ハルトマンはからかうように白い歯を見せる。

「あの～、絵本とか童話って、どこにありますか？」

　店主らしい老人に芳佳が尋ねると、老人は視線で店の奥の方、子連れの母親らしい客がいる一画を示した。

「あった～！」

　絵本を見て、顔が輝かがやくハルトマン。

「だから、貴様が喜んでどうする？」

　バルクホルンが突つっ込むが、ハルトマンは鼻歌まじりで本棚を見て回る。

　意外と、この手の本が好きなようだ。

「妹が見たら喜ぶかな？」

　ハルトマンにしては珍めずらしい、少し、考え込むような表情。

「……いや、あいつはもっと小難しいのしか読まないかもなあ」

「妹さん？」

　と、芳佳は尋ねる。

「ん。双ふた子ごの妹。無類の本好き」

　そう言いながら、ハルトマンは大判の絵本の棚たなの前に立った。

「カールスラント人なら、やっぱグリム童話？」

「あ、いいですね」

　芳佳も同意する。

　グリム童話は、芳佳も小さい頃ころ、よく父に読んで聞かされた思い出がある。

　しかし。

「グリム？　なんだ、それは？」

　バルクホルンは眉まゆをひそめた。

「……まさか、知らない？」

「あ～、あれか、思い出した！　今、思い出したぞ！」

　ハルトマンに聞き返され、こめかみに冷ひや汗あせをにじませるバルクホルン。

　戦前から、ずっと軍人として生きてきたバルクホルンには、実はこの手の常識が欠落しているのだ。

「これなんかどうです？　赤あか頭ず巾きんちゃん」

　芳佳は一冊の絵本を本棚から抜ぬいた。

「赤頭巾……ちゃん？」

「知ってるか～？」

　と、疑いの目を向けるハルトマン。

「も、もちろんだ！　あれは……うん、いい話だ」

　視線を逸そらし、芳佳から絵本を受け取ったバルクホルンは表紙を見て、愕がく然ぜんとなる。

「!?」

（う。想像していたのとだいぶ違ちがう！　何だこの、恥はずか可愛かわいらしい絵え柄がらは!?）

　タイトルを聞いた瞬しゆん間かんの、バルクホルンの想像では、『赤頭巾』とは、赤い頭巾で顔を隠した女剣けん士しが悪と戦う、大活劇だったのだが……。

（と、とにかく、見てみることにしようか）

　絵本を開くバルクホルン。

　少しして。

「いかん！　これではいかんぞ、宮藤！」

　内容にざっと目を通したバルクホルンは、首を大きく横に振ふった。

「この物語の作者は、オオカミの生態や、解かい剖ぼう学上の特とく徴ちようがまるで理解できとらん！」

「は、はあ？」

「少なくとも、カールスラントのオオカミの顎あごの構造では、人間をひと呑のみにはできんのだ！　そもそも、オオカミというものはだ、獲え物ものの喉のど笛ぶえを食いちぎり、腸を引きずり出して喰くうものだろうが！　まあ、万万が一、ひと呑みにすることがあると認めたとしても、何時間も胃液にさらされて老ろう婆ばと子供が無事でいる訳がない。呼吸はできず、皮ひ膚ふは胃液の酸で溶とけ落ち、生存の可能性は限りなくゼロに近い。たとえ、命があったとしても、直ちに救命処置が必要なはずだ。この絵のように、老婆と小こ娘むすめが抱だき合って再会を喜ぶことなど、あり得ん！」

「……トゥルーデ、子供が怖こわがるから」

　自分たちをにらむ母親の視線を背中に感じ、ハルトマンは身をすくませる。

「じゃ、じゃあ、これはどうです？」

　と、芳佳が次に渡わたしたのは、『ヘンゼルとグレーテル』の絵本。

　しかし。

「……フラウ、これは完全犯罪だな」

　しばらくして、バルクホルンは絵本を閉じた。

「え？」

　と、ハルトマン。

「いいか、よく考えてみろ。この物語に登場する老婆が、もしもヘンゼルとグレーテルという兄妹きようだいが主張する通りの、悪の魔ま女じよだったとしたら、行き倒だおれ寸前のこの子供たちを助けたと思うか？　ましてや、きれいに飾かざられたお菓か子しの家なんぞに住んでいると？　これはきっと、この邪じや悪あくな兄妹が、自分たちに好意を示してくれたひとり暮らしの老婆を、財産目当てに殺害し、魔女の汚お名めいを着せたに違ちがいない！」

「い、いくらなんでもそんな……」

　狼ろう狽ばいする芳佳。

「甘いぞ、宮藤。考えてもみろ。この老婆が魔女だと証言しているのは、このヘンゼルとグレーテルの二人だけではないか？　さらにこの二人は、自分たちが老婆をかまどに突き飛ばして焼き殺したと、自ら白状している！　こんな犯罪者兄妹を主人公にした恐ろしい話、クリスには聞かせられん！」

「な、何てことを！」

　若い母親が、涙なみだ目めになった子供を抱かかえて店から逃にげ出していった。

「……あんたたち、商売の邪魔をしに来たのかい？」

　本屋の主人が芳佳たちをにらむ。

「ご、ごめんなさい！」

　平謝りに謝る芳佳。

「んも～、じゃあ、一体どんなのがいいんだよ～？」

　ハルトマンは早くも匙さじを投げた格好だ。

「それが分からんから、宮藤に見立てを頼たのんでいるのだ、愚おろか者！」

　バルクホルンの声は、だんだん大きくなってくる。

「困ったなあ……」

　途と方ほうに暮れた芳佳が、ふと、横に目をやると。

「……あれ？」

　サイドボードの上のランプの脇わきに、背表紙が緑の、美しい装そう丁ていの本が置いてあるのが見えた。

「……『地下の国のアリス』？」

「どうした、宮藤？」

　本を手に取った芳佳に、バルクホルンが声をかける。

「これ、たぶんルイス・キャロルの『アリス』の本だと思うんですけど……私の知ってる『不思議の国のアリス』や『鏡の国のアリス』とはちょっと違う感じが」

「ん？　『不思議の国のアリス』か？　聞いたことがあるような、ないような……？」

　首を傾かしげるバルクホルン。

「オクスフォードの数学教授が書いた本だよね？」

　と、覗のぞき込んだのはハルトマン。

　多少の知識はあるようである。

「気がついたのか？」

　本屋の主人が、丸眼鏡めがねを押し上げ、芳佳に言った。

「たぶん、お前さん方の知っている『アリス』は、ジョン・テニエルのイラストの入ったものだろう？　この『地下の国のアリス』は、作者のルイス・キャロルがアリス・リデル、つまり、友人の娘むすめであり、主人公のアリスのモデルである彼女のためだけに書いた、最初の『アリス』物語だ。この『地下の国のアリス』を原型に、改かい稿こうして生まれたのが、『不思議の国のアリス』、そしてさらにその続編が『鏡の国のアリス』ということになる。お前さんが今、手にしてるのは、その『地下の国のアリス』の復刻本だよ」

「最初の『アリス』物語……」

　表紙を眺ながめながら、つぶやく芳佳。

「ああ。字も手書きなら、イラストも、キャロル自身が描えがいたものだ」

「復刻本かあ～。原本だったら、何千ポンドもするんだろうなあ」

　ハルトマンはのん気に言う。

「１９２８年のオークションでは、１万５４００ポンドの値がついておる」

「１万５４００……」

　めまいを覚える芳佳。

「……それって、ご飯何なん杯ばい分？」

「いや、だからその何でもご飯に換かん算さんするのはやめておけ」

　とは、この前のおにぎり騒そう動どうのことがトラウマになっているバルクホルン。

「この１８８６年版の復刻本も、限定５０００部のレアものだ」

　店の主人は、少し誇ほこらしそうに口元に笑えみを浮うかべる。

「うう、高そう」

　と、芳佳は震ふるえる手で本を開いた。

　すると。

「あ」

　最初のページに、一枚の写真が挟はさまっていた。

　セピアの色のその写真に写っているのは、暗い色の髪かみをやや短めにした少女だ。

「この写真」

　芳佳は写真を主人に見せる。

「ああ、そいつは、その本が店に持ち込まれた時から挟まっていた写真だな。幼い頃ころのアリス・リデルをルイス・キャロルが撮とったものだ。もしかすると、この本の最初の持ち主は、アリスかキャロルの関係者だったのかも知れんな」

「これが本当のアリス……」

　芳佳が知っている、テニエルが描くイラストのアリスは、もっと長い金きん髪ぱつ。

　この本のイラストと見比べても、髪が短い感じだ。

「似ている、クリスに」

　写真を見たバルクホルンの瞳ひとみに、複雑な色が過よぎる。

「ああ、そう言えば」

　ハルトマンも頷うなずく。

「宮藤にも似ているなあ」

　ハルトマンが、芳佳と写真を見比べる。

「え～、私、こんなに可愛かわいくありませんよ」

　ちょっと照れる芳佳。

「それもそうだね」

　と、あっさり認めるハルトマン。

「うう」

　芳佳としては、あと一回ぐらいは否定してほしかったところだ。

「……あの、だな、宮藤」

　写真をじっと見つめながら、バルクホルンは言った。

「読み聞かせの、その、練習に、少し、私が読むのを聞いていてもらえないか。クリスの代わりに」

「はい！　……あ、でも」

　芳佳はお店の主人の方を見る。

「構わんよ。どうせ他ほかにお客もいなくなった」

　店の主人は肩かたをすくめる。

「……あははは」

「いいってさ、トゥルーデ」

「そ、それでは」

　バルクホルンは芳佳から本を受け取ると、少し緊きん張ちようした調子で朗読を始めた。





　何かすることがあるではなし。

　土手の上にお姉さんといっしょに座っていたアリスは、だんだんと飽あきてきました。

　お姉さんの読んでいる本を、チラリ、チラリとのぞいてみましたが、さし絵も、会話もありません。

　さし絵も会話もない本なんて、いったい何の役に立つの？　と、アリスは思います。






　朗読が始まって10分もすると、近所から子供たちが集まってきた。

　決して大きな声ではなかったが、窓から外に声が漏もれていたのかも知れない。

　最初は、二人の女の子。

　次に、男の子も加わり、やがてはその母親たちも。

　中には、さっき怒おこった顔で出て行った若い母親と、その子供の姿もある。





「海うみ亀がめもどきを見たことがあるかえ？」

　クロッケー・ゲームの手を休め、息を切らせたハートの女王は、アリスに尋たずねました。

「いいえ」

　アリスは答えます。

「海亀もどきがどんなものなのかも、知りません」

「では、ついてくるがよい」

　と、女王。

「海亀もどきの、身の上話を聞かせよう」
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　おかしなシーンでは声をあげて笑い、怖こわい場面では身をすくませて聞き入る子供たち。

　芳佳たちもだんだん、バルクホルンの誠実で大おお袈げ裟さなところのない語りに引き込まれてゆき、時間を忘れる。

　そして……。





　夢の世界にいるアリスのお姉さんは考えました。

　時が経たち、この可愛いアリスが大きくなったらどうなるかしら、と。

　もちろん、大人になってもアリスなら、小さな頃の、素す直なおで温かな心を失うことはないはず。

　お話をせがむ自分の子供たちに囲まれたアリスは、たくさんの不思議な物語を聞かせてあげて、子供たちは瞳を輝かがやかせているでしょう。

　物語の中には、たぶん、あの、遠い昔のアリス自身の冒ぼう険けんも含ふくまれているはず。

　アリスはきっと、お話に素直に耳を傾かたむける子供たちと、悲しみと喜びをともにしていることでしょう。

　自分がまだ小さかった頃のことを、あの楽しかった夏の日を思い出しながら。

　アリスのお姉さんは、夢の中で夢を見るように、そんなことを考えるのでした。






　最後の一語を読み終えたバルクホルンは、ゆっくりと本を閉じると、しばらく目をつぶってそのまま動かなかった。

　まわりに集まっていた子供や母親たちが、感極きわまって拍はく手しゆをする。

「え？」

　初めて観客に気がついたバルクホルンは目を開くと、頰ほおを真っ赤にした。

「やるじゃん！」

「凄すごいです！」

　子供たちと一いつ緒しよになって拍手するハルトマンと芳佳。

「ご主人、この本を買わせてもらおう」

　バルクホルンは本屋の主人に向かって言った。

「いや。お代は要いらんよ」

　主人は首を横に振ふった。

「え？」

「本というのは、面おも白しろいもんでな。時おり、本のほうが読み手を選ぶことがあるのさ」

　店の主人は『地下の国のアリス』の表紙をコツンと人さし指の先で叩たたく。

「こいつは、あんたを選んだ。それだけのことだ」

「しかし」

「次来た時には」

　丸眼鏡の奥の瞳が微笑ほほえんだ。

「高い本を買っておくれ」




　　＊　＊　＊




「本が……私を選んだ」

　店を出たバルクホルンは、胸にギュッと『地下の国のアリス』を抱だき締しめながらつぶやいた。

「私のような人間を？　この愛らしい本が？」

「いいじゃん。得したんだし」

　頭の後ろで腕うでを組んだハルトマンは、歩きながらニッと笑う。

「とても素敵でした。バルクホルンさんの朗読」

　と、感動覚めやらぬ様子の芳佳。

「楽しかった夏の日か……」

　バルクホルンは、金こん色じきに染まりつつある雲を見上げた。

「私の故郷は、夏は日が長くてな。クリスにせがまれて、ずいぶんと遅おそくまで外で遊んだものだった」

　バルクホルンの故郷、カイザーベルクはカールスラントでもかなりの東方。

　厳しい冬が長い分、夏は白びやく夜やに近い。

「どこにあるんだろうな。アリスが訪ねていった国は……」

　写真のアリスと、病院のベッドで眠ねむるクリスの姿が、バルクホルンの中でひとつに重なる。

「クリスも今、アリスと同じように、こことは違ちがう世界にいる。そんな気がするんだ」

　つぶやくバルクホルン。

「帰ってきたくないのかもな。いつまた戦せん渦かに巻き込まれるかも知れない、こちらの世界になぞ……」

「そんなこと……ないです」

　芳佳はこぶしをギュッと握にぎりしめて、バルクホルンをまっすぐに見た。

「絶対に、ないです！」

「宮藤？」

「アリスだって、最後にはお姉さんのところに帰ってくるんです！　クリスちゃんもきっと、バルクホルンさんのところに戻もどってきます！」

「……そうか。そう信じたいな。そう信じれば、戦える」

　バルクホルンは赤い陽ひ射ざしの中、目を細めて頷うなずいた。




　　＊　＊　＊




「じゃあ、これを持って、明日行ってくる」

　基地まで戻ってきたバルクホルンは、芳佳に告げた。

「はい。クリスちゃんによろしく」

　ペコリと頭を下げた芳佳は、食堂に向かおうとする。

　夕食の準備をしているリーネの手伝いに行くのだ。

「み、宮藤」

　トトトッと駆かけ出そうとする芳佳に、バルクホルンは声をかけた。

「あ～、あ、あ、あ………………ありがとう」

　その隣となりで、や～っと言ったよ、という表情を見せるハルトマン。

「い、いいえ！　私、大したことしてませんから！」

　芳佳は真っ赤になって両手を大きく振り回す。

「本当に感謝している。それで……妹が目を覚ましたら、友だちになってくれないか？」

「もちろんです！」

「約束だぞ」

「はい！」

　芳佳は笑顔で答え、走って行った。

「いい子だね～、宮藤って」

　芳佳の背中を見送りながら、ハルトマンは笑顔になる。

「ああ」

　頷きかけたバルクホルンは咳せき払ばらいをして、ハルトマンに厳しい表情を向けた。

「あの半分でも、フラウ、貴様が早起きで、素す直なおで、純真で、働き者で、真ま面じ目めで、時間に正確で、片付け上手であればだな」

「あ～、それじゃ退散～」

　お説教はごめんと逃げ出すハルトマン。

「こら待て！　まだ話は終わっていないぞ！　そもそもカールスラント軍人としての心構えというものを、貴様は……！」

　照れ臭くささを隠かくすように小言を続けるバルクホルンは、本人も気づかぬうちに、変わりつつあった。

　それでも、きっと忘れないだろう。

　今日、この楽しかった夏の日の思い出は。







　インターミッション　INTERMISSION







　お眠さん　パートⅡ




「予期せぬ邪じや魔ま者……現れる、か」

　明け方近く、寝ねつかれなかったエイラは、ベッドの上にタロットカードを並べていた。

「予想外のネウロイの襲しゆう撃げき？　それとも……」

　エイラの頭に、ふと、芳佳の能天気な笑え顔がおが浮うかぶ。

　最近、芳佳はサーニャのお気に入り。

　それが、今までずっとサーニャの面めん倒どうを見てきたという自負があるエイラには、ちょっと面おも白しろくない。

「でも、あいつ、いい奴やつなんだよな～」

　となると一体？

　と、エイラが考え込んだその時。

　カチャ。

　扉とびらが静かに開いて、夜間哨しよう戒かい明あけのサーニャが、ふら～っと部屋に入ってきた。

「ひっ！」

　これか！

　と、一瞬思ってしまったエイラ。

　しかし。

「そうじゃない、そうじゃない！　そうじゃないぞ、サーニャ！　お前のことを邪魔者だなんて思ってないからなっ！」

　すぐに済まない気持ちになり、エイラは慌あわててタロットカードを片付け始める。

「こ、こんなもん、全然当たんないって！　そう、だいたい予期せぬってのが違ちがうだろ？　サーニャが寝ぼけて部屋を間違えんのは、いつものことだし……って、何言ってんだ、私は～っ！」

　必死に言い繕つくろうエイラの隣を通り過ぎ、サーニャはいつものように服を脱ぬぎ捨て、ベッドに倒たおれ込む。

「……………分かってんだ」

　エイラはため息をつくと、手にしていたカードを放ほうり出した。

「分かってんだよ～！　寝ぼけてるって！　言い訳したって、聞こえてないし！」

　ひとしきり騒さわいだ後に、覚える虚むなしさ。

「……はあ。寝よ」

　エイラは服を拾ってきれいに畳たたみ、サーニャの寝ね相ぞうを整えてやると、その脇わきにすべり込んだ。







　第六章　CHAPTER6







　脱出航路

　──または、雲低く、風強く、波高し




「うわ～、すごい嵐あらしだねえ～」

　夕食の後片付けを終え、ウィッチの面々がそれぞれくつろぐ中。

　芳佳は窓の向こう、聖エルモの火のように揺ゆれる標識灯の明かりに目をやっていた。

　ガラスに激しく打ちつける雨あま粒つぶの音に、遠い雷らい鳴めい。

　船着場を洗う波も吹ふき荒すさぶ風も、故郷の横よこ須す賀かに台風が上陸した時のことを、芳佳に思い出させる。

「でも、嵐だからって、ネウロイは待ってくれないよね？」

「ど、どうかな？」

　苦く笑しようを浮かべて、首を傾かしげるリーネ。

「明日の午後には止やむんだろう、この嵐」

　濃こいめのコーヒーをカップに注ぎながら、バルクホルンが肩かたをすくめた。

「ネウロイの出現予定は明後日あさつてだし、問題はないな」

「そうか」

　何か思いついたように、坂本が芳佳とリーネの方を見る。

「お前たち、悪天候下での飛行訓練は、まだやっていなかったな？」

「いいっ!?」

　と、拒きよ否ひ権のない芳佳が顔を強こわ張ばらせたその時。

「何か……聞こえます」

　暖だん炉ろのそばにいたサーニャの頭とお尻しりに黒くろ猫ねこの耳と尻尾しつぽが、リヒテンシュタイン式魔導針が側頭部に出現した。

「予定より早いが、ネウロイか？」

　表情を引き締しめる坂本。

「……違います。無線です」

　瞳ひとみを閉じ、意識を集中しながらサーニャは答えた。

「無線の電波なら別に珍めずらしくないだろ？」

　テーブルにタロットカードを並べていたエイラが怪訝けげんそうな顔をした。

「……聞いて」

　サーニャはみんなのインカムに、傍ぼう受じゆした無線の音声を伝える。

「こちら……リア船せん籍せき……リスタ……座ざ礁しよう……現在位置……」

「よく聞こえないな」

　眉まゆをひそめるシャーリー。

　サーニャは魔導針にさらに魔力を注ぎ込み、感度を高める。

「……こちら……ガリア船籍『トリスタン号』……岩礁に乗り上げ……航行不能……救助を求む……」

「！」

　インカムを介かいし、芳佳たちの耳に飛び込んできたのは、救助要よう請せいの無線の声だった。

「ガリアの船！」

　真っ先に反応したのは、ガリア貴族の娘むすめであるペリーヌである。

「まさか難民船？」

　と、ハルトマン。

「あり得ない話じゃない。人類がすべて、ネウロイの支配地域から逃にげ果おおせた訳ではないからな」

　バルクホルンは頷うなずく。

「位置は分かるか？」

　坂本はサーニャに尋たずねた。

「ここから……東南東約10キロです」

　と、サーニャ。

「よし。司令部に一報入れて、私たちは出しゆつ撃げきだ。５分で準備しろ」

「了りよう解かい！」

　と、坂本の指示で、みんながハンガーに向かおうとしたその時。

「その必要はありません」

　ミーナが食堂にやって来て、一同の顔を見み渡わたして告げた。

「司令部からの命令です。ネウロイ来襲予測が近いため、ストライクウィッチーズは、基地待機。難民船の救助には、海軍の哨戒艇ていが当たるそうです」

「あの連中にしては、ずいぶんと迅じん速そくな対処じゃないか？」

　眉をひそめる坂本。

「目と鼻の先だぞ！　あたしたちが出たほうが絶対に早いだろ!?」

　バンッとテーブルを叩たたいてシャーリーが立ち上がった。

「一番近い軍港から出港しても、タイムロスは数時間以上」

　バルクホルンは頭の中に海図を描えがきながら、計算する。

「哨戒艇がつく頃ころには……」

「分かっています」

　ミーナはバルクホルンを遮さえぎり、目を伏ふせた。

「でも、司令部の命令は絶対なの」

「くっ！」

　食堂を飛び出そうとするペリーヌ。

「……今出撃すれば、命令違い反はんよ」

　その背中に向かって、ミーナは静かに告げた。

「……分かっていますわ。でも、同どう胞ほうなのです」

　ペリーヌはキッと振ふり返る。

「同胞が助けられないのなら、私がここにいる意味なんてありません！」

　悲痛な調子でそう叫さけぶと、ペリーヌは走ってハンガーに向かった。




「急がないと……」

　ハンガーで独り、出撃の準備を整え、ペリーヌが魔道エンジンを駆く動どうし、飛び立とうとしたその時。

「よお」

「一いつ緒しよに行きましょう！」

　シャーリーと芳佳がペリーヌの前に立った。

「そうですよ～……あわわ！」

　と、駆かけ寄ろうとして、コケるリーネ。

「あたしたちもだよ～」

「ま、仕方ないな～」

「うん」

　ルッキーニとエイラ、サーニャも、いつの間にかやってきている。

「みなさん」

　一同を見渡し、言葉に詰つまるペリーヌ。

「一人で行って、どうにかなるもんじゃないだろ？」

　ニッと笑ったシャーリーは、肘ひじでペリーヌの脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「仲間じゃないですか」

　芳佳も水みず臭くさいと唇くちびるを尖とがらせる。

「……わ、私」

　声を震ふるわせたペリーヌは、急に恥はずかしくなったのか、プイと顔を横にそらす。

「わ、私が頼たのんだ訳ではありませんことよ！」

「可愛かわいくないな～」

　と、シャーリー。

「いっつも通り～」

「……うん」

　ルッキーニがキシシッと笑い、サーニャは小さく頷いた。




　　＊　＊　＊




「あらら～、みんな行っちゃったね～」

　窓から飛び立つ芳佳たちを見ながら、ハルトマンは言った。

「問題あるまい。我々Ｗエースが残っているんだ。ネウロイ来襲には対処できる」

　不敵に笑うバルクホルン。

「お～、すっごい自信じゃん！」

「ということだそうだ」

　腕うで組ぐみをした坂本は、椅い子すに座ってコーヒーのカップを傾かたむけるミーナを振り返る。

「そうね。じゃあ、あの子たちに命令を出したのは、トゥルーデ、あなたということで。次のネウロイ来襲後に、自室禁きん錮こ10日で手を打とうかしら？」

　ミーナは最初から、止める心算などなかったようだ。

「いっ！」

　顔を強こわ張ばらせたバルクホルンは、ハルトマンを指さす。

「……こいつと分けて、５日ずつにならんか？」

「うわ、ひど」

　まあ、ハルトマンの場合、もともと自室禁錮回数はウィッチの中でもダントツ。

　あと一、二度増えたところで大して影えい響きようはない。

「それじゃ」

　ミーナはカップを置いて立ち上がった。

「管かん制せい塔とうに行きましょうか？」




　　＊　＊　＊




「ひどい雨。こんな中で、船、見つかるのかなあ」

　横よこ殴なぐりの激しい雨に、視界はかなり狭せばまっている。

　僚りよう機きとぶつからないように飛ぶのが、芳佳には精いっぱいだ。

「宮藤、お前、サーニャの能力ちからを舐なめてるだろ？」

　まるで自分のことのように自じ慢まんげなエイラは、サーニャに難民船の位置を確かく認にんさせる。

「……こっち」

　みんなを先導するサーニャ。

　やがて、芳佳たちの前方に、波に翻ほん弄ろうされる中型漁船が見えてきた。

「ねね、あれかな～？」

　と、ルッキーニ。

「……トリスタン号。間ま違ちがいありませんわ」

　舷げん側そくに書かれた船名を、ペリーヌが確認する。

　海はトリスタン号に牙きばを剝むき、呑のみ込もうとしていた。

「トリスタン号、聞こえますか？　こちら、第５０１統合戦せん闘とう航空団所属、サーニャ・リトヴャク中ちゆう尉い。トリスタン号、聞こえますか？」

　サーニャは船と連れん絡らくを取ろうとする。

「……ちら、トリス……号」

　かなり雑音が激しいが、反応があった。

「現在、私たちは貴船の西北西約８００メートル。これから救助に向かいます」

　と、船に告げるサーニャ。

「で、これからどうします？」

　リーネがペリーヌの顔を見る。

「ええっと……」

　飛び出しては来たものの、ペリーヌは実は何も考えていなかった。

「ロープを船に繫つないで曳えい航こうするしかないだろうな。七人で引っ張れば、基地の港までなら何とか引いていけるだろ？」

　肩かたにロープの束をかけているシャーリーが言う。

「けど、ど～やってロープを繫ぐんだよ!?　デッキに誰だれかが下りるのか!?」

　波と風の音に搔かき消されぬよう、声を張り上げるエイラ。

　確かにこの悪天候のもと、ウィッチの誰かが甲かん板ぱんに下りて作業をするのは無理がありそうだ。

　下手をすると、ストライカーユニットが船に激げき突とつ、そのまま海中へということになりかねない。

　と、その時。

「あ～、誰か出てきたよ！」

　ルッキーニが難民船のデッキを指さした。

　ウィッチたちに気がついたのだろう。

　雨あま合がつ羽ぱに身を包んだ男がデッキに出てきて、芳佳たちに向かって手にしたカンテラを振った。

「よし！　ロープを渡わたして……」

　シャーリーはカンテラの明かりを目安に、肩に担かついだロープを投げようとする。

　しかし。

　ザバッ！

　男はデッキを洗うような高波に押し流され、海に投げ出された。

　乱高下する波に翻弄され、揉もみくちゃにされる男。

「！」

　溺おぼれる男に向かって急降下したのはペリーヌだった。

　ペリーヌは男が波間に没ぼつする前に、彼の腕を何とかつかんだが、そのまま上じよう昇しようできずに一いつ緒しよに波に呑まれる。

「あの馬ば鹿か！」

「ペリーヌさん！」

　シャーリーと芳佳が降下し、海面ギリギリのところでペリーヌたちの姿を捜さがす。

「メガネ!?」

「ペリーヌさん！」

「止よせよ、これで終わりなんて！」

　悲痛な声をシャーリーがあげたその時。

「うっぷ！」

　一いつ瞬しゆん、ペリーヌのものらしき手が見えた。

「！」

　波を被かぶりながらもその手をつかむ芳佳。

　さらにシャーリーが、ぐったりした様子のペリーヌの身体からだを引き上げる。

　ペリーヌはそれでも、船から落ちた男の服をしっかり握にぎり、離はなしてはいなかった。

　芳佳とシャーリーは二人を支え、トリスタン号のデッキを目指す。

「ペリーヌさん！　しっかりして！」

　芳佳は腕の中のペリーヌに呼びかける。

「……しっかり、してますわよ。あなたよりは」

　ペリーヌは海水を吐はき出すと、気き丈じようにも言い返した。

「落ちるな！」

　魔道エンジンの出力を上げるシャーリー。

　ガクン！

　大きく上下に揺ゆれるトリスタン号の船体にぶつかるようにして、芳佳たちは何とかデッキに乗り上げる。

「う、海に落ちたときの訓練、無む駄だじゃなかったんですね～」

　ペリーヌと手をつないだまま、あお向けになって大きく喘あえぐ芳佳。

「飛び立てそうか？」
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　溺れていた男にまだ息があることを確かく認にんしたシャーリーは、ペリーヌと芳佳の顔を見る。

　シャーリーのムスタングは片方が完全にいかれ、もう一方も出力がかなり落ちている。

　飛べたとしても自分の体重をギリギリ支えられるかどうかだ。

「無理のようですわ」

　海水をかぶったうえに、船体にぶつけて破損したＶＧ39を済まなそうに見下ろすペリーヌ。

「……ごめんなさい。頑がん張ばってくれたのに」

「わ、私のほうは何とか」

　芳佳は、零式が稼か働どうするのを確認する。

「じゃあ、あたしとツンツンメガネは機関室を見てみる。応急修理ぐらいできるかも知れないからな。上は頼たのむ」

　シャーリーは芳佳に指示を出した。

「はい！」

　よたよたしながらもペリーヌとシャーリーの手を借りて立ち上がる芳佳。

「……ツンツンメガネって呼ぶの、やめてくれませんこと？」

　右の肩を貸すペリーヌは、チラリとシャーリーを見て不服そうにつぶやく。

「行きます！」

　船の手て摺すりにロープをしっかりと結びつけた芳佳は、足元に魔ま法ほう陣じんを生み出し、零式を飛び立たせた。

　無事に漆しつ黒こくの空に舞まい上がったことを確認したシャーリーとペリーヌは、意識のない男を担かつぎ、船内に移動する。

　狭せまい船室には、五十人を優に超こえる、疲つかれた顔の人々が詰つめ込まれていた。

「こんなに……たくさん」

　息を呑のむペリーヌ。

「みなさん、よくぞご無事で」

　一方、シャーリーは先ほどの溺れかけた男に水を吐かせ、床ゆかに寝ねかせる。

「……ゴホッ！　ゴホッ！」

　程ほどなく男は意識を取り戻もどした。

「船長は？」

　シャーリーは尋たずねる。

「亡なくなった……と思う」

　男は咳せき込みながら答える。

「出港してすぐに、デッキに出ていた子供を助けようとして、波にさらわれて……」

「あんたは？」

「航海士兼けん無線技師。こんな小さな船じゃ、何もかも兼任しなきゃな」

　男は南ガリアの船員訛なまりで答え、苦く笑しようした。

「みなさんは、どの地方から？」

　と、聞いたのはペリーヌ。

「この船に乗っているのは、ガリアのあちらこちらから逃げてきた人間さ。ネウロイから隠かくれ、泥どろ水みずを啜すすり、木の葉をかじり、何とか生き延びた連中なんだ。俺と船長はみんなを集め、打ち捨てられていた古い漁船を修理して、どうにかこうにか、ブリタニアを目指して出港したんだが……この様だ」

　航海士はペリーヌの顔をまじまじと見つめた。

「……あんた、きれいなガリア語を話すな……同国人か？」

「ええ。パ・ド・カレーの出身です」

「ペリーヌ……クロステルマン？」

　パ・ド・カレーと聞いて難民の中から小さな女の子が立ち上がった。

「ええ？」

　見覚えのある子ではない。

　戸と惑まどいながらもペリーヌは頷うなずく。

「私をご存じ？」

「みんな知ってます」

　薄うす汚よごれた服をまとい、やせ細った女の子は希望に満ちた目をペリーヌに向けた。

「ブループルミエ。ガリアの希望の星。私たちの故郷を取り戻してくれる、一番強くて、一番きれいなウィッチだって」

　女の子はそう言ってから、ちょっと不安そうな表情になる。

「そう……なんですよね？」

「…………」

　ペリーヌは女の子に近寄り、ギュッと抱だき締しめた。

「ええ、そうですわ。きっとガリアは私が取り戻してみせます」
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　その頃ころ、基地の管かん制せい塔とうでは。

「さてと」

　無線のやり取りを聞いていたバルクホルンが、不意にどこかに行こうとした。

「どこに行くのかな～？」

　と、ハルトマン。

「トイレだ、トイレ！」

　バルクホルンは顔を真っ赤にする。

「じゃ、私も～。トイレ、トイレ～」

　バルクホルンについて、ハルトマンも管制塔を後にする。

「やれやれ」

　頭を搔かく坂本。

「噓うそが下手なこと」

　二人を見送ったミーナは肩かたをすくめる。

　と、その時。

「司令部から通信」

　通信兵がミーナを見た。

「マロニー大将です」

「あらあら、直々に？」

　ミーナは室内のスピーカーに通信を繫つながせる。

「……貴様の飼い犬どもは、躾しつけがなっていないようだな」

　スピーカーから聞こえてきたのは、番犬が唸うなっているような声だった。

「いいか、首しゆ相しようが海軍相から現在の地位に就つかれたことは知っているな。ここで海軍に手て柄がらを立てさせ、恩を売っておくことは、延ひいては首相に貸しを作ることになる。我々としても損にはならんのだ」

「海軍に手柄をくれてやれ、と？　もし、哨戒艇の救助が間に合わなかった場合には、海軍の失点になりますけれど？」

　ミーナは指し摘てきする。

「その時は、難民船自体が存在しなかったことになる。それだけのことだ」

「……揉もみ消す御心算ですか？」

「これは高度に政治的な問題なのだ」

　マロニーは冷れい徹てつに言い放った。

「生憎あいにくですが、もうすでに隊員たちは現場に到とう着ちやくしています。引き返すのは不可能です」

　ミーナは坂本に目配せし、頷いた。

「海軍の面子メンツを潰つぶす気か！　たかが難民船で！」

　ヒステリックに喚わめき立てるマロニー。

「たかが？」

　尋ね返すミーナの声には、ぞっとするような響ひびきがあった。

「私の耳が確かなら、今、たかがと仰おつしやいまして？」

「と、とにかく！　帰投命令を出せ！　今すぐだ！」

　気け圧おされながらも、マロニーは言い張る。

「あら……ビ～……ザ～……嵐あらしのせいで……ガガガガ……無線の調子が……おかしいようね……」

「ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中ちゆう佐さ！　ヴィルケェ～ッ！」

　プチン。

　ミーナは無線を切ると、通信兵に命じた。

「しばらく繫がないで」

「……おい」

　呆あきれ顔の坂本。

「いくらなんでも、口でビ～とか、ガガガガ～はないだろう？　完全にバレているぞ」

「あら？　もちろん、わざとよ」

「やれやれ」

「私だって、気持ちはペリーヌさんと一いつ緒しよ。大陸から命いのち懸がけで逃のがれてくる人たちを、見殺しにはできないもの」

　荒海を見つめるミーナの目にふと過よぎる、悲しみと後こう悔かいの色。

「……そう。もう二度とあんな思いは」

「ミーナ……」

　時が癒いやしてくれない傷もある。

　そのことを知る坂本に今できることは、ただミーナの横に寄り添そうように立つことだけだった。
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「基地の港まで曳えい航こうするぞ～！」

　芳佳が繫いだロープを握にぎると、エイラは声を張り上げた。

「港ってどっちです！」

　キョロキョロと左右を見るリーネ。

「サーニャ！」

「…………！」

　サーニャは黙だまって左前方を指さした。

「よし！　あっちだ！　10時方向！」

「行け、行っけ～！」

　と、ルッキーニ。

　トリスタン号は少しずつ、港に向かって進み始める。

　しかし。




「浸しん水すいがひどい！　もう持たない！」

　基地の明かりが見えてきた頃になって、船上のシャーリーから連れん絡らくが入った。

「ど、ど、どうしよう、芳佳ちゃん!?」

　リーネは動転して芳佳に尋たずねる。

「……デッキにひとりずつ、みんなを出してください。順番に基地まで運びます」

　芳佳はインカムでシャーリーに告げた。

「お前無茶言うな～っ！　何回往復することになんだよ!?」

「11・６回」

　素す早ばやく計算するサーニャ。

「いや、サーニャ、正確な回数を聞いてんじゃなくてな」

「……やります」

　と、サーニャは高度を下げてゆく。

「分かった、分かったよ～」

　肩を落としたエイラが続く。

「そうだね、やるしかないよ！」

　リーネも大きく頷うなずいた。




　そして。

「よし！　残りはひとり！」

　女の子を抱かかえたルッキーニが飛び立つのを確かく認にんして、シャーリーは手を伸のばした。

「次はあんただ！」

　トリスタン号は、甲かん板ぱんまでもが波間に沈しずみかけていた。

　芳佳は最後のひとり、航海士を運ぶために、海面ギリギリのところでホバリングしている。

「俺はいい！　あんたたちが早く逃にげろ！　俺は船と運命を共にする！」

　航海士はシャーリーの手を振ふり払はらった。

「格好つけんな！」

　激げつ昂こうするシャーリー。

「あんたたちだって、飛べないんだろ！　あんたたちに何かあったら、俺はあんたたちの仲間に顔向けができん！」

　航海士は言い返す。

　確かに、今のペリーヌとシャーリーでは自力で基地まで飛ぶのは不可能だ。

「みんなは!?」

　芳佳は振り返るが、他ほかのウィッチたちはまだ難民を抱えて基地に向かっているところ。

　次に戻もどってきた頃ころには、船は確実に海の藻も屑くずとなっている。

「あなたは私におぶさってください！」

　芳佳は甲板に下り、航海士を背負うと、二人に手を差し出した。

「シャーリーさん、ペリーヌさん！　つかまって！」

「三人一緒に抱えて飛ぶ気か！」

　信じられないと言った顔をするシャーリー。

「あなた、とうとうお頭つむがいかれたんじゃありません!?　無理に決まってるでしょう！」

　ペリーヌも怒鳴る。

「無理なんて言わないでください！」

　芳佳は頭を振って叫んだ。

「みんな、生きて帰るんですったら！」

「宮藤……」

「もし、駄目だと思ったら、絶対に手を放しなさい。これは命令ですよ」

　二人は折れた。

「い、いいですか、いきますよ」

　揺ゆれる甲板に出た芳佳は震ふるえていた。

　足元が不安定で十分な助走も取れない状じよう況きようでの離り陸りくであり、失敗すれば、死ぬのは自分だけでは済まないのだ。

「タイミングはあたしが計る。一気に上じよう昇しようすることだけを考えろ」

　シャーリーが、自分のゴーグルを芳佳にかけてやる。

「はい！」

　足元に魔法陣が生まれ、芳佳は飛び立った。

　いったん上昇するが、すぐに高度が下がり始める。

　暴風が真横から吹ふきつけ、速度が出ないのだ。

　シャーリーが辛かろうじて動く右のストライカーを吹かすが、大した足しにはならない。

「上がれ……上がれ……上がれ……上がれ！」

　やはり高度は上がらない。

　波をまともに被かぶる四人。

　これだけの重さを、未熟な芳佳だけで支えるのにはかなりの無理があるのだ。

「っ！」

　自分の顔に当たるのが雨あま粒つぶなのか波なのかさえ、もう分からない。

　高度はさらに下がり、プロペラが海面に当たって飛沫しぶきを上げている。

「手を放しなさい！　その男性とあなただけでも！」

　叫ぶペリーヌ。

「嫌いやです！」

　芳佳は駄だ々だを捏こねるように頭を振る。

「もういい、宮藤！」

　と、シャーリーが強ごう引いんに芳佳の手を振り解ほどこうとした、その時。

　ブロロロロロロロロッ！

　彗すい星せいのように急降下で飛来した二つの影かげが、シャーリーとペリーヌの身体からだを背中からつかんでガッチリと支えた。

「間に合ったか！」

　と、ホッとした表情を見せたのは、ペリーヌを抱えたバルクホルン。

「騎き兵へい隊たい到着～っ！　……て言うんだろ、リベリオンでは？」

　ハルトマンは腕の中のシャーリーに向かって、ニッと笑う。

「ああ、エロール・フリンも真っ青だ」

　シャーリーは親指を立てて、ウインクを返した。

「バルクホルン大たい尉い、ハルトマン中尉……」

　安あん堵どのあまり、全身の力が抜ぬけて失速しかける芳佳。

　だが、背中の航海士のことを思い出し、何とか気力を振り絞しぼる。

「いいところを搔かっ攫さらわれてしまいましたわね」

　ペリーヌは疲つかれたところを見せまいと、無理をして笑え顔がおを作った。

「でも……ありがとうございます」

「お～、やけに素す直なおじゃ～ん」

　ニッと笑い返すハルトマン。

「それより、宮藤さんは？」

　ペリーヌは芳佳の方に目をやった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、飛べます……何とか」

　こちらは笑顔を浮かべる余よ裕ゆうはない。

　それでも、基地までは何とか持ちそうだ。

「これで全員救出だな」

　バルクホルンは基地の明かりに目をやる。

　荒あれ狂くるっていた嵐は、次し第だいに弱まりつつあった。
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　そして、夜明け。

「がんばりましたわね」

　他ほかの隊員たちが疲ひ労ろうで眠ねむりこける中、施し設せつに向かう難民の中に女の子の姿を見つけ、ペリーヌは声をかけていた。

「ありがとう、ペリーヌさん」

　女の子は瞳ひとみを潤うるませる。

「気にしなくていいんですの。これが私たちの任務ですから」

　微笑ほほえむペリーヌ。

「私たちの故郷、取り戻してみせますわ。……手をお出しになって」

「こう、ですか？」

「はい」

　ペリーヌは、少女の小指と自分の小指を絡からめた。

「指きりげんまん、噓うそついたら針千本呑の～ます」

　そう歌い、ペリーヌは指を離はなす。

「尊敬する方から習いましたの。これは、絶対に約束を守るという誓ちかいだそうよ」

「はい！」

　女の子は嬉うれしそうに手を振ると、施設へと向かうトラックに乗り込んだ。

　やがて、水みず溜たまりの泥どろを撥はね上げ、トラックは基地本島を後にする。

「指きり、げんまん」

　トラックが消えた後も、ハンガーに佇たたずみ続けるペリーヌ。

「……ええ、いつか、きっと」

　ガリアの英えい雄ゆう、ブループルミエは自分の小指を愛いとおしそうに見つめてそうつぶやき、誓いを新たにするのだった。







　インターミッション　INTERMISSION







　ワレ等、奇襲ニ成功セリ！




「今夜だけだかんな」

　今日も今日とて。

　寝ね惚ぼけて部屋を間ま違ちがえたサーニャは、エイラのベッドに倒たおれ込んでいた。

「本当に今夜だけだぞ」

　と、言いながらも。

　サーニャの寝相を直し、服を畳たたんでやってからベッドの隣となりに潜もぐり込むのが、すでにエイラの習慣となりつつある。

　それに合わせて睡すい眠みんのサイクルも夜型になってきているようで、今が眠さのピークだ。

「これで……よ～やく」

　と、ベッドに入ろうとしたその時。

　バタン。

　扉とびらが開き、芳佳にリーネ、ペリーヌ、シャーリーとルッキーニ、それにバルクホルンとハルトマンまでもが部屋になだれ込んできた。

「な、な、な、な、な、な、何だ、お前ら～っ!?」

　びっくりして後あと退ずさり、パンツが半分ずり落ちかけるエイラ。

「えへへ、それはですね」

　と、笑う芳佳。

「じゃ～ん」

　リーネがティーセットとお菓か子しが載のったトレイを、エイラの前に差し出した。

「こういう訳です」

「いや、訳分かんないだろ!?」

　さっぱり理解不可能のエイラは目を丸くする。

「つまりさ」

　と、シャーリー。

「サーニャって、夜間哨しよう戒かい任務が多いから、あたしら昼間組とはなかなか時間が合わないだろ？　で、こうして親しん睦ぼくを深めようって企き画かくが立ち上がったんだな」

「すでに、サーニャがこの部屋で眠ることはリサーチ済みだ」

　頷うなずくバルクホルン。

　その隣では、枕まくらを抱かかえたハルトマンが立ったまま寝ている。

「あたしのアイデア～、あたしのアイデア～」

　と、自分を指さすルッキーニ。

（そ～か！　余計なことを言い出したのはその口か～っ！）

　と、ルッキーニの口に指を突つっ込んでビヨ～ンと伸のばしてやりたいところだが、今は眠くてその元気もない。

「さあ、これからサーニャちゃんのための、夜明けのティー・パーティーです」

　テーブルの上にカップを並べ、リーネは紅茶を淹いれ始める。

　お菓子はスコーンにアップルパイ、ジンジャー・クッキーにパンプキン・プディングだ。

「あのな、サーニャはもう……」

　寝ている、と言おうとした、ちょうどその時。

「……ん？」

　タイミング良くか悪くか、サーニャが目を擦こすって起き上がった。

「夜間哨戒ごくろうさま、サーニャちゃん」

　芳佳がサーニャの手を握にぎる。

「さあ、みんなでお茶しよう」

「……う、うん」

　サーニャの頰ほおがピンクに染まった。

（宮藤～っ！　お前、サ、サーニャの手を、そんな大だい胆たんに！）

　割って入りたくなるのを、必死で堪こらえるエイラ。

「宮藤さん、くれぐれも、その下品な唇くちびるから、ズルズルお茶を啜すする音をお立てにならないように」

　紅茶のカップを前に、ひとこと注意するペリーヌ。

「むうっ！　今は音を立ててません！　最初の時だけじゃないですか～」

「おほほほほ、そうでしたかしら？」

「ていうか、どうして私のカップだけ、こんな変な形なんです!?」

　芳佳の前に置かれたカップは、ペリーヌが特別に用意したもの。

　カップというよりは皿、それも、犬の餌えさ用の皿に見える。

「あらあら、豆まめ狸だぬきにはお似合いでしてよ」

　よく見ると、皿の側面には『豆狸用』の文字が。

　それもわざわざ扶桑語で。

「よくそんなの探してきたな」

　感心半分、呆あきれ半分の顔をするシャーリー。

「特注ですわ、特注！」

　ペリーヌは、無い胸を張った。

　一方、ルッキーニは勝手に水すい晶しよう球を取ってきて、シャーリーの胸の間に挟はさみ、

「どっちがおっきいかな～？」

　と比べ、キシシッと笑う。

　……もちろん、水晶球の完敗だ。

「やれやれ、ここは幼よう稚ち園えんか？」

　普ふ段だんならこうしたカオス状態には目くじらを立てるバルクホルンも、今だけは特別のようで、黙もく々もくとアップルパイを食べ続けていた。

　山ほどあったパイが消えてゆく様は、圧巻だ。

　一人だけ静かだったのは、ハルトマン。

「くか～」

　ＴＰＯを選ばないマイペースのハルトマンは、床ゆかにうつ伏ぶせになり、それもお尻しりを立てた形で眠っている。

　リーネが作っている途と中ちゆうでかなりのお菓子をつまみ食いしたので、胃い袋ぶくろのほうは満タンなのだ。

　こうして、みんな──睡眠中の約一名を除く──がわいわいと騒さわぐ中。

「……た、楽しいか、サーニャ？」

　ベッドに二人並んで座ったエイラは、やや強こわ張ばった表情をサーニャに向けていた。

「……うん」

　サーニャはコックリと頷うなずく。

（ま、いっか）

　サーニャが満足なら。

「これが仲間、なんだな」

　悔くやしいけれど、自分ひとりでは決して浮うかべさせることができなかった笑え顔がおが、今、ここにある。

「……にしても、さすがに……眠……い……な……」

　エイラの目ま蓋ぶたは、だんだんと重くなってゆく。

　そして。

「……みなさん、お静かに」

　ペリーヌがエイラの立てる寝ね息いきに気がついて、人さし指をシ～ッと唇に当てた。

「寝ちゃったんですね」

　芳佳はエイラの寝顔を覗のぞき込む。

「しっかし、いっつもこんな寝相なのか？」

[image: ]

　カップを持ったままサーニャに寄りかかり、まるでテディベアのような格好で眠るエイラ。

　その姿を見て、シャーリーは吹ふき出す。

「一いつ緒しよに寝てて、大変だろ？」

「そうでも……ないです」

　寛かん容ようの笑みを湛たたえるサーニャ。

「いい子だねえ～、さーにゃんは」

　ルッキーニがギュッとサーニャを抱だきしめる。

「胸、ペリーヌよりはあるし」

「噓うそ！」

　愕がく然ぜんとするペリーヌ。

「こういうの、またどんどんやろうね！　あたし、さーにゃんともっとお話したいから！」

「……うん」

　カップを両手で包むように持ったサーニャは、頰を染めてルッキーニに頷く。

　その傍かたわらでは。

「むにゃむにゃ……ニシシシ……」

　エイラが無防備に表情を緩ゆるめながら、夢を見ていた。

　オーロラの七色のヴェールの間を、サーニャと一緒に飛ぶ夢だった。







　第七章　CHAPTER7







　君を忘れない

　──または、赤いドレスとリリー・マルレーン




「失礼しま～す」

　洗せん濯たく中に呼び出しを受けた芳佳がブリーフィング・ルームに行くと、そこにはミーナ隊長と坂本少しよう佐さの他ほかに、白い、扶桑海軍の制服に身を包んだ、初老の男性が待っていた。

「宮藤さん。お会いしたかった」

　と、満面の笑みで近づいてくる男性。

「こちらは『赤あか城ぎ』の艦かん長ちようさんよ」

　男性と芳佳の間に割って入り、ミーナが紹しよう介かいする。

「是ぜ非ひ、あなたに会いたいと仰おつしやって」

「杉すぎ田たです」

　芳佳に自分を近づけまいとするミーナに、空母『赤城』艦長の杉田淳じゆん三ざぶ郎ろう大佐は多少、面めん食くらった様子だったが、すぐに何事もなかったような顔で芳佳に話しかけた。

「乗員を代表して、あなたにお礼を言いに来ました」

「お礼？」

「あなたのおかげで遣けん欧おう艦かん隊たいも大事な艦ふねを失わずに済みましたし、何より多くの人命が助かりました。本当に感謝しています」

「い、いえ。私は何も」

　戸と惑まどってしまう芳佳。

「あの時は坂本さんと、他の人たちが……」

「いや」

　杉田艦長の後ろにいた坂本が、毅き然ぜんとした表情で告げる。

「確かにあの時、お前がいなければ全ぜん滅めつしていたかも知れん。誇ほこりに思ってもいいぞ、宮藤」

「そうかな～、えへへ」

　素す直なおに喜んだ芳佳は頭を搔かく。

「全乗員で話し合って決めました」

　杉田は一、二歩、前に出ると、四角い紫むらさきの風ふ呂ろ敷しき包づつみを芳佳に差し出した。

「これを、あなたにと」

「あらあら、良かったわね」

「ありがたく受け取っておけ、宮藤」

　と、ミーナと坂本。

「はい」

　包みを受け取った芳佳は、杉田を見上げてお礼を言う。

「ありがとうございます！」

　これに笑え顔がおで応こたえた杉田は、一転して、真しん剣けんな表情でミーナを見た。

「反はん攻こう作戦の前ぜん哨しようとして、我々も出しゆつ撃げきが決まりました」

「ついに、ですか……」

　ミーナの顔からも笑みが消える。

「反攻作戦？」

　事情がよく分からない芳佳。

「ええ。今日はその途中で寄らせていただいたのです」

　杉田は頷いた。

「明日には出港なので。是非、艦にも来てください。皆みなが喜びます」

「え……はい！」

　ブリタニアに来るまでの一か月を過ごした『赤城』である。

　そのみんなと再会できるのだから、嬉うれしくないはずがない。

　だが。

「残念ですが、明日は出撃予定がありますので」

　ミーナは杉田にそう言って、やんわりと断った。

「あ」

　ネウロイのことがすっかり頭から抜ぬけ落ちていた芳佳は、ミーナの言葉にしゅんとなる。

「そうですか。……残念です」

　杉田も失望を隠かくせなかった。




　　＊　＊　＊




「ミーナ中佐、怖こわかったね」

　芳佳がブリーフィング・ルームを出て、しばらくしてからのこと。

　二人で廊ろう下かをとぼとぼと歩いている途と中ちゆう、そう話しかけてきたのはリーネだった。

「……うん」

　杉田艦長から頂いた包みを抱かかえた芳佳は、力なく答える。

　実はさっき……。




　リーネと一緒に本部を出てきたところで、艦長についてきた『赤城』の少年兵のひとりが、宮藤に手紙を渡わたそうとした。

　リーネはラブレターかも、とからかったが、『赤城』を守った戦いでの芳佳の働きに対する、純じゆん粋すいな感謝の手紙だったのかも知れない。

　だが、芳佳が手紙を受け取ろうとした寸前。

　この様子を見たミーナが少年兵と芳佳の間に入り、手紙を少年兵に突つき返した。

　このようなことは厳禁と伝えたはず、とミーナ隊長は厳しい表情で少年兵に告げた。

　だが、ウィッチーズとの必要以上の接せつ触しよくは、たとえ基地の整備兵であっても厳禁という隊規を作ったのは、ミーナ隊長自身なのだ。




「手紙、何だったんだろうね？」

「……うん」

「芳佳ちゃん？」

「……うん」

　芳佳には、納なつ得とくがいかなかった。




　　＊　＊　＊




　ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中佐は、自室の窓辺に佇たたずんでいた。

　いつもは聖母のような笑みを湛たたえているその顔が、今は悲しみに満ちている。

　その視線の先にあるのは海、いや、その向こうのガリアの地だ。

「聞いたぞ」

「……美緒」

　いつの間にか時間が経たち、夜になっていた。

　ミーナは、部屋に坂本が入ってくる気配にも気がつかなかった。

「手紙を突き返したそうだな？」

　扉とびらに寄りかかって立つ坂本は尋たずねる。

「そういう決まりだもの」

　再び窓の外に目をやるミーナ。

「……まだ忘れられないのか？」

　ミーナは沈ちん黙もくで坂本の問いに答える。

　坂本もミーナと並ぶように窓辺に立ち、海を静かに見つめた。

　坂本は分かっていた。

　ミーナが隊規を振ふりかざすのは、若い芳佳たちを傷つけまいという思いのためであることを。

　かつて自分が味わった悲痛から、若いウィッチたちを遠ざけようという思いのためであることを。

　その必死なミーナの姿を、まるで雛ひなを護まもる親鳥のようだと微笑ほほえましく思う反面、そこまで過保護にするのはどうかと呆あきれる自分もいる。

（私は祖国も、愛する人も失ったことはないからな）

　坂本は自じ嘲ちようする。

　海は蒼あおい月明かりを湛え、静かに煌かがやいて見えた。




　同じ頃ころ。

「わ～、扶桑人形だ～」

　自室で風呂敷を解いた芳佳は、驚おどろきのあまり声をあげていた。

　艦長の土産みやげは、木箱つきの立派な扶桑人形。

　普ふ通つう、扶桑人形というものは、芝しば居いの登場人物や扶桑舞ぶ踊ようの姿を模かたどったものだが、ストライカーを纏まとった人形も、また風ふ情ぜいがあるものだ。

「可愛かわいい～！」

　ベッドの上に置かれた人形を見て、リーネも羨うらやましそう。

「……お礼、言いたいな」

　床ゆかにペタリと座って人形を眺ながめながら、芳佳はつぶやく。

　たとえ、出撃がなかったとしても、今日のミーナ隊長の様子では、見送りに行くことは許してもらえそうもない。

（変だよ、こんなのって）

　普段の優やさしいミーナを知っている分、余計に落ち込む芳佳であった。




　　＊　＊　＊




　翌朝。

　晴れ渡った空に、ネウロイの来らい襲しゆうを告げるサイレンが鳴り響ひびいた。

「ガリアから敵が侵しん攻こう中との報告です」

　ブリーフィング・ルームに集まったウィッチたちをミーナ中佐は見渡した。

「今回は珍めずらしく予測が当たったな」

　軍刀に手をかけた坂本はニヤリとする。

「ええ、現在の高度は１万５０００。進路はまっすぐこの基地を目指してるわ」

「よし、ルーチンの迎げい撃げきパターンでいけるな……」

　立ち上がった坂本は表を読み上げる。

「今日の搭とう乗じよう割りは……バルクホルン、ハルトマンが前衛。ペリーヌとリーネが後衛。宮藤は私とミーナの直援。シャーリーとルッキーニ、エイラとサーニャは基地待機だ！」

「お留守番～、お留守番～」

「ユニットのセッティングでもするか～」

　リラックスした様子を見せるルッキーニとシャーリー。

「す～」

　サーニャにいたっては、枕まくらを抱えて眠ねむっている。

「よし、準備にかかれ！」

　坂本の号令。

　芳佳ら７機のウィッチたちはハンガーに向かい、ストライカーユニットをまとって大空に飛び立つ。

「い～ってらっしゃ～い！」

　ルッキーニは手を振り、その姿を見送った。




　　＊　＊　＊




「敵発見！」

　離り陸りく後ほどなく、坂本はネウロイの姿を捉とらえた。

「タイプは？」

　と、ミーナ。

「確かく認にんする！」

　坂本は眼帯を外し、魔眼をネウロイに向ける。

　今回の敵は、巨きよ大だいなキューブ形のネウロイだ。

「３００Ｍ級だ！　いつものフォーメーションか？」

「そうね」

　ミーナは坂本の判断に同意する。

「よし、突とつ撃げき!!」

　坂本の指示で、ローリングしながら先行するバルクホルンとハルトマンのＷエース。

　これにリーネとペリーヌが続く。

　しかし、接触直前。

「えっ！」

　照準を合わせようとするハルトマンの目の前で、ネウロイは無数の小型キューブに分かれた。

「何！」

　と、バルクホルン。

「分ぶん裂れつした!?」

　坂本も初めて目にするタイプだ。

　だが。

「右下方80、中央１００、左30」

　ミーナに動どう揺ようはない。

　冷静に瞳ひとみを閉じて、ネウロイの動きを分ぶん析せきする。

「総勢２１０機分か。勲くん章しようの大おお盤ばん振ぶる舞まいになるな」

　口元に苦く笑しようを湛たたえる坂本。

「そうね」

「で、どうする？」

「あなたはコアを探して」

　自分を振り返る坂本に向かい、ミーナは告げた。

「了りよう解かい」

「バルクホルン隊、中央」

「了解！」

「ペリーヌ隊、右を迎撃」

「了解！」

　次々と的確な指示を出してゆくミーナ。

「宮藤さん、あなたは坂本少しよう佐さの直衛に入りなさい」

「了解！」

「いい？　あなたの任務は少佐がコアを見つけるまで、敵を近づけないことよ」

　緊きん張ちようした面おも持もちの芳佳を振り返り、ミーナはさらに細かくすべきことを説明した。

「はい！」

　戦せん闘とう開始。

　ミーナも身を翻ひるがえし、他ほかのウィッチたちとともに、敵の真っ只ただ中なかに飛び込んでゆく。

「これで10機！」

「こっちは12機！」

　初しよっ端ぱなから華はな々ばなしい戦果を上げてゆくのは、バルクホルンとハルトマン。

「久ひさし振ぶりにスコアが稼かせげるな」

「ここのところ、全然だったからね」

　背中合わせになって言葉を交かわす二人には、余よ裕ゆうすら感じられた。




「いいこと？　あなたの銃じゆうでは連射は無理だわ。引いて狙ねらいなさい」

　後衛を任され、小型ネウロイ群のやや上方に位置したペリーヌは、ロッテを組むリーネに指示していた。

「はい！」

　やや自信はつけてきたものの、まだまだ戦闘での緊張が抜ぬけないリーネ。

「私の背中は任せましたわよ」

　ペリーヌはネウロイに向かって急降下をかける。

「これを使うと、後で髪かみの毛が大変なのよね……」

　そう面めん倒どう臭くさそうにつぶやくペリーヌの身体からだから、青白い閃せん光こうが走った。

「トネール！」

　凄すさまじい雷らい撃げきが、周囲のネウロイを一いつ瞬しゆんのうちに破は壊かいする。

「ふん。私にかかればこのくらい……」

　と、すまし顔のペリーヌが逆立った髪を整えようとしたその瞬間。

　バーン！

　すぐ背後で１機のネウロイが砕くだけ散った。

（撃うち漏もらした!?）

　髪を振り乱してペリーヌが振り返ると、さらにもう１機。

　すぐそばまで迫せまっていたネウロイが誰だれかに射い貫ぬかれ、弾はじけ飛ぶ。

（誰！　ハルトマン中ちゆう尉い!?　それとも、バルクホルン大たい尉い!?　……え？）

　射線の方向を見上げると、遥はるか彼方かなたにリーネの姿があった。

　緊張で息が荒あらいリーネの構える銃口からは、白はく煙えんが上がっている。

「や、やるじゃない」

（……認めてあげない訳には、いかなくなりましたわね）

　そんな複雑な笑えみを浮うかべるペリーヌだった。




「みんな、すごい」

　公式記録では撃げき墜つい数０の芳佳は、息を呑のみ、下方での戦闘を見つめていた。

　すぐそばで魔眼を使う坂本は、まだコアを発見できていない。

「あっ！」

　群れから離はなれ、４機の小型ネウロイがこちらに迫る。

「！」

　無む我が夢中で九九式二号二型改のトリガーを引く芳佳。

　細かな破は片へんとなって弾け飛ぶネウロイ。

「その調子で頼たのむぞ！」

　坂本が声をかける。

「はい！」

　芳佳はそう答えるのがやっとだった。




　戦場の中心にいるＷエースは、息の合った戦いを見せていた。

　小型ネウロイはなす術すべもなく、次々と撃墜されてゆく。

　特にハルトマンは、陸にいる時とは別人。

　さすがに床ゆかに投げ出しておけるほど、勲章を取っただけのことはある。

　しかし。

（っ！）

　一瞬の隙すきを突つき、死角から５機ほどがハルトマンの背後に食いついた。

　上じよう昇しようし、振り切ろうとするが、小型ネウロイはビームを放ちつつ、距きよ離りを詰つめてくる。

（それなら！）

　身体を反そらしての急減速と反転。

　ハルトマンは曲芸飛行のような動きで、ネウロイをやり過ごした。

　さらに、小型ネウロイがハルトマンを追って反転しようとし、速度が落ちたところを、バルクホルンの連射が仕留める。

「20！」

　バルクホルンの撃墜数はさらに加算された。

「きりがないよ～」

　ぼやくハルトマン。

「コアは一体どいつなんだ!?」

　再び背中合わせになったバルクホルンも、そろそろ残弾数を気にし始めていた。




　一方。

「コアは見つかった？」

　主戦場から距離を置き、魔眼でコアを探す坂本のところにまで、ミーナが上がってきた。

「……駄だ目めだ」

　戦場全体を見つめながら、坂本は答える。

「!?　……まさか、また陽動？」

「違ちがうだろう」

　坂本はミーナを振り返った。

「コアの気配はあるんだ。但ただし、どうもあの群れの中にはいない」

「戦場は移動しつつあるわね」

　視線を坂本から眼下に戻もどしたミーナはつぶやく。

　海かい峡きようの向こう側まで、あと数キロというところだ。

「ああ、大陸に近寄っているな」

　と、坂本が頷うなずいたその時。

「上っ！」

　芳佳は、自分たちに向かって急降下してくる気配を感じ取った。

　太陽を背に、数機のネウロイが芳佳に迫る。

「くそっ！　見えない！」

　坂本も振り向くが、逆光で敵てき影えいを確かく認にんできない。

「行きます！」

　最初に動いたのは芳佳だった。

　坂本とミーナに先行し、シールドを張ってネウロイのビームを弾はじくと、手にした九九式二号二型改13mm機き関かん銃じゆうが火を噴ふいた。

　５機のネウロイが光の破片と化し、次々に砕け散る。

「よし、いいぞ！　もう少し頼む！」

　と、魔眼をネウロイに向けながら坂本が叫さけんだ。

「はい！」

　必死に、だが確実にネウロイを墜おとしてゆく芳佳。

　援えん護ごにミーナも入り、ＭＧ42のトリガーを引く。

「……見つけた！」

　とうとう坂本がコアを発見した。

　外見的には違ちがいはないが、他ほかの機体と交戦している間に、三人のすぐ脇わきをすり抜けていった１機がコアだ。

「あれなの？」

　大陸方面に降下してゆくネウロイをにらむミーナ。

「ああ」

「全隊員に通告。敵コアを発見。私たちが叩たたくから、他を近づかせないで！」

　ミーナはインカムを通じ、全機に命ずる。

「了解！」

　と、バルクホルンたち。

「行くわよ！」

「了解！」

　芳佳たち三人はコアを追い、雲の中に突っ込んだ。




「いた！」

　雲を抜けると、急に視界が開けた。

　ミーナは急降下を続けるコアを発見する。

　銃じゆう弾だんの雨を浴びせるミーナ。

　そして、坂本と芳佳も。

　一発がかすめ、コアは弾かれたように方向を変えた。

「宮藤！　逃にがすな！」

「はい！」

　コアを追って、反転する芳佳。

　狙ねらいを定めて、九九式のトリガーが絞しぼられる。

　一発、二発、三発。

　命中する度たびに、砕くだけ、破は片へんを放つコア。

　そして。

　パーン！

　中心部を射い貫ぬかれ、コアは爆ばく散さんした。

　降り注ぐ光の破片に対し、三人はシールドを張る。

　しかし。

「うっ！」

　坂本のシールドだけを、破片のひとつが貫かん通つうした。

「……あ！」

　破片は側頭部をかすめ、髪の毛が数本、宙を舞まう。

「美緒っ!!」

　この時、ミーナが放った叫びには、普ふ段だんの彼女からは想像もできない悲痛な響ひびきがあった。

　だが、その場に居合わせたウィッチで、これに気がついたものはいなかった。
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　　＊　＊　＊




「芳佳ちゃん、すっご～い！」

　真っ先に芳佳に飛びついたのは、リーネだった。

「ふん！　あんなの、まぐれですわよ」

　腕うで組ぐみをし、面おも白しろくなさそうな顔をするペリーヌ。

「いや、不規則挙動中の敵機に命中させるのは、なかなか難しいんだ」

　バルクホルンは、やられたな、というような表情を見せた。

「宮藤～、やるじゃ～ん」

　エースのハルトマンも惜おしみない賛辞を贈おくる。

「えへへ、そ、そうかな？」

　と、照れる芳佳たちの下方では、ネウロイの光の粒りゆう子しが廃はい墟きよの上に降り注いでいた。

「きれい……」

　見み惚とれる芳佳。

「ああ、こうなってしまえばな」

　坂本も認める。

「きれいな花には棘とげが……って言いますわね」

　ペリーヌもしんみりとした口調になるが……。

「自分のことかあ～？」

　と、ハルトマンに冷やかされる。

「なっ！　失礼ですわね！　……まあ、きれいってところは認めて差し上げてもよろしいですけど」

「棘だらけってか？」

　さらに突つっ込むハルトマン。

「うぬぬぬ～っ！　どうしてあなたって人は、ど～してそう他人の揚あげ足ばかり！」

「や～い、棘だらけ～！」

「き～っ！」

　と、はしゃぐ彼女たちを他所よそに。

（……まさか）

　辛つらそうな表情を浮うかべていたミーナの視線が、廃墟の中のあるものを捉とらえていた。

（まさか）

　ミーナは誰だれかに声を掛かけることもなく、独り、廃墟に向かって降下してゆく。

（まさか）

「……ミーナ？」

　地上に向かう彼女に最初に気がついたのは、バルクホルンだった。

「えっ？」

　振ふり返るペリーヌ。

「お～い、どこへ行く……」

　と、追おうとするハルトマンを坂本が制した。

「待て……。ひとりにさせてやろう」

「……そうか」

　バルクホルンはつぶやく。

「ここはパ・ド・カレーか……」

　パ・ド・カレーは、ガリアのほぼ最北に位置する地。

　ペリーヌの故郷でもあるこの土地は、ワイン大国であったガリアには珍めずらしいビールの名産地であり、カレーの港からはドーヴァーを越こえる船が数多く出ていたものだが、今はその面おも影かげはない。

　ただ、人ひと影かげの見えない街に、潮風が吹ふき抜けるのみだ。

（私は……何を探し求めているの？　苦い追つい憶おく？　幻まぼろし？）

　ストライカーを脱ぬいだミーナは、何かを求めるように廃墟の中を歩いていた。

（だけど、さっき見えたのは……）

　やがて。

　彼女の目が、錆さびついた一台の廃はい車しやに留まった。

（まさか）

　同じ型の車なら、それこそ無数にある。

　だが、ミーナには、それが誰の車であるのか、一目で分かった。

（まさか）

　錆びついていると思ったドアは、簡単に開く。

「……あ」

　赤いリボンのかかったすみれ色の包みが、運転席の上に載のっていた。

　まるでついさっき、車の主が忘れていった物のようだ。

　もどかしげにリボンを解ほどく指。

　包みの中にあったのは、一通の手紙と、赤いドレス。

（あの人だ）

　ミーナには分かった。

　これを残していったのが、彼だということが。

（クルト……）




　君だけを戦わせたくない。




　あの日、静かに燃える暖だん炉ろの前で自分にそう告げた人。

　クルト・フラッハフェルト。

　幼おさな馴な染じみであり、同じ木こ漏もれ日びを見つめ、同じ小鳥の歌うたを聞き、育った人。

　ネウロイさえ現れなければ、同じ音楽の道を、ずっと手を携たずさえて進んでいたはずの人。




　ミーナと一いつ緒しよに、いられるからね。




　あの星降る夜、クルトは自分も軍に志願したことをミーナに告げ、微笑ほほえんだ。

　ミーナは初め、自分の耳が信じられなかった。

　自分が戦場に赴おもむくのは、ウィッチとして当然のこと。

　だが。

　ミーナにとって、クルトの指は鍵けん盤ばんと共に、宝石のような音を奏かなでるためにあるものだった。

　その才能は音楽を通じてのみ、発揮されるべきものだったのだ。

　しかし、機械いじりが好きだったクルトは、整備兵としても優ゆう秀しゆうだった。

　戦場は、欧おう州しゆうの人々は、その才を求めていた。

　そして何より、クルト自身が、ミーナが自由に空で戦えるよう、手を差し伸のべることを望んでいたのだ。

（それでも……止めるべきだった）

　もう二度と。

　ミーナがクルトの優やさしい笑顔を目にすることはない。

　生きている限り再び逢あうことのかなわぬ場所へと、クルトは先に旅立ってしまったのだから。

「…………」

　嗚咽おえつとともにこぼれ落ちる涙なみだが、包みに染みを作った。




「もういいのか？」

　地上に降りた時、ストライカーを脱いだ場所には、坂本が待っていた。

「ええ」

　ドレスの包みを抱だきしめたミーナ。

　顔を上げると、もうそこには打ちひしがれた少女の悲しみはなかった。

「基地に帰き還かんします」

「了解」

　坂本は小さく頷うなずき、微笑んだ。




　　＊　＊　＊




　日が西に傾かたむき始めた頃ころ。

　出港してゆく『赤城』の甲かん板ぱん上で、第５０１統合戦せん闘とう航空団の基地の方をぼんやりと眺ながめる者があった。

　芳佳に手紙を渡わたそうとした少年兵である。

「やっぱり……来なかった」

　と、少年兵が寂さびしそうにつぶやいたその時。

『赤城』の乗組員たちの耳に、魔道エンジンの響ひびきが聞こえた。

　一瞬後、甲板上を滑すべるように飛び抜ぬけていったのは、三つの影。

「あっ！」

　帽ぼう子しが風に飛ばされ、少年兵が振り返ると、その瞳ひとみに映ったのは宙を舞まう三人のウィッチ。

　芳佳、坂本、リーネの姿だった。

「宮藤さん！」

　芳佳たちは上空で転回し、『赤城』と並へい行こうして飛行する。

「みんなありがと～っ！」

　芳佳は、甲板の船員たちに向かって大きく手を振った。

「頑がん張ばってね～！　私も頑張るから！」

「芳佳ちゃん、良かったね」

　と、リーネ。

「うん。ちゃんとお礼言えた」

　芳佳はリーネを振り返り、晴れ晴れとした顔を見せる。

「うむ。世話になったからな」

「はい」

　坂本の言葉に、芳佳は大きく頷く。

「みんな嬉うれしそう」

　赤く染まった空のもと、歓かん声せいとともに手を振り返す『赤城』の乗組員たちを見て、リーネは微笑ほほえむ。

「よかった」

　心からそう思う芳佳。

「そろそろ基地に戻もどるぞ」

「はい！」

　芳佳とリーネが、坂本にそう答えたその時。

「ん？」

　坂本のインカムに、何かが入ってきた。




「艦かん長ちよう、通信が入っています」

　同じ頃、『赤城』の艦橋も、坂本が耳にしたものと同じ音を捉とらえていた。

「ん？　つなげ」

　芳佳に別れを告げる乗組員たちの様子を微笑ましげに見下ろしていた杉田艦長は、通信の音声に耳を傾ける。

「おお、これは！」

　聞こえてきたのは歌声。

　それも、聞き覚えのある声だ。

「全艦につなげ！」

　艦長は伝令に命じた。




　　リリー、リリー・マルレーン

　　リリー、リリー・マルレーン




　基地のミーティング・ルームでマイクを前に歌っていたのはミーナだった。

　ピアノ伴ばん奏そうはサーニャ。

　カメラを構えるバルクホルン。

　無線の調整は、シャーリーの役割だ。




　最前線に転属が決まった日。

　ミーナは彼の前でドレスを焼いた。

　コンサートホールで、満場の観客を前に着るはずだった、青いドレスを。

　暖だん炉ろの中で、灰になってゆくドレス。

　それを二人で見つめることが、音楽と決別し、戦いに臨のぞむミーナなりの、決意の証あかしだったのだ。

（けれど、結局、決別なんかできないのね。音楽からも、あなたとの思い出からも。だから、あの子たちが自分と同じ悲しみを経験しないように、規則まで作って……。こんな私を見たら、あなたは怒おこる？　それとも、笑う？）

　ミーナは今、身につけている。

　あのドレスの代わりに彼が用意した、赤いドレスを。




　　リリー、リリー・マルレーン

　　リリー、リリー・マルレーン




　ミーナの歌に送られ、夕ゆう陽ひに向かって『赤城』は去っていった。

　そして。




「とっても素す敵てきな歌でした！」

　見送りから戻った芳佳は、感動に瞳を潤うるませていた。

「ありがとう」

　歌い終えたミーナは振ふり返って微笑む。

　と、その時。

　背後からニョキッと手が伸のびて、芳佳の頰ほっぺたをつまんだ。

「むう～！」

　何が気に食わないのか、エイラである。

「ほへ？　にゃにひゅるんでふか!?」

　何するんですか、と言っているようだ。

「サーニャのピアノはど～した、サーニャの!?」

　エイラ的には、真っ先にサーニャに賛辞を贈おくるべきなのだろう。

「へ、ほっへもふてきれひた」

　とっても素敵でした、と言いたいらしい。

「ええい、もっと誉ほめろ！」

「ほへへまふっへば……」

　おそらくは、誉めてますってば、と。

「ひょ、はらひへふらはい～」

　ちょっと、離はなしてください、と言っているのだが、エイラに通じているかどうか。

「い～や、まだまだだ！」

　……通じているらしい。

「いた、痛ひでふよ、エイラひゃ～ん！」

　爆ばく笑しようする一同。

　ようやく、ミーナの顔にも普ふ段だんの和なごやかな笑えみが戻った。







　エピローグ　EPILOGUE







　波の音が遠くから静かに聞こえてくる深夜。

　明かりが消えた自室で、ノックの音が響ひびいた。

　ドアは開いている。

　窓辺のミーナが振り返ると、そこには坂本の姿があった。

「いい歌だった」

「ありがとう」

　坂本の賛辞に素直に礼を言うミーナ。

「見送りの許可を出してくれて、感謝している」

　坂本は昨日と同じように、窓辺にミーナと並んで立った。

「あなたも行きたかったんでしょう？」

「ああ。世話になった艦ふねだからな」

「……あ」

　坂本の横顔に目をやったミーナの表情が、ついさっきまでの穏おだやかなものから、一転して厳しさを湛たたえたものへと変わった。

「あの人を失った時、本当に辛つらかったわ。こんな思いをするくらいなら好きになんてならなければ良かった……ってね。でも……」

　悲痛な色が、ミーナの瞳ひとみを過よぎる。

「……そうじゃなかった」

「そうか」

　ミーナが何を言おうとしているのか分からず、少し戸と惑まどう坂本。

「でも、失うのは今でも恐おそろしいわ。それなら……」

　すっと上げられたミーナの手。

　そこには、銃じゆうが握にぎられていた。

「失わない努力をすべきなの！」

　月光に浮き上がるワルサーＰＰＫのシルエット。

　銃口は、まっすぐに坂本に向けられていた。





続く　　









　あとがき







　え～、時おり、ＴＶなんかで女性のどこに魅み力りよくを感じるかと聞かれ、うなじ、とか、耳、とか、髪かみの毛とか答える芸げい能のう人じんが多た々たおりますが……。




　噓うそをつくなあああああっ！

　んなもん、×××か×××か×××に決まってるだろうが！

　……というわけで。

　ども、南なん房ぼうです。

　１巻目では、鈴すず木き貴たか昭あき司し令れい官かんに解説はお任まかせしたので、こりゃ楽だわいと思ってたところ、さすがに２巻では、あとがきを書く羽は目めになりました。

　ちなみに、ウィッチーズの中で一番好きなのは、シャーリーの姉あね御ごです。第５話の発進シーンで惚ほれました。決して胸の大きさのせいだけではありません。

　バルクホルン様も好きです。思いっ切り、しばかれてみたいです。

　ミーナにも、駄だ目めな人ねって叱しかられたいです。

　ルッキーニの腰こし骨ぼねも好きです。あれはほとんど反則技です。

　ペリーヌは、誰だれにも知られずしくしく泣いているところを慰なぐさめてあげたいです。

　リーネの通う学校で、特別授業をしたいです。

　エイラに白しら樺かばの枝で叩たたかれたいです。

　坂本とは晩ばん酌しやくです（こっちがお酌する方）。

　サーニャには部屋を間ま違ちがえてもらい、となりです～す～お休みして欲しいです。

　ハルトマンは、もう、なんかそのままでいいです。この人は変わりようがないです、たぶん。

　芳よし佳かはちょっとからかって、ふくれっ面つらになって欲しいです。

　当然、嫌きらいなウィッチはいません。でも、芳佳やハルトマンは、一いつ緒しよにいたら、理り不ふ尽じんな被害にあいそうです。人命にかかわりそうです。

　んでもって、次は当然、３巻です。

　夏ごろになりそうです。

　……たぶん。
















口絵イラスト：島田フミカネ・上田梯子
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　プロローグ　PROLOGUE







　１９３９年。

　それは、何の前まえ触ぶれもなく、我々人類の前に現れた。




　我々はそれを、ネウロイと名付けた。

　ネウロイがどこから、何のために来たのか、誰だれにも分からなかったが、彼らの攻こう撃げきによって、人々が生まれ育った町を、国を追われていったことは確かだった。

　ネウロイに対し、徹てつ底てい抗こう戦せんに打って出た人類は、対ネウロイ用の新兵器を開発した。

　ストライカーユニット。

　ネウロイに効果的な力とされる魔ま力りよくを増大させ、その魔力による飛行を可能にした、新たな魔法のホウキである。

　それを装備し、戦うため、強大な力を持つ魔女、ウィッチが世界各国から集められた。

　対ネウロイ用に編制された精せい鋭えい部隊、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団。

　人々は彼らを、ストライクウィッチーズと呼んだ！







　インターミッション　INTERMISSION







　みっちゃん・いんぽっしぶる




　数日前に新学期を迎むかえたばかりの横よこ須す賀か第四女子中学校（旧横須賀第二高等小学校）。

「然しかるに、紀きの貫つら之ゆきがこの歌に込めた想おもいは……」

　その二年生の教室では、退たい屈くつな国語の授業が続いていた。

　日当たりのいい窓まど際ぎわの席に座る山やま川かわ美み千ち子こ、通つう称しようみっちゃんの耳に、教師の声はとどいていない。

　机の下、白く、弾だん力りよくのある太ふと股ももの上に広げられた便びん箋せんに、彼女の目と心は向いていたのだ。

「芳よし佳かちゃん……」

　みっちゃんは、その手紙を、もう何百回となく読み直していた。

　大切な友だち。

　今は遥はるか、ブリタニアの地にある、宮みや藤ふじ芳佳からの手紙を。




　　前略




　みっちゃん、元気にしてますか？

　私の方はこの前、ウィッチとして正式に第５０１統合戦闘航空団、ストライクウィッチーズというところに、正式に配属になりました。

　隊長はミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中ちゆう佐さ。カールスラントの人で、みっちゃんみたいに歌が上手。とっても優やさしいけれど、怒おこるとちょっと怖こわいかも。

　そうそう、私の階級は軍ぐん曹そうです。

　同じ階級には、リーネちゃん、リネット・ビショップちゃんというブリタニアの女の子がいます。

　射しや撃げきが上手で、スタイルが良くって、とっても優しい女の子だよ。

　みっちゃんにも会わせてあげたいな。

　きっと、いいお友だちになれると思うから。

　私の訓練をしてくださる教官は、みっちゃんも覚えていると思うけれど、坂さか本もとさん、坂本美み緒お少佐。ほら、あの眼帯をつけた人。

　毎日、リーネちゃんと二人、朝早くからへとへとになるまでしごかれてます。

　朝の訓練には、時々、ペリーヌ・クロステルマン中ちゆう尉いと、フランチェスカ・ルッキーニ少尉が参加します。

　ペリーヌさんはガリアの人。

　前にみっちゃんと横よこ浜はまの骨こつ董とう屋やさんで見たビスクドールみたいにきれいな人だけど、どうしてだろ？

　いっつも怒ど鳴なっているんだよね。

　私のことを、豆まめ狸だぬきって呼ぶし。

　訳が分かりません。

　ロマーニャ出身のルッキーニちゃんは、すっごくいい子。

　ストライクウィッチーズの中では一番年下なのに、戦闘能力はとっても高いんだよ。

　にゃにゃにゃ～とか、いっつも言ってて、まるで仔こ猫ねこみたい。

　……あ。

　初対面の時に私の胸を揉もんで、残念賞って言ったのはちょっと驚おどろいたかな。

　で、そのルッキーニちゃんと仲がいいのが、シャーロット・Ｅ・イェーガー大尉。

　私が入隊した時に、最初にギュッと手を握にぎって挨あい拶さつしてくれた人。

　リベリオンの人で、バイクが好きで、とにかく豪ごう快かい。

　それに、ええと、何ていうか……胸が……すごいの。

　あとね、最近お話しするようになったのが、ミーナ中佐と同じカールスラント出身のゲルトルート・バルクホルン大尉。

　最初はずっと怒ってる人だなあって思ったんだけど、本当はみんなのお姉さんみたいな感じ。

　私はまだ見たことないんだけど、ハルトマン中尉の話だと、すごい怪かい力りきの持ち主なんだって。

　ああっと、エーリカ・ハルトマン中尉もカールスラントの出身で、ミーナ中佐、バルクホルン大尉とは、ずっと一いつ緒しよに戦ってきた家族みたいな関係みたい。

　とっても可愛かわいいのに、バルクホルン大尉と二人でＷエースって呼ばれているくらいにすごい人なんだよ。

　……バルクホルン大尉は、こいつはカールスラント軍人の恥はじだって言ってるけど、どうしてかな？

　あと他にも、サーニャ・Ｖ・リトヴャク中尉とエイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉がいるけど、まだあまりお話ししたことがないからよく分かりません。

　サーニャちゃんはミーティングの時にヌイグルミを持ってきていつも寝ねているし、エイラさんはタロット……っていうのかな？　カルタみたいなのを使う占うらないが好きみたいだけど。

　明日は海で訓練です。

　訓練が終わった後は遊べるって話なので、今からすごく楽しみ！

　また、お手紙書きますね。

　暑い日が続きますけど、お元気で。
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芳佳　　






「芳佳ちゃん……」

　横須賀の九月の陽ひ射ざしはまだ厳しい。

　ブリタニアへと続く青空を窓から見上げ、みっちゃんは目を細める。

（ちゃんと……やってるんだね）

　それにしても。

（豆狸……？）

　狸の着ぐるみ姿の芳佳が、みっちゃんの脳のう裏りに浮うかぶ。

（な、なんか、可愛いかも知れない）

　頰ほおが緩ゆるむみっちゃん。

（ぽんぽこぽこぽん……芳佳ちゃん）

　丸いお腹なかを叩たたきながら、ストライカーを履はいて空を飛ぶ芳佳を想像すると、クスリと笑えみがこぼれる。

「ではこの問題は……山川さんに解いてもらいましょうか？　山川さん」

　黒板に問題を書いた教師が振ふり返った。

「山川さん？」

（ぽんぽこぽん）

「山川美千子さん」

（ぽんぽこぽこぽん）

「山川さん」

　みっちゃんの肩かたを、教きよう壇だんから下りてきた教師がポンと叩く。

「……さっきから何度も声をかけているんですけど、どうやら、心ここにあらずのようですね」

　勤続二十五年の国語教師の頰は、ヒクヒクと引きつっている。

「あ……えっと？」

　みっちゃんはようやく、教師が自分の真横に立っていることに気がついた。

「いったい何を考えているんですか？　今は授業中ですよ」

　と、先生の厳しい顔。

「あの、その……ぽんぽこぽんが…………すみません」

　シュンとなるみっちゃん。

「……バケツ」

　先生は真っ直ぐに廊ろう下かを指す。

「……ぽこぽん」

　ため息をついて立ち上がったみっちゃんは、両手にバケツを持って廊下に向かうのだった。







　第一章　CHAPTER1







　守りたいもの

　──または、第３種接近遭遇と流された血




　扶ふ桑そうからやってきた新米ウィッチ、宮藤芳佳が公式にネウロイ初撃げき墜ついを記録したその日の夜。

　ロンドン市内の、とある病院での出来事だった。

「……あれえ？」

　目を覚ました少女は、周囲に誰だれもいないことに気がついて、ほんの少し、首を傾かしげた。

「お姉ちゃん？」

　ついさっきまで、姉がそばにいた気がしたのだが、それもまた、夢だったのだろうか？

「怖こわいけど……楽しい夢……」




　夢の中で。

　少女はずっと、燃えさかる紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中にいた。

　ひとり、焦しよう熱ねつに囲まれて佇たたずみ、泣いていた。

　恐おそろしい赤い光が、街を、友だちを、家と家族を、灰にしていったのだ。

　だが。

　炎の中から、少女を救い出してくれた者があった。

　姉のトゥルーデだ。

　トゥルーデは自分の手をとって空に舞まい上がると、炎に包まれた街を後にした。

　蒼そう穹きゆうに浮かぶ白い雲。

　隊列を成して、悠ゆう々ゆうとゆく白鳥の群れ。

　そして、自分の前をゆく姉のりりしい姿。

（空を飛ぶって、こんな感じなんだ……）

　少女はいつの間にか、姉から離はなれ、ひとりで大空を舞っていた。

　姉が飛ぶ姿は、地上から何度も見たことがあった。

　だが、自分で空をゆく感覚は、地面の上で想像しているのとはまったく違ちがう。

（こんなに自由で……こんなに気持ちよくって……こんなに……孤こ独どく……）

　ストライカーユニットを履はいた時、姉がふと瞳ひとみに過よぎらせた色の意味が分かったような気がする。

「そっか。……だから、大切な友だちと、信しん頼らいできる仲間と飛ぶんだね」

　少女がそう言うと、姉は振り返り、ニッコリと笑った。




「ここ……どこだろう？」

　少女はベッドから起き上がると、窓辺に立って外を眺ながめた。

　見知らぬ風景。

　ガス燈とうに石いし畳だたみ……。

　大きな街だとは思うのだが。

　と、その時。

　少女の背後で、扉とびらが開く音がした。

　開いた扉の向こうの明かりに、制服の女性の姿が浮うかび上がる。

「看護婦……さん？」

　知らない顔。

　だが、何となく、声には聞き覚えがあるような気がする。

「クリス……ちゃん？」

　窓辺に佇む少女の姿を見て、若いナースは目を丸くした。

　その手から、チェックシートのボードが滑すべり落ちる。

「今晩は」

　はじめまして、の方がよかったかな？

　少女はチラリと、そんなことを考える。

「ク、クリスちゃん……クリスティアーネ・バルクホルンちゃん、よね？」

　ナースは震ふるえる足取りで近寄ると、両手で少女の頰ほおに触ふれた。

「く、くすぐったいです」

　首をすくめる少女。

「これは夢？」

　まだ信じられないといった顔つきのナース。

「ええと……たぶん、違います」

「お、お、お、落ち着いて！　って、まず私が落ち着かないと！」

　ナースは胸に手を当てて自分に言い聞かせる。

「そ、そうよ！　先生！　院長！　クリスちゃんが！　クリスちゃんが目を覚ましました～っ！」

「え？　寝ね坊ぼう？」

　廊ろう下かに飛び出してゆくナースを見送りながら、首を傾げるクリス・バルクホルン。

　そのとんでもないボケっぷりは、姉の言葉を待つまでもなく、はるばる極東、扶桑の地から来たウィッチ、宮藤芳佳にそっくりであった。




　　＊　＊　＊




　ウィッチが魔ま法ほう力を使えるのは、思春期から成人するまで。

　稀まれに、この期間を過ぎても魔法力を維い持じできる者もいるが、たいていは二十歳はたちまでにその力を失う。

　第５０１統合戦せん闘とう航空団の副官、魔眼の持ち主として知られる坂本美緒少しよう佐さも、例外ではなかった。

　もちろん、魔力が衰おとろえてきている自覚はあった。

　それ故ゆえに、常に自分に対し、厳しい鍛たん錬れんを課してきたのだ。




　クリスティアーネ・バルクホルンが、意識不明の状態から脱だつしたのと同じ頃ころ。

　坂本は、上官、と言うよりはパートナーに近い存在である、ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中佐の部屋を訪おとずれていた。

　その日の夕方。

　対ネウロイ反はん攻こう作戦に参加するために出港する扶桑の空母『赤あか城ぎ』を、ミーナは『リリー・マルレーン』の歌で送り出した。

　窓辺に立つミーナがまとっているのは、その時のままの赤いドレス。

　かつて慕したっていた青年が、ミーナがいつか大きな舞ぶ台たいで唄うたうことを夢み、渡わたすつもりでいたドレスである。

　実際はその直前、大陸からの市民脱出作戦として知られるダイナモ作戦の決行中、彼は命を落とし、ドレスはそのまま彼の車の中に残された。

　ミーナはそれを今日、ネウロイとの戦闘の舞台となった、ガリア北部、パ・ド・カレー跡あとで発見したのだ。

　こんな時間にミーナの部屋を訪れたのは、建前としては、芳佳が自分をブリタニアに届けてくれた『赤城』の見送りに行くことを許可してくれたことへの礼を述べるため。

　実際には、ドレスを見つけたことにより、決別したはずの悲しみと直面せざるを得なかったミーナ自身の気持ちを慮おもんぱかってのことだった。

「……あの人を失った時、本当に辛つらかったわ。こんな思いをするくらいなら好きになんてならなければ良かった……ってね。でも……」

　昔話を語るミーナの瞳ひとみに、悲痛な色が過よぎる。

「……そうじゃなかった」

「そうか」

　かすかな戸と惑まどいの色が、坂本の顔に過ぎる。

　かけがえのない人を失う辛さを、坂本は知らない。

　幸運だった。

　と、自分でも思う。

「でも、失うのは今でも恐おそろしいわ。それなら……」

　すっと上げられたミーナの手。

　そこには、銃じゆうが握にぎられていた。

「失わない努力をすべきなの！」

　月光に浮うき上がるワルサーＰＰＫのシルエット。

　銃口は、真っ直ぐに坂本に向けられている。

　しかし。

「……何だ？」

　坂本は銃を見ても、奇き妙みような違い和わ感かんを覚えただけだった。

　ミーナには、トリガーは引けない。

　至近距きよ離りで人間を撃うつ際の、殺すのだ、という断固とした気き迫はくが、その瞳にはない。

　今のミーナから感じ取れるのは、小さな子供が迷子になり、泣きじゃくっている時と同じ心細さだけだ。

（だが、何故なぜだ？）

　パ・ド・カレーで図はからずも、かつての想おもい人の残してくれたドレスを発見したことは、ミーナにとって辛い体験であったことは間ま違ちがいない。

　しかし坂本の知る限り、ミーナはそれで動どう揺ようし、仲間に銃を突つきつけるような人間ではないはずなのだ。

「ずいぶんと物ぶつ騒そうだな」

　坂本はおどけた表情を作ってみせる。

「約束して」

　ミーナは厳しい表情で言った。

「もうストライカーは履はかないって」

「それは命令か？」

　と、坂本。

「……」

（そうか）

　坂本は悟さとった。

（あれを、見られたんだな）

　あれというのは、日中の戦闘でのこと。

　芳佳がネウロイのコアを射い抜ぬいた時に飛び散った破は片へんが、坂本のシールドを貫かん通つうし、頰ほおを掠かすめていたことだ。

　坂本の魔ま力りよくは、もはや防ぼう御ぎよシールドを維い持じできぬまでに衰おとろえてしまっていたのだ。

「……ふ」

（心配されていたのは、自分の方だった、という訳か）

　苦く笑しようする坂本。

「そんな格好で命令されても説得力がないな」

「私は本気よ。今度戦いに出たら、きっとあなたは帰ってこない」

「だったらいっそ、自分の手で、という訳か？　矛む盾じゆんだらけだな。お前らしくもない」

「違う！　違うわ！」

　頭を振ふるミーナ。

「私はまだ、飛ばねばならないんだ」

　坂本はミーナを残し、扉とびらへと向かう。

　飛ばねばならないから。

　それは、人類をネウロイから守るため、などという崇すう高こうな目的のためではない。

（私が飛び続けるのは、そう……）
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「ふあ～」

　朝になった。

　いつものように、夜間哨しよう戒かいを終えたサーニャ・Ｖ・リトヴャクが欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ、基地に戻もどってくる。

　そして、いつものように部屋を間違え、いつものように、気持ちよく眠ねむりについているエイラ・イルマタル・ユーティライネンのベッドに倒たおれ込む。

「痛いて！」

　飛び起きるエイラ。

「……」

　だが、もうサーニャは熟じゆく睡すい中。

「何だよ、もう！」

　文句を言おうにも、エイラはサーニャの無む垢くな寝ね顔がおを見ていると何も言えなくなってしまう。

　これもいつもの通りだ。

「今日だけ……だかんな！」

　結局、いつものようにシーツをかけてやるエイラだった。
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　それから少しして。

　コンコンコン。

　ミーナの執しつ務む室の扉をノックする音がした。

「ちょっといいか？」

　物思いに耽ふけっていたミーナが顔を上げると、そこには坂本と、重そうな段ボール箱を抱かかえた宮藤芳佳の姿があった。

　段ボール箱には、資料らしきものが無雑作に突っ込まれている。

「よいしょっと」

　段ボール箱を抱え直す芳佳。

「悪いな、便利に使って」

　と、坂本。

　ひとりで運べない量の資料ではない。

　だが、昨夜のことがあり、坂本としても、ミーナと二人きりで会うのは何となく気まずかったのだ。

「いえ、このくらい、へっちゃらです！」

　よたよたと、あまりへっちゃらではない足取りの芳佳は、執務机の傍かたわらに段ボール箱を置いた。

「データだ」

　坂本はその箱から資料の束を取り出しながら、ミーナに告げる。

「この前出たネウロイのな」

　坂本は報告書やレーダー記録を広げ、分ぶん析せき結果の解かい釈しやくを始める。

　まるで、昨夜の一件などなかったかのよう。

　というより、敢あえて無視するように。

「８月16日と18日に出現したネウロイだが、奴やつの出現した時に、各地で謎なぞの電波が傍ぼう受じゆされている。周波数こそ違うが、サーニャの唄うたっていた声の波形ときわめてよく似ている」

「……ええ」

　うなずくミーナ。

　やや離はなれた位置に立つ芳佳は、歌という言葉にハッとなる。

（あれって、やっぱり歌だったんだ）

　芳佳は夜間専従班として、サーニャ、エイラとともにこのネウロイと戦った。

　目的は分からないが、芳佳はその時確かに、ネウロイがサーニャの真似まねをして唄っているように感じていたのである。

「あのネウロイは、サーニャの行動を再現していたと見て間ま違ちがいなさそうだな」

「ええ……」

　先ほどからミーナの反応は鈍にぶい。

　指揮官としてこれでは良くないと分かっていても、それらしく振ふる舞まうことなど今のミーナにはできない。

「分析の規模をもっと広げよう。しばらくは忙いそがしくなるぞ」

「そうね……」

「バルクホルンやハルトマンにも、今のうちに知らせておきたいな。二人をここに……」

　と、坂本がバルクホルンたちを呼ぼうとしたその時。

「あの」

　芳佳が口を挟はさんだ。

「バルクホルンさんたちなら今日は非番です。夜明け前に出て行きましたよ」

「どこへ？」

「ロンドンです」

「ロンドン？」

　坂本は眉まゆをひそめた。

「意識不明だった妹さんが、目を覚ましたって……」

　そう話す芳佳の顔から、笑えみがこぼれる。

「バルクホルンさん、慌あわててストライカーを履はいて出て行こうとするのを、みんなで止めたんですよ。いつもはあんなに冷静な人なのに」

「無理もないわ。バルクホルンにとって、妹は戦う理由そのものだもの」

　ミーナは芳佳から視線をそらした。

　芳佳の屈くつ託たくのない笑顔は、ミーナにとって眩まぶし過ぎるのだ。

「誰だれだって自分にとって大切な……守りたいものがあるから、勇気を振ふり絞しぼって戦えるのよ」

「は、はい」

　普ふ段だんと違うミーナの寂さびしそうな横顔。

　それでも、頷うなずくことしかできない芳佳だった。
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　同じ頃ころ。

　キューベルワーゲンを飛ばして病院に乗り込んだバルクホルンは……。

　ドタン、バタバタ！

　進路上のすべてを弾はじき飛ばすようにして、妹クリスの病室に飛び込んでいた。

「病室ですよ。お静かに」

　シーツを取り替かえていたナースが、非難の視線を向ける。

「あ、ああ」

　ナースの厳しい視線に、バルクホルンはシュンとなった。

「すみません。急いでいたもので」

　と、平身低頭のバルクホルンの耳に聞こえてきたのは、鈴すずの音のような笑い声だった。

「クリス？」

　振り向くと、そこにはベッドの上で身体からだを起こした少女の姿がある。

（これは夢？）

　おそるおそるベッドに近づくバルクホルン。

（夢なら……覚めないで）

　クリスはそんな姉に向かって、両手を差し出した。

　そっとそのか細い身体を抱だきしめてやると、確かな温ぬくもりが伝わってくる。

（……夢じゃない！）

　バルクホルンは、妹のすべてを感じ取ろうとするかのように、ギュッと両手に力を込めた。

　姉し妹まいの様子を微笑ほほえましげに見つめる、ハルトマンとナース。

「お姉ちゃん、私がいなくて大だい丈じよう夫ぶだった？」

　ほんの少し身体を離し、クリスは尋たずねた。

「何を言う。大丈夫に決まっているだろう。私を誰だと……」

「あ～、もう全っ然ダメダメ。こないだまではひどいもんだったよ。やけっぱちになって、無茶な戦い方ばっかりしてさぁ～」

　ベッド脇わきの椅い子すによっこらしょっと腰こしを下ろしたハルトマンが、肩かたをすくめる。

「お姉ちゃん？」

「お、お前！　今日は見み舞まいに来たんだぞ！　そういうことは……」

　両手を振り上げてハルトマンを黙だまらせようとするバルクホルン。

「だって、本当じゃん」

　もちろん、それくらいで口を閉とざすハルトマンではない。

　このところのバルクホルンの面おも白しろ行状について、しっかりばらすつもりである。

「ないない！　そんなことはないぞ！　私はいつだって、冷っ・静っ・だっ！」

　ムキになればなるほど冷静さから遠ざかっていることに、バルクホルン自身は気がついていない。

「お姉ちゃん……なんか、楽しそう」
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　身を乗り出す姉の姿を見て、クリスは吹ふき出す。

「ん……そうか？」

　そう言えば、いつの間に自分はこんなに明るくなったのだろう？

　バルクホルンはふと、不思議に思う。

「それは宮藤のおかげだな」

　と、背もたれに腕うでをかけたハルトマン。

「みやふじ……さん？」

「うん。こないだ入った新人でね」

「お前に少し、似ていてな」

　バルクホルンはベッドに座りながら、首を傾かしげるクリスに説明した。

「私に？」

　クリスの顔がパッと輝かがやく。

「わあ……会ってみたいなあ」

「そうか。じゃあ、今度来てもらおう」

「ほんと？　お友だちになってくれるかな？」

「かなりの変わり者だけど、いい奴やつだ。きっといい友だちになれるさ」

　笑いながら頷くバルクホルンは、こう付け足すことも忘れない。

「あ、似てるといっても、当然、お前の方がずっと美人だからな」

「姉バカだねえ」

　カールスラント時代と変わらぬバルクホルンの溺でき愛あいぶりに、やってられないという表情のハルトマンだった。




「何だ、これ？」

　面会時間が終わり、ワーゲンのところまでバルクホルンたちが戻もどると、ワイパーに手紙が挟はさまっていた。

　封ふう蠟ろうをした封ふう筒とうに収まっているので、反則切きつ符ぷではなさそうだ。

　興味がないので、ハルトマンはすぐにバルクホルンに渡わたす。

「何でこんなものが？」

　宛あて名な書がきを見たバルクホルンの眉み間けんに、ほんの少ししわが寄る。

「どったの？」

　と、自分でも確かく認にんするハルトマン。

「ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ殿どの？」

「ミーナ宛？」

　バルクホルンの表情はいつの間にか、姉バカから、優ゆう秀しゆうなカールスラント軍人のそれへと戻っていた。
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　一方。

「あ……坂本少しよう佐さ」

　基地内居住区の廊ろう下か。

　前をゆく坂本の後ろ姿を見たペリーヌは、反射的に身を隠かくしていた。

「！　私ったら、何をコソコソと……」

　別に隠れる理由などないことに気がついたペリーヌは、坂本の後を追う。

「堂々とすればいいんですわ、堂々と！　少し前までは私が坂本少佐の隣となりに居るなんて、当たり前のことでしたのに」

　坂本に追いつこうと速まる歩調。

「いつから私は物もの陰かげからコソコソと盗ぬすみ見るような真似まねばかりするようになったんでして？　そうよ。宮藤さんですわ。あのちんちくりんの豆まめ狸だぬきが現れてからというものっ!!」

　自問自答しているうちに、勇気だか怒いかりだか分からない何かが、ペリーヌの（あまり大きくない）胸の中に湧わき起こった。

「あの、坂本少佐。今度、私に左捻ひねり込みを教えていただくという約束を……」

　ペリーヌは思い切って、坂本の背中に声をかける。

　しかし。

　カチャリ。

「ん？」

　一いつ瞬しゆん、遅おそかった。

　ペリーヌに気がつかず、坂本は誰だれかの部屋へと入ってしまう。

「へっ！」

　慌あわててその扉とびらの前にゆくペリーヌ。

「ここは宮藤さんの!?　どういうことですの!?　坂本少佐が、何故なぜあのちんちくりんの部屋に!?」

　まさか？

　まさか、まさか、まさか、まさか!?

　ペリーヌの脳内を、悩なやましい妄もう想そうが超ちよう音速で駆かけ巡めぐった。




　その頃ころ、扉一枚向こうでは。

「あの……お話って？」

　芳佳はさっき別れたばかりの坂本の訪問に、ほんの少し戸と惑まどいを覚えていた。

「ん。楽にしろ、自分の部屋だろ？」

　ミーナとの一件からあまり調子の出ない坂本は、楽にしろと言いながらも珍めずらしく自分の方が居い心地ごこちが悪そうだ。

「はい」

　それでも、言われた通りにする芳佳。

「んんっん……よくやった！」

　咳せき払ばらいをしてから、坂本は告げる。

「は？」

「昨日の戦いだ。初戦果だったろ？」

　あまり誉ほめるのは得意でないことは、自分でもよく分かっている。

（やれやれ、こういうことはミーナの方が上手うまいな）

　坂本は自分の不器用さに、内心呆あきれる。

「あ」

　芳佳はようやく、誉められたのだということに気がついた。

「はい！」

　パッと顔を輝かがやかせる芳佳。

「でも、これもみんな、坂本さんが鍛きたえてくれたおかげです。これからもいっぱい、いろんなこと教えて下さい！　よろしくお願いします！」

「あ、ああ」

　素す直なおにお辞じ儀ぎされて、少し反応にまごつく坂本。

　しかし。

（……そうだな、こういう奴やつだ）

　真っ直すぐな言葉には、真っ直ぐ反応する。

　それが、自分の知ってる宮藤ではないか？

　ついさっきまで頭の中でモヤモヤしていたものが、一瞬で吹ふき飛んだような感じを坂本は覚える。

「あっはははははは！」

　ほんの一言、感じたことを伝えるだけ。

　たったそれだけのことに、構えてしまっていた自分が実に愚おろかに思えてきて、坂本は大笑いした。

「よく言ったぞ、宮藤！　確かにお前はまだまだ尻しりの青いヒヨッコだ。初戦果など序の口に過ぎん。これからはよりいっそうビシビシしごいてやらねばならんな！」

　ビシビシ。

　しごく。

　芳佳の表情がズ～ンと暗くなる。

「そうだ！　では、さっそく明日から訓練メニューを三倍に増やそう！」

「うえ～！」

「何だ、その顔は？」

「い、いえ、頑がん張ばります！」

「そうだ！　それでこそ、扶桑の撫子なでしこだ！　ははははは！」




「……な、なんてうらやましい」

　扉に耳をピッタリくっつけ、盗ぬすみ聞きをしていたペリーヌは嫉しつ妬とに身を焦こがしていた。

「あの～？」

　そのペリーヌの背中で、何か、邪じや魔ましちゃ悪いな～という感じの声。

「ひっ！」

　焦あせったペリーヌが扉で身体からだを支える姿勢で振ふり返ると、そこにはリーネの姿があった。

「ど、ど、ど、どういたしましたの、リーネさん？」

　と、その時。

　カチャ。

　折悪あしく、扉とびらが坂本の手によって開かれた。

「！」

　扉に体重をかけていたペリーヌは、そのまま芳佳の部屋の中に倒たおれ込みそうになり、無理に体勢を立て直そうとしたものだから……。

　ベチャ！

　もろに顔を床ゆかに打ちつけた。

「ペリーヌ、リーネ？」

「お前たち何やってんだ？」

「えっと、あの……ペリーヌさんが」

「がるるるっ！」

「ひっ！」

　説明しようとしたところをペリーヌに唸うなられ、身をすくませるリーネ。

「わ、どうしたの、ペリーヌさん？　おでこ、真っ赤だよ？」

　芳佳は熱を見ようとペリーヌの額に手を当てた。

「！　な、何なさいまして！　何でもありませんわ！」

　額どころか、ペリーヌの顔全体が真っ赤になる。

「ちょっと熱っぽくない？」

「ほ、ほ、ほっといてちょうだい！」

「さあさあ、訓練の時間だぞ、お前たち」

　坂本はパンパンと手を打ち鳴らした。

「そうだ！　それで芳佳ちゃんを呼びに来たんだったっけ」

　ハッと思い出すリーネ。

「……ならさっさと準備にかかれ！」

「はい！」

　罵ば声せいを飛ばされた三人は、脱だつ兎とのごとくハンガーに向かった。
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　……で、訓練開始。

　今日はペリーヌと芳佳、ルッキーニとシャーリーがロッテ、２機編隊を組んでの模も擬ぎ戦である。

　ジャッジはリーネ。

　緑濃こい丘きゆう陵りよう地ち帯たいを飛行しながら、まだ息の合っていないペリーヌ・宮藤組はたちまち背後につかれる。

「宮藤さん、後ろを取られてましてよ！」

「う、うん！」

　左右に入れ替かわりながら振り切ろうとする芳佳とペリーヌ。

「にっひひっ～ん、いっただき～っ！」

　ルッキーニはほくそ笑えみ、模擬戦用のペイント弾だんを込めた銃じゆうの照準を芳佳に合わせる。

　だが。

「!?」

　一いつ瞬しゆん後。

　芳佳の身体が視界から消えた。

　旋せん回かいしつつ上じよう昇しようした芳佳は、シャーリー・ルッキーニ組の背後に回り込むとトリガーを絞しぼる。

「あの技わざは!!」

　驚おどろくペリーヌ。

　ペイント弾がシャーリーとルッキーニのストライカーを赤く染めた。

「ああ～ん！」

「うおっ！」

　してやられた、という表情の二人。

　ピピーッ！

　青空にリーネのホイッスルが鳴り響ひびく。

「ペリーヌ・宮藤ペアの勝ち！」

　リーネは宣言した。

「すごいよ、芳佳ちゃん！」

「やられた～！」

　悔くやしがるルッキーニ。

「おっかし～な。絶対、後ろについてたはずだったのに～」

「だいぶ成長したなあ、宮藤」

　接近してきたシャーリーは賞賛を隠かくさない。

「え、そうですか？」

　と、芳佳が表情を崩くずしかけたその時。

「どれどれ～？」

「ひゃあ！」

「どれどれ～？」

　背後から忍しのび寄ったルッキーニが芳佳の限りなく平へい坦たんな胸を揉もみしだいた。

「な、何するの～っ!?」

　何するも何も、胸を揉んでいるのである。

「ざんね～ん！　こっちはちっとも変わりな～し！」

　ルッキーニはジャッジを下す。

「ん、見りゃ分かる」

　この判定には、シャーリーも不服はない。

「も～！　こら～っ！」

「でも、腕うでを上げたのは確かだ」

　シャーリーは微笑ほほえみかける。

「本当ですか!?」

「うん！　でも高々度だったら、こうはいかなかったけどね～！　にひひひ！」

「私たち、案外いいペアなのかも知れないね」

　少し離はなれた位置を飛ぶペリーヌを振ふり返る芳佳。

「ご冗じよう談だんを！　まっぴらごめん被こうむりますわ！」

　ペリーヌはプイッと横を向いた。
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「すごいね、芳佳ちゃん。この前入隊したばっかりなのに、もう一人前のウィッチみたい」

　訓練後の浴場で。

　シャワーを浴びるリーネは、芳佳に話しかけていた。

「へへ、そうかな」

　芳佳もまんざらではない表情だ。

「でも、バルクホルンさんにはまだまだだ～って言われちゃいそう」

「私なんて、もっとまだまだだよ」

　背せ伸のびをしたリーネの豊満な胸が大きく揺ゆれた。

「うらやましいな～」

「わ、私はリーネちゃんのこと、すごいと思うけどなあ」

「え～？　どこが？」

「どこがって……」

　芳佳の視線は、犯罪的なリーネの巨きよ乳にゆうに向かう。

　空戦技術はともかく、こちらの方は数万年かけてもシャーリーとリーネに追いつきそうになかった。




「宮藤さん、いつの間にあんな大技、覚えたんですの？」

　さっぱりした顔で風ふ呂ろから上がると、そこには下着姿のペリーヌが待っていた。

「あれ？　ペリーヌさん、いたんですか？」

　悪気はないのだが、芳佳、結構失礼である。

「ずっといましてよ！　左捻ひねり込みは坂本少しよう佐さの得意技わざですのに、何故なぜ、あなたが!?」

　ペリーヌの肩かたは、ワナワナと震ふるえる。

「え？　私はただ、見ててこんな感じかなって……」

「噓うそおっしゃい！　あんな高等テクニック、見よう見まねでできたら苦労しませんわ！　内ない緒しよで坂本少佐に教えてもらったんでしょう！　卑ひ怯きようですわよ！」

「そんな！　噓なんか言ってません！」

「あくまでしらばっくれますのね。いい度胸ですこと」

　開き直るのか、この悪党め、とでも言いたげな顔。

「そんなこと言われても」

「宮藤さん！」

「は、はい」

「私、あなたに決けつ闘とうを申し込みましてよ！」

　ペリーヌはビシッと指を突つきつける。

「け、決闘～っ!!」

　芳佳の目は、どんぐりよりも丸くなった。
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　その頃ころ。

「悪いが、中身は勝手に見させてもらった」

　バルクホルンはハルトマンを連れて、ミーナの執しつ務む室を訪おとずれていた。

　机の上に置いたのは、あの、謎なぞの手紙である。

「『深入りは禁物。これ以上知りすぎるな』。これはどういうことだ？」

「興味あるね」

　うんうんとうなずくハルトマン。

「やましいことなど、何もしていない。だろ、ミーナ？」

　心ここにあらず、といった様子のミーナに代わって、坂本が答える。

「え？　……ええ」

　ミーナは柔にゆう和わな笑顔を作った。

「そうよ。私たちはただ、ネウロイのことを調べていただけで」

「それでどうしてこんなものが届く!?」

　バルクホルンは苛いら立だたしげに身を乗り出す。

「差出人に、心当たりは？」

　頭の後ろで腕うでを組んだハルトマンは尋たずねた。

「ありすぎて困るくらいだ」

　と、坂本。

「そうね。私たちのことを疎うとましく思う連中は、軍の中にいくらでもいるはずだから……」

　ふと、ミーナは困った表情になる。

「が、こんな品のない真似まねをする奴やつの見当はつく」

　坂本は答えた。

「おそらく、あの男は、この戦いの核かく心しんに触ふれる何かをすでに握にぎっている。私たちはそれに触れたんだろう」

「あの男って？」

　バルクホルンは坂本を見る。

「トレヴァー・マロニー……。空軍大将さ」
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「そっちじゃなくてよ」

　模も擬ぎ戦用の銃じゆうに手を伸のばした芳佳に、ペリーヌは声をかけた。

「でも、それは」

　すでにストライカーを身につけたペリーヌの発進ユニットから出てきたのは、本物の、もちろん、実じつ弾だんの発射が可能なものだ。

「私たち、これから決闘するんですのよ」

「そんな……私、嫌いやです！　本物の銃を人に向けるなんて」

「まさか。本当に撃うつはずありませんでしょ？」

　ペリーヌは小こ馬ば鹿かにするような表情で芳佳を見る。

「気分ですわよ、気分」

　誇ほこり高いガリア貴族のペリーヌにとって、これはただ、己おのれのプライドのみを懸かけた決闘である。

　芳佳を傷つける心算はない。

　そもそも、そんなことをしたら、坂本に嫌きらわれるではないか？

「だからって嫌です。私、そんなことをするためにウィッチーズに入ったんじゃありません」

　芳佳はムキになって言い返した。

「まったく……」

　ペリーヌは呆あきれながらも、こうした芳佳の真っ直すぐなところが嫌いでない自分に気がつき、ため息をつく。

（本当に嫌いになれたら、どんなに楽か……）

「入隊の時も、あなたそんなお馬鹿なこと言ってましたわね。言ってるでしょう、形だけですから」

「……」

　芳佳はまだ納なつ得とくがいかない表情ではあったが、しぶしぶ、実戦用の99式２号２型改13mm機関銃じゆうを手に取った。




「宮藤さん、聞こえて？」

　決けつ闘とうの舞ぶ台たいは先ほどと同じ、基地周辺の丘きゆう陵りよう地ち帯たい。

　二人は正面から接近しつつあった。

「10秒以上、後ろを取った方の勝ち。それだけよ。だったらいいでしょう？」

「……」

　芳佳はもう一度、銃を確かめる。

「安全装置は……うん、かかってる」

　一いつ瞬しゆん後、二人は低高度の至近距きよ離りですれ違ちがった。

　ターンしたほんのわずかの間、ペリーヌは芳佳を見失う。

「いた！」

　２時方向。

　今なら背後を取れるか？

「！」

　だが、すぐに芳佳も気がつき、ペリーヌを振ふり切ろうとする。

「まったくもう！」

　翻ほん弄ろうされるペリーヌ。

「ちょこまかちょこまかとっ！」

　と、その時。

　ウウウウ～ッ！

　サイレンが鳴り響ひびいた。

「警報よ！」

「ネウロイが出たの!?」

　芳佳とペリーヌは決闘を休止し、基地方向を振り返った。
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「グリッド東23地区。単機よ。ロンドンに向かうコースを……」

『中ちゆう佐さ！　ペリーヌです』

　出しゆつ撃げきする各員に管かん制せい塔とうから指示を出していたミーナの元に、ペリーヌからの通信が入った。

『私と宮藤さんは、その、訓練で飛んでいたところです。このまま先行して……』

「何ですって!?　そんな予定は聞いていないわよ。……はっ！」

　詰きつ問もんしようとするミーナの背後で、坂本がエレベーターへと向かう。

「あなたたちはそこで待機していなさい。いいわね！」

　取り敢あえずの指示を出し、ミーナは坂本を追った。

「美緒！」




　　＊　＊　＊




「ペリーヌさん！」

「聞いての通りよ。みんなが来るまでここに……」

　管制塔との通信を終えたペリーヌは芳佳に告げる。

　だが。

「私、先に行ってます！」

　芳佳は速度を上げた。

「へっ！」

「ここで待ってたら逃にげられちゃいます！」

「ちょっと！　命令違い反はんよ！　戻もどりなさい！」

「心配しないで下さい！　私にだって、足止めぐらいはできますから！」

「ちょっ、調子に乗るのもいい加減にしなさい！　こら～っ！」

　留とどまるべきか、追うべきか？

　逡しゆん巡じゆんしている間に、芳佳の姿は遥はるか遠くなっていた。




　　＊　＊　＊




「美緒！」

　ミーナがエレベーターの前で追いつくと、坂本はゆっくりと振り返った。

「……」

「やっぱり飛ぶのね？」

　ミーナは尋たずねた。

「見たのよ。この前の戦いの時、あなたのシールドは機能していなかった」

「自分でも気づいている」

　坂本は苦く笑しようを浮うかべる。

「私ももう二十歳はたちだ。魔法力のピークはとっくに過ぎた。日ひ頃ごろの訓練もウィッチの宿命からは逃のがれられなかったようだ」

「だったら何故なぜ？」

「私の戦士としての寿じゆ命みようは限界を迎むかえている。だが、それでも私は飛ばなくてはならないんだ」

「宮藤さんのこと？　でも、あの子だって直に一人前になるわ。あなたはもう十分……」

「私はあいつがもっと……もっと高く飛べると信じている。そしていつか、みんなの後ろではなく、前を飛ぶあいつの姿を見てみたいんだ」

　そう。

　私が飛び続けるのは、宮藤芳佳がいつか自分を超こえたウィッチになると信じているから。

　それだけのことなのだ。

「心配するな。それを見とどけるまで、私は……」

「美緒」

　エレベーターの扉とびらが、微笑ほほえむ坂本の背中で静かに開いた。




　　＊　＊　＊




「どこだろう？　だいぶ、近づいてるはずなんだけど……」

　芳佳はグリッド東23地区に到とう達たつしていた。

　ネウロイらしい機き影えいは周囲にはない。

　もう少し高度を上げてみようか、と思ったその時だった。

「見つけた！」

　水平線上に赤い光。

「あれ？」

　近づいていった芳佳は、雲の上をゆくネウロイの姿にかすかな違和感を覚えた。

　全長１ｍほど。

　今まで見た中で最小の機体だ。

「……ちっさいけど、ネウロイには違ちがいないよね。これなら、私ひとりでもやっつけられるかも……」

　と、思った瞬しゆん間かんだった。

「あっ！」

　ネウロイは芳佳を振ふり切るように速度を上げたかと思うと、追いすがろうとした芳佳との距きよ離りを一気に詰つめ、まわりをグルグル回り始めたのだ。

「!?」

　戸と惑まどう芳佳は、それでも機関銃のトリガーを引こうとしたが……。

　カチリ！

　カチ、カチ！

「！」

　銃弾は発射されない。

「あ！　安全装置が！」

　芳佳の銃は、ペリーヌとの決けつ闘とうの時のまま、セーフティを解除していなかった。

　急いで安全装置を切り替かえる芳佳。

「よし！」

　その間、ネウロイからの攻こう撃げきがなかったことに気がつく余よ裕ゆうはない。

　やっと臨戦態勢に入り、ネウロイの姿を探すと。

「！」

　ネウロイは芳佳のすぐ真横を並ぶように飛んでいた。

「え～!?」

　それも、芳佳とそっくりの、人間の形をとって。

「ネウロイが……人の形に……!?」




　　＊　＊　＊




「では、宮藤はひとりで向かったんだな」

　シャーリーやバルクホルンたちとともにペリーヌと合流した坂本は、経けい緯いを確かく認にんすると、厳しい表情になった。

「すみません。元はといえば私が……」

　と、ペリーヌ。

「その件はネウロイを落としてからだ」

「はい」

「余計な気を起こすんじゃないぞ、宮藤」

　坂本はそう念じながら、急ぎ、宮藤の後を追った。




　　＊　＊　＊




（この前戦ったネウロイは、サーニャちゃんの歌を唄うたってた……。もしかしたら、私たちの真似まねをしてるの？）

　人型のネウロイと対たい峙じしながら、芳佳は考えていた。

（もしかしたら……）

　もしかしたら、ネウロイと私たちって、そんなに違わないんじゃ？

（もし）

　もしそうなら、分かり合えるんじゃ？

（そうだとしたら）

　そうだとしたら、戦いは……なくなる。

「！」

　漆しつ黒こくの人型ネウロイはダンスを踊おどるように、芳佳のまわりを回る。

「……まるでウィッチみたい」

　ネウロイは両手を広げたまま、す～っと芳佳との距離を縮めようとする。

「えっ？　ちょっ！　ちょっと待って～っ！」

　慌あわてて両手を前に出し、目を閉じる芳佳。

「……あれ？」

　ネウロイは１、２ｍほどの間をとって、停止した。

「あの……初めまして。あなたは誰だれなの？　……って、ネウロイだよね。それは分かってるんだけど」

　並へい行こうして飛びながら、芳佳はネウロイに話しかける。

　自分が何をしているのか？

　何をしたいのか？

　芳佳には分からなかった。




　　＊　＊　＊




「宮藤さんがネウロイと接せつ触しよくしたのは間ま違ちがいないわ」

　管かん制せい塔とうのミーナは、サーニャの魔ま導どう針しんの探査の結果を坂本たちに伝えていた。

「でも、そこから先はサーニャさんにも分からないって」

「すみません」

　申し訳なさそうな顔のサーニャ。

「あいつ、まさか捕つかまったんじゃ!?」

　と、エイラ。

　二人ともまだ寝ね起おきで下着姿である。




「どういうことだ？　離はなれるようには言えないのか!?」

　芳佳とネウロイがいる場所を目指しながら、そう訴うつたえる坂本の声に焦あせりが滲にじむ。

「こっちから呼びかけているが、通じないんだ」

『こちらも駄だ目め。ネウロイが何か、ジャミングのようなものを仕し掛かけているのかも』

「宮藤……」

　もし、今朝、芳佳を誉ほめたことが、独断専行させる結果を招いたのだとしたら……。

　坂本の胸に苦い後こう悔かいが芽生え始めていた。




　　＊　＊　＊




「あ……」

　芳佳が手を伸のばすと、人型ネウロイはすっと退いた。

「え？」

　鏡像のように振ふる舞まったり、じゃれるように周囲を巡めぐったり。

　ネウロイの行動に敵意は感じられない。

「もしかして、私のこと、からかってるの？」

　芳佳はネウロイに触ふれようと追いかける。

「ねえ、待ってよお！　ねえってば！」

　もう少し。

　もう少しで何かが分かりそう。

「えい、やっ！　ほら！」

　こんなに楽しそうに、二人で飛べるなんて。

　敵であるはずの、ネウロイと。

「それっ！」

　自然と顔がほころぶ芳佳。

「あははははっ！」

　表情が読み取れる訳ではないが、ネウロイも楽しんでいるように芳佳には思えた。

「！」

　楽しんで……いる？

　芳佳はハッと思い出す。

「何で、私、笑ってるの？」

　目の前にいるのは……そう、敵のはずなのだ。

「ねえ」

　芳佳は呼びかけた。

「あなたたちは、本当に私たちの敵なの？」

　言葉は返ってこない。

　だが、ネウロイは自分の胸の部分を開き、芳佳に見せた。

　そこには、コアが赤く輝かがやいていた。

[image: ]




　　＊　＊　＊




「まだ追いつかないのか、ミーナ!?」

　坂本たちはすでにグリッド東23地区に到とう達たつしていたが、芳佳の姿は発見できていなかった。

『それが……ネウロイはガリア方面に引き返しているわ。巣に戻もどるつもりじゃ……』

「奴やつら、まさか宮藤に罠わなを？」

　そう呟つぶやいたまさにその時。

　坂本は遥はるか前方に芳佳の気配を感じた。

　魔ま眼がんを使い神経を集中すると、見えてきたのはフワリと舞まう二人のウィッチ。

「宮藤の他ほかにウィッチがもうひとりいる。……いや、コアが見える。あれはネウロイだ！」

　坂本はバルクホルンたちに指示を出すのも忘れ、単機先行した。




　芳佳は手を伸ばし、コアに触れようとしていた。

（あなたは私に何を見せようとしてるの？）

　心の中で、芳佳は問いかける。

　芳佳は今、大きな謎なぞの答えに触れようとしているように感じていた。

　だが。

『何をしてる、宮藤っ！』

　インカムに飛び込んでくる声。

　芳佳がハッとして振ふり返ると、こちらに向かって全速力で突つっ込んでくる坂本の姿が見えた。

「あ、坂本さん!?」

「撃うて！」

　坂本は叫さけぶ。

「撃つんだ、宮藤～っ！」

「違ちがうんです、このネウロイは！」

　何とか説明しようとする芳佳。

「何してる!?　いいから撃て！」

　ここまでの経過を知らない坂本は聞く耳を持たない。

「駄だ目めです！　待って下さい！」

　ネウロイを背に、芳佳は両手を広げて坂本を制止しようとする。

「惑まどわされるな！　そいつは人じゃない！」

「違うんです、そんなことじゃ！」

「撃たぬなら、退どけ！」

　99式２号２型改を構える坂本。

　人型ネウロイはコアを体内に戻すと、まるで芳佳を巻き込むことを避さけるように、ふっと上じよう昇しようした。

「おのれ！」

　坂本の機き関かん銃じゆうから、12・７mm×99弾だんが連射される。

　両りよう腕うでからビームを放って反はん撃げきするネウロイ。

　そして。

　ようやくバルクホルンたちが追いついたその時に、それは起こった。




「あっ！」

　坂本の張ったシールドを、赤いビームが貫かん通つうした。

　ビームは機関銃の弾倉を捉とらえ、誘ゆう爆ばくを引き起こす。

　ドウッ！

　黒こく煙えんを上げるストライカーが、落ちてゆく坂本の身体からだから離はなれてゆく。

　墜つい落らくする坂本を、芳佳とペリーヌが追う。

「坂本さん！」

「少しよう佐さ！」




「どうしたの!?　何が起きたの!?」

　緊きん迫ぱくした現場の声に、基地管かん制せい塔とうのミーナは問い質ただす。

『少佐が……ネウロイに撃たれて……』

『シールドは張ったのに……まさか!?』

　リーネとバルクホルンが、信じられないといった声で答えた。

「！」

　ギュッと閉じられたミーナの目から涙なみだが溢あふれ、頰ほおを流れ落ちる。

「バルクホルン大たい尉い……ネウロイを追いなさい」

『しかし、少佐が……』

「追って！　命令よ！」

　ミーナは絶ぜつ叫きようした。

『あ、ああ。……分かった！』

「……」

（私のせいよ。私が……）

　自責の念が胸を締しめ付ける。

「ミーナ中佐」

　サーニャがそっと声をかけるが、ミーナの耳にはとどかない。

「美緒……」

　そのか細い肩かたで、ずっと重責を担になってきたミーナ。

　だが今は、子供のように泣きじゃくることしかできなかった。







　第二章　CHAPTER2







　信じてほしい

　──または、後悔と決意




　重傷を負った坂本は、直ちに基地に搬はん送そうされた。

「少佐！　坂本少佐！」

　手術室前、ストレッチャーに乗せられた坂本に、ペリーヌは必死で声をかけ続けるが反応はない。

「私が、私がついています！　返事をして下さい、坂本少佐！」

　藁わらにもすがる思いで芳佳を見上げるペリーヌ。

「宮藤さん！」

「くっ！」

　ここに運ばれるまで、ずっと芳佳は治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけ続けている。

「はあ、はあ、はあ、はあ……」

　芳佳自身も限界ギリギリ。

　息がかなり上がっている。

「芳佳ちゃん、芳佳ちゃん！」

　見かねたリーネが坂本から芳佳を引き離す。

「さ、坂本さん……」

　それでも、治癒魔法をかけ続けようとする芳佳。

（坂本さん……坂本さん……坂本さん……坂本さん……坂本さん……坂本さん……）

　ふっと芳佳の意識が遠くなる。

「宮藤！」

　ずっと治癒魔法を使う芳佳を見守っていたバルクホルンが、倒たおれかけた身体を支える。

「芳佳ちゃん！」

　心配そうに見上げるリーネ。

「放して下さい！　放して！」

　バルクホルンの腕うでの中で、芳佳は身を捩よじった。

　と、そこに。

「落ち着きなさい、宮藤さん!!」

　凜りんとした声に振ふり返る芳佳たち。

　そこには、基地の嘱しよく託たく医であるイアン・ロフティングとナースのウィステリア・ピースを連れた、ミーナの姿があった。

「ミーナ……」

　ロフティング医師とウィステリアは、ストレッチャーを押して手術室へ。

「少しよう佐さ！」

　ペリーヌは中まで追おうとするが、無情にも彼女の目の前で扉とびらは閉じられた。

「……」

　もう限界だった。

　魔法力の使い過ぎ。

　芳佳の視界はぼやけ、そして暗転する。

「宮藤！」

「芳佳ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ、芳佳ちゃん!?　芳佳ちゃん、芳佳ちゃん！」

　バルクホルンとリーネの声は、どこか、遠くから響ひびいてくるようだった。




　　＊　＊　＊




「……う、ううん」

　目を開けると、そこにはリーネの顔があった。

「大丈夫？」

　芳佳が意識を取り戻もどしたのを見て、微笑ほほえむリーネ。

「あ、あれ？」

　身体からだを起こすが、鉛なまりのように重い。

「芳佳ちゃん、良かった」

「ここは……？」

　どうやら自分の部屋のようだ。

（さっきまで、私、手術室の前に……！）

「坂本さんは!?　坂本さんはどうなったの！　リーネちゃん、教えて!!」

　芳佳はリーネの肩かたをつかんで尋たずねたが、無言のリーネの表情は、事態が決して好転していないことを物語っていた。




　　＊　＊　＊




　手術室の赤ランプが消えた。

「……あ」

　ペリーヌとともにベンチでずっと座って待っていたミーナは立ち上がり、開いた扉から姿を見せたロフティングに尋ねた。

「容態はどうですか？」

「まだ予断を許さない状態です」

「……！」

　ペリーヌはロフティングの脇わきをすり抜ぬけるようにして、手術室に駆かけ込んでいった。




　　＊　＊　＊




　夕暮れの病室には、無機質な心電計の音だけが響いていた。

　ペリーヌはずっと坂本に付き添そい、ベッドの傍かたわらで横顔を見つめている。

　髪かみを下ろし、眼帯を外した坂本は、まだあどけなさの残る少女である。

　カチャリ。

　扉の開く音。

　ペリーヌが顔を上げると、そこにはリーネと芳佳の姿があった。

「っ！」

　パチッ！

　ペリーヌは思わず芳佳に駆け寄り、その頰ほおに平手を見み舞まう。

「あなたのせいよ！」

「……あ」

　一いつ瞬しゆん、何が起きたか分からない表情の芳佳。

「何か言いなさいよ！　今までのうのうと寝ねていたんでしょ！」

「芳佳ちゃんは魔ま法ほう力を使い果たして……」

　リーネは懸けん命めいに取り成そうとする。

「あなたは黙だまっていなさい！」

　ペリーヌは声を張り上げた。

「黙れません！」

　いつもなら押し切られるところだが、リーネは一歩も引かなかった。

「芳佳ちゃんは全力で治ち療りようしていたんです！」

「そんなの、当たり前です！」

「……」

　芳佳は怒ど鳴なるペリーヌの横をすり抜ける。

「ちょっ！」

「芳佳ちゃん！」

　振ふり向くペリーヌとリーネ。

（坂本さん）

　芳佳はまわりのすべてが目に入らない様子で、再び治ち癒ゆ魔法をかけ始めた。




　　＊　＊　＊




　同じ頃ころ、食堂にはシャーリーとルッキーニ、エイラとサーニャが集まっていた。

「少しよう佐さ、大丈夫かな～？」

　と、珍めずらしく神しん妙みような表情のルッキーニ。

「今は待つしかないな。ま、いいからこれを食え！」

　シャーリーはテーブルに、どんと缶かんを置いた。

　スパム。

　リベリオンと扶桑の一部島とう嶼しよ地域（のみ）で人気の加工肉製品の缶かん詰づめだ。

「うえ～っ！　またこれ～!?」

　うんざり顔のルッキーニ。

「贅ぜい沢たく言うな！」

「……でも」

　サーニャは心配そうにシャーリーを見る。

「芳佳ちゃん、命令違い反はんして大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

「……あ」

　その横で、タロットカードを並べていたエイラが小さな声を上げた。

「どうしたの？」

「宮藤、占うらなってた」

　よせばいいのに……。

　と、思うシャーリーとルッキーニ。

「何て出たの!?」

　サーニャは期待を込めた目でエイラを見る。

「……死しに神がみ」

「縁えん起ぎでもない」

　全員、ガックリと肩かたを落とした。




　　＊　＊　＊




　同じ頃、執しつ務む室では。

　ミーナ、バルクホルン、ハルトマンの三人が今後の対応を検討していた。

「独断専行、命令違反、その結果上官を負傷させて、しかも敵を取り逃にがすとは、重罪だな」

　重々しい表情で口火を切ったのはバルクホルン。

「え、もしかして、軍法会議でバーン!?」

　隣となりに立つハルトマンは指で銃じゆうの格好を作る。

「そこまで言ってない！」

「そうだよね～。だったら、私なんて何度も死んでるよね～」

　律りち儀ぎに突つっ込むバルクホルンにそう返すハルトマン。

　だが、死という言葉にミーナは敏びん感かんに反応し、表情を硬かたくした。

「エーリカ、もうちょっと真しん剣けんにだな……」

「判断は坂本少佐が目覚めてからにします」

　さらに続けるバルクホルンを遮さえぎるようにミーナは言う。

「ほ～い」

　と、納なつ得とくしたのか、はたまた何も考えていないのか分からないハルトマン。

「甘いぞ、ミーナ」

　一方のバルクホルンはミーナに厳しい目を向ける。

　甘い、と言ったのは、厳しい処断を芳佳に下せ、という意味ではない。

　処分が遅おくれれば、その分司令部が、マロニー大将が口出ししてくる可能性が高くなることを指し摘てきしているのだ。

「……」

　だが、今のミーナには、自分が正しい判断を行なえる自信がない。

（隣に美緒がいないだけで、こんなに脆もろくなるものなの？）

　バルクホルンの視線をまともに見返すことのできないミーナだった。
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　夜になっても、芳佳は治ち癒ゆ魔法を坂本にかけ続けていた。

　その様子を隣でペリーヌがもどかしそうに見つめている。

「芳佳ちゃん、心しん拍ぱく数すうが!!」

　心電図をじっと見ていたリーネが異変に気がつき、芳佳たちに告げる。

「坂本さん！」

「少佐！」

　声をかける芳佳とペリーヌ。

「坂本さん！」

「しっかりして下さい！」

　だが、坂本は苦く悶もんの表情を浮うかべ、身体からだを小さく震ふるわせている。

「私、先生を呼んでくる！」

　病室を飛び出すリーネ。

「どうして……こんなに魔法をかけているのに……」

「神様……」

　ペリーヌには祈いのることしかできない。

「こんな時、お母さん、おばあちゃんがいてくれたら……」

（やっぱり私は駄だ目めなんだ。誰だれの役にも立てない。誰も助けることなんかできない……）

　ポロポロと涙なみだがこぼれ落ちる。

　だが。

「あなたがやらないでどうするの!!　お願い、少しよう佐さを助けて！　あなたにしかできないの！」

　そんな芳佳をきっと振ふり返ったペリーヌが叱しつ咤たした。

「宮藤芳佳！」

「……私だけ？」

　ハッと顔を上げた芳佳はもう一度坂本を見る。

「……そうだ。私にしかできないんだ。私しか！」

「そうよ」

　ペリーヌはうなずいた。

「落ち着いて……集中して……」

　芳佳の治癒魔法の青い光が大きく、明るく輝かがやき始めた。
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「もう大だい丈じよう夫ぶです。この子の魔法のおかげですよ」

　駆かけつけたロフティング医師は、奇き跡せき的な回復に驚おどろきながらも、同じく容態の悪化を聞いて飛んできたミーナに告げた。

　安らかな寝ね息いきを立てている坂本のベッドの左右には、突つっ伏ぷして眠ねむる芳佳とペリーヌの姿がある。

「美緒」

「……」

　ミーナが声をかけると、坂本はうっすらと目を開いた。

　見つめ合う二人。

「……それでも、飛ぶのね？」

　ミーナの問いに、坂本は優やさしげな視線で答える。

　長い夜が、明けようとしていた。
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「……ん」

　少しして。

　窓から差し込む明るい陽ひ射ざしに、芳佳は目を覚ました。

　目の前には、身体を起こして自分を見ている坂本が。

「あ……あ……さか……！」

「しっ……」

　と言われて、芳佳は自分の口を手でふさぐ。

　坂本が指さした先には、肩かたを寄せ合いベンチで眠る、ペリーヌとリーネの姿があった。

「良かった」

　坂本の様子を見て、思わず安あん堵どの表情になる芳佳。

「宮藤、顔色が悪いぞ」

　そんな芳佳を、坂本はからかう。

「え？」

「ふっ……ありがとう」

　二人はそのまま、朝日に輝く海を見る。

「……何故なぜ、撃うたなかった？」

　坂本は尋たずねた。

「え？」

「あの時、何故お前はネウロイを撃たなかった？」

「……撃てなかったんです」

「人の形だからか？」

　坂本は芳佳の手をとり、ぐっと引き寄せた。

「あれはお前を誘さそい込む罠わなだ」

「でも、私、あの時……何か感じたんです」

（どう言ったら分かってもらえるんだろ？）

　あの時の感覚を上手うまく説明できないことが、芳佳にはもどかしい。

「ネウロイは敵だ」

　そう告げる坂本の表情は反論を許さないものだった。

「……」

　芳佳はペリーヌたちが目を覚ます前に病室を出た。
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「宮藤軍ぐん曹そう。あなたは独断専行の上、上官命令を無視。これは重大な軍規違い反はんです」

「はい」

　芳佳はバルクホルンとハルトマンに伴ともなわれ、ミーナの執しつ務む室にいた。

「この部隊における唯ゆい一いつの司法執行官として質問します。あなたは、軍法会議の開かい催さいを望みますか？」

　淡たん々たんとした口調で進めるミーナ。

「……あ、あの」

「返答がないので、軍法会議の開催は望まないと判断しました」

　脅きよう迫はく状の一件を考えれば、この事件もすでにマロニーの耳に入っていると考えて間ま違ちがいないだろう。

　ことは芳佳の命にかかわる問題。

　ミーナは性急にならざるを得ない。

「……」

「今回の命令違反に対し、勤務、食事、衛生上やむを得ぬ場合を除き、明日から10日間の実質禁きん錮こを命じます。異議は？」

「あの、私、ネウロイと……」

「改めて聞きます。異議は？」

「聞いて下さい！」

　芳佳にしてみれば、聞いて欲しいことがたくさんあった。

　あのネウロイとの出で逢あい。

　こちらが撃たなかったら、ネウロイも攻こう撃げきしてこなかったこと。

　何かを伝えようとしていたのではないかということ。

　分かり合えるかもしれない可能性。

　だが。

「異議は!?」

　バンッ！

　クリップボードが机に叩たたきつけられた。

　ミーナの方も、芳佳を守るために必死なのだ。

　ただお互たがい、気持ちがすれ違っていることに気がついていない。

「……ありません」

　芳佳は、そう答えるしかなかった。
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「芳佳ちゃん」

　執務室を出ると、リーネが待っていた。

「坂本少しよう佐さ、もう大だい丈じよう夫ぶだって」

「うん……」

「よかったね」

「うん」

「ん？」

　力なく頷うなずくだけの芳佳の顔をリーネは覗のぞき込む。

「そうだ！　ね、芳佳ちゃん、お風ふ呂ろ行こうよ！　お風呂！」

「え？」

　唐とう突とつである。

「ね!?」

　リーネは芳佳の手をとって浴場へと向かう。

　自室禁錮中ももちろん風呂はＯＫだ。

「ほら、早く、早く！」

「ちょ、ちょっと待ってえ～っ！」

　いつもと違って積極的なリーネの姿に戸と惑まどう芳佳だった。
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「来ました～」

「あ、こっちこっち～！」

　手をつないで浴場に姿を見せた芳佳とリーネを、ルッキーニは手招きした。

「なあ～芳佳～」

　実は。

　このお風呂パーティを企き画かくしたのは、シャーリーだった。

（坂本少佐はあの状態だし、ミーナ中佐も今はいっぱいいっぱい。バルクホルン大たい尉いは宮藤が落ち込んでることに気がついているかも怪あやしいしなあ……）

　となると、芳佳のことを気にかけてやれるのは、自分だけだということになる。

（こういうのってさ、あたしの役回りじゃないんだけどなあ）

「自室禁錮だって!?　それで済んでよかったなぁ～！」

「ううう」

　シャーリーが芳佳の頭を抱かかえ込むと、ちょうど丸い胸が芳佳の目の前に来る。

「シャーリーなんか、５回も禁錮刑けい食くらってたもんね～」

　と、ルッキーニ。

「馬ば鹿か言え！　４回だ、４回！」

　シャーリーは半ばムキになって訂てい正せいした。

「私ぃ、６回っ！　わははははは！」

　ハルトマン、何やら自じ慢まんげである。

　ハルトマンもバルクホルンも、シャーリーのこの計画を聞いて、ミーナの執しつ務む室からダッシュで駆かけつけていた。

　あまり急いだものだから、バルクホルンにいたっては、髪かみも解ほどいていない。

　さり気なさを装よそおうのも、たいした苦労である。

「あははははは！」

　ハルトマンにつられて笑う、ルッキーニとリーネ。

「……みんな聞いて！」

　突とつ然ぜん、芳佳は湯船の中で立ち上がった。

「あの、私、ネウロイに今までと違ちがう何かを感じたの。もしかして、ネウロイと戦わずに済む方法があるのかも！」

「何を馬鹿なことを！」

　詰つめ寄ったのはバルクホルンだ。

「芳佳ちゃん！」

　リーネが制止しようとするが、芳佳は聞かない。

「でも、あの時はネウロイと分かり合えて」

「今まで奴やつらが何をしてきたのか知っているのか？　人に仇あだなすことばかりだ。お前はネウロイの味方なのか!!」

「今回のネウロイは、他ほかと違います！」

　さらに食ってかかる芳佳。

「貴様は違いが分かるほど戦ったのか!?」

「……」

　ネウロイとの意思疎そ通つうの可能性。

　それはこの戦争の意義を揺ゆるがす大問題である。

　バルクホルンと違い、芳佳にはそこまでの認にん識しきはない。

　ただ、直感に忠実なだけ。

　しかし、直感が往々にして転機や変革をもたらすことは、歴史が証明している。

「……ニャハハハハ！」

　二人の間の緊きん張ちようを削そぐように笑うハルトマン。

「人型が出たのは聞いたけど、だからってなぁ～」

「カウハバ基地のことか？　しょせん噂うわさじゃん」

　サーニャの髪を洗ってやっていたエイラが口を挟はさむ。

「……でも、この間の唄うたうネウロイは？」

　と、サーニャ。

「それが罠わなだったじゃないか～!!」

　エイラは反論する。

「……」

　サーニャ、ちょっとへこむ。

　芳佳も黙だまり込んでしまう。

　と、その時。

「っ！」

　つつつ～っ。

　細い指が、芳佳の背筋を這はった。

「芳佳～、元気出せよ～、うりゃ！」
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　続いて、左右のお尻しりをギュッと摑つかまれる感かん触しよく。

「きゃああああ！」

　犯人はルッキーニである。

「ダブルボンバー！」

　ルッキーニはさらに背中から手を回し、芳佳の胸に手をかけた。

　ムニムニッと揉ももうとするが、いかんせん、あれである。

「やめて～っ！」

「ルッキーニちゃん!!」

　リーネも止めようとするが、手を出すに出せない。

「少しは育ったか？」

　声をかけるエイラ。

「……ない」

　そのエイラの胸と自分の胸を比べ、サーニャはへこむ。

「やっぱりもの足んな～い！」

　残念そうなルッキーニが視線を巡めぐらせると、そこには格好の美乳が。

　持ち主はリーネである。

「な、なあに、ルッキーニちゃん？」

　嫌いやな予感。

「にや～り！」

　危険な色に輝かがやくルッキーニの瞳ひとみ。

「いやあ～！」

「ニャヒャヒャヒャ！」

　ルッキーニが飛びつこうとするのと、リーネが逃にげ出したのはほぼ同時だった。

「ああ～！」

「ウリャリャリャリャリャ！」

　浴よく槽そうの中でたちまち始まる追いかけっこ。

　だが、すぐにルッキーニの目は、さらに大物の胸、シャーリーの美巨きよ乳にゆうに移る。

「にゃ～ん、やっぱ、これだよね～」

　自分の頭ほどもあるシャーリーの胸に頰ほおをすり寄せるルッキーニ。

　シャーリーもなれたもので、ルッキーニの頭を撫なでてやる。

「楽しいのかなあ～」

　そんな二人の様子を見て、ハルトマンの中に疑問が生まれる。

「馬ば鹿かなだけだ」

　頭痛を覚えるバルクホルン。

「うりゃ！」

　ハルトマンは、試ためしにバルクホルンの胸を揉んでみることにした。

「うぎゃ！」

　いきなりの凶きよう行こうに、バルクホルンは飛び上がらんばかりに驚おどろく。

「な、何てことするんだ！」

「トゥルーデって、結構あるよね……」

　心地ここちよい重みと面おも白しろい反応を楽しむハルトマン。

「こ、こ、こんなもの、戦いに関係ない!!」

「こんなものって……」

「はははははっ！」

　大笑いする一同。

（……みんな、私のことを気き遣づかってくれて）

　自然と笑え顔がおが伝染する芳佳だが、ふっと頭をあのネウロイのことが過よぎる。

（……私が感じたことは、間ま違ちがってないと思う）

　このままではいけないという気持ちが、芳佳の中で次し第だいに大きくなっていた。
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（私は……何をやっているの？　こんなこと……美緒が一番望まないことじゃない！）

　執しつ務む室でひとりになると、ミーナの中に後こう悔かいが生まれていた。

（宮藤さんを傷つけた。美緒の代わりに、私が守ってあげなくてはいけないのに）

　初戦果を上げた後に、自分の実力を過大評価して痛い目を見る。

　起こった事実だけを見れば、それだけのこと。

　ほとんどのウィッチが辿たどる道だ。

　５０１の面々も、程度の差こそあれ、みんなそうした失敗は経験している。

　しかし、その失敗で今回負傷したのは坂本。

　そのことが、ミーナから日ひ頃ごろの冷静さを奪うばってしまっていたことは否定できない。

　やむを得ない処置ではあったことは、確かである。

　隊内処理ならば、芳佳の経歴に瑕きずはつかない。

　それに、事が大きくなり、軍法会議ということになれば、日頃からウィッチを快く思っていないマロニー空軍大将の息がかかった法務士官が送り込まれてくる可能性が高い。

　そうなれば、良くて本国送そう還かん。

　最悪の場合、死し刑けいもあり得たのだ。

　それでも。

　坂本がその場にいれば、もっと軽い処しよ罰ばつで済ませたことだろう。

　芳佳の言葉にまず耳を傾かたむけ、それから、厳重注意程度にとどめていたはずだ。

　自室禁きん錮こでは、他の隊員が慰なぐさめてやる時間さえ限られ、芳佳を追い詰つめてしまうかも知れない。

（美緒……あなたの存在はこんなに大きかったのよ）

　今回の犠ぎ牲せい者は二人。

　坂本と芳佳。

　そして、その芳佳を傷つけたのは、他ほかならぬ自分なのだ。

（私はまた……誰だれも守ることができなかった）

「こんな私が……隊長なんて……」

　ミーナは自分も芳佳と同じように傷ついていることに、気がついていなかった。
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　外はいつの間にか雨。

「いいな、宮藤軍曹。必要な時以外は外出禁止だ」

　施せ錠じようしながら、バルクホルンは扉とびらの外から声をかけた。

　浴場でのひと時の後。

　芳佳には禁錮が待っていた。

（どうして誰も……信じてくれないの）

　ひとりポツンとベッドの上、膝ひざを抱かかえる芳佳は考える。

（あれは間違い……。ううん、違う……よね……？）

　ゴロリと横になると、見えるのは暗い天てん井じようだけ。

「……私……どうしたらいいんだろう？」

　今のままじゃ、結局、みんなを納なつ得とくさせられない。

　……あのネウロイ。

　芳佳は思い出す。

　一いつ緒しよに楽しそうに空を舞まい、自分の弱点であるはずのコアをさらして見せたネウロイのことを。

「やっぱり……やっぱり、確かめたい」

　芳佳は決意した。

　もう一度、あのネウロイと会い、目的を確かめる。

　それしか方法を思いつかなかった。
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　一方。

「大体、少しよう佐さはあの子に甘すぎるんです」

　坂本の病室では、ペリーヌが滔とう々とうと弁じていた。

「今まで世界を守ろうと戦ってきたのは私たちです。なのに、あの子ったら、突とつ然ぜんやってきて、少佐に怪け我がまでさせて」

　坂本は少しばかり呆あきれた表情だ。

「少佐が無事だったから良かったものの……」

　ペリーヌはベッドの周囲を歩きながら続ける。

「確かにあの子は少佐のために頑がん張ばりました。全力で魔法を使って。でも」

「ペリーヌ」

　次し第だいに泣き声になってゆくペリーヌを坂本は制した。

「はい」

　怒おこられると思い、シュンとなってベッドの傍かたわらにひざまずくペリーヌ。

　その頭を坂本はそっと撫なでる。

「え？」

「ペリーヌも付きっ切りで看病してくれたそうだな」

　ペリーヌが見上げると、ウィッチーズ隊の少佐でも、戦う扶桑撫子なでしこでもなく、眼帯を外し、髪かみを下ろした、ただの坂本美緒の笑え顔がおがそこにはあった。

「本当に感謝している」

「少佐……」

「ありがとう」
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「芳佳ちゃ～ん！」

　格納庫のキャットウォーク。

　小走りでやってきたリーネはようやく芳佳に追いついていた。

「リーネちゃん!?」

「今度出て行ったら、禁錮処分じゃ済まないよ」

　驚おどろいて振ふり返る芳佳の前に立つリーネ。

「どうしても確かめたいの！」

　芳佳の意志は変わらない。

「……私、ネウロイのことは分からない。でもね！」

　泣き出しそうになりながらも、リーネはきっぱりと言った。

「芳佳ちゃんのことは分かるよ！　諦あきらめないところ、真っ直すぐなところ……だから、私も一緒に行く！」

「えっ！」

「すぐに支し度たくするから！」

「駄だ目め、リーネちゃん！」

　いったん部屋に戻もどろうとするリーネの背中に向かって、芳佳は叫さけぶ。

「……どうして……私じゃ駄目？」

　立ち止まるリーネ。

　その肩かたは小さく震ふるえている。

「違ちがうの。これは私ひとりでやるって決めたの。お願い」

　芳佳は訴うつたえた。

　もう誰だれも、自分のために傷つけさせない。

　それが、ひとりで出てゆく芳佳の決意だった。

「ごめんね」

「……」

　リーネは芳佳のところに駆かけ戻り、華きや奢しやな身体からだを抱だきしめた。

「早く帰ってきてね」

「うん」

「ずっと待ってるからね」

「うん」
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「宮藤さんが脱だつ走そうしたわ！」

　ブリーフィングルームに一同を集め、ミーナは報告した。

「脱走？」

「やるなあ……」

　ざわつく一同。

「あの馬ば鹿かが！」

　吐はき捨てるバルクホルン。

（まったくあいつと来たら！　クリスより強ごう情じようで、クリスより危なっかしくて、クリスより見境なしで……クリスと同じくらい真っ直ぐ、か……）

「これが司令部に知れたら厄やつ介かいだわ。急いで連れ戻すわよ」

　と、全員でハンガーに向かうようにミーナが指示を出そうとしたその時だった。

　ジリリリリン！

　司令部直通の赤電話がけたたましく鳴った。

「はい、５０１。……！　閣下！　はい……ですが、それは……いえ、了りよう解かいしました」

　受話器を置いたミーナは一同に告げた。

「司令部から、宮藤さんに対する撃げき墜つい命令が下ったわ」

　あまりにも迅じん速そくな、司令部の対応。

　以前からおぼろげながらに抱いていた、基地内にマロニーと通じている者がいるのではという疑念が、これで裏付けられた形である。

（予想していたうちでも……最悪の展開ね）

　だが、逆にそのことが、ミーナを冷静にさせた。

（宮藤さん……捕つかまえたら、トイレ掃そう除じ半年は覚かく悟ごしてもらうわよ）

　ミーナは小さく息をつくと、ブリーフィングを開始した。




「以上です」

　ブリーフィングは普ふ段だんよりも手短に済んだ。

　目的は芳佳の身み柄がらの迅速な確保、とハッキリしているからだ。

　待機はエイラとサーニャ。

　他ほかに……。

「あ、ペリーヌさんは少しよう佐さの看病をよろしくね」

「はい」

　ミーナに言われ、ペリーヌはちょっとほっとした様子で病室に向かう。

「お待ちなさい、リーネさん」

　元気のない顔でブリーフィングルームを後にしようとするリーネに、ミーナは声をかけた。

「はい」

　俯うつむき気味だった顔を上げるリーネ。

「あなたは残りなさい」

「えっ？」

「今日一日、宮藤さんの代わりに自室で謹きん慎しんしていなさい」

「はい！」

　この程度のことは、覚悟の上で芳佳を飛び立たせたのだ。

　リーネは素す直なおに命令に従う。

「……まったく、扶桑の魔女って」

　頑がん固こで真っ直すぐで……。

　今度こそ。

　宮藤さんを守って見せるわ、美緒。

　ミーナはそう決意し、ハンガーへと向かった。




　　＊　＊　＊




　その頃ころ。

「くしゅん！」

　坂本は不意に鼻がムズムズするのを感じ、くしゃみをした。

「大だい丈じよう夫ぶですか、坂本少佐」

　気き遣づかうペリーヌ。

「いや、何ともない」

「ほっ」

「そうか、宮藤が……」

　飛び立ってゆくウィッチたちを、窓から見上げる坂本。

「ええ。宮藤さんのおかげで、基地中大おお騒さわぎですわ」

「そうだなあ」

　坂本は、ペリーヌを振ふり返った。

「ペリーヌ、頼たのみがある。お前にしかできないことだ」

「は、はい」

　お前にしかできないこと。

　そう言われてポッと頰ほおが赤く染まるペリーヌだった。




　　＊　＊　＊




「そろそろこの間の場所……」

　芳佳はグリッド東23地区に再びやってきていた。

　すでに雨は上がり、空は晴れ渡わたっている。

　白い雲が浮うかぶ周囲を芳佳が見渡していると……。

「あっ！」

　目の前にこの前の人型ネウロイが現れた。

　ネウロイは芳佳の前で同じようにホバリングすると、ふっと背を向けて移動し始める。

「待って！」

　後を追う芳佳。

　その前方には、巨きよ大だいな渦うずのような雲がそびえていた。




「いた！　一いつ緒しよにいるよ！」

　最初に芳佳を発見したのはハルトマンだった。

「ネウロイ！」

　バルクホルンも気がつき、ネウロイに向けてＭＧ42を構える。

「奴やつが坂本少佐を！」

　だが。

「待って！」

　発はつ砲ぽうしようとするＷエースを制したのは、ミーナだった。

（確かに……あのネウロイの行動は宮藤さんの言う通り、普通と違ちがう）

　ほんの少し。

　ほんの少しだけ、様子を見ようという気になるミーナ。

「何故なぜだ！」

　バルクホルンは、そんなミーナをキッと振り返る。

　その時。

「何だ!?　あれは!?」

　と、声を上げたのはシャーリーだった。

　巨大な黒い雲の渦が、ミーナたちの眼前に迫せまってきていたのだ。

「ネウロイの巣よ」

　ミーナはゆっくりと回転する雲を見つめる。

「前にも見たことある。あそこから奴らは来るんだ！」

　ハルトマンは言った。

「あれを破は壊かいしようと、多くの仲間が攻こう撃げきした……。だが、誰だれひとり近づくことすらできなかった」

　バルクホルンは焦しよう土どと化した街や散っていった兵士たちのことを思い出し、グッとこぶしを握にぎりしめる。

「芳佳が中に入っていくよ！」

　ルッキーニが、人型ネウロイを追って巣に入ってゆく芳佳に気がついた。

「何だと！」

　まったく警けい戒かい心のない芳佳は、人型に案内されるかのように、ネウロイの巣に直下から侵しん入にゆうしてゆく。

「わ～、雲の廊ろう下かみたい」

　傍はたから見ると完全に場違いな感想を口にする芳佳は、黒い渦の中を上じよう昇しようしてゆく。

「……入っちゃった」

　呆ぼう然ぜんとするシャーリー。

「誰も入れなかったのに」

　ハルトマンも、自分の見ている光景が信じられないといった顔。

「奴らの罠わなか!?」

　バルクホルンは険しい表情を崩くずさない。

「芳佳！」

「待ちなさい！」

　すぐに追おうとするルッキーニを、ミーナは止めた。

「……様子を見ましょう」

　そう。

　信じなくては……宮藤さんを。

　そう覚かく悟ごを決めると、もうミーナの心は揺ゆるがなかった。




　ネウロイの巣の中心に到とう達たつした芳佳は、突とつ然ぜん、周囲が光に包まれるのを感じた。

　八角形のパネルのような内ない壁へきに、図形とも文字とも判別のし難がたい光の線が走っている。

　下方には地形図らしきもの。

「これは？」

　人型ネウロイは、赤い、透とう明めいな十二面体の前に立っていた。

「コア、だよね？」

　芳佳は人型に近づき、コアを挟はさむようにして前に立つ。

「あの？」

　声をかけると、芳佳たちを囲むように無数のスクリーンが空間に浮かび上がった。

「え、地球……」

　そのスクリーンに映し出されているのは、青い海と白い雲に覆おおわれた天体。

　陸地の形は、世界地図で見るものとそっくりだ。

　やがて、スクリーンには空から突然出現したネウロイと、それを迎げい撃げきする戦せん闘とう機の姿が。

　焼かれる街。

　そして、ビームの下をかいくぐって飛ぶひとりのウィッチ。

　巨大ネウロイを破壊し、シールドを張る。

　紛まぎれもない、坂本の姿だ。

「坂本さん！」

　思わず声をかける芳佳の目の前で、映像は切り替かわった。

「えっ……」

　今度は、墜つい落らくしたネウロイのコアと、それを囲む研究者らしい男たちの姿だ。

「ネウロイの破は片へん？」

　暗転。

　今度はどこかの工場か研究施し設せつだろうか？

　暗くら闇やみに、薄うすぼんやりと人型の機械が置かれているのが分かる。

「ここ……どこ？　何……あれ？」

　さらに映像は変わり、この前の、芳佳と人型ネウロイが空を舞まう場面が映し出された。

「私だ……」

　芳佳は人型に向かって、すっと手を伸のばす。

　人型も、同じように芳佳に向かって手を差し伸べる。

　しかし。

　次の瞬しゆん間かん。

　人型は何かを察知したかのように姿を消した。
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「まだ、出てこないね」

　巣の前で待っていたルッキーニは、呟つぶやいていた。

　もうかなりの時間が経たっている。

　ウィッチたちの顔にも、不安が過よぎったその時。

　人型ネウロイが、瞬間移動でもしたかのように、忽こつ然ぜんと一同の前に姿を現した。

「さっきの奴やつだ！」

　と、ハルトマン。

「芳佳は？」

　芳佳の姿を探すルッキーニ。

「いない。やっぱり罠か!?」

　バルクホルンは吐はき捨てた。

「ブレイク！」

「了りよう解かい！」

　ミーナの指示で、みんなは四方に散った。

　だが。

　人型はウィッチたちの動きに反応しようとはしなかった。

　まるで、何かの到着を待っているかのように。

　そして。

　ブワンッ！

　上じよう昇しようするＷエースのすぐ脇わきを、何かが猛もうスピードで通り過ぎていった。

　流線形の、銀色の飛行体だ。

「何っ！」

　バルクホルンたちの目の前で、それは急ターンすると人型ネウロイに向かって機き関かん砲ほうを発射した。

　砲ほう弾だんがネウロイに命中し、白い煙けむりが上がる。

　その白い煙を突つっ切り、機体は変形しながら方向を変える。

　反撃に出たネウロイは、両手から全方向に向けてビームを放った。

「くっ！」

　ウィッチたちは、巻き込まれるのを防ぐので手て一いつ杯ぱい。

「こんなすごいビーム、初めてだよ！」

「キツイね」

　ルッキーニもシャーリーも、辛かろうじてビームを避よけることができるだけだ。

「さっきのは!?」

「何だ、あいつは!?」

　Ｗエースは先ほどの銀色の機体を探す。

「あれは……」

　魔法力を使い、機体を発見するミーナ。

　驚おどろいたことに、謎なぞの機体は人型に変形し、ウィッチのようにシールドを展開してビームを防いでいた。

　さらに。

　人型に変形した謎の機体は両りよう腕うでを胸の前で合わせると、ネウロイに向けて赤い光線を放った。

「ビームだよ！」

「あいつもネウロイなのか!?」

　驚きよう愕がくするルッキーニとシャーリー。

　ビームは人型を一瞬で消し去ると、そのまま後方のネウロイの巣を貫つらぬいた。

　突とつ然ぜん、人型ネウロイが消えて戸と惑まどっていた芳佳は、あやうくそのビームに巻き込まれそうになる。

「ああああっ」




「あいつ、強いぞ！」

　滅めつ多たに見せない緊きん張ちようの面おも持もちのハルトマン。

「何なんだ、あいつ!?　ネウロイを一いち撃げきで！」

　シャーリーもこんな戦いは初めて見る。

「分からん」

　敵か味方かさえ、今のバルクホルンには判断ができない。

「あのビーム、とんでもない威い力りよくだぞ……」

　これと比べると、今まで戦ってきたネウロイのビームなど、子供の水鉄砲のようだ、とまでシャーリーは言いたくなる。

「なあああああああっ！」

　その時。

　ルッキーニが落ちてゆく芳佳に気がついた。

　ビームの衝しよう撃げきで気を失ったのだ。

「芳佳！」

「宮藤！」

　追うルッキーニとシャーリー。

　そんな大おお騒さわぎするウィッチたちを嘲あざ笑わらうかのように。

　謎の機体は再び飛行形態に変形すると、いずこかへ去っていった。




　　＊　＊　＊




　同じ頃ころ、ウィッチーズ基地のハンガーでは。

「上手うまく入りますか？」

「もうちょっと奥まで……よし、いいぞ、そんな感じだ」

　坂本とペリーヌが身体からだを密着させ、声をひそめていた。

　突然、サーチライトがついた。

「きゃっ！」

　身をすくませるペリーヌ。

「……始まったか」

　車くるま椅い子すに乗った坂本は、状じよう況きようのあまりにも速過ぎる展開に眉まゆをひそめた。




　　＊　＊　＊




「芳佳、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「うん……」

　意識を取り戻もどした芳佳は半ばルッキーニとシャーリーに支えられるようにして、ミーナたちのところまで上じよう昇しようした。

「あのネウロイは……？」

　と、ミーナに問いかける芳佳。

「宮藤軍ぐん曹そう！」

　安あん堵どで泣き出しそうになるのを堪こらえるために、ミーナはわざと厳しい顔を作る。

（とにかく、今できることは宮藤さんの身み柄がらを隊内に留とどめること）

「無許可離り隊たいの罪で拘こう束そくします！」

（宮藤さんを司令部には……マロニー大将には渡わたさない！）

「え」

　司令部の下した撃げき墜つい命令を知らない芳佳は、当とう惑わくの表情を浮うかべる。

「帰投します！」

　急ぎ、基地に戻るウィッチたち。

　だが。




「あれ、誰だれかいるよ」

　滑かつ走そう路ろが見えてくると、そこには普ふ段だん目にしたことのない兵士たちがいることに、ルッキーニが気がついた。

　そして、兵士たちの中心に立つのは……。

「ご苦労だった、ミーナ中ちゆう佐さ」

　降り立ったミーナに向かって、体格のいい壮そう年ねんの男は言った。

（この人……）

　芳佳はミーナに対する侮ぶ蔑べつを隠かくそうともしない男の口調に、嫌けん悪お感と恐おそれを覚える。

　ギューン！

　先ほどの謎なぞの機体が芳佳たちの頭上を旋せん回かいし、変形すると……。

　ガチャン！

　男の背後にゆっくりと降りた。

「さっきのだ」

　と、ハルトマン。

　兵士たちは芳佳たちを囲むと、銃じゆう口こうを向ける。

「……」

　男の口元が、暗い愉たのしみを味わい尽つくすかのように歪ゆがんだ。

「まるでクーデターですね、マロニー大将」

　ミーナは男を真っ直すぐに見み据すえる。

「辞令に基もとづく正式な配置転てん換かんだよ、ミーナ中佐」

　マロニーは書類を突つきつける。

「この基地は、これより私の配下である第一特とく殊しゆ強きよう襲しゆう部隊、通つう称しようウォーロックが引き継つぐことになる」

「ウォーロック？」

　眉をひそめるミーナ。

　格納庫入口付近ではペリーヌが押す車椅子に乗った坂本が、兵士に軍刀を取り上げられている。

　リーネ、エイラ、サーニャも呼び出され、マロニーの前に並ばされる。

「ウィッチーズ、全員集合かね？」

　マロニーは一同を満足そうに見渡すと、芳佳の前に歩み出た。

「君が宮藤芳佳軍曹か？」

「はい……」

「君は軍規に背そむいて脱だつ走そうをした……そうだな？」

「えっ……」

　ミーナはなるべく大事にならないよう、帰隊の意志がある無許可離隊という表現を使ったが、自分のやったことが脱走という重罪に問われる可能性があることに、芳佳は今、初めて気がつく。

「軍規……」

「ふっ」

　ほくそ笑えむマロニー。

　だが。

「あっ……その後ろの」

　芳佳は思い出した。

　ネウロイの巣の中で、人型ネウロイが見せてくれた映像に、あの機体が映っていたことを。

　そうなると、もう芳佳の頭からは自分の脱走の件などふっ飛んでしまう。

「ふふっ、ウォーロックのことかね!?」

　と、マロリー。

　どうやら、この謎の機体は部隊名と同じ名前のようだ。

「私、見ました！　それが、ネウロイと同じ部屋で、実験室のような部屋で！」

　芳佳は言った。

「!!」

　それまで得意満面だったマロニーの顔色が、突とつ然ぜん変わる。

「何を言い出すんだ、君は！」

「でも私、見たんです！」

「……」

「……」

　芳佳の言葉に反応するミーナと坂本。

「質問に答えたまえ。君は脱走をした。そうだな？」

　マロニーは強ごう引いんに話を元に戻もどした。

「はい、でも……」

「中佐、私は脱走者は撃げき墜ついするように命令したはずだ」

　マロニーはミーナを見る。

「はい。ですが……」

「隊員は脱走を企くわだてる。それを追うべき上官も、司令部からの命令を守らない。まったく残念だ。ミーナ中佐。そしてウィッチーズの諸君……」

　マロニーは手を背中に組んでウォーロックの前まで戻ると、芝しば居いがかった態度でくるりと振ふり返った。

「本日、只ただ今いまをもって、第５０１統合戦せん闘とう航空団、ストライクウィッチーズは解散する！」

「えっ！」

　驚きよう愕がくする芳佳。

　他の隊員も同様だ。

「各隊員は、可か及きゆう的てき速すみやかに各国の原隊に復帰せよ。以上。分かったかね、ミーナ中ちゆう佐さ」

「……了りよう解かいしました」

　今、ここで反論するのは得策ではないことを悟さとり、ミーナは受じゆ諾だくする。

「そんな……解散……ウィッチーズが……」

「君の独断専行が原因なのだよ、宮藤軍ぐん曹そう」

　マロニーはいたぶるように芳佳に言った。

「えっ！」

　こんな結果を招くとは思ってもみなかった芳佳は、言葉を失う。

「私……でも……私……」

「安心したまえ。ネウロイはこのウォーロックが撃げき滅めつする。ブリタニアを守るのに、君たちはもう必要ないのだ」

　勝ち誇ほこるようなマロニーの声は、もう芳佳の耳にはとどいていなかった。

　芳佳は意識を失った。







　インターミッション　INTERMISSION







　みっちゃん・いんぽっしぶるⅡ




「にゃ～」

　のどかな横須賀第四女子中学の午後。

「こら、静かにしないと駄だ目めでしょ？　また怒おこられちゃうよ」

　みっちゃんは唇くちびるに人指し指を当てて、自分の制服の襟えりの間から顔をのぞかせる仔こ猫ねこにささやいた。

　仔猫の名は紅べに染そめ。

　夏休みに入る前のこと。

　崖がけから伸のびた枝の上で動けなくなっていたところを、芳佳が助けた猫である。

　それがいつの間にか、親猫の「すがね」ともども学校に居ついてしまい、今では学校公こう認にんの飼い猫状態になっているのだ。

「復習になりますが、勅ちよく撰せん和歌集というものは……」

　教きよう壇だんでは、国語の教師が和歌についての講義をしているが、みっちゃんの耳にはとどいていない。

「……芳佳ちゃんに会いたいのかな？」

「にゃ～」

「うふふ、私も。……見て」

　みっちゃんはかなり勝手な解かい釈しやくをすると、封ふう筒とうを取り出して、中に入っていた写真をノートの上に置いた。

「芳佳ちゃん、ブリタニアで誕生日を迎むかえたの」

　写真には芳佳と、同じ日が誕生日のサーニャ、そして二人を祝う仲間たちとケーキが写っている。

「にゃ～」

　紅染は首を伸ばすと、スナップ写真の、ちょうどペリーヌが写っているあたりの場所に鼻をこすりつけた。

「この人が気になるの、紅染ちゃん？　この人はね、ガリアのウィッチのペリーヌ・クロステルマン中ちゆう尉い。通つう称しよう『青の一番ブルー・プルミエ』。原隊は自由ガリア空軍第６０２飛行隊。使用ストライカー、クワドラ12Ｙ‐89搭とう載さいのＶＧ39。主な使用武器、ブレン軽機き関かん銃じゆうＭｋ１。パ・ド・カレーの貴族の娘むすめで、身長１５２センチ。体重とスリーサイズは……」

　スラスラと部外秘に当たるデータまでが、口から出るみっちゃん。

　そう。

　実はみっちゃんは、自室の壁かべに、世界各国のウィッチに関する新聞記事の切り抜ぬきやブロマイドを貼はりまくり、ウィッチと名のつくグッズなら扶桑人形から切手まで、ありとあらゆるものを集めているウィッチマニアだったのだ。

「ええ、紅染ちゃん。芳佳ちゃんの手紙を読むと、クロステルマン中尉って、きっと寂さびしがり屋さんなのね。芳佳ちゃんに辛つらく当たるのって、亡なくなったお父さんに面おも影かげを重ねてる坂本少佐を、取られちゃいそうだって感じてるからじゃないかなあ」

「みゃ～」

「でも、ほんとはいい人だと思うよ。だって、こうやって一いつ緒しよに誕生日の記念写真に写ってくれてるもの。いつか、芳佳ちゃんとも仲良くなれるよ」

「にゃん」

　まるで、みっちゃんの言葉が分かったかのようにうなずく紅染は、芳佳とサーニャに挟はさまれたバースデーケーキに鼻を近づけ、匂においを嗅かいだ。

「写真のケーキは食べられないよ、紅染ちゃん」

　微笑ほほえむみっちゃん。

「でもこのケーキ、買ってきたものじゃないよね？　誰だれが作ったのかなあ」

　みっちゃんの瞳ひとみは、芳佳の左で楽しそうに笑うリーネに向かう。

「……リネット・ビショップ軍ぐん曹そう。ブリタニア空軍第11戦せん闘とう機集団６１０戦闘機中隊所属。使用機種はスピットファイアＭｋIX。使用武器はボーイズＭｋ１対装そう甲こうライフル。遠えん距きよ離り攻こう撃げきのエキスパート。誕生日は６月11日。身長１５６センチ。母親と長ちよう姉しもウィッチという超ちよう一流の家系で、八人兄弟姉妹きようだいの真ん中。出身はロンドンで、父親はかなり裕ゆう福ふくな大商人。引っ込み思案のうっかり屋さんだけど、本当はちょっと頑がん固こ」

　そう呟いてから、みっちゃんの表情は少し、寂しそうになった。

「芳佳ちゃんとも仲がいいみたいだし、ケーキを作ったの、リーネさんかな、やっぱり」

「うにゃん？」

「リーネさんって、お菓か子しを作るの上手みたい。よく、芳佳ちゃんの手紙に書いてあるんだ。……いいなあ、胸も大きいし」

　自分の胸に視線を落としたみっちゃんは、ますます寂しそうになる。

「……私、三年前から水着、同じなのに」

「にゃ～」

「牛乳とか、飲めばいいのかな？」

「にゃん」

「体操とか、した方がいいとか？」

[image: ]

「にゃ」

「今度、芳佳ちゃんにお返事を出す時、リーネさんにどうしたら大きくなるのか、それとなく聞いてもらおうかな？」

「にゃにゃん」

「あ、でもそんなことしたら、リーネさんに呆あきれられちゃうかも」

「にゃ～」

「リーネさん、自分では胸が大きいの、気にしてるみたいだし……贅ぜい沢たくな悩なやみだよねえ」

　みっちゃんは眉まゆをひそめ、考え込む。

　と、その時。

「……山川さん」

　ポンとみっちゃんの肩かたを叩たたく手。

「はい？」

　振ふり返ると、そこには怒おこっているのか笑っているのか、微び妙みような表情をした教師の姿があった。

「また、私の授業を聞いていらっしゃらなかったようですね」

「………………はい」

「にゃ～」

　みっちゃんは小さくなる。

「はい、これ」

　教師は水がたっぷり入ったバケツを二つ、みっちゃんに差し出した。

「……あううう」

　かくして、バケツを両手に、とぼとぼと廊ろう下かに向かうみっちゃん。

「みゃ～」

　紅染は、みっちゃんの胸を這はい上るようにして襟えり元もとから顔を出すと、その白いうなじをペロッと舐なめた。







　第三章　CHAPTER3







　空へ……

　──または、望まぬ別離




「芳佳ちゃん！　芳佳ちゃん！」

　……声。

「芳佳ちゃん！」

　私を呼ぶ声。

　私……？

「!?」

　気がつくと、芳佳は自分の部屋のベッドに横たわっていた。

「芳佳ちゃん！　よかった……」

　自分の顔をのぞき込んでいたリーネが、安あん堵どの表情を見せる。

「リーネちゃん、みんな……」

　リーネの背後には、仲間たちの姿が。

「私……？」

　自分がどうしてここで寝ねているのか？

　みんながどうして心配そうな表情で自分を囲んでいるのか？

　芳佳はすぐには分からなかった。

「さっき、滑かつ走そう路ろで倒たおれたんだよ」

「蓄ちく積せきした疲ひ労ろうとショックで意識を失ったの」

　と、気き遣づかう様子を見せるミーナ。

「そうだ！　あのウォーロックって、なんかおかしい……」

　芳佳はガバッと身を起こした。

「ねえ！　今からみんなで調べれば！」

　と、言いかけた芳佳は仲間たちの足元に、バッグやトランクが置かれていることに気がついた。

「みんな……それは……？」

「命令で。私たち、みんな今すぐここを出なくちゃいけないの」

　リーネが説明する。

「それじゃ、やっぱりウィッチーズは……解散？」

「……うん」

　小さく頷うなずくリーネ。

（私のせいだ……）

　芳佳の目から、涙なみだがこぼれ落ちる。

「う……ごめんなさい……みんな」

「芳佳ちゃん」

「ごめんなさい……私……私のせいで……私のせいで……！」

「違ちがうよ、そうじゃないよ」

「芳佳、元気出せ！」

　と、ルッキーニも励はげます。

　だが。

「ごめんなさい」

　芳佳はそう繰くり返すしかなかった。

「ごめんなさい……」




　　＊　＊　＊




　荷造りは簡単に済んだ。

　もともと、ブリタニアに持ってきた荷物はそう多くはない。

　来た時と比べて増えたものといえば、赤城の艦かん長ちようから頂いた扶桑人形くらいのものだ。

　芳佳は最後に、父の写真が入った写真立てをスーツケースに収めた。

　短い間だったが、自分の部屋。

　自分の居場所。

　芳佳は無言で別れを告げる。

「行こうか」

　そんな芳佳に、坂本が声をかける。

　坂本の車くるま椅い子すを押しているのは、ペリーヌだ。

「はい」

　芳佳はもう一度部屋を見み渡わたし、そっと扉とびらを閉める。




　こうして、ウィッチたちはみな、基地を後にしたのだった。




　　＊　＊　＊




「え～、もう出ちゃった!?」

　最も寄よりの駅で次のロンドン行きの切きつ符ぷを買おうとしたエイラは、老駅員の言葉に顔をしかめた。

「惜おしかったねえ～、娘むすめさんたち。次のロンドン方面は六時間後だよ」

　と、駅員。

「ろ、六時間！」

　駅を見渡すエイラ。

「……ここで待つのかあ～？」

　駅のホームには、ベンチがポツンとひとつだけ。

　エイラだけなら、近くのパブで時間を潰つぶしてもいいのだが、サーニャが一いつ緒しよにいる。

　人見知りするサーニャは、騒さわがしく煙草たばこ臭くさいパブがあまり好きではない。

「まあ、それが嫌いやなら」

　駅員は窓口から身を乗り出し、つい今しがた給水のために停車した列車を指さした。

「あれに乗せてもらうって手もあるな」

　蒸気をあげる機関車。

　その後部に連なる車両は、客車ではない。

　搭とう載さいしているのは木材だ。

「って、貨物じゃないか～っ！」

　いくらなんでも、貨物車にサーニャを乗せる訳にはいかないだろ！

　エイラは憤ふん慨がいする。

「ハマスミス行きだから、あっちで乗り換かえりゃ、ロンドン市内まではすぐだよ」

　駅員はニッと笑った。

「おまけに、切符は要いらない」

「うう。どうする、サーニャ？」

　ただと聞いて、急に心が揺ゆらぐエイラ。

「……私、その方がいい。他ほかのお客さんがいないから、静かだし」

　サーニャは眠ねむそうな目を擦こすりながら答える。

「！」

（そ、そうか！　貨物なら、サーニャと二人っきりだ！）

　邪よこしまな想おもいが、エイラの胸中に湧わき起こる。

「分かった、あれに乗せてもらうよ」

　エイラは駅員に告げた。




　　＊　＊　＊




「じゃ、これで」

　基地から一番近い距きよ離りにある民間飛行場では、シャーリーが空港使用手続きを終えていた。

「はい、確かに」

　サインを終えた書類を受け取った係員は、一礼して去ってゆく。

「ニッキキ～ン！」

　普ふ段だんほとんど身につけることのない飛行服をまとったルッキーニは、ポーズを決めてみせる。

　まあ、それに付き合ってしまうシャーリーもシャーリーだが。

　二人が帰郷のために乗るのは、シルフィー社のソードフィッシュ。

　廃はい棄き処分寸前の機体をただ同然で譲ゆずり受け、自分でレストアしたものだ。

　三座の複葉雷らい撃げき機で操縦性については問題ないが、いかんせん、最大速度は２２２km／ｈの低速である。

「……ロマーニャまで持つのかな、あの飛行機？」

　ルッキーニは疑わしげな目をソードフィッシュに向ける。

「何言ってんだよ、その後、あたしは大西洋越こえて帰るんだぞ～」

　魚雷を外し、航続距離を伸のばすために９００リットルの燃料タンクをつけてはいるが、そう言われると、シャーリーも次し第だいに不安になってくる。

　と、そこに。

「心配は無用ぞ、ウィッチ諸君！」

　油あぶら塗まみれのつなぎを着込んだ、三人の老人が現れた。

　この飛行場でいつも整備を手伝ってくれる整備士ではない。

「整備の方は万ばん全ぜんじゃ！」

　白ヒゲの、リーダー格らしい老人が、自信満々の表情でシャーリーに告げる。

「何しろ、このカールスラント空軍の、誇ほこり高き元エース三人組が手がけたのじゃからな！」

「カ、カ、カ、カールスラント空軍の整備力は世界一ぃぃぃぃぃっ！」

　そう吠ほえたのは、背中の曲がったやせた老人。

「まあ、カールスラントの名機を用意してやれなんだは、ちぃと残念だがの」

　と、もうひとりの小太りの老人。

「カ、カ、カ、カールスラント空軍の複葉機は世界一ぃぃぃぃぃっ！」

　またもさっきの老人が吠える。

「ジイサンたちが整備してくれたのかい？」

　シャーリーは尋たずねた。

　このところ忙いそがしくて、この飛行場に自分で整備をしに寄る暇ひまがなかったのだが……。

「ジイサンとは失礼な。わしらはまだ現げん役えきで十分通用する腕うで前まえじゃ！」

　老人は憤慨する。

「なのに、あのマロニーとかいう空軍大将、わしらが義勇兵として戦線復帰の嘆たん願がん書を出すと、歴戦の勇士の方々は後方で士気の鼓こ舞ぶに当たってくれ、などという断りの手紙を寄よ越こしおって！」

「おかげでわしら、ここでボランティアじゃ～」

「そ、そりゃあ……」

　滅めつ多たにないことだが、マロニーの判断は正解だとシャーリーは思う。

「まあ、とにかく、わしらの整備は完かん璧ぺきじゃ。旧機だが、ネウロイとも十分に渡わたり合えるぞい」

「もっとも、武装があればの話じゃあぁぁぁぁ！」

「武装が？」

　シャーリーは眉まゆをひそめた。

　魚雷は外したが、７・７mmの機き関かん銃じゆうが２挺ちよう、残してあるはずなのだ。

「ここだけの話じゃが……」

　小太りの老人がささやく。

「司令部から異例のお達しがあっての。この機体からは、すべての武装を外しておくように、とな」

「やれやれ」

　シャーリーは呆あきれ果てる。

「底意地の悪いのも、ここまで来るとなあ」

「い～だ！」

　ルッキーニは基地の方を振ふり返ると、あっかんべ～をした。




　　＊　＊　＊




　基地を出たリーネは、荷物と想おもい出がたくさん詰つまったトランクを脇わきに置き、村はずれの街かい道どうにポツリとひとりで立っていた。

　家から、迎むかえの者が来ることになっているのだ。

（……あ）

　やがて、見えてきたのは、一台のロールスロイス。

　この界かい隈わいではあまり見かけぬ高級車だ。

　ロールスロイスはリーネの前で停とまり、運転手が扉とびらを開く。

「お嬢じよう様さま、お久し振りです」

　リーネが乗り込むと、運転手は車を発進させながら言った。

「奥様もお姉様たちも、リーネ様のお帰りを楽しみにしておられますよ。旦だん那な様など、娘むすめとのアフタヌーンティ用に使うのだと、骨こつ董とう屋やに飛んで行かれて」

「ええ」

　リーネはクスリと笑う。

「あなたも変わりないようで」

「はい」

　リーネが幼い頃ころからビショップ家で運転手をしている男は目を細める。

「リネット様は変わられましたね」

「わ、私が、ですか？」

　そんな自覚はまったくなかったリーネは驚おどろく。

「はい。以前よりもオドオドしたところがなくなられ、立派になられましたよ」

「か、からかわないで下さい！」

「からかってはおりません。あの泣き虫だったお嬢様が、そう思うと私も嬉うれしいのです」

「もう」

　ふくれっ面つらになるリーネ。

　言われてみれば、こんな表情も、以前はあまり人には見せたことがなかったはずだ。

「きっと、いい出で逢あいがあったのでしょうね」

　運転手は言った。

「……出逢い？」

　そう。

　リーネはここで出逢った。

　かけがえのない仲間たち、そして、親友に。

「はい」

　リーネは瞳ひとみを潤うるませながら、大きく頷うなずいた。




　　＊　＊　＊




　ミーナ、バルクホルン、ハルトマンの三人は、基地をバスで発たっていた。

　ミーナとバルクホルンは沈ちん痛つうな面おも持もちだが、ハルトマンひとりはアメ玉をしゃぶり、さながらピクニック気分だ。

「シャーリーから聞いたんだけどさ」

　ハルトマンは三個目のアメを口に放ほうり込みながら、バルクホルンに言った。

「カジノで有名なラスベガスって、誰だれもが大おお儲もうけできるいい街なんだって。何しろ、１万ドルのポルシェで乗りつけた男たちが、み～んな５万ドルのバスに乗って帰っていく……なんちって！」

「……」

「……」

「……って、あれ？」

　大だい爆ばく笑しよう、と思っていたのに、ミーナもバルクホルンも、反応がない。

「……」

「……」

　バルクホルンは腕うで組ぐみをしてうつむいたまま。

　ミーナは、誰から来たものだろう、絵葉書を取り出し、眺ながめている。

「……これだから、カールスラント軍人はユーモアのセンスがないって言われるんだよなあ」

　ぼやくハルトマン。

「失礼なことを言うな！　私でもユーモアぐらい解する！」

　バルクホルンは、ハルトマンの呟きに反論した。

「じゃあ、今のジョーク、どこが面白かった？」

「う……」

　正直、バルクホルンはジョークだとは気がついてなかった。

「高級自家用車で意い気き揚よう々ようとベガスに乗り込んできた男が、全財産をカジノで巻き上げられて、その車さえ売る羽目になり、帰りには仕方なくバスを使うことになる、ということよ」

　絵葉書を見つめたまま、ミーナが解説する。

「さっすが、ミーナ！」

「でも、大して面白いジョークとは言えないわね。自家用車とバスの値段の落差がもっと大きいと、笑えるかも知れないけれど」

「……ぶち壊こわしだよ」

　ミーナもやっぱり、典型的なカールスラント人だと確信するハルトマンだった。
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　ウィッチたちを追い出すと、マロニーはすぐに基地をウォーロック対応の施し設せつに変えていた。

　ストライカーユニットが納められた格納庫は、Ｈ鋼で封ふう印いんされ、出入り不可能に。

　管かん制せい塔とうには、ウォーロック担当のシステム・エンジニアが配置され、最さい先せん端たんの電子機器が並べられている。

　一段高い位置に立つマロニーの背後には、巨きよ大だいモニター。

　これも、ストライクウィッチーズ時代にはなかったものだ。

（ふ、これだ。魔ま女じよなどという化け物どもの跳ちよう梁りようを許すことなく、統とう率そつの取れた、真の漢おとこたちが戦う軍隊。これが私の望んでいたものだ）

　満足そうなマロニー。

「閣下、ウィッチーズ全員が、当地より離はなれました」

　兵士の一人が、マロニーを見上げて報告する。

「うむ」

「すべて、順調です」

「どこが順調なものか」

　脇わきに立つ副官の言葉に、マロニーはわずかに顔をしかめた。

「まったく、想定外のタイミングだ。こちらの戦力はまだウォーロック一機しかない。表に出る時期ではなかったのだ」

「しかし、もう隠かくれている訳には……」

　と、副官。

「そうとも。元はと言えば、忌いま々いましいあの扶桑の小こ娘むすめ！　あいつがネウロイと接せつ触しよくするようなことさえなければ、こんな時期に我々が動く必要などなかったのだ!!」

「扶桑に帰してもよろしかったのですか？」

「軍を離れ、ストライカーを失ったウィッチーズなど、ただの小娘に過ぎん」

　悪意に顔を歪ゆがませるマロニー。

「恐おそれる必要など、ない！」




　　＊　＊　＊




「さらばブリタニア……ですわね」

　次し第だいに遠ざかってゆく基地を眺めつつ、感かん慨がい深げに呟いたペリーヌは、坂本や芳佳とともに、扶桑空母『赤城』の艦かん上じようの人となっていた。

「ペリーヌ、悪かったな。わざわざ扶桑にまでつき合わせて」

　車くるま椅い子すを押してもらっている坂本は言った。

「あ、いえ！　どうせ帰る国のない身ですので！　坂本少しよう佐さのお役に立てるなら！」

　故郷ガリアは依い然ぜん、ネウロイの支配下。

　それに、自分たちを追い出した軍に拘こだわることは、貴族としての誇ほこりが許さない。

「……」

　坂本は微笑ほほえむと、手すりを握にぎって背中を見せている芳佳に声をかける。

「済まなかったな、宮藤。わざわざブリタニアまでお前を連れてきて、こんな形で帰すことになるとは思わなかった」

「そんな、謝らないで下さい。本当言うと、こうやって帰ることや、ウィッチーズのみんなの役に立てなかったのは、とっても悲しいです……でも……」

　坂本を振ふり返った芳佳は、もう一度基地の方に目をやった。

「私、あの基地にいたことは全然後こう悔かいしていません。あそこであったこと、出会った人……私にとって、とても大切な時間でした……」

　もう泣くのはやめ。

　これから自分にできることを探そう。

　決意した芳佳の顔は、晴れやかだった。

「……そうか」

　ちょっと安心する坂本。

「……」

　ペリーヌも、そんな芳佳が今までもよりもちょっぴり、ほんの少しだけ、好ましく思えた。




　　＊　＊　＊




　ミーナたち三人は、ロンドンへ向かうバスを、小さなバス停で下車していた。

「やっと監かん視しもなくなったわ」

　周囲に尾び行こうなどの姿がないことを魔法で確かく認にんすると、ミーナは尻尾しつぽと耳を引っ込めてほっと息をつく。

「このまま、カールスラントに戻もどって祖国奪だつ還かんのために戦った方が良かったかもな……」

　腰こしに手を当てたバルクホルンは、やれやれという感じで呟つぶやく。

「……」

「……え？」

　まじまじとバルクホルンを凝ぎよう視しする、ミーナとハルトマン。

「……な、何だ？」

　異様な気配に振り返るバルクホルン。

「トゥルーデが戻ろうって言い出したんじゃん」

　とうとうボケが来たか、思いながらハルトマンは指し摘てきした。

「いっ！　それは、み、宮藤に……」

　たじろいだバルクホルンは視線をそらし、蚊かの鳴くような声で付け足す。

「借りがあるから……」

「そうだね、たっぷりとね」

　たっぷりを強調するハルトマンの横で、ミーナも微笑む。

「つ、つまりだ！」

　追い詰つめられたバルクホルンは、いきなりカールスラント的演説口調になる。

「あいつを失意のままに帰してしまっていいのか!?　カールスラント軍人が、そのようなことで……!!？」

　そんなバルクホルンの唇くちびるにミーナが人差し指をそっと押し当てる。

「はいはい、気持ちは十分よ。それに、宮藤さんの言ってたことも、気になってるの」

「ネウロイと友だちになるってやつか？」

　普ふ段だんはボケ担当のハルトマン、ちょっとポイントがずれる。

「いいえ。ウォーロックがネウロイと接触してたって話」

　と、ミーナ。

「宮藤さんがあの話をした時のマロニー大将の焦あせりは、何か秘密があるんじゃないかしら？」

「報告義務違い反はんでも出れば、こっちが攻せめに回るきっかけになる」

　バルクホルンも、ミーナの言いたいことを理解した。

「そういうこと」

「ああ！」

　大きく頷うなずくバルクホルン。

「問題はここからどうやって……」

　と、ミーナが思案していると。

「ああっ！」

　ハルトマンがこちらに向かってやってくる一台のトラックに気がついた。

「そのトラック～！」

　ハルトマンはウインクし、美少女の魅み力りよくでヒッチハイクしようとする。

「ハァ～イ！」

　牛乳を積んだトラックは、土つち埃ぼこりを上げてハルトマンの横を通り過ぎていった。

　心なしか、ハルトマンの姿を認めた瞬しゆん間かん、スピードを上げたようにも……。

「こら～！　このセクシーギャルを無視すんな～っ！」

　去ってゆくトラックに向かって、怒ど鳴なるハルトマン。

「……ああ」

　虚むなしいだけだった。

「とにかく、ここで待っていても仕方ないわ」

　ミーナは先ほどの絵葉書を取り出すと、表の風景写真を剝はがした。

　すると、剝がした跡あとに、何やら文章が。

　どうやら、絵葉書は薄うすい葉書に写真を貼はり付けたものだったようだ。

「何だ、それは？」

　短い文面を覗のぞき込むバルクホルン。

　書かれていたのは、地名と数字。

　どうやら、どこかの住所のようだ。

「さあ、何でしょうね」

　ミーナはそう謎なぞめいた笑えみを浮うかべると、スタスタとどこかに向かって歩き始める。

「あ、待て！　説明しろ！」

「ねえ、ヒッチハイクは～？」

　バルクホルンとハルトマンは、ミーナの後を追った。
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　ミーナたちがはるばる歩いてやってきたのは、基地からそう遠くない崖がけの上にある廃はい屋おく。

　かつては農家だったのだろうか？

　床ゆかには穴が開き、崩くずれた壁かべからは、基地がよく見える。

「気の利きいたものがあるな」

　バルクホルンは、そばの壁に立てかけてあった着ちやく弾だん観測用のペリスコープを基地の方に向けて設置し、ピントを合わせる。

　その間にミーナは床板の一枚をめくり、その裏にテープで留めてあった大形の封ふう筒とうを引きはがした。

　封筒の中身は書類。

　ミーナはそれに真しん剣けんな表情で目を通す。

「それってさ……」

　脇わきから覗き込み、首を傾かしげるハルトマン。

「何？」

「私たちも、ただマロニー大将の跳ちよう梁りように手を拱こまねいていたわけじゃないのよ」

　ミーナは悪戯いたずらっぽい表情を浮かべた。

　これを見ると、本来ならウィッチ隊に回されるべき予算が、どこか他の場所に流れていることが分かる。

「……数字ばっかじゃん」

　中身を理解しようとする努力を、ハルトマンはゲンナリした顔で止やめた。

「私たち？　ということは、坂本少しよう佐さもか？」

　バルクホルンは書類を手に取ると、ピュウと小さく口笛を吹ふく。

「……しかし、よくこれだけのことが調べられたな？」

「確かに、スパイだらけの軍の中からだったら、難しかったでしょうね」

　と、ミーナ。

「でも、私だって、軍の外にお友だちぐらいいるのよ」

「お友だちねえ……」

（これでこそ、いつものミーナだ）

　肩かたをすくめながらも、バルクホルンは心の中で微笑ほほえんでいた。




　　＊　＊　＊




　状じよう況きようは迅じん速そくに展開していた。

「ウォーロック０号機、準備整いました」

　司令部内、パネルを操作していた係員が報告する。

「これより、ガリア地方制圧に向かわせます」

「うむ」

　副官の言葉に頷うなずいたマロニーは命令を下した。

「ウォーロック０号機、発進せよ！」

　ジェット噴ふん射しやで浮き上がり、滑かつ走そう路ろから急角度で飛び立ったウォーロックは、形態を変え速度を上げる。

「飛行形態に変形完かん了りよう！」

「ガリアへの軌き道どう変へん更こう確かく認にん。すでに亜あ音速に到とう達たつしました！」

「ふっ……、どうだ？　生意気なあの魔ま女じよたちとはまったく違ちがう！」

　順調な出だしに、マロニーの頰ほおが緩ゆるむ。

「ウォーロックこそ、我々のネウロイ研究の成果なのだ！」

「技術主任は、実戦投入にはもう少し出力レベルを整えたいとのことでしたが？」

　かすかな不安を口にする副官。

「そんなことは分かっておる！　だが、ウィッチを追放した今、我々が戦うしかないのだ！　実績が必要なのだよ。ネウロイを殲せん滅めつし」

　マロニーの瞳ひとみはすでに目先の戦いの向こうを見み据すえていた。

「そして、世界のイニシアチブを握にぎるために！」




　　＊　＊　＊




「さっそくガリア制圧作戦か」

　廃屋のペリスコープで基地の動向を監かん視ししていたバルクホルンは呟つぶやいた。

「大おお忙いそがしだね」

　と、忙しいのは大だい嫌きらいなハルトマン。

「軍の上層部に、ウォーロックの強さを認めさせたいのよ。そして、量産の支持を取りつけたい。それにしても、ウォーロックが一機しかないのに実戦なんて」

　ミーナは顔をしかめる。

　資料を見る限り、ウォーロックに搭とう載さいされているシステムは、複数機戦場に投入して初めて効果を上げられるものなのだ。

「戦果を上げて隠かくしたいことがあるんじゃないのか～」

「奴やつらの化けの皮を剝はがすチャンスだな」

　そんなバルクホルンの横顔を見て、ハルトマンはキシシシッと笑う。

「何だ？」

　訝いぶかしげに振ふり返るバルクホルン。

「やる気だねえ。やっぱり、宮藤のため？」

「！　な……！　な、な、な……！」

　ムキになればなるほどハルトマンを喜ばすことに、マジメなバルクホルンはまだ気づいていない。

「ふふふ」

　そんな二人を見て微笑んだミーナは告げる。

「監視を続けましょう」

「あ、ああ」

　こんな奴！

　無視だ、無視！

　バルクホルンはペリスコープに意識を集中した。




　　＊　＊　＊




「ウォーロックだ」

　離り陸りくしようとしていたシャーリーは、一直線に飛んでゆくウォーロックの機き影えいに気がついた。

「あの音、好きじゃないな」

　呟くルッキーニ。

　エンジンの音としては、シャーリーのＰ51‐Ｄに搭載されているＰ・マーリンＶ‐１６５０‐７の、耳を劈つんざくような音の方がずっと好きである。

「もう出しゆつ撃げきかよ」

　まるで新しいおもちゃを買ってもらった子供が、はしゃいでいるかのようだ。

　シャーリーにはそう思えてならない。

「イ～ッ！　やられちゃえ！」

　ルッキーニはウォーロックに向かって、素す直なおに敵意を剝むき出しにする。

「おいおい」

　苦く笑しようするシャーリー。

（ま、あの新型がどんな戦果を上げようと、もうあたしには関係ないさ）

　シャーリーはエンジンを始動し、ソードフィッシュを滑かつ走そうさせ始める。

　操そう縦じゆう桿かんを握った感じはそう悪くないが、ストライカーで飛ぶのに慣れた身には、やはり機体は重く感じる。

（でも、この基地で出会ったみんな……）

　やがて、機体はゆっくりと浮うかび上がり、離陸した。

（うん。悪くなかったな）




「な、なんか安定しないぞ」

　数分後。

　シャーリーはソードフィッシュを相手に悪戦苦く闘とうしていた。

　ジイサン三人組は太たい鼓こ判ばんを押したが、あまりエンジンの調子は良くないようだ。

（マジで……ロマーニャまで持たない気が）

「……ねえ、シャーリー」

　後部座席から、ルッキーニが声をかける。

「これ、な～に？」

　ルッキーニがシャーリーに差し出して見せたのは、一本のネジである。

「ネジだろ……って、ネジ！」

　シャーリーの顔は真っ青になった。

「こんなにあるよ、ほ～ら」

　と、座席の下に落ちていたネジをすくい上げてみせるルッキーニ。

　エンジンが奇き妙みような音を立て、機体全体が振しん動どうし始める。

「あ、あのジイサンども～っ！」

　ソードフィッシュはシャーリーの絶ぜつ叫きようとともに、青空に吸い込まれていった。




　　＊　＊　＊




「!!」

　ウォーロックは、『赤城』の甲かん板ぱん、芳佳たちの頭上すれすれのところを通過して、ネウロイの巣へと向かっていった。

「左デッキへ！」

「は、はい」

　坂本に促うながされ、ペリーヌは左さ舷げんへと車くるま椅い子すを押してゆく。

「ガリアへか……」

　ウォーロックが消えていった方向を見つめ、坂本は呟つぶやく。

「さっそくですわね」

　と、ペリーヌ。

　ネウロイの巣の下部からは、ウォーロックに向けてビームが放たれた。

「ネウロイの巣が」

　芳佳の立つ『赤城』の甲板からも、飛び交かうビームは視し認にんできる。

　やがて。

　巣からネウロイが出現した。

　ビームの一いつ斉せい射撃をかいくぐったウォーロックはビームで対たい抗こうし、一いつ瞬しゆんでネウロイを葬ほうむり去る。

「！　一撃でネウロイを!!」

　魔ま眼がんでこの様子を見ていた坂本は息を呑のんだ。

「あ……」

「な、何という威い力りよくですの？」

　破は壊かいされたネウロイが発する特有の白い煙けむりを見た芳佳とペリーヌも、驚おどろきを隠かくせない。

「おかしい……何故なぜウォーロックはビーム兵器を使えるんだ？」

　疑念を口にせずにはいられない坂本。

　明らかに、ビームは今の軍の技術水準では開発不可能な兵器だ。

　と、その時。

「あ！」

　芳佳が小さな声を上げた。

「どうした、宮藤？」

「見たんです。ネウロイが見せてくれたんです！」

　記き憶おくを辿たどった芳佳は、さらに思い出した。

「ウォーロックは、ネウロイと会っていたんです！」

「ウォーロックがネウロイと接せつ触しよくしていただと！」

「あり得ませんわ！　ネウロイは敵ですのよ！　それに、ネウロイの技術を手に入れたのなら、私たちにも報告があるはずですわ」

　ペリーヌはお話にならない、といった顔になる。

「でも……」

　それでも、自分の見たものが幻まぼろしやネウロイの偽にせ情報とは思えない芳佳。

「本来ならあり得ない」

　坂本はそう言いながらも、考え込んだ。

「……だが、辻つじ褄つまは合う」

「え？」

　坂本の言葉がペリーヌの心にも疑ぎ惑わくの明かりを点ともす。

「もし、敵がネウロイだけでないとしたら」

　坂本は芳佳を見上げた。

「……宮藤、お前の行動は強あながち無む駄だではなかったかも知れん」




　　＊　＊　＊




「ウォーロック０号機、ネウロイを撃げき破はしました」

　レーダー上からネウロイの影かげが消えたのを確認した兵士が、マロニーに報告した。

「はははは！　見ろ！　最も早はや、我々の力はネウロイを超こえたのだ！」

　シャンパンの栓せんでも抜ぬきそうなくらいに勝ち誇ほこるマロニー。

　しかし。

　一瞬後、レーダー兵たちの顔色が変わった。

「どうした？　何が起きている!?」

　と、マロニー。

「ネウロイが２機出現しました」

「いえ、３機です！」

　すぐさま訂てい正せいが入る。

　どうやら、ネウロイの巣から、次々とネウロイが出現しているようだ。

「何!?」

　焦あせりを見せる副官。

「構わぬ、殲せん滅めつしろ！」

　マロニーの命令に従い、変形を繰くり返しながらネウロイを撃うち落とすウォーロック。

　だが、その出現するネウロイは、次し第だいに増えてゆく。




　　＊　＊　＊




「……おかしい。ネウロイの攻こう撃げきパターンが今までと明らかに違ちがう」

　この様子を魔眼で『赤城』上から観察していた坂本も呟つぶやく。

「何が……何が起こっているんだ！」




　　＊　＊　＊




「ネウロイの数、８！　９！」

　司令部では、絶望的な状じよう況きよう報告がなされていた。

「ウォーロックの処理能力は、限界です」

　白衣の研究員が進言した。

「くっ！　……コアコントロールシステムを稼か働どうさせろ！」

　マロニーは表情を歪ゆがませながら命じた。

「しかし、コントロールするには、共鳴させるコアを持ったウォーロックが５機以上必要です！」

　と、白衣の研究員。

「うぬぬぬ……」

　警報が鳴り響ひびいた。

「!?」

「コ、コアコントロールシステムが勝手に動いています！」

　システム管制に当たっていた兵士が叫さけぶ。

「何！」

「ウォーロック自らがコアコントロールシステムを稼働させたようです!!」

　パネルに駆かけ寄って確かく認にんした白衣の研究員は、予期せぬ事態に当とう惑わくを隠かくせなかった。




　　＊　＊　＊




　ネウロイの巣の下部では、赤い無数の光が点てん滅めつしていた。

「何が起こっているのです!?」

　と、『赤城』上のペリーヌ。

「ネウロイの数が半はん端ぱじゃない！」

　魔ま眼がんで観察を続ける坂本の声も緊きん張ちようしている。

「ああ……」

　何か、途と轍てつもなく恐おそろしいことが起ころうとしているのを感じ、芳佳は身を震ふるわせた。




　　＊　＊　＊




「ウォーロックのコアコントロールシステム、正常に稼働しています」

　システム管制担当の兵士は、ウォーロックに内蔵されたコア──ネウロイの残ざん骸がいから回収したもの──に問題がないことを確認し、マロニーに報告した。

「……」

「すべてのネウロイを支配下に置きました。予想以上の成果です！」

　と、研究員。

「うむ!!」

　司令部の緊張がほっと緩ゆるむ。

　パネルに示されたウォーロックとネウロイ群。

　ラインで蜘蛛くもの巣のようにつながったネウロイが、真っ赤に染まったかと思うと、現実の空ではネウロイがネウロイをビームで攻撃し始めた。




　　＊　＊　＊




「馬ば鹿かな！　ネウロイがネウロイを攻撃している！」

　芳佳には白い爆ばく煙えんが無数に発生しているようにしか見えなかったが、坂本の魔眼はこの状況を正確に捉とらえていた。

「そんな！　同士討うち!?」

　と、ペリーヌ。

「まさか！　ウォーロックがネウロイを操あやつっているのか!?」

「え!?」

　坂本の推測にハッとなる芳佳。

「そんなことって……」

　ペリーヌはまだ目の前で起きている事態を信じることができなかった。




　　＊　＊　＊




　司令部のモニター上では、ネウロイを示す赤い光が次々と消えてゆき、やがて……。

「ネウロイを殲せん滅めつしました！」

　モニター監かん視し員いんが報告すると、兵士たちの間に歓かん声せいともため息ともつかぬ声が上がった。

　しかし。

「っ!?」

　一いつ瞬しゆん後、コアコントロールシステム管制の兵士が息を呑のんだ。

「どうした!?」

　副官の険しい声。

「いえ、それが……」

　説明に逡しゆん巡じゆんする兵士。

「こちらからの制せい御ぎよが遮しや断だんされました！」

　白衣の研究員が息を呑んだ。




　　＊　＊　＊




「終わったようだ。ウォーロックの勝利だ……」

　ネウロイの巣から、キラキラと水すい晶しようのようなネウロイの欠片かけらが静かに海上に降りそそぐのを見て、坂本は小さく息をついた。

「でも……どうしてネウロイ同士が……」

　と、芳佳が疑問を口にする。

「ああ……」

　一いち抹まつの不安を禁じえない坂本。

「確かに攻こう撃げきし合っていた」

「……帰ってきますわ」

　巣の下から戻もどってくるウォーロックの機体を見つめ、ペリーヌは呟つぶやいた。




「ネウロイと交戦していた機体がこちらに向かってきます」

『赤城』のブリッジでは、副長樽たる宮みや敬けい喜きが報告していた。

「味方なのか？」

　ブリタニア軍司令部からは何の報告も受けていない機体である。

　杉すぎ田た淳じゆん三ざぶ郎ろう艦かん長ちようは眉まゆをひそめる。

　ウォーロックは超低空飛行で接近すると、両りよう腕うでを『赤城』に向け、ビームを放った。

　ビームは『赤城』をかすめ、水柱がその船体を大きく揺ゆらす。

「ぬううう！」

　大混乱に陥おちいる『赤城』のブリッジ・クルー。




「きゃあ！」

「くっ！」

　デッキにいた芳佳たちも、衝しよう撃げきで海に投げ出されそうになる。

「ウォーロックが私たちを!?」

　ペリーヌは悲鳴に近い声を上げた。

　竜りゆうのような咆ほう哮こうを上げるウォーロックは、先ほどまでの無機質な銀色ではない。

　まるで、ネウロイのような漆しつ黒こくを帯びていた。




　　＊　＊　＊




　混乱に陥っていたのは、ウォーロック隊司令部も同じだった。

「空母赤城がウォーロック０号機の攻撃を受けています!!」

「何！」

　兵士の報告に顔色を変えるマロニー。

「ウォーロック制御不能！」

　コンソールの兵士も、助言を求めるようにマロニーを振ふり返る。

「暴走しています！」

「馬ば鹿かな！」

　想定外の事態に、マロニーは言葉を失った。

「閣下、至急ウォーロックの停止を！」

　副官が進言する。

「ならん！　貴重な０号機だ！　今、停止すれば海中に没ぼつする」

「しかし、味方を攻撃する事態となっているのです！　どうか、ご決断を！」

「……くっ！　やむを得ん」

　扶桑の船など知ったことか！

　そう言いたくなるのを堪こらえ、マロニーはやむなく命令する。

「ウォーロック強制停止システム、稼か働どう準備！」

「稼働準備！」

　司令部はウォーロックを墜つい落らくさせる作業に入った。




　　＊　＊　＊




　一方、『赤城』もただ手を拱こまねいているだけではなかった。

「対空戦せん闘とう用意！」

「対空戦闘！」

　艦かん長ちようの命令のもと、集中砲ほう火かをウォーロックに浴びせる。

　だが、ウォーロックが張り巡めぐらせたシールドは、赤城の攻撃をことごとく撥はね返した。

　ウィッチの機動性とシールド。

　ネウロイの強力なビーム兵器。

　その両方を兼ね備えたウォーロックに対し、通常兵器しか持たぬ空母はあまりにも無力であった。




　　＊　＊　＊




「ウォーロック強制停止システム、稼働！」

「強制停止！」

　司令部ではマロニーが停止システムを稼働させるレバーを引いていた。

　だが、反応はない。

　ウォーロックはほんの一いつ瞬しゆん、停とまったようにも見えたが、依い然ぜん、『赤城』への攻撃を続けている。

　ビームが命中し、爆ばく発はつする『赤城』。

　流れたビームはそのまま、司令部のある基地も掠かすめる。

「きゃああ！」

「うおっ！」

　衝撃に飛ばされそうになる『赤城』上の芳佳たち。

「何故なぜだ!?　何故停止しない!?」

　激げき震しんに見み舞まわれた司令部でも、マロニーが絶ぜつ叫きようしていた。




　　＊　＊　＊




「司令部が!!」

　廃はい屋おくのバルクホルンからは、『赤城』もウォーロックも位置的に見えていなかったが、ビームで基地が炎えん上じようするところは確かく認にんできた。

「あのビーム、どこから来たんだ!?」

　と、ハルトマン。

「……行きましょう！」

　ミーナたちは基地に急行することにした。




　　＊　＊　＊




「右う舷げん後部デッキ、被ひ弾だん！」

「第２、第３高角砲ほう、大破！」

「格納庫後部より出火！　消火作業急げ！」

「機関室浸しん水すい！　隔かく壁へき閉めろ！」

　もはや『赤城』は航行不能に陥おちいっていた。

　甲かん板ぱんを舐なめるように飛んだウォーロックの更さらなる一いち撃げき。

　芳佳たちの後方で爆発。

『赤城』はゆっくりと傾かたむき始める。

「きゃあ！」

　斜ななめになった甲板を滑すべり始める車くるま椅い子すを、必死になって止めようとするペリーヌ。

「くっ！」

「坂本さん！」

　芳佳が駆かけ寄り、二人で坂本の車椅子を支える。

「手伝います！」

　だが、そこにまた爆発。

「きゃあああ！」

　飛び出す二組の尻尾しつぽと耳。

　芳佳とペリーヌは魔ま法ほう力を借りて、何とか車椅子を止めた。

「二人とも済まない」

　と、坂本。

「そ、そんなこと」

　二人は苦笑いし、同時に答えた。




　　＊　＊　＊




　一方。

「見ろ！」

「何だろう？」

　ソードフィッシュに乗ったシャーリーとルッキーニも、水平線の彼方かなたに上がる黒こく煙えんに気がついていた。

「行ってみるか？」

　ニッと笑うシャーリー。

「……へっ？」

「ヤッホ～イ！」

　シャーリーは機体をギュ～ンと急旋せん回かいさせて、黒煙の方に向かう。

「うぎゃぎゃ～っ！」

　ドーヴァー海かい峡きように、ルッキーニの悲鳴が轟とどろいた。




　　＊　＊　＊




　また……。

「う、ううん」

「ん？」

　貨物列車の荷台の上で、エイラに寄りかかって眠ねむっていたサーニャに突とつ然ぜん、耳と魔導針が出現した。

「あ……船が燃えてる」

　寝ね言ごとのように呟つぶやくサーニャ。

「船？」

　エイラはハッとして、海の方に目をやった。




　　＊　＊　＊




「あ、あれは!?」

　ロールスロイスの中から、リーネも水平線上の黒こく煙えんを発見していた。

「……遣やり残されたことがおありのようですね、リーネ様？」

　運転手は静かに尋たずねる。

「あの……」

「奥様やご主人様は、次の休きゆう暇かまで待っていただきましょう」

「はい！」

　ロールスロイスはＵターンすると、速度を上げた。




　　＊　＊　＊




「総員退たい艦かん！　総員退艦！」

　艦長の決断で退艦命令が発せられていた。

『赤城』のクルーは、救きゆう命めい艇ていで我が家とも言うべき艦を後にする。

「この艦は沈しずみます！　私たちも早く！」

　ペリーヌは、考え込んでいる様子の坂本を促うながした。

「そんな！　私たちに何かできることは……!?」

　と、芳佳。

「馬ば鹿かおっしゃい！　ストライカーもない私たちに何が……っ!?」

　ペリーヌはそう言いかけてハッとなる。

　その上空を横切るウォーロック。

「……まだだ！」

　坂本は顔を上げた。

「え？」

「ペリーヌ、肩かたを貸してくれ」

　よろよろと立ち上がろうとする坂本。

「だ、駄だ目めです、少しよう佐さ！」

　と、言いながらもペリーヌは坂本を支える。

「まだ手は残っている」

　坂本はさっきまで座っていた車くるま椅い子すを振ふり返った。

「ここに！」

　ジャキン！

「これは！」

　目を見張る芳佳。

　そう。

　車椅子の座席の下から出現したのは、坂本のストライカー、零れい式しき艦上戦せん闘とう脚きやく22型甲こうだった。

　こうした事態を予測した、とまでは言わないが、坂本は万一のことを考え、ペリーヌの手を借りて、車椅子の下部に自分のストライカーを隠かくしておいたのだ。

「ストライカーユニット!!」

「援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまで、私が出しゆつ撃げきして時間を稼かせぐ。その間に二人は避ひ難なんしろ！」

「そんな！　嫌いやです、少佐！」

「私も行きます！」

「無理言うな。ストライカーはひとつしかないんだ」

　坂本は、泣きじゃくるペリーヌに微び笑しようを見せる。

　それは決死の覚かく悟ごを決めた者だけが浮うかべることのできる、優やさしい笑えみだった。

「……坂本さん！」

「ん？」

「私が」

　私にできること。

　芳佳は決意を込めた瞳ひとみで坂本を見み据すえた。

「私が飛びます！」







　第四章　CHAPTER4







　ストライクウィッチーズ

　──または、ガリアの解放




「駄目だ」

　小爆ばく発はつを繰くり返しながら沈んでゆく、空母『赤城』の甲かん板ぱん上。

　自分が飛ぶと進み出た芳佳に対し、ペリーヌに支えられた坂本は厳しい顔で告げていた。

「これは上官の決定だ」

　だが。

「私、諦あきらめたくないんです！」

「諦める……？」

　芳佳の強い調子に、坂本はたじろぐ。

「坂本さんは……坂本さんは死ぬ気です！」

「！」

　ペリーヌは息を呑のんだ。

「でも、それって諦めるってことですよね？」

　芳佳の小さなこぶしが、ぎゅっと握にぎりしめられる。

「私は……私は諦めたくありません！」

「！」

　大きく目を見開く坂本に向かい、芳佳は続けた。

「私、守りたいんです！」

「……守りたい、か。その台詞せりふ、何度聞かされたことか？　……ふ、ふふふ、はははははは！」

　坂本は大笑すると宮藤に命じた。

「宮藤！　出撃準備だ！」

「はいっ！」




　　＊　＊　＊




　シャーリーたちの乗るソードフィッシュは、『赤城』に接近しつつあった。

「あれは？」

　黒こく煙えんを上げて沈しずんでゆく赤城を見て、シャーリーは戸と惑まどう。

「扶桑の空母だよ。何でウォーロックが攻こう撃げきしてるの？」

　ルッキーニにも訳が分からない。

「私に聞くなって～の！」

　ともかく、もっと近づいて状じよう況きよう確かく認にんだ。

　シャーリーはソードフィッシュを加速させる。

「飛ばすぞ！」

「おうよ！」




　　＊　＊　＊




「10時方向高度２０００。ほぼ直上にウォーロックです」

　坂本の身体からだを支えたまま、ペリーヌは報告した。

　ストライカーを身につけた芳佳に、豆まめ芝しばの耳と尻尾しつぽが現れる。

「右のエンジンが回り始めに咳せき込みやすい。気にせずぶん回せ！」

　助言する坂本。

「了りよう解かい！」

　13mm機き関かん銃じゆうを手に、頷うなずく芳佳。

「敵、来ます！」

　黒いウォーロックがこちらに向かって急降下してくる。

「行け、宮藤！」

「はい！」

　芳佳はストライカーのプロペラを回し、滑かつ走そうし始めた。

　その芳佳に向けて、ウォーロックのビームが放たれる。

「ああっ！」

　爆風ではね飛ばされ、空中高く舞まい上がる芳佳の身体。

「宮藤！」

　坂本は力の入らない足で走り、落下してきた13mm機関銃を摑つかむ。

「少佐！」

　悲鳴に近い声を上げるペリーヌ。

「飛べええええええっ！　宮藤いいいいいいいいっ!!」

「!!」

　一いつ瞬しゆん意識を失い、海面に落下しかけていた芳佳は、坂本の言葉に目を覚ます。

「ったああああああああっ！」

　ドウッ！

　白い水柱を上げ、芳佳は飛んだ。

「やりましたわ！」

　急上じよう昇しようする芳佳を見て、ペリーヌは叫さけぶ。

　だが、甲かん板ぱんの坂本とペリーヌに、ウォーロックは狙ねらいを定めた。

「！」

　坂本をかばうように前に出るペリーヌ。

「やああああああっ！」

　芳佳が射線上に飛び込み、シールドを展開するのと同時に、ペリーヌはウォーロックに向けて坂本の手から奪うばった13mm機関銃を乱射する。

　いったん、距きよ離りを取るウォーロック。

「よくやった、ペリーヌ！」

　坂本はペリーヌの肩かたに手を置いた。

「はい！」

　晴れやかな顔で答えたペリーヌの膝ひざは、ほんの少し震ふるえていた。




　　＊　＊　＊




「何だぁ？　宮藤がウォーロックと戦ってるぞ！」

　ソードフィッシュのシャーリーは、ますます状況が分からないという顔になっていた。

「芳佳を助けなきゃ！」

　と、ルッキーニ。

「ああ！」

　無論、どちらにつくかといえば、芳佳に決まっている。

　だが。

「……あっ！　こいつ、武装なんてしてないぞ！」

　肝かん心じんなところで役に立たない『世界最速のリベリアン』だった。




　　＊　＊　＊




「宮藤さん！」

　ペリーヌは太陽に向かって13mm機関銃を投げていた。

　それを摑む芳佳。

「喰くいつけ！　宮藤！」

　坂本の声が飛ぶ。

「うぉ～っ！　ウィッチだ！　ウィッチが来たぞ！」

　戦う芳佳の姿に、救きゆう命めい艇ていの『赤城』クルーも一いち縷るの希望を見み出いだして歓かん声せいを上げる。

「あれは……宮藤さん!?」

　それは、いち早く宮藤の実力を認めていた杉田艦かん長ちようも同様だった。




　　＊　＊　＊




　ドゴッ！

　バカッ！

　ベキッ！

「……ふふん」

　固有魔ま法ほうをほんの少しだけ使って副官を叩たたきのめしたバルクホルンは、すっきりとした顔をしていた。

「ひぃ～！」

　震え上がるマロニー子飼いの兵士たち。

　ウォーロック隊司令部は、今や完全にミーナ、ハルトマン、バルクホルンの三人に掌しよう握あくされていた。

「我々をどうする心算だ？」

　武装解除されたマロニーは、半ば不ふ貞て腐くされ気味に尋たずねた。

「どうする、ミーナ？」

　楽しくてしょうがないといった口調のバルクホルン。

「……ふう」

　ファイルに目を通していたミーナはため息をついた。

　事実を捻ねじ曲げた官かん邸ていへの報告書。

　偽にせ情報のマスコミへのリーク。

　ウィッチに好意的な新聞社や雑誌社への、嫌いやがらせ。

　本来ならウィッチーズに支給される物資の隠いん蔽ぺいに、予算の目的外使用。

　ここにある資料は、ミーナの友人──トリビューン紙のオーウェル編集長──からの情報を裏付けるものばかりだった。

「ウィッチーズを陥おとしいれようとして、ずいぶんいろいろとなさったようですね、閣下」

　あまりにも露ろ骨こつなその遣やり口に、ミーナは怒いかりを通り越こして呆あきれるしかない。

「！」

「う」

　バルクホルンに睨にらまれ、マロニーは身をすくませる。

「ウィッチを超こえる力を得るため、敵であるネウロイのテクノロジーを利用。しかも、その事実を隠かくそうとして、ウィッチーズを無理矢理解散に追い込もうとした」

　人類全体を危機に陥れてまで、権力を求める。

　その考え方に、ミーナはついていけない。

「良い計画でしたが、宮藤さんの、軍の理解を超えた行動に慌あわてて動いたのが失敗でしたね」

「もっと……もっと早くに宮藤を信じてやっていれば」

　バルクホルンは後こう悔かいの念を隠せない。

　と、その時。

「ああ～っ！」

　難しい話は分からないのでボ～ッと窓から外を見ていたハルトマンが、ミーナたちを振ふり返った。

「お～い、大変だ！　『赤城』が沈しずみそうだよ!!」

「！」

　狼おおかみの耳と尻尾しつぽを出し、魔法力を使うミーナ。

「あっ！　ウォーロックとウィッチが戦ってる！　誰だれだ!?」

　ハルトマンは目を凝こらす。

　自分たちのストライカーは、格納庫に封ふう印いんされたまま。

　となると、他の隊からの救きゆう援えんだろうか？

「……宮藤さんだわ！」

　空間把は握あく能力を発揮したミーナが答える。

「宮藤が!?」

「あり得ん！　お前たちのユニットは、すべてハンガーに封印されているはずだ！」

　もっとも忌いみ嫌きらっているウィッチの名を聞いて、動どう揺ようしたマロニーは叫さけんだ。

「!!」

　ハッとするバルクホルン。

　確かに現在、宮藤がストライカーを使えるはずがないのだ。

「このユニットの波形は……」

　ミーナの探査能力は、さらにストライカーの固有波形を捉とらえる。

「美緒のストライカー!?」

「うっそ～っ！」

　目を丸くしたハルトマンは窓にへばりつく。

「やるなあ、宮藤」

「敵を欺あざむかんとすれば、まず味方から、か」

　ふふっと笑ったバルクホルンは、マロニー一党を縛しばり上げるべく、コードを手にする。

「さすが、坂本少しよう佐さだ」

　実際には、シーツを丸めたものをストライカー代わりに幌ほろを被かぶせて置きっ放しにしてきただけなのだが。

「宮藤さん一人では、時間稼かせぎが精一いつ杯ぱいよ。行きましょ」

「それもそうだな。行くか！」

　駆かけ出すミーナと、続くハルトマン。

「わっ！　待って待って待って～っ！」

　兵士どもを縛り上げたバルクホルンは、慌てて後を追った。




　　＊　＊　＊




（どうして……どうしてウォーロックが『赤城』を!?　それにまるでネウロイみたいな……）

　ウォーロックとのドッグファイトの最中さなか、芳佳は考えていた。

　頭を過よぎる、人型ネウロイが見せてくれた光景。

　研究施し設せつのネウロイの破は片へん。

　そして、それを製作途と中ちゆうのウォーロック。

「ネウロイ！」

　そう。

　今のウォーロックは、ネウロイになってしまったとしか思えない。

　ギューン！

　旋せん回かいし、正面から迫せまってくるウォーロック。

「でも、もしネウロイだったら？」

（あの人型と同じように……分かり合えるかも……）

　迷いが生じ、トリガーにかかった指が止まる。

　そんな芳佳に向かって、ネウロイはビームを放った。




　　＊　＊　＊




「あ！」

　基地のすぐそばまで戻もどってきていたリーネは、開けた場所でいったんロールスロイスから降りると、芳佳が戦う様子を目まの当たりにしていた。

「あれはウィッチですか？」

　背中に立った運転手が尋たずねる。

「ええ……」

　空を見つめたまま、うなずくリーネ。

「私の友だち……一番大切な友だち」

　リーネは踵きびすを返し、ロールスロイスに向かって走りだした。




　　＊　＊　＊




「！」

　芳佳はウォーロックを振ふり切れず、前に回り込まれていた。

　至近距きよ離りで銃じゆう口こうを向ける芳佳に対し、ホバリングするウォーロックはいったん、ビーム攻こう撃げきを止やめ、胸部のハッチを開いた。

　迫せり上がってくるシリンダー状のカプセル。

「ああっ！」

　芳佳は衝しよう撃げきを受けた。

　シリンダーに納められていたのは、あの、墜つい落らくしたネウロイから回収されたコアの破片だったのだ。

「……」

　芳佳は引き寄せられるように、そのコアに手を伸のばす。

　あの時と、人型ネウロイが自分のコアを見せた時と同じように。

（心が通じ合える？）

　震ふるえる芳佳の手。

　だが。

　芳佳が腕うでと腕の間に入った瞬しゆん間かん。

　ギュウウウウウウン……バシュッ！

　ウォーロックはビームを発射した。

「きゃあっ！」

　一瞬、シールドを張るのが遅おくれていたら。

　芳佳も、人型ネウロイと同じように消し飛んでいるところだ。

「……違ちがう」

　だまし討うちにあったことで、逆に芳佳の決意は固まった。

「これはあのネウロイじゃない！」

　グイーン！

　ウォーロックはシリンダーを元に戻し、ハッチを閉じる。

「これは……敵なんだ！」

　芳佳は13mm機関銃を構え直し、変形して『赤城』へと向かうウォーロックの背後についた。




「すごい」

「ああ。あの化け物と互ご角かくの戦いとは」

　そんな芳佳とウォーロックの戦せん闘とうを、甲かん板ぱんから見上げるペリーヌと坂本。

　だが、ネウロイのビームがまたもや『赤城』を襲おそい、甲板がさらに傾かたむく。

「!!」

「きゃあああ！」

　投げ出される二人。

「！」

　芳佳もこれに気がつき、助けに向かおうとするがウォーロックのビームがこれを阻はばむ。

　甲板に辛かろうじて左手をかけたペリーヌは、右手一本で坂本の身体からだを支えていた。
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「つまりだ。宮藤がネウロイと接せつ触しよくしようとしたから、奴やつらは慌あわてて尻尾しつぽを出したって訳さ。分かるだろう、ミーナ？」

　ハンガーへと走りながら、バルクホルンは得意満面でマロニーのこれまでの行動を解説していた。

「うん、はいはい」

　そんなことはとっくに分かっているミーナだが、さすがはウィッチーズのお母さん的存在。

　笑え顔がおでこれに頷うなずいている。

「だろ、エーリカ？」

　バルクホルンはご丁てい寧ねいにも、ハルトマンにまで確かく認にんする。

「あ～、もう私の知ってるトゥルーデじゃない～」

　どうやら、ハルトマンの抱いだくバルクホルンのイメージは、知的な美少女からはほど遠いようだ。

　そんな三人がハンガーに到とう着ちやくすると。

「ん～」

「……」

　そこには封ふう印いんされた入口を見上げ、どうしようか逡しゆん巡じゆんしているエイラとサーニャの姿があった。

「エイラさん、サーニャさん」

　声をかけるミーナ。

「……」

「あっ！」

　エイラは振ふり返って、しまった、というような顔をする。

「お前たち、何で戻もどってきたんだ？」

　と、バルクホルン。

「あ、えっと、あの……れ……列車がさ～」

　エイラは苦しい説明をしながら頰ほおを赤くした。

「ほら、二人とも寝ねてたら、始発まで戻ってきちゃって～……あ、うう……仕方ないから、ここの様子でも見ようかな～って。……なあ、サーニャ？」

　エイラはサーニャに助け舟ぶねを求めるが、サーニャの方は……。

「今、芳佳ちゃんが戦ってる。私たち、芳佳ちゃんを助けに来た」

　正直な子である。

「うああっ！　サーニャ、おい！」

「素す直なおじゃないな～」

　と、狼ろう狽ばいするエイラを見て、にやけるハルトマン。

「私たちも同じよ」

　ミーナがそう言うと、バルクホルンは慌てて振り返る。

「えっ！　ち、違う！　私は違うぞ！」

「そんなことよりさ」

「すぐに始めましょう」

　ミーナとハルトマンはバルクホルンを促うながした。




　バルクホルンはＨ鋼を打ち込んで塞ふさがれた入口の前に立つと、ジャーマンポインターの耳と尻尾を発現させた。

　バルクホルンの固有魔ま法ほうは怪かい力りき。

「ぬうううううううううううううっ！」

　数トンはあるＨ鋼を摑つかむと、それをじりじりと引き抜ぬいてゆく。

「どおりゃああああああああああああああああっ！」

　宙を舞まったＨ鋼は、鈍にぶい音とともに滑かつ走そう路ろに落ちた。
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「しょ、少しよう佐さ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　甲板からぶら下がったペリーヌは、坂本の手をぎゅっと握にぎったまま声をかけた。

「もういい、ペリーヌ！　離はなせ！」

　このままでは二人とも海面に叩たたきつけられる。

　沈しずみゆく『赤城』と運命をともにすることになるのだ。

「そ、その命令だけは、絶対聞けません！」

　ペリーヌは入隊して初めて、坂本の命令に従うことを拒こばんだ。
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「坂本さん！」

　何とか坂本たちに接近しようとする芳佳だが、ウォーロックはそれを許さなかった。

　旋せん回かいとシールドで、何とかビームを防ぐ芳佳。

　だが、そのすぐそばを『赤城』に向かって弧こを描えがきながら飛ぶ機き影えいがあった。

　オレンジ色のソードフィッシュ。

　もちろん、シャーリーとルッキーニである。

「ルッキーニ！」

　と、シャーリー。

「いぇい！　じゃじゃじゃ～ん！」

　後部座席のルッキーニは立ち上がり、多重シールドを展開する。

「ル、ルッキーニちゃん!?」

　驚おどろく芳佳の後方を、ソードフィッシュを追ってウォーロックが急降下した。

　巧たくみな操縦テクニックで、シャーリーはビームの雨を搔かい潜くぐり、『赤城』に接近する。

「っ！」

　芳佳の放った銃じゆう弾だんがウォーロックの背後に命中し、ウォーロックはソードフィッシュから離はなれた。

　一方、『赤城』では。

「ペリーヌ！」

「も、もう駄だ目め……」

　ペリーヌの限界が近づいていた。

　そこに。

　ズギューン！

　ウォーロックによる、さらなる『赤城』への攻こう撃げき。

「きゃあ！」

　振しん動どうで、ペリーヌの手が離れる。

「ああっ！」

　芳佳は落ちてゆく二人を追うが、間に合わない。

「きゃああああっ！」

「……」

　ペリーヌを庇かばうように抱だきしめる坂本。

　その真下に、滑すべり込んだのがソードフィッシュだ。

「よっしゃあああああっ！」

　思わずガッツポーズのシャーリー。

　坂本とペリーヌの身体からだは、スッポリと後部座席に納まっている。

「ナイスキャッチ！」

「おっかえり～！」

　ニッと笑うルッキーニ。

「やったあっ！」

　甲かん板ぱんを舐なめるように飛びながら芳佳も叫さけんでいた。
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「待ってて、芳佳ちゃん。今行くから」

　リーネは基地内の森を駆かけ抜ぬけ、ハンガーのそばまで来ていた。

「リ～ネ～！」

　そんなリーネに向かって、着陸するソードフィッシュ上から手を振ふるルッキーニ。

「あ……ああ……」

　リーネは信じられないといった顔になる。

　ミーナ隊長、坂本少しよう佐さ、ハルトマン中ちゆう尉い、バルクホルン大尉、シャーリーさん、エイラさん、サーニャちゃん、ルッキーニちゃん、ペリーヌさん……。

　みんながここにいるなんて、夢ではないかと思う。

「わあ、来た来た！」

　ハルトマンもリーネに微笑ほほえみ、手を振った。

「遅おそいぞ、リネット・ビショップ！」

　いつも通りのバルクホルン。

「お帰り」

　ミーナは微笑んだ。

「あなたが最後よ」

「はい！」

　みんなのもとに駆け寄りながら、リーネは笑顔で答えた。
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「はあはあ……」

　芳佳とウォーロックの死し闘とうは続いていた。

　魔ま法ほう力ももう限界。

　芳佳の息は上がっている。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて正面に回ったウォーロックは驟しゆう雨うのようにビームを浴びせた。

「！」

（もうシールドが持たない！）

　と、芳佳が諦あきらめかけたその時。

　バーンッ！

　はるか彼方かなたからの銃弾が、ウォーロックの脚きやく部ぶに命中した。

　脚あしの半分が吹ふき飛んだウォーロックは白い煙けむりを上げながら『赤城』に激げき突とつ。

　ともに、海中へと没ぼつしてゆく。

「……やった」

　呟つぶやく芳佳。

「芳佳ちゃん！」

　必殺の一段を放ったのは、リーネである。

「赤城が……」

「沈しずんでゆく」

　扶桑軍人たちは『赤城』の最さい期ごに悲しみを隠かくせない。

「お待たせ！」

「芳佳～！」

「みんな！」

　ストライクウィッチーズは芳佳のもとに集まってきた。

「よく耐たえたな、宮藤！」

　ペリーヌとミーナに両りよう脇わきから支えられた坂本が声をかける。

「坂本さん」

　安心の表情の芳佳。

「これは必要なくなったようだなあ」

　芳佳のストライカーを抱かかえてやってきたバルクホルンは言った。

　だが。

「そうでもないかも」

　と、『塔とう』のカードを見つめながら、呟くように言ったのはエイラだった。

「えっ？」

　と、サーニャとリーネ。

「ほら、見て」

　タロットの『塔』は災さい厄やく、崩ほう壊かい、終局を示す最悪のカード。

　エイラの視線の先で、巨きよ大だいな水柱が上がった。

「な、何だ、あれは！」

「まさか……」

　ざわめく救きゆう命めい艇ていの『赤城』クルー。

　海面下から姿を現したのは、赤と黒に染まった『赤城』だった。

「あ……ああ……」

　船首部分には、先ほど撃げき墜ついしたはずのウォーロックが。

「ウォーロックが……赤城と……」

　息を呑のむ坂本の前で、『赤城』は空へと舞まい上がった。

　ウィッチたちは芳佳が履はいていたストライカーを持ち主に戻もどし、芳佳には自分のストライカーを身につけさせる。

「ありがとう、ペリーヌ」

　坂本はペリーヌの手を借りる。

　芳佳は、バルクホルンとシャーリーのお姉さんコンビとだ。

　二人がストライカーを履くのとほぼ同時に、『赤城』はビームを一いつ斉せい射撃した。

　ウィッチたちはいったん散り、『赤城』を追う。

「美緒、できる？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　ミーナと坂本は手をつなぎ、魔法力を合わせた。

「な、何だ、これは！」

　ミーナの空間把は握あく能力と坂本の魔眼が浮うかび上がらせたのは、艦かん首しゆに融ゆう合ごうしたウォーロックから、まるで血管のように『赤城』全体に広がった赤い光の線だった。

「ウォーロックと赤城が融合している」

　と、ミーナ。

「これじゃ手のつけようがないわね」

「だが、やるしかない」

　坂本は言った。

「あれはもう、ウォーロックでもネウロイでもない。別の存在だ！　我々ウィッチーズが止めなければ、誰だれもあれを止める者はいない！」

「あ……来ます」

　サーニャの魔導針が次の攻こう撃げきを察知した。

　かつて『赤城』だったものは、咆ほう哮こうと共に全方位にビームを放った。

　これをかわしながら、巨大な船体に近づいてゆくウィッチたち。

「ストライクウィッチーズ、全機攻撃態勢に移れ！　目標！　赤城、及およびウォーロック！」

　ミーナは命じた。

「了りよう解かい！」
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　その頃ころ。

　数時間前までミーナたちがいた廃はい屋おくに、別の人ひと影かげが姿を見せていた。

「おい、ボブ、撮とれてるか？」

　中年男の方が、カメラを構えた男に声をかける。

「ええ、バッチリっすよ、キャップ！　今までは、ピンボケのお尻しりの絵ばっか撮って来やがって、な～んてよく言われましたけど、今日は完かん璧ぺきっす！」

　自信たっぷりでシャッターを切り続ける男。

「だといいがな」

　キャップと呼ばれた男、トリビューン紙の編集長、ジョージ・オーウェルは、写真誌『ライフ』から借りてきたカメラマンに向かって、疑いの目を向ける。

「キャップのお気に入りのロマーニャ娘むすめも、しっかり撮れてますよ！」

「ば～か、誰のお気に入りだ！」

　と、怒ど鳴なりながらも、元気なルッキーニのことを思い出すだけで、ジョージの顔はほころぶ。

「ま、ミーナ隊長、こっちもただじゃ動かないんでね。提供した資料に見合う記事は書かせてもらいますよ」

　敏びん腕わんジャーナリストは、ニッと笑って明日の紙面を飾かざる写真を、ロバート・キャパに撮らせ続けた。
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「コアは赤城の機関部だ」

『赤城』から距きよ離りを取ると、坂本は全員に伝えた。

「側面からは破は壊かいできそうにないわね。内部から辿たどり着くしか……」

　と、ミーナ。

「内部を知っている私が行く！」

　真っ先に名乗り出たのはやはり坂本。

　だが、怪け我がが癒いえていない坂本を、ミーナとしては行かせる訳にはいかない。

「私が行きます！」

「私も行きます！」

　すかさず芳佳とリーネが名乗り出る。

「わ、私も内部なら多少分かりますわ！」

　ついさっきまで『赤城』に乗っていたペリーヌも。

「ありがとう」

　微笑ほほえみかける芳佳。

「うっ！　べ、別にあなたのためじゃありませんわ！」

　ペリーヌはフンッと鼻を鳴らした。

「ペリーヌ、お前がついていてくれれば心強い」

「え？　は、はい！」

　坂本に言われ、ペリーヌの顔は輝かがやく。

「では、その他各員は三人の突とつ入にゆうを援えん護ご。突破口を開いて」

　ミーナは決定した。

「了解！」




「攻撃開始！」

　雲の上に出た『赤城』に向かってウィッチたちは攻撃を仕し掛かけた。

「他ほかの連中に手て柄がらを残すなよ、ハルトマン」

　両手にＭＧ42で、やる気満々のバルクホルン。

「にひひ……！」

　そんなバルクホルンを出し抜ぬくように、ハルトマンは一足先に行動を開始する。

「あ、こら！」

「先行くよ～！」

　固有魔ま法ほう『シュトルム』を使い、銃じゆう座ざを破壊しまくるハルトマン。

「私の仕事を！」

　バルクホルンも派手にトリガーを引きまくった。




「右だな」

　こちらは、予知の魔法を使うエイラ。

「うん」

　相手の攻こう撃げきを予知で確実に避よけながら、サーニャにフリーガーハマーを撃うたせていた。

　ビュン！

　先ほどまで二人がいた位置を、ビームが通過する。

「上だな」

「うん」

　ビュ！

　今度は、二人の足のすぐ下である。

「眠ねむくないかぁ？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ」

　どんな激しい攻撃を加えようと、心がひとつとなったエイラとサーニャを落とすことは不可能だった。




「攻撃が弱まったぞ！」

　やや上空、少し離はなれたところから戦場全体を見つめていたシャーリーは、この機を見み逃のがさなかった。

「行っちゃう～？」

　不敵に笑ったルッキーニは、シャーリーの胸に頭を乗っけた。

「ゴーッ！」

　ルッキーニを抱かかえたまま、船首のウォーロックに向かって降下するシャーリー。

「行っけ～っ！　ルッキーニッ！」

　シャーリーは、ルッキーニの身体からだをウォーロックめがけて投げつける。

「あっちょ～っ！」

　多重シールドを張ったルッキーニは、ビームをものともせず突撃。

　固有魔法の光熱攻撃でウォーロックを破壊し、船首に大穴を開ける。

　突破口が開いた！

「ほにゃ～っ！」

　傷ひとつなく戻もどってくるルッキーニ。

「ルッキーニちゃん！」

「芳佳、行っちゃえ～っ！」

「行きますわよ！」

　促うながすペリーヌが、開口部から『赤城』内部に潜せん入にゆうする。

「うん！」

「はい！」

　芳佳とリーネは後に続いた。




「隔かく壁へきが！」

　三人が内部に潜入してすぐのところに、進路をふさぐ隔壁があった。

「リーネちゃん！」

　振ふり返る芳佳。

「はい！」

　ドゥ！

　リーネの対装そう甲こうライフルが、分厚い扉とびらをぶち破る。

　これでまず通路を確保、と思ったのも束つかの間……。

「！」

　次の区画では、芳佳たちは激しいビームにさらされた。

　芳佳もリーネも、突とつ然ぜんの攻撃に武器を破は壊かいされる。

「ちょっ！　武器を失うなんて！」

　これで攻撃が可能なのは、ペリーヌひとりだけだ。

　ビームをシールドだけでやり過ごし、三人はさらに奥へと移動する。




「この奥ね」

　またも障壁。

　だが、今度はおそらく最後の障壁だ。

　ペリーヌは機関室前の扉に向かってトリガーを引いた。

　ダダダダダダダダッ！

　だが、ペリーヌの武装は軽けい機き関かん銃じゆう。

　隔壁はびくともしない。

「この銃じゃ無理ですわね」

　ペリーヌは銃を投げ捨て、隔壁の前に立つ。

「そんな！」

「ここまで来たのに」

　と、肩かたを落とす芳佳とリーネ。

　しかし。

　進み出たペリーヌの背中は、自信に満ちていた。

「ペリーヌさん……？」

「最後に取っておくつもりでしたのに」

　苦く笑しよう混じりのペリーヌの身体が、青白く輝かがやく。

　そして。

「トネール！」

　雷らい撃げきが、隔壁を機関室内部へと弾はじき飛ばした。

　芳佳たちは『赤城』の中心部へと乗り込んだ。




「っ！」

　三人が目にしたのは、今まで見たことのないほど巨きよ大だいなコアだった。

　ウォーロックと『赤城』を取り込んだコアは、三人の眼下で邪じや悪あくな赤に脈打っている。

　だが、今の芳佳たちに、コアを破壊できる武器はない。

（ここまで来て）

　と、唇くちびるを嚙かむ芳佳。

　だが。

（……あった。ひとつだけ）

　芳佳はすっと、コアの方に身を乗り出した。

「芳佳ちゃん！」

「宮藤さん、何をする気ですの？」

　リーネとペリーヌは怪訝けげんそうな顔で声をかける。

「リーネちゃん、ペリーヌさん、私を支えて」

　芳佳は二人に両手を摑つかんでもらうと、いったんプロペラを止め、逆方向に回転させ始めた。

　ストライカーは芳佳の足から脱ぬげ落ち、コアに向かって落ちてゆく。

「ありがとう」

（今までありがとうね、お父さんのストライカー……）

　パーン！

　ストライカーが命中すると、巨大なコアは弾はじけ飛んだ。




「やったな」

　芳佳たちがやり遂とげると信じて待っていたシャーリーは、感かん慨がい深げに呟つぶやいていた。

『赤城』は白い煙けむりを上げながら、ゆっくり降下してゆく。

　そして、雲の下に出たあたりで、破は裂れつしたかのように細かな結けつ晶しようとなって海に降り注いだ。

「……あ、芳佳だ！」

　と、ルッキーニが手を振ふる先には、リーネ、ペリーヌ、芳佳の姿があった。




「芳佳ちゃん」

　芳佳を抱だきしめるリーネ。

「ふん」

　何でこの私がこんな豆まめ狸だぬきを！

　と言うように突つき放すペリーヌ。

「やった！　やったよ、芳佳ちゃん！　芳佳ちゃんがやっつけたんだよ！」

「う、うん」

「あれは……」

　振り返ったペリーヌは、自分の目を疑った。

　ガリアを覆おおっていた黒い巨大な渦うずが、散っていっているのだ。

「ネウロイの巣が……」

「消えてゆくぞ！」

　と、坂本とシャーリー。

「んんん～……勝ったああああああああっ！」

　ルッキーニが右手を高く突き上げる。

「ガリアが……私の故郷が……解放された」

　この時のために戦ってきたペリーヌである。

　今は、自分の想おもいのすべてを語れる言葉がない。

「すごい！　すごいよ、芳佳ちゃん！」

「うん」

　これでネウロイと分かり合える機会も消えてしまった。

　そう思うと、気持ちは複雑な芳佳ではあったが……。

「……終わったな」

「ええ」

　坂本を振り返り、微笑ほほえんだミーナがみんなに告げた。

「ストライクウィッチーズ、全機、帰き還かんします！」

「了りよう解かい！」




　　＊　＊　＊




　１９４４年９月。

　ガリア地方のネウロイの完全消しよう滅めつが確かく認にんされた。

　これをもって、正式に第５０１統合戦せん闘とう航空団、ストライクウィッチーズは解散した。




　その後。

　ミーナ、バルクホルン、ハルトマンの三名は、祖国カールスラントの防衛戦線に復帰。

　エイラ、サーニャの両名は、東部戦線へ。

　シャーリーとルッキーニは、アフリカ戦線へ。

　ペリーヌとリーネは、荒こう廃はいしたガリアの復興に努め、坂本は扶桑で鬼おに教官として後進の指導に当たっているという。

　そして……。







　インターミッション　INTERMISSION







　みっちゃん・いんぽっしぶるⅢ




「え～、勅ちよく撰せん和歌集の中でも三代集と呼ばれるものは、あなた方も知っている通り、古こ今きん、後ご撰せん、拾しゆう遺い三集を指しますが、これも古くは……」

　秋の足音が近づいてきていた。

　例によって、午後の横須賀第四女子中学、二年生のある教室では、みっちゃんにとっては退たい屈くつな国語の授業が続いていた。

「こっそり、こっそり」

　みっちゃんは今朝届いたばかりの手紙を取り出し、教科書の上に広げた。

　もちろん、ブリタニアの芳佳からの手紙だ。




　みっちゃん、やったよ！

　私たち、みんなで力を合わせて、ネウロイの巣を破は壊かいしたんだよ！

　あのペリーヌさんが、私にしがみついて大泣き！

　……まあ、後でそんなこと絶対にしてないって言い張ってたけど。

　それからもしばらくは忙いそがしかったけど、ようやく、帰れることになりました。

　私たちが横須賀に着くのはたぶん……




「ええ！」

　そこまで読んだところで、みっちゃんは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　手紙に書かれていた日付は、まさに、今日のものだったのだ。

「山川さん！」

　国語教師は顔を真っ赤にしてみっちゃんの前に立った。

「今日という今日は許しません！　度たび重かさなるあなたの妨ぼう害がい行こう為いで、この学級の授業の遅おくれは……」

「芳佳ちゃんが帰ってくるんです！」

「はあ？」

「それも今日！　横須賀港に戻もどってくるんです！」

「芳佳ちゃん……宮藤さんですか？」

　もちろん、国語教師も芳佳のことはよく覚えている。

　成績はまあまあだが、素す直なおで何事にも一生懸けん命めいで……。

「……そうですか、あの宮藤さんが」

「はい！　私、これから芳佳ちゃんを迎むかえに！」

　と、言いかけたみっちゃんは、国語教師の厳しい表情にはっとなった。

「やっぱり、駄だ目め……ですか？」

「山川さん、あなたひとりが、この神聖な授業を抜ぬけ出すなど、許されることだと思っているのですか？」

　国語教師は、そうみっちゃんに尋たずねかける。

「す、すみません」

　肩かたを落とすみっちゃん。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　教師の瞳ひとみは、ふっと柔やわらかな、温かい色を帯びた。

「でも、みんなで迎えに行くのは構いませんよ。学校全員で、宮藤さんを！」

　きゃーっという歓かん声せいが、級友たちの間から上がった。

「さあ！　行きましょう、横須賀港へ！」

「はい！」

　みっちゃんがまず、教室を飛び出し、他ほかの女の子が後に続く。

「芳佳ちゃんが帰ってくるよ！」

「みんなで迎えに行こう！」

「ストライクウィッチーズの芳佳ちゃんが凱がい旋せんするよ！」

　すべての教室に声をかけて回るみっちゃんたち。

「宮藤さんが？」

「芳佳さんが!?」

「芳佳ちゃんが！」

「にゃ～」

　生徒に先生たち、それに教頭と校長までもが立ち上がる。

　学校中が芳佳を出で迎むかえるために、港に向かって走り出した。

「お、どうしたんだ!?」

　制服姿の少女たちの走る姿を見て目を丸くしたのは、自転車に乗って学校の前を通りがかった巡じゆん査さである。

「芳佳ちゃんが帰ってくるの！」

　すれ違ちがいざまに答えるみっちゃん。

「何ぃ～！　こりゃ大変だ！」

　巡査はずり落ちかけた制せい帽ぼうを直し、自転車の向きを変えた。

「宮藤軍ぐん曹そうが凱旋するぞ～！」

　巡査は少女たちの後を追いながら、通りすがりの人たちに伝える。

「ブリタニアから、宮藤先生んトコの芳佳ちゃんが戻ってくるのか!?」

「芳よつちゃんが？」

「あのチビッコが？」

「いや～、天あつ晴ぱれ、天晴れ！」

「俺たちも行こうぜ！」

「おうっ！」

　魚屋が、八百屋が、お花のお師し匠しようが、生なま臭ぐさ坊ぼう主ずが、煙草たばこ屋の婆ばあさんが、バンカラ大学生が、香具師やしが、ガキ大将が。

　港へ向かう人の数は次し第だいに増え、やがて、街中の人々がみっちゃんたちとともに走っていた。

「芳佳ちゃん……みんなが待ってたんだよ」

　先頭をゆくみっちゃんの頰ほおを、一筋の涙なみだが流れる。

「おかえりなさい」

　その頃ころ。

　遥はるか水平線の上では、芳佳を乗せた艦ふねの影かげが夕ゆう陽ひに浮うかびつつあった。







　エピローグ、それともプロローグ？　EPILOGUE or PROLOGUE?







　帰国からすでにもう一か月。

　芳佳は母と祖母のもと、診しん療りよう所じよで治ち癒ゆ魔ま法ほうの修しゆ業ぎように励はげんでいた。

　だが、今はちょっと休きゆう憩けい中。

　この間、ルッキーニから来た手紙の返事を書いているところだ。

　ふと、横に目をやると、父が、まだあどけなさの残る坂本と一いつ緒しよに収まっている写真がある。

　あの初夏の日。

　突とつ然ぜん、ブリタニアから届いた手紙に同どう封ふうされていた写真だ。

「何もかも、この手紙から始まったんだよね」

　写真を見つめ、懐なつかしそうに呟く芳佳。

　と、そこに。

「芳佳ちゃん、芳佳ちゃん！」

　玄げん関かんの方から声がした。

「みっちゃん！　どうしたの!?」

　出てみると、そこには何かを抱だきしめ、泣きそうな顔をしているみっちゃんの姿があった。

　その手の中を見てみると、メジロだろうか、瀕ひん死しの小鳥がピクピクと震ふるえている。

　たぶん、猫ねこか野良犬に襲おそわれたのだろう。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ」

　芳佳はみっちゃんを安心させるようにそう言うと、魔力を発動させる。

　ピョンと飛び出る、耳と尻尾しつぽ。

　その手にそっと小鳥を乗せ、芳佳は治癒魔法をかけた。

　暖かな光が小鳥を包み込む。

（少しは……ちゃんと使えるようになったよ、お父さん）

　微笑ほほえみ、手を高く掲かかげると、元気を取り戻もどした小鳥は、芳佳の手を離はなれ、太陽に吸い込まれるように飛び立ってゆく。

「わぁ。……よかったね、みっちゃん」

「うん、ありがとう、芳佳ちゃん」

　と、喜び合う二人。

　しかし。

「……あれ？」

　何かが、キラリと空で輝かがやいたかと思うと……。

　ブ～ン！

　グワッシャ～ン！

　二人の目の前の、雑木林に墜つい落らくした。

「きゃあ！」

　身をすくませる芳佳とみっちゃん。

「…………？」

　おそるおそる顔を上げると、何かが茂しげみに埋うもれてうごめいている。

「あれって？」

　脚あし。

　それも、ストライカーを履はいた、女の子の脚だ。

「うう～ん」

　声がした。

「……痛～い」

　近づいて、覗のぞき込む芳佳たち。

「……ウィッチ!?」

　紛まぎれもなくそこにいたのは、扶桑陸軍の魔女。

　それが、まっ逆さまに茂みに突つっ込み、脚を上に突き出してもがいているのだ。

「きゃっ！」

　芳佳たちの声に驚おどろき、身体からだを起こすウィッチ。

「あ、あの私、扶桑皇国陸軍飛行第47中隊諏す訪わ天あま姫きであります！」

　メガネに長い黒くろ髪かみ。

　ドジっ子のオーラを漂ただよわせる少女は名乗った。

「こ、こんにちは」

　芳佳もとりあえず、挨あい拶さつを返す。

「え、えっと、宮藤芳佳さんは……」

　天姫はキョロキョロとあたりを見み渡わたした。

「は、はい、私ですけど……」

（私だってこんなにはひどい墜落はしたことない……よね、たぶん）

　と、思いながらも芳佳は答える。

「はあ～、良かった～！」

　天姫は安あん堵どのため息をつくと、『よしかへ』と宛あて名な書がきされた手紙を差し出した。

「えっ？」

[image: ]

　戸と惑まどう芳佳。

「宮藤博士よりお手紙です」

「え、えええ～！」

　青い扶桑の空に、芳佳の驚きよう愕がくの声が響ひびき渡った。





終わり？　　









　あとがき







　どうも！

　ふと真しん剣けんになった時のシャーリーの表情（第10話『信じてほしい』Ｂパート後半、「きついね」のセリフのところ）がたまらなく好きな南房です。

　とうとう『乙女ノ巻』シリーズも第３巻。

　思えば、シナリオの決定稿こうもない段階で書き始め、締しめ切きり直前まで絵コンテと照らし合わせて修正を重ねた１巻目。

　担当と二人で調子に乗り、やりたい放題、前ぜん代だい未み聞もんの袋とじイラストまでやってしまった第２巻。

　珍めずらしく、週末にパーティに呼ばれ、何かと思ったら、月曜までにショートショート３本書いてこいと厳命されたオフィシャルファンブック。

　その他ほかにも、細かな短編の仕事が何本か。

　そして、アニメ第９話から最終話までを網もう羅らした、シュトゥルム・ウント・ドラングな展開の、この第３巻。

　ようやくここ（５０１解散）までこぎつけたか、と感かん慨がいもひとしおです。

　……って、卒業式かい、これは？（そう簡単には卒業せんもんね～）




　この第３巻では、あまりオリジナルのエピソードを入れるページの余よ裕ゆうがなかったので、上官である鈴木さんの提案により、芳佳の親友、みっちゃんのインターミッションを設けてみました。

　本編ではあまり出番の多くないみっちゃんですが、意外とファンも多いとのこと。

　こんなのはみっちゃんじゃないやい、とのお叱しかりがあれば……ごめん。




　これで一応、アニメ第１期『ストライクウィッチーズ』最終話まではこうしてまとまった（個人的には、第７話『スースーするの』もやりたかったなあ～）けど、このあともゲーム、アニメ第２期などなど、ウィッチたちの戦いはまだまだ続くので、応おう援えんをよろしく。

　もちろん、人気によっては第２期と連動しての、『新・乙女ノ巻』という展開もあるかも。

　現時点では、まだ発表できないことも多いんだけどね。




　とにかく。

　随ずい時じ、適切なアドヴァイス（これがなかったら一体どうなっていたことか……）をいただいた鈴木貴昭＆島田フミカネの両司し令れい官かん、ＧＯＮＺＯをはじめとする優ゆう秀しゆう且かつ勇ゆう敢かんなスタッフの方々、そして、何よりも、ここまで一年にわたり付き合ってくれた戦友である読者のみなさんに……。

　敬礼！
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　第一章　CHAPTER1







　夜間専従班再び！

　──または翼よ、あれが命の灯だ！




　それは、何の前まえ触ぶれもなく、我々人類の前に現れた。




　我々はそれを、ネウロイと名付けた。

　ネウロイがどこから、何のために来たのか、誰だれにも分からなかったが、彼らの攻こう撃げきによって、人々が生まれ育った町を、国を追われていったことは確かだった。

　ネウロイに対し、徹てつ底てい抗こう戦せんに打って出た人類は、対ネウロイ用の新兵器を開発した。

　ストライカーユニット。

　ネウロイに効果的な力とされる魔ま力りよくを増大させ、その魔力による飛行を可能にした、新たな魔法のホウキである。

　それを装備し、戦うため、強大な力を持つ魔女、ウィッチが世界各国から集められた。

　対ネウロイ用に編制された精せい鋭えい部隊、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団。

　人々は彼らを、ストライクウィッチーズと呼んだ！




　　＊　＊　＊




　爽さわやかな朝。

　ブリタニアの南東、ドーヴァーに臨のぞむ、ストライクウィッチーズ基地。その滑かつ走そう路ろ脇わきの草地に、真しん摯しな表情で素す振ぶりを続ける少女と、それを見守るやや年上の少女の姿があった。

「せいっ！　やっ！」

　ショートヘアにセーラー服。木刀を振ふる、というよりは、木刀に振られている観のある小こ柄がらな少女は、宮みや藤ふじ芳よし佳かという。

　極東は扶ふ桑そうの軍港、横よこ須す賀かに近い鎌かま倉くらの小さな診しん療りよう所じよで、三代続くウィッチの家系に生まれ育った芳佳は、この夏に軍ぐん曹そうとしてストライクウィッチーズに配属になったばかりの15歳。

　特技は治ち癒ゆ魔法。第５０１統合戦闘航空団の11名のウィッチの中でも、一番の新米である。

　実は芳佳の父、宮藤一いち郎ろう博士は、異空間にウィッチの足を収納するという画期的な『宮藤理論』の提唱者にして、世界最初のストライカーユニットの開発者。

　博士は数年前に死んだと思われていたが、この夏、突とつ然ぜん父からきた手紙に導かれ、芳佳はこのブリタニアに渡わたってきた。

　だが、この見知らぬ土地で芳佳を待っていたのは、父の墓。

　そして、その墓ぼ碑ひには、こう刻まれていた。

　──その力を多くの人を守るために──

　芳佳は父の残した言葉を自分の誓ちかいとして、ストライクウィッチーズに参加する決意をしたのだ。

　……そう。

　決意は、したのだが……。

「せいっ！　やっ！」

「……う～む」

　へっぴり腰ごしで木刀を振る芳佳の様子を、坂さか本もと美み緒お少しよう佐さは傍かたわらで、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で見つめていた。

　坂本は、魔眼──遠えん距きよ離り策敵能力とネウロイの弱点であるコアの発見能力を持つ特とく殊しゆな眼め──である右目を眼帯で覆おおった、芳佳よりも15cmほど長身の少女である。

　少女といっても19歳。ウィッチとしては、限界ギリギリの年ねん齢れいだ。

　白い制服を見て分かる通り、扶桑海軍出身。芳佳の治癒魔法の才を認め、ウィッチーズに誘さそったのは彼女なのだ。

（焦あせってはいけないことは、分かっているのだがな）

　風を切らない芳佳の木刀の軌き跡せきに、眉まゆをひそめる坂本。

　本土から突つき出した半島にあるこのウィッチーズ基地は、文字通りの最前線。故ゆえに、常に敵に備え、訓練のできる時は少しでもやっておく。

　それが坂本の考える、ネウロイとの戦いに生き残る秘ひ訣けつ、なのだが……。

「せいっ！　やっ！」

　坂本にとっては肩かた慣ならし程度の素振りで、宮藤はもう疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態だ。

（やれやれ。少し目先を変えてみた方がいいかも知れないな）

　こう見えても、芳佳には素質がある。

　ブリタニアに向かう途と中ちゆうで巨きよ大だいネウロイの襲しゆう撃げきを受けた際に、訓練やレクチャーもなしでいきなりストライカーユニットを身につけて空を飛び、誰かに教えてもらった訳でもないのに強力なシールドを展開して戦うことができたのだから。

　ただ、今の芳佳は体力不足。魔法力の制せい御ぎよにも慣れていない。

　その二点さえ克こく服ふくできれば、坂本も多少は安心できるのだが、現状ではまだまだという感じである。

「せいっ！　やっ！」

「戦場において、何が最も危険であるか分かるか、宮藤!?」

　坂本は、地面に垂直に立てた木刀の柄つか頭がしらに手を置いて怒ど鳴なった。

「分かりません！　せいっ！　やっ！」

　清すが々すがしいほど素直に芳佳は答える。

「そうか!?　素振り、あと百本だ！」

「はい！　せいっ！　やっ！」

「戦場において、最も危険なもの！　それはな、慣れだ！」

「慣れ！　ですか!?　せいっ！　やっ！」

　素振りを続ける芳佳の肌はだに、汗あせの粒つぶがきらめく。

「そうだ！」

　坂本は深く頷うなずいた。

「戦闘に慣れてくると、己おのれの力を過信し、敵を見くびるようになる！　そこに油断が生まれる！　そして、一いつ瞬しゆんの油断が、取り返しのつかん敗北を招く！　訓練においても同じだ！　初心忘るべからず！　一いち期ご一いち会え！　毎日の訓練を、同じことの繰くり返しだと思うな！」

「はいっ！　せいっ！　やっ！」

　一心不乱に木刀を振り下ろす芳佳。

　常に前向きに頑がん張ばれること。

　それは、芳佳の数少ない、貴重な才能のひとつである。

（……いつまでも、お前たちを守れたらいいのだがな）

　坂本は寂さびしげな笑えみを口元に湛たたえると、自分も芳佳と並んで素す振ぶりを始めるのだった。




　　＊　＊　＊




「少しは筋肉、ついたかな？」

　ランニングと素振りの早朝訓練を終えた芳佳は、シャワーを浴びながら自分のお尻しりを撫なでていた。

　悪くはない感じだ。コリコリとして、程ほどよい弾だん力りよくがある。

「腕うでと胸の方は……うう」

　こちらは、まだまだ。

　特に胸の方は成長度、ほぼゼロだ。

　寄せて上げる、という芸当もできない。

　寄せようにも、芳佳の両手は盛り上がりのほとんどない胸の表面を、ツルリとむなしく滑すべるだけである。

「頑張ってる……つもりなんだけどなあ」

　訓練後の身体からだは、胸はぺたんこでも鉛なまりのように重い。このままベッドに倒たおれ込めれば幸せだが、朝食後には宿舎の掃そう除じ、洗せん濯たく、そして午後にも訓練が待っている。

（……お父さん。私、誰だれかを助けられるようになるのかな？）

　ため息をついた芳佳は、シャワーを止めて浴場を出た。




「よ」

「……宮藤さん」

　廊ろう下かを歩いていると、食堂の方から二人の少女が芳佳の方にやってきた。

　スラリとしたプラチナブロンドの少女は、エイラ・イルマタル・ユーティライネン少しよう尉い。芳佳と同い年で、出身は北ほく欧おうの国、スオムスである。

　多少、いや、かなり変わり者だとまわりから思われているが、戦場においては遠距離攻こう撃げきも近接戦せん闘とうもこなす万ばん能のうタイプ。

　相手の攻撃を先読みできる未来予知の固有魔ま法ほうを使う、優ゆう秀しゆうなウィッチだ。

　手にしているのは、故郷スオムスの新聞『ガルム』紙。

　記事には大して興味はないが、若手女流イラストレーター、トーベ・ヤンソンの描えがく妖よう精せいトロルの挿さし絵えがエイラのお気に入り。

　原隊であるスオムス空軍飛行第24戦隊時代の戦友に、一月ごとに送ってもらっているらしい。

　そのエイラの背中に、半分身を隠かくすように立っているのは、サーニャ・Ｖ・リトヴャク中尉。出身はヨーロッパの北東。厳寒の地、オラーシャ。

　グレイの髪かみに華きや奢しやな体つき、内気で清せい楚そな印象の少女だ。

　固有魔法は、魔導針と呼ばれる光のアンテナを頭部に張り巡めぐらせての全方位広域探査。

　空飛ぶレーダー基地といったところである。

　その表情がちょっと眠ねむそうなのは、サーニャの主な任務が夜間哨しよう戒かいで、普ふ段だんなら今いま頃ごろはベッドに入っている時間だからだろう。

　ちなみに、サーニャの誕生日は芳佳と同じ８月18日。１歳違ちがいの14歳の誕生日を、この前みんなに祝ってもらったばかりだ。

「あの、これ……」

　サーニャはナプキンがかけられたバスケットを、おずおずと芳佳に差し出した。

「……えっと、これって？」

　白いナプキンをめくってみると、そこには小判形の揚あげパンのようなものが、出来立ての湯気を上げている。

「ピロシキよ」

　透すき通るように白い頰ほっぺたをほのかにピンクに染め、サーニャはか細い声で言った。

「風ふ呂ろ敷しき？」

「ピ・ロ・シ・キ。ボルシチと並ぶ、オラーシャの伝統的な料理だぞ？」

　解説するエイラ。

「ボロ七と並ぶ？」

　どっちも芳佳には、料理の名前とは思えない。

「これ、私に？」

「そうだ。心して食べろよ。夜間哨戒明けで疲つかれているサーニャがわざわざ、宮藤のために作ったんだからな」

　そう言って胸を張りながらも、エイラは少しばかり羨うらやましそう。

　エイラにとって、サーニャは一番大事な仲間。そんなサーニャが、近ちか頃ごろ、芳佳とずいぶん打ち解けた様子なので、ちょっと複雑な気分なのだ。

「エイラも手伝ってくれたの」

　はにかみながら、サーニャは付け足す。

「わ～、ありがとう、サーニャちゃん、エイラさん」

　顔を輝かがやかせ、ペコリと頭を下げる芳佳。

　実は今日の朝食は、普段、栄養さえ摂とれればいいと豪ごう語ごする典型的なカールスラント軍人、バルクホルン大尉が作ることになっていた。

　本人の弁では凝こった料理も上手うまいらしいが、その腕うでが発揮されたことはほとんどなく、茹ゆでたジャガイモだけになる公算が高かったのだ。

「へへへ」

　微笑ほほえむエイラ。

　エイラも、芳佳が素す直なおで気持ちのいい少女であることはよく分かっている。だから、サーニャが芳佳に優やさしくしても、邪じや魔まをする気にはなれないのだ。

　と、その時。

「あらあら。宵よいっぱり娘むすめが、野生の豆まめ狸だぬきに餌え付づけ、ですか？」

　通りすがりに、ボソリとひとこと言ったのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がん、メガネ美少女のペリーヌ・クロステルマン中尉。

　ガリア出身の彼女は、坂本少しよう佐さのことを姉のように、いや、それ以上に過激に慕したっていて、坂本に目をかけられている芳佳のことを面おも白しろく思っていない。

　決して、性しよう根ねが曲がっているとか、意地悪だとかいうことは……たぶんないのだが、芳佳にとっては理解しがたい存在だ。

「むうっ！」

　と、頰っぺたを膨ふくらませてペリーヌを振ふり返る芳佳。

　……確かに、その表情は豆狸である。

　芳佳の使い魔──魔力を発動させるために契けい約やくを結ぶ生物──は、豆狸ではなく豆まめ柴しばなのだが……。

「豆狸に、タヌキ色の料理。サーニャさんもジョークがお分かりのようですこと。オ～ッホッホッホ！」

　高笑いと共に去ってゆくペリーヌ。

「ツンツンメガネ～ッ！」

　その背中に向かって、ベエ～ッと舌を出すエイラ。

「あの……宮藤さん……これ、そんな意地悪じゃないから」

　ペリーヌに言い返せないサーニャは目を伏ふせて、ちょっとへこんだ様子になる。

「あ、うん。大だい丈じよう夫ぶだよ、分かっているから」

　そんなサーニャに芳佳は笑みを見せ、ピロシキを手に取った。

「へえ～！　中身、お肉なんだね！」

　一口かじって、その美味おいしさに目を丸くする芳佳。

「揚げ饅まん頭じゆうみたいだから、あんこが入ってると思ったけど」

「あんこ？」

　と、サーニャ。

「ええとね、小豆あずきを潰つぶして……」

「ええい！　サーニャの作ったものに文句を言うヤツはこうだ！」

　突とつ然ぜん、エイラは芳佳の手にしたピロシキにパクリと食いついた。

「ああ！　ひっどい！　食べかけなのに！」

「早く食べないのが、もぐもぐ、悪いんだぞ！　こういうのはな、むひゃむひゃ、熱いうちが美味しいんだ！」

　頰ほっぺたいっぱいにピロシキを詰つめ込んだエイラは至福の表情だ。

「でも！……間接キスになっちゃった」

　芳佳は唇くちびるを尖とがらせた。

「き、気色の悪いこと言うなあああっ！」

　顔を真っ赤にして吹ふき出しかけるエイラ。

「サーニャならともかく、どうして宮藤なんかと！」

「……サーニャちゃんなら……ともかく？」

「えっと、あの、それは……えええい！」

　宮藤の思わぬツッコミに、頰っぺたをムギュ～ッと引っ張って反はん撃げきするエイラ。

「ひ、ひふぁいでふほ～、へいらは～ん！（い、痛いですよ～、エイラさ～ん！）」

　芳佳の頰っぺたは、扶桑名物の餅もちのようによく伸のびる。

　と、そこに。

「ん？」

　芳佳より遅おくれて風ふ呂ろから出てきた坂本が通りかかり、エイラたちの姿に気がついた。

「は～、はかもほはん、はふへへふふぁは～い！（あ～、坂本さん、助けてくださ～い！）」
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　芳佳は坂本に助けを求める。

「楽しそうだな」

　どうやら、坂本の目には芳佳が喜んでいるように映ったようだ。

「で、何をしている？」

「ピロシキを……」

「へいははん……ぶはっ、エイラさんが間接キスを……」

「私が悪いんじゃないぞ～」

　口々に説明しようとする芳佳たち。

「……さっぱり分からんが？」

　首をひねった坂本は、三人の顔ぶれを見てふと思いつく。

（そうか。宮藤の訓練、この二人に）

　この三人は、つい先日、夜中に出しゆつ没ぼつするネウロイに対処するため、夜間専従班としてチームを組み、見事、ネウロイを仕留めている。

　夜間飛行の訓練は、その時に少しやったきりだが、芳佳の飛行技術を磨みがくには最適かも知れない。

「？」

　ニヤリとする坂本を見て、首を傾かしげる三人。

「サーニャ、エイラ、お前たち、今晩、宮藤の訓練に付き合ってくれないか？」

「夜間……飛行ですか？」

　と、サーニャ。

「ああ。是ぜ非ひ、夜間専従班の二人に頼たのみたい」

「あれってまだ続いてたのか～？」

　エイラは額に手を当てた。

「こ、今晩ですか～？」

　芳佳の顔も強こわ張ばる。

「ああ、ネウロイの来らい襲しゆう予定は明後日あさつてだ。今晩の方がいいだろう」

　善は急げ。

　思い立ったが吉きち日じつ。

　ということなのだろう。訓練はネウロイ戦の後に、という発想は坂本にはないようだ。

「頼むぞ、二人とも。なあに、夜間哨しよう戒かい任務のついでに、少し足を延ばしてくれればいいだけだ」

　エイラとサーニャの肩かたに、気軽に手を置く坂本。

「これって……拒きよ否ひできないんだろうなあ？」

「ふふ」

　うんざりした顔のエイラを見て、思わず笑えみを漏もらすサーニャだった。
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　日没の30分ほど前からポツポツと落ち始めた雨は、夕食後に本格的な降りとなった。

「サーニャ、寒くないか？」

　切り立った岩場の間を縫ぬうように飛びながら、エイラはサーニャを気き遣づかっていた。

　夏とはいえ、雨のせいで気温は急激に下がってきているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　と、サーニャはこの陰いん鬱うつな天候の中、雨音に合わせるように歌を口ずさむ。

　この歌は、サーニャの歌。作曲家であるサーニャの父が、雨が続いて退たい屈くつそうにしていた娘むすめのために作った曲である。

　昼間とは別人のように、とは言わないまでも、サーニャの澄すんだ瞳ひとみはパッチリと冴さえている。

　さすがは完全夜型のウィッチだ。

　片や。

「うう、エイラさん、タロットカードの占うらないで分からなかったんですか～、夜から大雨になるって？」

　情けない声で尋たずねたのは、昼夜関係なくボケとドジを貫つらぬく芳佳。

　飛行時のウィッチには、契けい約やくを結んだ使い魔まの耳と尻尾しつぽが現れるのだが、芳佳の使い魔、豆柴──決して豆狸ではない──の耳と尻尾も、ぐっしょり濡ぬれて元気がない。

「いや、さすがに天気は無理だな。っていうか、悪天候ぐらいで坂本少しよう佐さが組んだ訓練メニューが変わるもんでもないだろ？」

　そう答えながらも、ジワジワと体温を奪うばう小こ糠ぬか雨あめと、制服のズボン（注：パンツではない）がお尻しりに張りつく感かん触しよくに、エイラも不快さを隠かくせない。

「雲の上、飛べば濡れないんだけどな～」

　エイラは低く垂れ込める雲を恨うらめしげに見上げる。

『おいおい、それじゃ訓練にならんだろ』

　インカムを通じて、坂本の声。

　ウィッチーズ基地の管かん制せい塔とうから、坂本は指示を出しているのだ。

『谷間に沿って、超ちよう低空で飛ぶことで技術を磨けるのだからな』

「でも、この雨ですよ。……って、あわわ！」

　突とつ然ぜん、目の前に崖がけが現れ、芳佳は急旋せん回かいした。

　途と端たんにバランスが崩くずれ、未成熟な、いや、未熟な芳佳は墜つい落らくしかける。

「宮藤さん、失速！」

　サーニャが慌あわてて、制せい御ぎよを失った芳佳の身体からだを支えた。小こ振ぶりだが、ポニョンとした感触の胸が芳佳の顔に密着する。

「あ、ありがとう」

　ホッとため息をつく芳佳。

　芳佳は見通しの利きかない夜の飛行にようやく慣れてきたところ。いきなりこの悪条件は、ハードルが高過ぎる。

「坂本さん！　暗くて、怖こわくて、びしょびしょで、冷たいです。何かアドバイスを！」

『……落ちるな』

「……」

　的確で簡潔なアドバイスだ。

「こら～！　いつまでサーニャにくっついているんだ～！」

　サーニャに抱だきかかえられたままの芳佳を見て、二人を引きはがそうとするエイラ。

「う～、放されたら落ちちゃうよ～！」

　芳佳は必死にサーニャの胸にしがみつく。

（あ）

　エイラに引っ張られて芳佳の顔が動く度たびに、えも言われぬ、疼うずきのようなものを胸に覚えるサーニャ。

「しょうがないな～。ほら」

　エイラは強ごう引いんに芳佳の手を握にぎった。

「これでいいだろ？」

「う、うん」

「ちょっとの間だけだからな。慣れたらひとりで飛ぶんだぞ」

　まるで、幼い妹に自転車を教えるお姉さんである。

　変人に見られがちなエイラだが、基本的には面めん倒どう見みのいい、性格のいい子。ただ、ほんの少し人見知りなところがあり、打ち解けて話すのに時間がかかるだけなのだ。




「……なあ」

　しばらくして。

　緩ゆるやかなジグザグを描えがいて谷を飛びながら、エイラはポツリとサーニャに尋ねていた。

「坂本少佐、どうしてこんな訓練思いついたのかな？」

「……どうしてかな？」

　ハミングをやめ、首をほんの少し傾かしげて、サーニャは考え込む。

「まさか！　少佐、宮藤をナイトウィッチにする気なのか!?」

　もしも、宮藤がナイトウィッチになれば、当然、サーニャと組むことに。

　そうなると、自分がサーニャと組む機会がグッと減る可能性が高いことに気がつき、エイラは愕がく然ぜんとなる。

「それはないと思うわ」

　サーニャは目を細めた。

「坂本少佐、今回はむしろ、宮藤さんをエイラと組ませたかったんじゃない？」

「私と？」

「エイラは」

　サーニャはささやくような声で、自分の考えを説明しようとする。

「私と違ちがって、誰だれとでも上手に組めるでしょ？　坂本少佐、宮藤さんをエイラみたいなウィッチにしたいって考えているんじゃないかな」

「私みたい？　そりゃ買いかぶり過ぎだろ？」

　スオムス空軍ではトップ・エースだったエイラだが、自分が人の見本となるようなウィッチだと思ったことは一度もない。

　だが、確かに。

　治ち癒ゆ魔法を得意とする芳佳の場合、自由に組む相手を選べた方が、隊全体の戦力底上げにつながる。

「私だって……、エイラと組んでいるととっても安心できるし」

　そう言って、恥はずかしそうに目を伏ふせるサーニャ。

（よしっ！）

　我が人生に一いつ片ぺんの悔くいなし！

　エイラは心の中でガッツポーズを取る。

　その時。

「サーニャちゃ～ん、エイラさ～ん！　あんまり速く飛ばないで～、私、追いつけないよ～」

　はるか後方を飛ぶ芳佳が、遅おくれまいと必死の形相で声をかけてきた。どうやら二人で話し込んでいるうちに、引き離はなされたらしい。

「悪い悪い」

「ごめんなさい」

　二人は旋回して、芳佳のところへと戻もどった。
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「そろそろ帰るか？　もう訓練としちゃ、十分飛んだだろ？」

　真夜中をだいぶ過ぎた頃ころ。

　へとへとになった芳佳を振ふり返り、エイラは言った。

「そ、そうしてもらえると、助かるよ～」

　安あん堵どのため息を漏もらす芳佳。

「坂本少しよう佐さ、よろしいですか？」

　サーニャが管かん制せい塔とうの坂本に確かく認にんを取る。

『ああ。ご苦労だった、帰ってきてくれ』

「よかった～」

　芳佳たちは旋せん回かいし、帰路につこうとする。

　だが。

「？」

　サーニャの視界の端はしに、チラチラとオレンジ色の光が映った。

　胸むな騒さわぎを覚えたサーニャは旋回して、光を確認する。

（あ……）

　地上で瞬またたくその光は、燃え上がる炎ほのお。

　山深いこのあたりに民家はないので、暖だん炉ろの明かりということはあり得ない。

「…………」

　やや高度を落としてみると、山道で車が横転し、火の手が上がっているようだ。

「宮藤さん、エイラ」

　サーニャは二人を呼び止めた。

「も、も、燃えてる！　事故だよ！」

「行こう！」

　芳佳とエイラは、事故車に向かって降下する。

「……」

　サーニャも引き締しまった表情になり、二人の後を追った。




「大だい丈じよう夫ぶですか！」

　着陸した芳佳は、車のそばに立っていた男に声をかけた。横転し、燃え上がる車の側面には、赤十字のマーク。

　どうやら救急車両のようだ。

「ウィッチの方ですか!?」

　顔を泥どろだらけにして呆ぼう然ぜんとたたずんでいた白衣の男は、芳佳たちの姿を見てホッとした様子を見せた。

「私は無事ですが、彼が……」

　男が指さした先には、樹きに寄りかかり、苦しそうな表情で座っている、もうひとりの白衣の男性の姿があった。

「手当てしなくちゃ！」

　芳佳は男のそばに行き、怪け我がの様子を見る。

「私はいいから、このケースを」

　金属製のケースを大事そうに抱かかえた白衣の男は訴うつたえた。

「このケースを、この先にある聖カテリーナ病院に届けてくれ」

　男はどうやら、両足を骨折しているようだ。

「放ほうっておく訳にはいきません」

　決して軽い怪我ではない。複雑骨折なので、このままでは感染症しようになる惧おそれもあるのだ。

　芳佳は男の足に手をかざし、治癒魔法を使った。温かい緑の光が、男の足を包み込む。

「頼たのむ」

　男は喘あえぎながら、なおも言った。

「幼い命に係わる話だ。この血液を待っている女の子がいるんだ」

「血？」

　芳佳は、男が差し出した金属製のケースにもう一度目をやった。

「あれって、血が入ってるのか？」

　エイラがもうひとりの男に事情を聞く。

「はい。この先にある山やま間あいの病院に難病の女の子がいるんですが、特とく殊しゆな血液型の子で、手術にはこの輸血用の血液が必要なんです。今日、いえ、昨日の夜に急にその子の容態が悪化して緊きん急きゆう手術が必要になり、急いで血液を運ぶところだったのですが……」

「焦あせっていたのとこの雨で、ぬかるんだカーブでスリップしてしまったんだ」

　芳佳の手当てを受けている男が、唇くちびるを嚙かむ。

「このままでは我々のミスで、女の子ひとりの命が失われてしまう。頼む、このケースを」

「分かりました」

　十分とは言えないまでも、応急の手当てを終えた芳佳は、男からケースを受け取った。

「きっと、間に合わせます」

「お前、大丈夫なのか？　もうかなりバテてたろ？」

　芳佳を見て、エイラは眉まゆをひそめる。

　訓練だけでもかなり疲ひ労ろうしたはずのところに、治ち癒ゆ魔ま法ほうの使用。芳佳の体力は、限界ギリギリのはずだ。

「でも、行かなくちゃ！　命がかかっているんだから！」

「……エイラ、私たちも」

　と、サーニャ。

「そうだよな、このままって訳にはいかないよな」

　エイラも頷うなずいた。

「坂本さん！」

　芳佳はインカムで管かん制せい塔とうに連れん絡らくする。

『事情は聞いた！　行けるか、宮藤、サーニャ、エイラ!?』

　坂本は三人に尋たずねる。

「もちろんです！」

「……はい」

「軽い、軽い」

　と、三人。

『任せたぞ！　病院には私から連絡する！』

「はい！」

　芳佳はケースを両手で抱え、暗雲に覆おおわれた雨空へと飛び立った。




「こんなに視界が悪くて、病院なんて見つかるのかな？」

　雨足は、次し第だいに激しくなっていた。

　山沿いに進みながら、芳佳の胸のうちで次第に不安が大きくなってゆく。

「何しろこの天気だからな～。サーニャの力だけが頼たよりだな」

　エイラは肩かたをすくめた。

　救急車の男たちの話では、カテリーナ病院までは10分ほどの距きよ離りのはず。

　見み渡わたせる範はん囲いを広げるため、先ほどよりはやや高度を上げているものの、場所が場所だけにこれ以上高度を上げると発見が難しくなるだろう。

「宮藤、ケース、落とすなよ」

　時々、エイラは芳佳を振ふり返る。

「うう、そう言われると、余計落としそう」

　ギュッと両手でケースを抱えた芳佳の顔には、不安が大書されたように表れていた。

「代わろうか？」

「うう、そうしたいけど、渡す時に手が滑すべって落としそう」

「……どうしようもないな」

　そういえば。

　さっきは言わなかったが、出で掛がけに芳佳のことを占うらなったタロットで現れたカードは悪魔。

　道理でツイていないはずである。

「まだ見つかんないか？」

　エイラはサーニャを振り返った。

「大だい丈じよう夫ぶ。もう少し……」

　そう笑え顔がおで答えかけたサーニャの瞳ひとみに、突とつ然ぜん、緊きん張ちようの色が過よぎった。

「！」

「どうした？」

　と、エイラ。

「待って」

　サーニャは魔導針に意識を集中する。

「どうしたの？」

　芳佳も旋せん回かいして、サーニャのところに戻もどってきた。

「何か……近づいてくるみたい」

「な、何かって？」

　嫌いやな予感を覚える芳佳。

「所属不明の飛行体。……こちらの呼びかけに反応なし」

　魔導針を輝かがやかせ、サーニャは８時方向を指さした。

「まさか、ネウロイ！」

　芳佳は息を呑のんだ。

「その可能性、高いかも知れない」

　頷くサーニャ。

「レーダー網もうを低空飛行でかいくぐって、こんな内陸まで入り込んだのか？」

　エイラはサーニャが指さした方向を凝ぎよう視しし、唇くちびるを嚙かむ。

「で、で、でも、予想だと明後日あさつてのはずじゃ!?」

　両手で血液のケースを持っているので、芳佳は背負った銃じゆうを構えることができない。

「ちょっと早いけど、最近は間かん隔かくも狭せばまってきてるからな」

　もともと、ネウロイのブリタニアへの来らい襲しゆうはほぼ一週間に一回だった。

　だが、芳佳の入隊する少し前から、その間隔にズレが生じ始めているのだ。

「サーニャ、宮藤。先に行け。私が足止めする」

　エイラは足を止め、ホバリングしながらＭＧ42を構えた。

「ひとりじゃ無理だよ！」

「けどな、ここで全員で戦ってたら、血液が間に合わなくなるだろう？」

「でも！」

「お前、自分の力を誰だれかを助けるために使いたくて、ウィッチーズに入ったんだろ？」

「エイラさん……」

「宮藤さん、行こう」

　サーニャが芳佳の腕うでをつかんだ。

「ここは大丈夫」

　それでも躊ちゆう躇ちよする芳佳に、サーニャは言った。

「エイラを信じているから」

「く～っ！」

　ここが地上だったら、エイラは跳とびはねたい気分だ。

「わ、分かったよ」

　芳佳も頷うなずいた。

「エイラさん、血液を届けたらすぐに戻るからね！」

「それまでに私が撃げき墜ついしてるって」

　エイラは右手の親指をグッと立ててみせる。

「すぐに戻るから！」

　芳佳はそう言うと、ケースをしっかり抱かかえ、サーニャと共に先を急ぐ。

「さあ来い！　今こ宵よいのエイラ・イルマタル・ユーティライネンは一味違ちがうぜ！」

　エイラは接近してくる飛行体に向かって、照準を合わせた。




　　＊　＊　＊




（宮藤さん……）

　サーニャは戸と惑まどいを覚えていた。

　この悪天候の中、芳佳はサーニャを引き離はなしそうな速度で飛行しているのだ。

　見事な旋回で谷を進むその様子は、ちょっと前までの、いつ失速して落ちてもおかしくない拙つたない飛び方とはまるで違う。

「絶対に……届けるんだ」

　血液のケースをしっかりと握にぎり締しめ、つぶやく芳佳。

（やっぱり……そうなの？）

　以前サーニャは、耳にしたことがあった。

『誰かを守るためとなると、宮藤の中で何かが切り替かわるようだな』

　と、坂本が苦く笑しようとともに語るのを。

「くっ……手が……」

　雨で冷えきった芳佳の指は、血の気が失うせ、震ふるえている。

　それでも、芳佳は速度をさらに上げた。

「……」

　サーニャは芳佳の上方に回り込み、そっと背中から芳佳の身体からだを抱だきしめる。

「……これなら、雨あま避よけになるでしょ？」

「でも、これじゃサーニャちゃんが……」

　小こ振ぶりだが弾だん力りよくのあるサーニャの胸を背中に感じた芳佳は、顔に火ほ照てりを感じる。

「あと少しだから」

「うん」

　二人は身体を重ねたまま、カテリーナ病院を目指した。




　　＊　＊　＊




『エイラ、待て！』

　ＭＧ42のトリガーを絞しぼろうとしたその時。

『それは民間機だ！』

　インカムからの声が、エイラの耳に突つき刺ささった。

　同時に、射線上に飛び込んでくる坂本の姿。

「ええっ!?」

　エイラは慌あわててトリガーから指を離した。

「どうしてここに!?」

「まあ、少しばかり心配になってな」

　照れ臭くさそうに、鼻の頭に指をやる坂本。

　おそらく、血液輸送の報告を受けてすぐに基地を発たったのだろう。

「あれはカールスラントの古い民間機だ」

　魔ま眼がんでドルニエ・コメットの機体を確かく認にんした坂本は、振り返ってエイラに告げた。

「じゃあ、どうして通信してこないんだよ？」

　眉まゆをひそめるエイラ。

「それは分からん。接近して確認しよう」

　二人は５時方向からコメットに近づいていった。




　その頃ころ、そのコメットのコックピットでは。

「ブリタニア空軍の阿あ呆ほうどもめ！　先の大戦の勇士たる我々が、参戦を申し出たというのに、『それには及およびません』じゃと！　ブリタニア人の慇いん懃ぎん無礼さには我が慢まんがならんわ！」

「世界に冠かんたる祖国カールスラントよ！　いつの日にか、汝なんじを我らの手で取り戻もどさん！」

「カ、カ、カ、カ、カ～ルスラントの航空学は世界一ぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　老人三人が、怪かい気き炎えんを上げていた。

　どうやらこの老人たち、空軍に義勇兵として志願したものの、年ねん齢れいを理由に断られた元カールスラント軍人。自分たちがまだ飛べることを証明しようと古い民間機を借り、この天候の中、飛び立ったという訳らしい。

「見ろ、このドルニエ・コメットの雄ゆう姿しを！　わしらもまだ戦えるのじゃ！　かつての古兵が大空を舞まう姿を見れば、きっとブリタニアのへなちょこ空軍も、後こう悔かいしよるわ！」

「ネウロイの一機や二機、わしらの手にかかれば蚊か蜻蛉とんぼも同然よ！」

「……じゃがの、ペーター、わしら、今、どこを飛んでるのかいの？」

　老人のひとりが、外を見て首を傾かしげた。

「ふんっ！　ブリタニアの地理なんぞ、知るもんかい！」

　操そう縦じゆう桿かんを握る老人が鼻を鳴らす。

「……要は迷った、ちゅうことか？」

「……」

「……」

　三人は顔を見合わせ、黙だまり込んだ。

　と、その時。

「ウィッチじゃ～！」

　ひとりの老人が、近づいてくるエイラと坂本に気がついた。

「何と、ウィッチとな！」

「ウ、ウ、ウ、ウィッチ～」

「む、胸がたまらんのう！」

「むむむ、老いたりとはいえ、あの姿態には心がときめくわい！」

　老人たちの視線は、自然と坂本とエイラの胸とお尻しりに行く。

「ぬ、濡ぬれた軍服が肌はだに密着を！」

「ハンスよ！　わしは今ほど軍服になりたいと思ったことはないぞ～！」

「それはともかく、あのお嬢じようちゃんたち、こちらに向かって何か怒ど鳴なっておらんか？」

「そのようじゃの？」

「何じゃろの？」

「無線は通じんかの？」

「無線じゃと？　んなもん、さっきあんたが蹴けっつまずいて手をついた拍ひよう子しに、ぶっ壊こわれただろうが？」

「おお、そうじゃった～！」

「何とか話せんかの、あのムチムチのウィッチちゃんたちと？」

「……窓をぶち破ろうか？」

「おお、それがええ」

　ハンスはルガーを抜ぬくと、操縦席脇わきの窓に向けて銃じゆう弾だんを叩たたき込んだ。




「この空域で何をしている!?　飛行予定は聞いていないぞ！」

　突とつ風ぷうと雨あま粒つぶ、そして接近して飛ぶ坂本の怒鳴り声が、コメットのコックピットに飛び込んできた。

「迷ったのじゃ～」

　という、老人のひとりの答えに、顔を見合わせる坂本とエイラ。

「無線は!?」

「壊れたのじゃ～」

　またも顔を見合わせる坂本たち。

「離り陸りくしたのはいつだ！」

「あれは……いつ頃ごろだったかいの？」

　老人は振り返り、他の二人と相談してから答える。

「日が落ちるちょこっと前じゃ～」

「一番近い飛行場まで約30km……」

　坂本の顔が曇くもる。

「燃料が持たないぞ」

　と、エイラ。

「我々で機体を支えるしかないな」

「ええ～っ！」

　どうやら、ツイていなかったのは芳佳だけではなかったようだ。

　だが、不平を漏もらしている場合ではない。

　コメットのプロペラが、プスッと音を立てて停止した。

「エイラ！」

「うん！」

　二人はコメットの左右の翼つばさの下に入って、機体を支えた。

　だが単発機といえど、総重量は決して軽くはなく、高度が次し第だいに落ち始める。

「くっ！」

　歯を食い縛しばるエイラ。

　だが、そのエイラも気づいてはいなかった。

　反対側の翼を支える坂本の方が、より苦痛に顔を歪ゆがませていたことを。

（今の私の魔ま力りよくでは……）

　坂本は肩かたで大きく息をしながらも、何とかエイラに高度を合わせる。

「そろそろ……見えてくるはずだ！」

　山の尾お根ねをギリギリの高さで越こえながら、エイラは自分に言い聞かせた。

　高度はさらに下がり、木々の枝が二人の身体からだをかすめる。

　そして、エイラと坂本が不時着を覚かく悟ごしたその時。

「……見えた！」

　地平線上で瞬またたく管かん制せい塔とうの明かりが、坂本の魔眼に飛び込んできた。

「よし！　着陸体勢に入るぞ！」

「了りよう解かい！」
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　　＊　＊　＊




「このあたりだよね？」

　芳佳とサーニャは病院のすぐそばまでやってきていた。

　だが、森の中にある病院は上空からだと視し認にんが難しい。

　このまま、旋せん回かいして探し続けるか、それとも着陸して足で探すか……。

「見て」

　芳佳が悩なやんでいると、サーニャが１００ｍほど先の一点を指さした。

　チラチラと見えるのは、どうやらまた炎ほのおのようだ。

「今度は事故じゃない……あれ、焚たき火びだよ!?」

「間ま違ちがいないわ。行こう、宮藤さん」

　芳佳とサーニャは頷うなずき合い、降下していった。




　　＊　＊　＊




　コメットが滑かつ走そう路ろ上で停止し、老人たちは機から降りてきた。幸い、全員怪け我がはない。

　坂本はなるべく傷つけないように言葉をかけた。

「老人方、あまり無理はされないことだ」

「いや～、悪かった」

　と、老人のひとり。

「今度は整備も怠おこたらんようにせんとな」

「戦せん闘とう機でなかったのがいかんのじゃ～」

「そういや、近所の農場の納な屋やにフォッカーDr.Ｉがあるそうじゃぞ？」

「よし！　次はそれじゃ～！」

「カ、カ、カールスラントのヒコーキ野や郎ろうは世界一ぃぃぃぃぃっ！」

　全然、反省はないようだ。

「……少しよう佐さ、こいつら」

「耐たえろ、エイラ」

　エイラと坂本は頭痛を覚える。

「ということでな、ウィッチのお嬢じようちゃんたち」

　突とつ然ぜん、老人のひとりが真しん剣けんな顔でエイラを見た。

「な、何だよ？」

　エイラの顔が強こわ張ばる。

「冥めい土どの土産みやげに……その胸に触さわらせてくれ～！」

　六つの手が、一いつ斉せいに二人のバストに伸のびた。

　バキッ！

　ドゴッ！

　ベシッ！

　その日の坂本少佐の報告書には、ただ、短くこう記き載さいされた。

　民間機事故。

　軽傷者３名、と。




　　＊　＊　＊




　芳佳たちが着陸した場所には、ナースキャップを被かぶった若い女性が待っていた。

「ここ、カテリーナ病院ですか!?」

　芳佳は白しら壁かべの建物を見上げ、その看護師に尋たずねる。

「はい！　さっき連れん絡らくをくれたウィッチの方ですね!?」

　看護師は、芳佳たちを古い病院の建物に招き入れる。

　懐なつかしい消毒液の匂におい。

　芳佳の実家、鎌倉の診しん療りよう所じよと同じ匂いだ。

「これ、血液です！」

　中にいた医師に、芳佳はケースを渡わたした。

「ありがとう、ウィッチのみなさん！」

　いかにも田舎いなかの医者といった感じの髭ひげの医師は、ケースを握にぎると大きく頷く。

「それじゃ、私たちは」

　ペコリと頭を下げ、再び離り陸りくしようと踵きびすを返す芳佳たち。

　その時。

「あ、あの」

　先ほどの看護師が、ためらいがちに声をかけてきた。

「はい？」

　芳佳は振ふり返る。

「一目、手術を受ける子に会ってあげてくれませんか？　勇ゆう敢かんなウィッチの方に元気をいただければ、きっとあの子も」

「あの……」

　芳佳はサーニャの顔を見た。会ってあげたいが、エイラの方も心配なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。エイラは絶対に負けないから」

　そんな芳佳の手をサーニャが握る。

「エイラを信しん頼らいして。それに、坂本少佐も助けに来るはずよ」

「そ、そうだよね」

　芳佳も頷いた。

　二人は看護師について、手術室に向かった。

　芳佳たちが手術室に着くと、ちょうど、少女が運び込まれるところだった。

　まだ、７、８歳に見えるその女の子は、青ざめた顔に、不安の色を浮うかべている。

　扉とびらの前でストレッチャーが止められ、看護師に促うながされた芳佳とサーニャが話しかけた。

「こんばんは」

　と、芳佳。

「あの……」

　サーニャはこんな時にどう話していいか分からず、黙だまって少女の手を握る。

「……きれい」

　幼い少女は二人を見上げた。

「お姉ちゃんたち、妖よう精せいさん？」

「違ちがいますよ。あなたのために血液を運んできてくれた、ウィッチの方たちよ」

　と、看護師。

「ウィッチ？」

「そうだよ」

　芳佳はそう認めてから、ちょっと頰ほおを赤らめる。

「……まだ、新米だけど」

「私も……大きくなったら、ウィッチになれるかな？」

　少女は尋ねた。

「もちろんだよ！」

　芳佳は何度も首を縦に振る。

「そのためにも病気、治そう」

　少女の手をそっと撫なでるサーニャ。

「……手術、頑がん張ばれる？」

「はい」

　芳佳たちに会って安心したようで、少女の表情から緊きん張ちようが消えた。

　手を振る芳佳とサーニャに見送られ、少女は手術室へと入っていった。

「……行こう」

「うん！」

　二人は再び、空を舞まう魔ま女じよとなった。




「ネウロイは!?　どこです!?」

　九九式二号二型改13mm機き関かん銃じゆうを握った芳佳と九連装ロケット砲ほうフリーガーハマーを構えたサーニャは、ホバリングするエイラと坂本の姿を、先ほど別れた場所からそう遠くないところで見つけて急行した。

「もうやっつけたんですか!?」

「ああっと……あれ、間違い」

　エイラは頭を搔かいた。

「ま、間違い～っ！」

　全身の力が抜ぬける芳佳。

「……」

　サーニャもポカンとした表情を見せる。

「民間機だった」

　坂本もそれ以上説明しようとはしなかった。

「……ごめんなさい。私がネウロイと間違えたせいで」

　うな垂れるサーニャ。

「いや、本来飛んでいないはずの場所を飛んでいたんだ。仕方ないさ」

　坂本は首を横に振ると、サーニャの肩かたに手を置いた。

「むしろ、燃料不足で墜つい落らくする前に民間機を発見できたのは、サーニャのお手て柄がらだ」

「サーニャのおかげだって」

　と、エイラ。

「あと５分、発見が遅おくれてたら、危ないところだったんだ」

「よかった……」

　ようやくニッコリするサーニャ。

「さてと」

　一同を見み渡わたし、坂本は微笑ほほえんだ。

「ずぶ濡ぬれになったことだし、帰ってみんなでひとっ風ぷ呂ろ浴びるか？」

「駄だ目め駄目。今度は、私たちが付き合ってもらう番だよ」

　エイラはチッチと指を振ふった。

「それって？」

　と、芳佳。

「そう、スオムス名物のサウナ」

　ニヒヒッとエイラは白い歯を見せ、サーニャを振り返る。

「な、サーニャ？」

「ええ」

　慎つつましやかな月の光のような笑顔で、サーニャはコックリと頷うなずいた。




「ふ～、たまにはサウナもいいものだな」

　水をかけられた焼け石から上がる、高温の蒸気。

　その中でバスタオル一枚の坂本は、普ふ段だんと同じようにきちんと背筋を伸のばし、腕うで組ぐみをしていた。

「扶桑の風呂の歴史も、蒸むし風呂から始まったそうだ。知っていたか、宮藤？」

「はい、芯しんから温まります～」

　会話がかみ合っていないが、芳佳は心底気持ち良さそう。

　最初にエイラたちに引っ張り込まれた時にはすぐにへたばってしまったが、慣れてしまえば気持ちも身体からだもリフレッシュ。

　ストレス解消にサウナは最高である。

「このサウナには、私がスオムスから連れてきた妖よう精せいがいるからな～」

　白しら樺かばの枝で肌はだを叩たたきながらそう自じ慢まんするエイラの長い手て脚あしは、ほのかにピンク色。

　エイラは本気で、サウナの妖精の存在を信じているのだ。

「ラ、ラ、ラララ～」

　透すけるような白い肌にほんのりと汗あせを浮うき上がらせたサーニャは、ハミングしながら身体を少し揺ゆらしている。

「しかし、ペリーヌもまだまだだな。これしきの暑さで音を上げるとは」

　坂本はちょっと残念そうに、サウナの扉とびらに目をやった。

「そ、そうですね」

　苦笑いする芳佳。

　実はさっき。

　坂本がサウナに入ることをどこからか聞きつけて、普段はサウナに寄り付きもしないペリーヌが乱入してきたのだ。

　だが、お嬢じよう様さま育ちの肌には、この蒸気は耐たえ難がたいものだったらしい。メガネごと、ほんの数分で茹ゆで上がり、医務室に運ばれていったのである。

「ツンツンメガネ、昼間、サーニャのピロシキを馬ば鹿かにした報むくいだって」

　ほくそ笑むエイラ。
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「サウナの妖精は、ちゃ～んとお見通しなのさ」

「少し……かわいそう」

　心優やさしいサーニャはちょっと困ったような表情だ。

「さてと」

　エイラは立ち上がって白樺の枝を置くと、芳佳を見てニヒヒッと笑った。

「そろそろ行くぞ」

「え、まさか？」

　芳佳の顔が引きつる。

「当たり前だろ？　仕上げに、水にどっぷんだ」

　サウナといえば、最後に川や湖の冷水に入るのがスオムスのしきたりである。

「せ、せっかく温まったのに～！」

「逃に～が～さ～ん」

　とんずらしようとする芳佳の腕を、エイラはガッチリとつかむ。

「た、助けて！　サーニャちゃん、坂本さん！」

「あきらめて、宮藤さん」

「何ごとも修しゆ業ぎようだ」

　もはや、逃げ道は残っていなかった。




　　＊　＊　＊




　翌日の午後。

「サーニャちゃん！　エイラさん！」

　ブリーフィング・ルームを出た芳佳は、その足でエイラの部屋に飛び込んでいた。

「き、聞いてください！　大ニュースです！」

「ああ、昨日の女の子のことだろ～？」

　ベッドに寝ねそべり、タロットカードを並べていたエイラは、振り返りもせずに言った。

「……手術、成功したんでしょう？」

　と、サーニャ。

「え～っ！　私、さっき坂本さんから聞いたばっかりなのに、二人とも、もう知ってたんですかあ!?」

　もともと丸い芳佳の目が、さらに丸くなる。

「うん。何となく」

「ま、何となくな～」

　エイラは頰ほお杖づえをついたまま、一枚のカードを表にした。

　めくったカードは、『戦車』の正位置。

　意味するところは、もちろん、成功だ。

（私の占うらないは外れたことがないんだって）

　鼻歌交じりでカードを切りながら、エイラは小さな秘密を共有するように、サーニャに向かってウインクするのだった。







　第二章　CHAPTER2







　沸騰、往復書簡！

　──またはチーズバーガーと茹でジャガイモ




「大たい尉い、郵便です」

　ガリア救国の英えい雄ゆうにして連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団のエース、現在はカールスラント空軍に復帰したゲルトルート・バルクホルン大尉がその手紙を受け取ったのは、心地ここちよい風が吹ふく小春日和びより。

　休きゆう暇かで妹のクリスティアーネと買い物に行くため、基地を出ようとした朝のことだった。

「私に手紙か？」

　渡わたされた封ふう筒とうを見て、差出人を確かく認にんするバルクホルン。

「……シャーロット・Ｅ・イェーガー？」

「へえ～、シャーリーから？」

　肩かた越ごしに、ひょいとのぞき込んでその封筒を奪うばったのはエーリカ・ハルトマン中尉。

　５０１ではバルクホルンと共にＷエースと称しようされる天才ウィッチだったが、性格は生き真面目まじめなバルクホルンとは正反対と言っていいほどの超ちようずぼら。

　部屋は空き巣に入られたかのように荒あれ放題。

　制服の下を穿はかないまま出歩くことさえ平気という、豪ごう放ほう磊らい落らくな神経の持ち主だ。

「あ、こら！　人の手紙を勝手に！」

　奪い返そうとするバルクホルン。

「いいじゃ～ん」

　ハルトマンはさっそく封を切る。

「か、返せ！」

「読ませてよ～。それとも、何か読まれちゃヤバいこととか？」

「そんなことはない！　断じてあるかああああっ！」

　と、二人が手紙を取り合い、揉もめているところに。

「何しているの？」

　ミーナ・ディートリンデ・ヴィルケ中ちゆう佐さがやってきて、二人の顔を交こう互ごに見た。

「ミーナ、シャーリーからだってさ！」

　ハルトマンは奪った手紙を持ってミーナに駆かけ寄る。

「あら、珍めずらしい？」

　と、ミーナ。

「だよね～。宮藤なら、半月に一回ぐらいは様子を知らせてくれてるけど」

　ハルトマンはうなずいた。

「宮藤さんはもう民間人でしょう？　シャーリーさんとは立場が違ちがうわ」

　扶桑に帰った宮藤芳佳の名を聞くと同時に坂本美緒少佐のことを思い出したのか、ミーナの瞳ひとみにふと、寂さびしそうな色が宿る。

「そっか。もう宮藤たちと一いつ緒しよに戦うこと、ないんだよね……」

　故郷に戻もどった宮藤芳佳は、今やただの中学生。それも、あと数か月で卒業だ。

　坂本少佐も二十歳はたちになり、ウィッチの力を失ってからは教官職に就ついていると聞く。

「不思議な感じ。分かってはいるのに、あの二人とはまたどこかの空で一緒に飛べる気がするよ」

　ちょっと沈しずんだ表情になるハルトマンだったが、すぐにニッと笑え顔がおに戻る。

「でも、よりにもよってトゥルーデ宛あてだってさ。私とかミーナじゃなくって？」

「よりにもよってとはなんだ？　ま、まあ、同じ階級だった誼よしみというところだろう？」

　それに、ブリタニア時代は意外と腹を割って話す機会も多かった。

　山盛りのポテトを取り合ったこともある。

　バルクホルンにとってもカールスラント組以外では、シャーリーが一番気安い相手だったことは確かだ。

「……あいつ、元気かな？」

　バルクホルンはようやく手紙を取り戻し、便びん箋せんを開いた。

「読んで、トゥルーデ」

　ミーナがいつものように慈じ母ぼのような微笑ほほえみを浮うかべてうながす。

「ああ」

　バルクホルンは近くのベンチに座り、右にハルトマン、左にミーナが腰こしを下ろした。

「ええと……」

　咳せき払ばらいをし、バルクホルンは読み始める。

[image: ]








拝はい啓けい　　ゲルトルート・バルクホルン大尉殿どの






　久し振ぶりだな。

　あたしとルッキーニは今、×××の×××で×××の任務についている。







「んだよ、検けん閲えつか～」

　最初の２行まで読んだところで、ハルトマンがプラチナブロンドの頭を搔かいた。

「当然ね。任務については対外秘」

　腕うで組ぐみをしたミーナはうなずく。

「先を続けて」

「ああ」







　どうせ、今の件くだりは検閲で伏ふせ字じになってるだろ？

　ここから後は、なるべくそのあたり引っかからないように書く。







「分かってるなら、最初から書くな」

　読み上げながら、バルクホルンは呟つぶやく。







　急に手紙を出して悪い。

　そっちの様子を知りたかったんだけど、上官だったミーナ中佐に私信を送るのは何となく（このあたしでも）気が引けるし、ハルトマンに出しても返事が来ない気がしたんだ。







「正解だな」

　バルクホルンはチラリとハルトマンを見て、その先を読む。







　こっちの話になるけど、５０１にいた時ほどの忙いそがしさは今のところはない。

　もっとも、整備にかける時間は長くなった。

　砂さ漠ばくでのストライカーの整備は、ブリタニアにいた頃ころとは比べようもないほど大変だ。

　魔ま導どうエンジンの細かい部分に砂が入り込み、気を抜ぬいているとすぐにエンストを起こすんだ。

　昼間の暑さや夜中の信じられないくらいの冷え込みよりも、そっちの方にうんざりしてる。

　そのうちまた最高速度に挑ちよう戦せんしようとは思っているんだけど、まだまだ先のことになりそうだな。

　ルッキーニは元気。

　みんなに会いたいって言っている。

　あたしもしょっちゅう、パスタ料理をせがまれて大変だ。

　といっても、茹ゆでて缶かん詰づめのトマトソースをかけるだけだけど。

　あいつも一応、お湯は沸わかせるようになったんで、楽しく一いつ緒しよに料理ってことも多い。

　カールスラントはどうだ？

　中佐は無理していないか？

　ハルトマンは……やっぱり相変わらずだろうな？

　気が向いたら、知らせてくれ。

　きっとルッキーニも喜ぶ。





変わらぬ友情を込こめてシャーリーより　　









「……返事、書くんでしょ？」

　バルクホルンが読み終えると、ミーナは尋たずねた。

「あ、ああ」

　バルクホルンは照れ臭くさいのか、ほんの少し頰ほおを赤らめる。

「私たちが元気だってことも、伝えてね」

「元気元気～」

　と、ハルトマン。

「貴様は元気が過ぎる！」

　バルクホルンはハルトマンを睨にらみつけてからそっと手紙を折り畳たたみ、ポケットに入れた。




　　＊　＊　＊




　北アフリカのシャーリーのもとにバルクホルンからの返信が届けられたのは、砂さ丘きゆうに照り返す日差しがまだ強い午後のことだった。

「見せて見せて見せて～」

　と、せがむのは５０１では最年少だった、ロマーニャ空軍のフランチェスカ・ルッキーニ少しよう尉い。

「ほらほら、慌あわてない」

　シャーリーはルッキーニの黒くろ髪かみのツインテールをクシャクシャにすると、遥はるかカールスラントからの手紙の封ふうを切る。








拝はい啓けい　　シャーロット・Ｅ・イェーガー大尉殿どの






　近きん況きよう報告、感謝する。

　こちらも全員、息災だ。

　相変わらず、ミーナは世話焼きだし、エーリカはだらしがない。

　カールスラントの恥はじを晒さらすようでこうして書くのも憚はばかられるが、エーリカのやつのだらしなさときたらブリタニア時代よりもさらに悪化している。

　毎回決まってミーティングには遅ち刻こくするわ、扶桑から宮藤が送ってくれたセンベイという菓か子しを食い散らかすわ。

　つい先日など、柏かしわ葉ば剣けん付つき騎き士し鉄十字章を栓せん抜ぬきに使ったのだ、栓抜きに！

　これは万ばん死しに値あたいする行こう為いだぞ！

　それをあいつときたら、いつものようにヘラヘラと誤魔化して！

　まったく、ルッキーニと交こう換かんして欲しいくらいだ。

　もっとも、そちらとしてはお断りだろう？

　任務については分かっているだろうが、詳くわしく書くことはできない。

　まあ、撃げき墜つい記録が順調に伸のびていることぐらいなら、書いたからといって検けん閲えつに引っかかる可能性も低いだろうが。

　こちらは防寒ジャケットが手放せない日が続いていて、温暖な北アフリカが羨うらやましい。

　お互たがい、それぞれの任地、それぞれの立場で頑がん張ばろう。

　また、折を見て連れん絡らくする。

　元気でな。





貴官の戦友、バルクホルンより　　







追つい伸しん　　最速記録更こう新しんの知らせ、待っている。









「……そうか、みんな無事か」

　便りを読み終えたシャーリーは微笑ほほえんだ。

「息災って表現があいつらしいというか」

「よかったね～」

　ピョンピョン跳はねて喜ぶルッキーニ。

「ああ、そうだな」

　シャーリーは頷うなずき、カールスラントと繫つながっている青い空を眩まぶしそうに見上げた。




　　＊　＊　＊




　シャーリーからの次の便りは、意外と早くカールスラントに届いた。








拝啓　　ゲルトルート・バルクホルン空軍大尉






　さっそくの返事、ありがとう。

　みんな元気だって聞いて、安心したよ。

　そっちにも連絡いってるかも知れないけど、ガリアにいる二人、ペリーヌとリーネも復興のために頑張っているみたいだ。あの瓦が礫れきから、元の美しい国に建て直すのは大変だろうけど。二人とも根こん性じようあるからな。

　エイラたちの方は、まあまあ、だそうだ。

　そう言えば昨日の夜、映画鑑かん賞しよう会があった。

　クロード・レインズの『透とう明めい人間』と、ヴィヴィアン・リーの『風と共に去りぬ』の二本立て。

　あたしは『風と共に去りぬ』の方が面おも白しろかったけど、ルッキーニはもう『透明人間』に夢中。

　絶対本物だ、あの透明薬が飲みたいって騒さわいで大変だったんだ（もし、そんなものが本当にあってあいつに飲ませたら、とんでもないことになりそうだ）。

　やっぱり、映画はハリウッドだな。

　カールスラントには、こういう娯ご楽らく映画ってないだろ？

　お堅かたい文芸作品ばっかりでさ？

　何だったら、そっちに映画のフィルム、送ろうか？

　リクエストがあれば言ってくれ。

　また何か面白いことがあったら、連絡する。





シャーリーより　　









「映画だと？　くだらん」

　手紙を読み終えたバルクホルンは、少しばかり不ふ機き嫌げんな顔になった。

「あら？　映画なら、カールスラントには表現主義の名作がたくさんあるし、娯楽作品として優すぐれたものも多いわよ？」

　戦せん闘とう以外のことは万ばん事じに疎うといバルクホルンに、ミーナが告げる。

「教えてくれ！　こいつに自じ慢まんしてやる！」

　バルクホルンは身を乗り出した。

「はいはい」

　ミーナは苦く笑しようして、自分が見て面白いと思った映画をいくつか数え上げる。

「……張り合ってどうするんだよ？」

　その横で呆あきれ顔のハルトマン。

「う～ん」

　ミーナが挙げる映画のことを手紙に書きながら、バルクホルンはまだ物足りない表情だ。

「なんか、こう……絶対にリベリオンにないような、これがカールスラントの文化だ、と自慢できるものってないか？」

「そうねえ……じゃあ、オペラなんかどうかしら？　ワーグナーやリヒャルト・シュトラウスのような、世界中で上演されるようなオペラを書ける作曲家は、あまりリベリオンにはいないと思うんだけど……」

「よし！　それだ！　オペラ、オペラっと……」

　オペラなど、生まれてからただの一度も見たこともないバルクホルンは誇ほこらしげな顔で、止まっていたペンを再び走らせるのだった。




　　＊　＊　＊





拝はい啓けい　　シャーロット・Ｅ・イェーガー大尉






　映画文化は、貴国のハリウッドの独どく占せん物ではないぞ。

『会議は踊おどる』を始め、『メトロポリス』、『カリガリ博士』、『ドクトル・マブゼ』、『ファントム』、『制服の処女』、『嘆なげきの天使』、『プロシアの旋せん風ぷう』、『死し滅めつの谷』、『ホムンクルス』、『月世界の女』等々。

　我が国の映画は、全世界が認める傑けつ作さく揃ぞろいだ。

　それにカールスラントには、オペラという偉い大だいな総合芸術もある。

　かの欧おう州しゆうの至宝、ワーグナーによる『ニュルンベルクのマイスタージンガー』や『ニーベルングの指ゆび環わ』、『タンホイザー』、『ローエングリン』に匹ひつ敵てきする作品は、歴史の浅いリベリオンにはないだろう？

　他にも、ゲーテ、ハイネ、シラーを代表とする文学や、政治学、哲てつ学がく、医学、薬学、化学、天文学、物理学。

　カールスラントの人類に対する文化的貢こう献けんは枚挙に暇いとまがない。

　その素す晴ばらしさをいちいち語っていては手紙が百科事典のようになってしまうので、今回はこのあたりにしておくとしよう。

　また連れん絡らくする。





世界に冠かんたる祖国を代表し、バルクホルンより　　









「あはは！　賭かけてもいい、これ、ぜ～んぶミーナの入れ知ぢ恵えだな！」

　手紙に目を通したシャーリーは、お腹なかが捩よじれるほど大笑いした。

「ねねね、ローエングリ……なんとかって、お菓か子し？　ごはん？」

　その隣となりで、ルッキーニが指を咥くわえ、瞳ひとみを輝かがやかせる。

「おとぎ話だよ、中世の」

　シャーリーは、オペラのもととなった白鳥の騎き士しの物語をざっと説明した。

「……な～んだ」

　と、つまらなそうな顔になるルッキーニ。

「そんなの信じるなんて、意外とお子様なんだね、バルクホルン大たい尉い」

「い、言えてる」

　シャーリーは吹ふき出し、もう一度手紙を読み返して笑い転げるのだった。




　　＊　＊　＊





拝啓　　バルクホルン大尉






　ちょっと誤解があるようだな。

　オペラって、要するに歌を唄うたう劇だろ？

　だったら、あたしの国ではそっちで言うオペラのことを、ミュージカルって呼んでる。

　一度、君もブロードウェイに来てみるといいな。

　ネオンに彩いろどられた華はなやかで、賑にぎやかで、粋いきな劇場が山ほどあって、ガリアの花の都、パリにだって負けないくらいさ。

　そうそう。

　話は変わるけど、この間、格納庫の奥でヴィッカーズのウェズレーを見つけた。

　ほら、北アフリカからオストマルクまで、１２[image: ]０００km近くの距きよ離りを無着陸で飛んだ、あの２機のうちの１機だって（３機で飛び立ったんだけど、確か１機は不時着だったっけ？）。

　貸してくれるっていうから、今度の休きゆう暇か、こいつに乗ってそっちまで遊びに行こうか？　ルッキーニと二人でさ？

　アブロランカスターも貸してくれるって整備の連中が言ってくれてるけど、どっちがいいと思う？





シャーリーより　　









「ア、アブロランカスターだと!?　全ぜん幅ぷく31ｍ以上もある爆ばく撃げき機を私用で使うな～っ！」

　手紙を読んだバルクホルンは思わず声を荒あららげていた。

「あ～。断んないと、本気で乗りつけてくるよ」

　と、ハルトマン。

「やはり、ひとこと言ってやらねばならんな。シャーリーはどうも軍人としての気構えに甘いところがあるようだ」

「またまたお堅かたいことを」

「お堅い？　これはカールスラント軍人にとってはごく当たり前のことだ！　貴様が緩ゆるすぎるだけだろうが！」

　バルクホルンはキッとハルトマンを睨にらむ。

「あ～もう、誰だれかクリスか宮藤、連れてきてくれないかな～？　そうすれば、発ほつ作さが少しは治まるのに」

「何が発作だ！　って、どうしてここに宮藤が出てくる!?」

「だって、何のかんの言って、宮藤のこと結構気にかけてたし」

「そ、そんなことはない！　私があいつのことに目を配っていたのはだな、あいつがあまりにも軍人としての自覚に欠けて……」

「……ほんとに？」

「よ、よし！　そこまで言うのなら、ハルトマン！　まずは貴様に、カールスラント軍人たる者の心構えを骨の髄ずいまで叩たたき込んでやる！　来い！」

　バルクホルンは顔を紅潮させ、ハルトマンの襟えり首くびをつかんだ。

「うわあ、藪やぶ蛇へびだ～」

「……トゥルーデ、まず、お返事を書いてからにしたら？」

「むう。……そうだな」

　笑いを堪こらえてミーナが間に入ると、バルクホルンは渋しぶ々しぶ手を放す。

「助かった～」

　ライティングデスクに向かうバルクホルンを見て、ハルトマンはホッと胸を撫なで下ろすのだった。




　　＊　＊　＊





前略　　シャーリー殿どの






　貴官の言うミュージカルとやらは、格調高い伝統的なオペラとはだいぶ違ちがうようだが、まあいい。

　無ぶ粋すいなリベリアンと芸術を語ろうと思ったのが間違いだった。

　とりあえず、滑かつ走そう路ろがいっぱいになるので、巨きよ大だいなアブロランカスターで来ることだけは止やめてくれ。

　そもそも、爆撃機は休暇で使うものではないだろう？

　思うにリベリアンの気風か、貴官はほんの少しばかり軍人としての緊きん張ちよう感かんと誇ほこりに欠けるところがあるような気がしてならない。

　かつての戦友の一人としては、憂ゆう慮りよせざるを得ない。

　何かと注目を集める元５０１隊員だ。

　恥はずべき行動はなるべく慎つつしむよう、お願いしたい。





バルクホルンより　　






　　＊　＊　＊





前略　　バルクホルン殿






　ＯＫ。

　アブロランカスターは止めにする。

　けど、こっちは気候のせいか、結構自由な雰ふん囲い気きなんだ。

　だから、私用で軍機を使っても誰にも咎とがめられない（まあ、程度問題だとは思う）。

　君も、肩かたの力を少し抜ぬいた方がいいんじゃないか？

　あんまり軍規とか理り屈くつとかに拘こだわっていると、いざって時に柔じゆう軟なんな対応ができないだろ？

　質しつ実じつ剛ごう健けんと余よ裕ゆうのないのとは別物だし、誇りなんて命をかけるようなものじゃない。

　あんまり鯱しやちほこ張ばって、ミーナやハルトマンに迷めい惑わくをかけないようにしてくれ。





心配しているシャーリーより　　









「ひ、人が親切に苦言を呈ていしてやっているのに！　何だ、こいつは！　この私がいつ!?　ミーナやエーリカに迷惑をかけた!?」

　芝しば生ふに座り、手紙に目を通したバルクホルンは声を荒あららげていた。

　今日は休きゆう暇か。

　妹のクリスやハルトマンたちとピクニックに来ていたのだが……。

「……かけてる、リアルタイムで」

　バルクホルンが振ふり回した腕うでで、紅茶のカップを引っくり返されたハルトマンが呟つぶやく。

「お姉ちゃん、いい加減に……」

　妹のクリスティアーネが激げき昂こうする姉を窘なだめる。

「止めるな、クリス！」

　バルクホルンは手紙を握にぎり締しめて立ちあがった。

「これは二つの国の文化の、いや、文明の衝しよう突とつなんだ！　自由と野放図の区別もつかんリベリアンどもと、規律と道徳を重んじる誇り高きカールスラント人とのな！」

「……大げさだよ」

　と、サンドウィッチを頰ほお張ばるハルトマン。

「私はこの書簡という名の剣けんを以もつて、あのすちゃらかリベリアンに天てん誅ちゆうを下す！」

　さっそくペンを手に取るバルクホルン。

「あ～、こういうの、何て言ったっけ？」

　ハルトマンは、紅茶を淹いれ直してくれているミーナを見る。

「泥どろ仕じ合あい」

　と、足を揃そろえてお淑しとやかに座っているミーナ。

「そう、それ」

「はあ～、全然、変わらないね、お姉ちゃん」

　クリスは心配そうに、便びん箋せんに書きなぐる姉の背中を見つめるのだった。




　　＊　＊　＊





前略　　シャーリー殿






　我が偉い大だいなる祖国、カールスラントを侮ぶ辱じよくするのは大たい概がいにするのだな。

　よく聞け。

　規律があってこその自由、義務があってこその権利だ！

　精神の緩ゆるみきった貴官がこれ以上くだらぬ戯たわ言ごとを並べ立てる気なら、こちらも断固として立ち向かうからな。





バルクホルンより　　



[image: ]




　　＊　＊　＊





前略　　バルクホルンへ






　別にカールスラントを馬ば鹿かにしてる訳じゃない。

　野や暮ぼったいけれど、欧おう州しゆうで七番目ぐらいにいい国だとは思ってる。

　ミーナは尊敬に値あたいするし、ハルトマンも適当にくだけてて、話が分かる感じだ。

　あたしがピンポイントでからかってるのは、融ゆう通ずうの利きかない誰だれかさんさ。





精神の緩みきったシャーリーより　　







追つい伸しん






　そうそう、こういうジョーク、知ってるか？

　カールスラント人は、軍人的で、知的で、誠実である。

　ただ、誰もがその美徳のうち、二つしか持っていない。

　軍人的で知的なら、誠実ではない。

　知的で誠実なら、軍人的ではない。

　誠実で軍人的なら、知的ではない。




　　＊　＊　＊





前略　　シャーリーへ






　つまらんジョークなど書いて寄よ越こすんじゃない！

　それに、融通の利かない誰かさんとはなんだ！

　この際だから言わせてもらう！

　シャツのボタンをきちんと留めろ！

　滑かつ走そう路ろでバイクを乗り回すな！

　待機中に日向ひなたぼっこをするな！

　格納庫を水着でうろつくな！

　ルッキーニの教育に悪い！





バルクホルンより　　






　　＊　＊　＊





前略　　強ごう情じようなバルクホルンへ






　やなこった。

　脳みそ筋肉、カッチンカッチン。





シャーリーより　　






　　＊　＊　＊





前略　　ぶったるんだシャーリーへ






　筋肉で結構！

　そっちこそ、お頭つむを巡めぐってるのはケチャップだろうが！





バルクホルンより　　






　　＊　＊　＊





口うるさいバルクホルンへ






　知らないのか？

　ケチャップは意外と栄養価が高いんだぞ？





シャーリーより　　






　　＊　＊　＊





軽けい佻ちよう浮ふ薄はくなシャーリーへ






　塩分と脂し肪ぼうの塊かたまりのハンバーガーと砂糖まみれのドーナッツばかり食っていると、そのうち脳が腐くさるぞ。

　それとも、もう手て遅おくれか？





バルクホルンより　　






　　＊　＊　＊





強情なバルクホルンへ






　代謝がいいから、健康状態に問題はないよ。

　空飛ぶ茹ゆでポテト大たい尉い殿どの。





シャーリーより　　






　　＊　＊　＊





人類の敵、シャーリーへ






　貴様、それが一人前の軍人の言葉か！

　このスイカ胸！





バルクホルンより　　






　　＊　＊　＊





馬ば鹿か力ぢからのバルクホルンへ






　へえ、このナイスバディ、誉ほめてくれてるんだ？

　光栄だね。





セクシー・シャーリーより　　









「だ、誰だれが誉めるか！」

　手紙を読み終えたバルクホルンは、ワナワナと手を震ふるわせた。

「もう、二人とも子供みたいよ」

　窘なだめるミーナ。

「ていうかさ、一方的に言い負かされてないか？」

　ハルトマンは呟つぶやく。

「……負かされる、だと？」

　メデューサもかくやという目つきで、バルクホルンは振ふり返った。

「愚おろか者め！　カールスラント軍人に敗北という言葉はない！　今度こそ、あの生意気なリベリアンを仕留める！」

　握にぎり締しめられたペンは、ミシミシと折れそうな音を立てる。

「……仕留めてど～するのさ？」

「あらあら」

　もう付き合ってはいられないと、顔を見合わせるハルトマンとミーナだった。




　　＊　＊　＊




「……おかしい」

　腕うで組ぐみをして娯ご楽らく室の中を落ち着きなく歩き回りながら、バルクホルンは呟いていた。

「何が～？」

　ソファーで雑誌を読みながら、うつ伏ぶせの姿勢でクッキーをかじっているハルトマンが顔を上げる。

「私がこの前手紙を出してから半月にもなるのに、シャーリーの奴やつから返事が来ない」

　窓の外を見るバルクホルン。

「航空便だぞ？　とっくに来てもいい頃ころだろ？」

「もう飽あきたんじゃないのか～」

　ソファーをクッキーのカスだらけにしたハルトマンは、垂直に上げた両足をプラプラと振る。

「勝負を途と中ちゆうで投げ出すとは！　いい加減な奴だ！」

　バルクホルンは、左の手のひらにこぶしを打ちつけた。

「勝負って……」

　パチパチと薪まきが爆はぜる暖だん炉ろの前で、揺ゆり椅い子すに腰こし掛かけ、詩集のページを繰くっていたミーナが眉まゆをひそめたその時。

「バルクホルン大たい尉い、郵便で～す」

　扉とびらが開き、郵便袋ぶくろを背負った兵士が、一通の手紙を手に入ってきた。

「遅おそいっ！」

　手紙を乱暴に引ったくるバルクホルン。

「す、すみません！」

　兵士は悲鳴を上げ、壁かべ際ぎわまで後あと退じさる。

「あ、いや、お前のことを怒おこったんじゃないんだ。その……済まない」

「ひいいいいい～っ！」

　バルクホルンは慌あわてて謝るが、兵士は泣きながら娯楽室を飛び出していく。

「お、おのれ、シャーリー！　あいつのせいで、とんだ恥はずかしい目に遭あってしまったではないか！」

「いや～、それはシャーリーのせいじゃ……」

　あ～あ、という表情でハルトマンは身体からだを起こした。

「とにかく良かったわね、お待ちかねが来て」

　ミーナは口元に手を当て、吹ふき出しそうになるのを堪こらえた。

「べ、別にお待ちかねじゃない！」

　力いっぱい否定しながらもどかしそうに封ふうを切ると、中の手紙にはこう記してあった。








バルクホルンへ






　返事が遅おくれて済まない。

　この２週間、ネウロイの襲しゆう撃げきでやられ、生死の境を彷徨さまよってたんだ。

　今は小康状態だけど、医師によると、あと何日持つか分からないそうだ。







「……噓うそだろ！」

　バルクホルンは真っ青になった。

「待ってろ、すぐに行くからな！　絶対に、絶対に死ぬなよ！」

　ストライカーを履はきに、格納庫に向かおうとするバルクホルン。

「…………もう」

　その腕を、呆あきれ顔のミーナがつかむ。

「は、放せ、ミーナ！」

「慌てないの」

「しかし！」

「いいから」

　ミーナは手紙の先を読むようにうながした。







　な～んちゃって。

　こっちは元気だよ。

　ちょっと焦じらしてやろうと思っただけ。

　あはははは！

　悪かったけど、一いつ瞬しゆん信じたろ、絶対？

　でもさ。

　それがゲルトルート・バルクホルン大尉のいいところ。

　みんなに好かれる理由も、きっとそこにあるんだろうな。





尊敬の念を込めてシャーリー　　









「こ、こ、こいつ！　許さ～ん！」

　読み終えたバルクホルンは、ワナワナと肩かたを震ふるわせた。

「真しん剣けんに心配したではないか！　おのれ～、さっそく反論してやる！」

「……結局、やり合ってんの、好きなんじゃん」

　頭の後ろで手を組んだハルトマンは、そそくさとライティングデスクに向かうバルクホルンの背中を見つめ、肩をすくめる。

「ほんと、仲のいいこと」

　ミーナもクスリと笑うと揺り椅子に戻もどり、読みかけのリルケの詩集に目を戻すのであった。







　第三章　CHAPTER3







　ハルトマン消失!?

　──または水着購入に関する一考察




　１９３９年。

　それは、何の前まえ触ぶれもなく、我々人類の前に現れた。




　我々はそれを、ネウロイと名付けた。

　ネウロイがどこから、何のために来たのか、誰だれにも分からなかったが、彼らの攻こう撃げきによって、人々が生まれ育った町を、国を追われていったことは確かだった。

　ネウロイに対し、徹てつ底てい抗こう戦せんに打って出た人類は、対ネウロイ用の新兵器を開発した。

　ストライカーユニット。

　ネウロイに効果的な力とされる魔ま力りよくを増大させ、その魔力による飛行を可能にした、新たな魔法のホウキである。

　それを装備し、戦うため、強大な力を持つ魔女、ウィッチが世界各国から集められた。

　対ネウロイ用に編制された精せい鋭えい部隊、連合軍第５０１統合戦せん闘とう航空団。

　人々は彼らを、ストライクウィッチーズと呼んだ！




　　＊　＊　＊




「ねえ、芳佳ちゃん」

　リーネこと、リネット・ビショップがためらいがちに宮藤芳佳に声をかけてきたのは、その日の訓練を終え、お風ふ呂ろから出て部屋に向かう廊ろう下かでのことだった。

　淡あわいブラウンの髪かみを編んでお下げにした、ブルーの瞳ひとみのリーネは、５０１のウィッチでただひとりの、ブリタニア出身者。

　とはいえ、遥はる々ばる極東の扶桑から海を渡わたって欧おう州しゆうにやってきた芳佳と同じく、まだ入隊して日の浅い、15歳の新人である。

　ウィッチ養成校時代から何ごとにも控ひかえめな、引っ込み思案のドジっ子だが、８人兄弟姉妹きようだいの真ん中のせいか、家庭的で洗せん濯たく、掃そう除じが得意。

　戦場では、弾だん道どうの安定と弾丸への魔法力付加の固有魔法を駆く使しする、狙そ撃げきのエキスパートだ。

　階級は芳佳と同じ軍ぐん曹そうで、部屋も隣となり同どう士し。

　芳佳にとって、リーネは最初の友だちである。

「あ、あのね、芳佳ちゃん。……明日のお休みって……何か予定あるかな？」

　リーネは尋たずねた。

「んっと、特にないけど……」

　故郷の横須賀ではごく平へい凡ぼんな中学生だった芳佳の休日の過ごし方といえば、友だちと遊んだり、扶桑の料理やお菓か子しを作ってみんなに食べてもらう程度のものだ。

「あの……だったら、お買い物に付き合って欲しいんだけど……駄だ目めかな？」

「駄目なんてことないよ！」

　芳佳は大きく頭を横に振ふる。

「それで、何を買いに行くの？」

「あのね」

　リーネは芳佳の耳元にささやく。

「……訓練で使う水着」

「え？　でも、リーネちゃん、この前買い替かえたばかりだよね？」

　先日の訓練の時には、可愛かわいらしいピンクのワンピースを身につけていたはずである。

「……購こう買ばいで買ったの、また小さくなったの」

　リーネは顔を真っ赤にした。

　正確には、水着が小さくなったのではない。

　リーネの胸が、この短期間にまた成長したのだ。

「もう一度購買に行くの、は、恥はずかしいから……」

「うわ、すっごいうらやましい」

　思わず素す直なおな感想が口に出る芳佳。

　正確な数字は軍事機密につき、ここでは発表できないが、２か月ほどしか誕生日が違ちがわないリーネと芳佳の胸の差は、前ぜん人じん未み到とうのヒマラヤ山脈と、不毛な荒こう野やとして知られるデスヴァレーほどもある。

「じゃあ、明日一いつ緒しよに行こ」

　芳佳はリーネの手を握にぎった。

「ありがとう、芳佳ちゃん」

　と、リーネがホッとした表情を見せたその時。

「……ふうん、水着かあ」

　二人の後ろで声。

「ひっ！」

「っ！」

　芳佳たちが振り返ると、そこには階段の手て摺すりにもたれて二人を見つめ、ニヤニヤしているエーリカ・ハルトマン中ちゆう尉いの姿があった。

「ハルトマン中尉！」

「ど、どこから出てきたんですか！」

「んっと、あっちから」

　ハルトマンは自室がある、階段の上の方を指さす。

　金きん髪ぱつショートヘアにあどけなさの残る顔立ちのハルトマンは、カールスラント出身の16歳。

　同郷のバルクホルン大尉と並ぶ、エースのひとりである。

　実戦経験が乏とぼしい芳佳にとって、総撃げき墜つい数２００機以上、貰もらった勲くん章しよう数知れず、というハルトマンは、ある意味、雲の上の人。

　だが、そんなハルトマンは、バルクホルン大尉とは入隊当初から共に戦ってきたかけがえのない親友同士であり、少し前の戦闘で芳佳がバルクホルンを救って以来、何かと気にかけてくれているのだ。

　ただ。

　芳佳が他の隊員たちにハルトマンがどういう人なのかと尋ねると、返ってくる答えは決まって微び妙みようなものだった。

　ちなみに……。




「知らぬが花、と言いますわ」

　と、目をそらしたのは、ガリア貴族の娘むすめ、ペリーヌ・クロステルマン中尉。

「すっごいよね～、あたしだってあんなに寝ねられないよ～。……でも、おっぱいはちっさいよね？　芳佳といい勝負～」

　瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせ、失礼な感想も交えて答えたのは、ロマーニャ公国出身、フランチェスカ・ルッキーニ少尉。

「ハルトマンか？　あははははははははははははははははっ！」

　豪ごう快かいに笑い飛ばす、坂本美緒少しよう佐さ。

「……こ～んな感じ？」

　スオムスのエイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉が、芳佳に見せたタロットのカードは『悪あく魔ま』だった。




「なあ、近くの街まで行くんだろ？　こっちに来たばっかの宮藤じゃよく知らないだろうし、私が案内するよ」

　ハルトマンは芳佳にウインクした。

「え、でも……どうしようか、芳佳ちゃん？」

　リーネは何度も街まで行っているし、特に案内は必要としていない。

　とはいえ、せっかく一緒に来てくれるというのに、断るのもなんである。

「じゃあ、お願いします」

　芳佳はあんまり悩なやむことなく、ハルトマンに頼たのむことにした。




　　＊　＊　＊




　そして、休きゆう暇か当日。

「待った～？」

　ハルトマンが芳佳とリーネの前に姿を現したのは、ミーティングルームの柱時計の針が11時10分を指した時だった。

「え、ええっと？」

「はあ」

　顔を見合わせる芳佳とリーネ。

　待った、などというレベルではない。

　余よ裕ゆうを持ってバスの出る１時間前に集まることにした芳佳たちだったが、ハルトマンはキッチリ70分、遅ち刻こくしてきたのだ。

　それも後で聞いたところによると、バルクホルン大尉に叩たたき起こされたのだという。

「じゃあ、張り切って行こ～っ！」

　ハルトマンは二人の腕うでを取って、最も寄よりのバス停へと向かった。




　基地から一番近い街は、首都ロンドンへ鉄道も通じている比ひ較かく的てきこぢんまりとした都市だった。

　ミーナ隊長のお気に入りのレコード店や、シャーリー大尉が足あし繁しげく通うバイク用品店もこの街にある。

　家並みには中世の面おも影かげが残り、落ち着いた感じが街全体に漂ただよっている。

「で、水着を売ってそうな店はどこかな？」

　広場でバスから降りたハルトマンは、キョロキョロと左右を見み渡わたした。

「よし！　丁度いいから、あそこに立ってるヒマそうなお巡まわりさんに聞いてみよう」

　ハルトマンの目に留まったのは、大通りを警けい邏ら中の巡じゆん査さだ。

「あ、待ってください」

　唐とう突とつに駆かけ出すハルトマンを、慌あわてて追いかける芳佳とリーネ。

「おっ巡りさ～ん！」

　巡査の前でピタッと止まったハルトマンは、手を上げてにこやかに声をかけた。

「……私はそんなに暇ひまそうに見えるかね？」

　ブリタニア警察伝統のヘルメットを被かぶった長身の巡査は、口くち髭ひげをしごいて三人を見下ろした。

　どうやら、ハルトマンが大声で言っていたことが、聞こえていたようだ。

「は～い、見える、見える！」

　正直にハルトマンは答えた。

「ほ、ほう？」

　顔を引きつらせる巡査。

「あの～、この街で水着を売っている店を探しているんですけど？」

　リーネが、巡査とハルトマンの間に割り込むようにして尋たずねる。

「うん？」

　巡査は目を細め、リーネの頭を撫なでた。

「いい子だねえ、妹さんたちを連れて、お使いかね？」

「あ、あの、私は……お姉さんじゃ……なくって……」

　胸の大きさで年上と思われたリーネは、胸を小さく見せようと思わず猫ねこ背ぜになる。

「ぷっ！」

　と、吹ふき出したのは、胸だけでなく、身長でも２cm、リーネに負けているハルトマンだ。

「それにしてもその制服」

　巡査はさらに、三人の軍服に目を留めた。

「ウィッチごっこかね？　よく似合っているよ」

「あの、ごっこじゃなくて、私たちは本物のウィッチで……」

「そうですよ！　私は扶桑皇国海軍のええっと……」

「……芳佳ちゃん、遣けん欧おう艦かん隊たい第24航空戦隊２８８航空隊だよ」

「そうそれ！」

　自分の原隊をリーネに教えてもらうあたり、ちょっと情けない芳佳。

「ははは、それなら私はさしずめ公こう爵しやくだね」

　一生懸けん命めいリーネと芳佳が説明すればするほど、巡査はおかしそうに笑う。

「うぷぷぷっ！」

　そんな巡査と芳佳たちのやり取りに、ハルトマンは笑い転げそうになるのを必死で抑おさえる。

「あううう」

　胸の大きさでリーネより年下に見られるわ、ウィッチだと信じてもらえないわ、散々である。

　芳佳はもう諦あきらめ、話を戻もどすことにした。

「あの、ところでお店……」

「おお、そうだったね。私は若い女性の行くような店には詳くわしくないんだが」

　巡査は警棒で大通りを指した。

「この通りを北に行くと、向かい合うようにブティックが２軒けんあるよ」

「ありがとうございます。それじゃ」

　巡査に頭を下げるリーネ。

「ああ、気をつけて。ああっと、妹さんたちも、お姉さんにしっかりついていって、迷まい子ごになるんじゃないよ」

　背中から巡査に声をかけられた芳佳は、石いし畳だたみにつまずき、思わずこけそうになった。




　巡査の言ったように、大通りを少し行くとブティックが２軒あった。

　通りのこっち側の店は、落ち着いた感じの高級ブティック。

　対する通りの向こう側の店は、電でん飾しよくの看板がきらめく、ブリタニアの地方都市に存在するとは思えぬ外見のショップである。

「……あっちだな」

　迷わず通りを渡るハルトマン。

「え～っ！」

「ちょっと、ハルトマンさん！」

　勝手に先をゆくハルトマンの後を追いながら、芳佳とリーネは漠ばく然ぜんとした不安を覚え始めていた。




「いらっしゃ～い！」

　いきなりテンションの高い店員さんがやってきて、三人に馴なれ馴れしげに声をかけた。

「何か探しているのかな～」

「えっと、あの……」

　頰ほっぺたをピンクに染めてうつむくリーネ。

「この子の水着を探しにきたんだ。胸が大きくなって、こないだ買ったばっかの水着がもう入んなくなったから」

　ハルトマンはいきなり真実をぶちまける。

　このあたり、少し巨きよ乳にゆうへの嫉しつ妬とが入っているのかも知れない。

「ハ、ハルトマンさん！」

　リーネの顔は真っ赤になった。

「そっか～、大変だね～」

　店員さんはちょっと屈かがんでリーネに微笑ほほえみかける。

「でも、みんなそんなもんだよ。胸が大きくなったらなったで悩なやむし、ならなかったらならなかったで悩む。身体からだのことで一回も悩まなかったなんて女の子、地球上にはいないから」

　店員さんはそう言うと、三人を水着の飾かざってあるコーナーに連れてゆく。

「彼女はどれが似合いそうかな～」

　いくつか水着を物色した店員さんは、最終的に１着の水着をリーネの身体に当ててみた。
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「……これ！　今年の流行色！　フリルも超ちよう可愛かわいいでしょ？」

「こ、これですか？」

　顔を引きつらせるリーネ。

　深しん紅くのセパレーツ・タイプのその水着は、かなり大だい胆たん。

　５０１のウィッチだと、シャーリーあたりが着そうな感じだ。

「か、可愛いけど、私にはちょっと……」

「だ～め！　着てみる前から決めつけない」

　店員さんはチッチと指を振ふった。

「とりあえず、試着してみよ？　最初から私には似合わない、な～んて言ってると、自分の世界を狭せまくしちゃうよ」

「そうだよ、リーネちゃん。自分に自信を持たないと」

　芳佳もリーネを勇気付けるように頷うなずく。

「自分に自信、か……」

　リーネはギュッと水着を握にぎり締しめ、芳佳を振り返った。

「芳佳ちゃん、私、これ、試ためしてみるよ！」

「うん！　きっと似合うよ！」

「じゃあ、サイズはいくつかな～？」

　と、店員さん。

「あの……」

　リーネは店員さんに耳打ちする。

「じゃ、これを試してみて」

　店員さんは、聞いた通りのサイズの水着を箱から出してくる。

「芳佳ちゃん、待っててね」

　リーネはその水着を手に、試着室に入って行った。

　着き替がえている間、芳佳は試着室前のソファーに座って待つことにする。

　しかし。

「そっだ！　じゃ～あ～、そちらのお友だちも試着してみよっか？　うんうん、そうしよ！」

　店員さんは、芳佳の腕うでをつかんで立たせた。

「えっと、あの？」

　付き添そいだけのつもりだった芳佳には、新しい水着なんか買う予定はない。

　確かに、可愛いものを着たいという気持ちがないといえば、噓うそになるが……。

「せっかくだから……ほら、こんなの！」

　店員さんが持ってきたのは、ややハイレグ気味のワンピース。

　背中が大きく開き、両りよう脇わきも穴が開いている。

「こ、こんなの大人っぽ過ぎて駄だ目めです！　駄目！」

「メリハリのないラインが、キュッと締まって見えるから～」

「うう」

「お友だちには自信持てって、言ったよね？」

「あううう」

　追い詰つめられた芳佳は、水着を手に試着室に入る。

「んじゃあ、そっちの彼女も」

　店員さんは最後に、ハルトマンに向かってウインクした。

「え～、私も～？」

　と、言いながらも、ハルトマンは乗り気な表情だ。

「可愛い系で迫せまるか～、シックに迫るか～、あなたの場合、どっちもアリだと思うの～」

　店員さんは、黒のワンピースとパールホワイトのセパレーツ、それにパレオ付きのプリント柄がらのワンピースの計３着を持ってきた。

「う～ん」

　手に取ってみながら考えるハルトマン。

「どれがいいかな～」

「迷ってるなら、試着、試着～！　大だい丈じよう夫ぶよ、うちの店は一度身につけたんだから買い取れ、なんて言わないから～」

「ん、じゃあ、そ～する」

　ハルトマンはその場で上着のボタンを外し始める。

「で、できればあっちの試着室を使ってくれると、お姉さんうれしいな～」

　さすがに他ほかにお客さんもいる店内。

　店員のお姉さんは、ちょっと引きつった顔で試着室の方を指さした。

「は～い」

　水着を抱かかえ、ハルトマンも試着に向かう。

「こっちは宮藤が使ってて、こっちはリーネ……」

　いくつか並んだ扉とびらの中から、空いている場所を探すハルトマン。

「こっちは……って？」

　一番端はしの扉は、試着室のものではなかった。

　扉を開けて一歩踏ふみ込むと、そこは路地裏。

　裏口である。

　プレートにはちゃんとＥＸＩＴと書いてあるし、そもそも扉の色も形も、試着室のものとは違ちがう。

　普ふ通つうなら開ける前に気がつきそうなものだが、そこはハルトマンである。

「……ま、いっか。他は空いてそうになかったし」

　狭せまい路地裏なので人通りもない。

　その場で制服を脱ぬぎ、白のセパレーツに着替える。

　露ろ出しゆつはかなりのものだが、色とデザインの関係もあって、なかなか清せい楚そな感じだ。

「……あ、ここ、鏡ないや」

　着替え終えてから、つぶやくハルトマン。

　と、その時。

　ピュウッ！

　脇に置いておいた制服のズボンが旋せん風ぷうに舞まい上がり、フワフワと宙を舞った。

「おろ？」

　ズボンは、手を伸のばしてつかもうとしたハルトマンの指先を逃のがれ、風に乗る。

「おろおろ？」

　あっという間に、ズボンは表通りの方へ。

　ハルトマンはズボンを追いかけ、水着のまま通りに出ていった。




　　＊　＊　＊




「こ、こんな感じなんだけど？」

　試着室からおずおずと出てきたリーネは、先に試着を終えていた芳佳に自分の姿を見せた。

　胸をことさらには強調せず、それでいてセクシー。

　その上、清潔感も漂ただよい、リーネとしても安心して着られるデザインである。

「うん！　可愛かわいいよ、リーネちゃん！」

　そう言って、瞳ひとみをキラキラさせる芳佳も、脇の切れ込みが実際にはほとんどないくびれを強調し、ちょっと大人な雰ふん囲い気きだ。

「よ、芳佳ちゃんもだよ」

　お互たがいに誉ほめ合う二人。

　だが。

「エマージェンシーッ！」

　店員さんはリーネを見て叫さけんだ。

「駄だ目めよ！　ＮＧ！　こんなの許されない！」

「許されないって……」

　ショックの表情のリーネ。

「あなた、少し小さめのサイズを言ったわね？」

　ガサゴソと水着の箱を開けながら、店員さんはリーネに詰きつ問もんする。

「あ、あの……」

　その通りである。

　リーネが店員さんに告げたのは、ちょっと前までのサイズだ。

「そんなの、胸が可哀かわい想そう！　これにチェンジして！　今すぐに！」

　店員さんはワンサイズ上の水着を出してきて、強制的に着き替がえさせる。

「は、はい！」

「思春期の乙おと女めにとって、サイズの合わない水着をつけることは体型だけでなく健康にも良くないのよ！」

　リーネが着替え直して出てくると、店員さんは背中に回った。

「下着もそう！　もったいないとか、まだ着られるとか考えて、成長しているのに古い下着を使う子がいるけど、それは神聖なる身体からだへの冒ぼう瀆とく行こう為いよ！」

「……あ」

　店員さんの手がカップと胸の間に差し込まれ、豊満なリーネの胸のややはみ出した部分がきちんとカップに納められる。

　その様子を目まの当たりにし、ゴクリと唾つばを飲む芳佳。

「ここを……こうやって……こう！」

「……あ……楽」

　店員さんが手を離はなすと、リーネは驚おどろいたような顔つきをした。

「まるで何もつけてないみたいに軽い……ううん、つけてない時よりもずっと体が軽い感じ。それに、すごく息するのが楽」

「でしょ～!?」

　胸を張る店員さん。

「合わない水着とか下着はね、胸の形を崩くずすし、姿勢も悪くするの。息も苦しいし、下手をすると骨が歪ゆがむことだってあるんだから」

「へえ～、そんなに違うものなんだ」

　芳佳は目を丸くして感心する。

「あなただって、きっと、いつかは、たぶん、大きくなるかも知れないんだから、よく参考にするのよ」

　店員さんは芳佳にも釘くぎを刺さす。

「あううう」

　あまりにも望み薄うすそうな言われ方に、へこむ芳佳。

「よ、芳佳ちゃん」

　勝者からの慰なぐさめの言葉は、往々にして敗者を傷つけるもの。

　リーネは黙だまっていてあげることにした。




　　＊　＊　＊




「おっかしいな～。こっちの方に飛んでったはずなんだけどな～」

　ブティックを出たハルトマンは、制服のズボンを見失っていた。

　風に乗ったズボンはフワフワと宙を漂い、いつの間にか視界から完全に消えてしまったのだ。

「……ま、いっか」

　とりあえず、店に戻もどろう、と来た方向を振ふり返るハルトマンだったが……。

「……」

　ずいぶんと遠くに来てしまったらしい。

　街並みはさっきと大して変わらないように見えるのだが、あのブティックがないのだ。

　周囲の街の人たちは、ハルトマンを変な目で見つめると、なるべく離れるようにして通り過ぎてゆく。

「このところ、暑い日が続いたからねえ……」

「かわいそうに、あの年で」

　なんて声も、チラホラと聞こえてくる。

　当然である。

　夏とはいっても、リゾート地ではない。

　保守的な土地柄がらのこの街で、露ろ出しゆつ度どの高い水着をまとっただけで通りを闊かつ歩ぽする少女など、普ふ通つういないのだ。

　もっとも、本人はそのあたりのことを気にしている様子はまったくないのだが……。

「あ、ちょうどいいや」

　ハルトマンはたまたまそばを通りがかった７、８歳の女の子に声をかけた。

　このあたりに住んでいるのだろう。

　水色のワンピースを着た、赤いお下げ髪がみの少女だ。

「ねえねえ、このへんにド派手な看板のブティックって……」

　道を尋たずねると、少女は足を止めてハルトマンを見上げた。

　そして、ポロポロと涙なみだをこぼし始めたかと思うと……。

「……う、う、う、うわ～ん！」

　突とつ然ぜん、大声で泣き出した。




　　＊　＊　＊




「遅おそいね」

「うん」

　芳佳とリーネはしばらく水着のまま、ハルトマンが出てくるのを待っていたが、いつまで経たってもハルトマンは姿を見せなかった。

「私、声かけてみるね」

　芳佳は試着室に声をかけ、ハルトマンを探す。

「ハルトマンさん」

　端はしから順番にノックしていくが、返事はない。

「ハルトマンさ……」

　最後の扉とびらをノックしたところで、芳佳は右端の扉の隣となりにもうひとつ、別の扉があることに気がついた。

　裏口の扉である。

「まさか!?」

　恐おそる恐る、開けてみる芳佳。

　すると、案の定。

「……やっぱり」

　裏口の扉を開くと、そこにはハルトマンの黒い制服の上が、クシャクシャに丸めて脱ぬぎ捨ててあった。
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「ちょ、いったいどうした!?」

　急に女の子が泣き出したので、ハルトマンは慌あわてた。

「とにかくこっち！」

　人目もあるので手を引いて場所を移動すると、女の子に事情を聞こうとする。

　だが。

「あ～ん！」

　名前、住所。

　何を尋ねても、女の子は泣くだけ。

　小さい子を宥なだめたりするのは、もともと、ハルトマンは得意ではない。

　こういうことは大体、ミーナの役回りである。

「あ～、困ったなあ～」

　さすがのハルトマンも困りきってしまう。

「せめてクリスぐらいの年だったらな～」

　ハルトマンはぼやく。

　クリスというのは、親友バルクホルンの妹。

　カールスラントでネウロイの襲しゆう撃げきに遭あい負傷して、今はロンドンの病院に入院中。

　気立ても頭もいい、ハルトマンにとっても妹のような存在である。

　どことなく、芳佳に似ているような気もするが、それを言うと、バルクホルンはムキになって否定するので、ちょっと面おも白しろい。

「ウルスラなら……」

　ハルトマンは続けて、自分の双ふた子ごの妹のことを思い出した。

「……駄だ目めだ、あいつだと、もっと話が通じない気がする」

　本の虫で、杓しやく子し定じよう規ぎで、どことなく浮うき世よ離ばなれしたところのあるウルスラ。

　このところ、連れん絡らくのつかない日が続いているが、元気でいるだろうか？

　もっとも、元気いっぱいのウルスラというのも想像しがたいが……。

「あ～、もう泣くなって」

　ハンカチで涙なみだを拭ふいてやろうとして、ハルトマンは自分が水着しかまとっていないことを思い出す。

「……水着って、不便」

　そもそも、今日は制服のポケットにハンカチが入っていたかどうかも疑問なところである。

　いつもなら、バルクホルンがハンカチ持ったか、と確かく認にんしてくれて、初めてポケットに突つっ込んでいるハルトマンなのだ。
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「えっと……そうだ！　お母さんは？　お母さんはどこにいるんだ？」

「……お母さん……工場」

　ようやく少女は答えた。

「工場で部品、作ってるの。ストライカーユニットの……部品」

「へえ～」

　ハルトマンは頭を搔かいた。

「偶ぐう然ぜんだな。お姉ちゃん、ウィッチなんだ」

「……ウィッチ？」

　少女は泣くのをやめた。

「そうだよ～」

　ハルトマンはニッと笑う。

「だから、困ったことがあったら、このお姉ちゃんに言いなさい」

「………………妹が」

　少女は少し躊躇ためらってから、赤い目でハルトマンを見上げた。

「一いつ緒しよにお母さんの誕生日のお花、買いに来たのに……いなくなっちゃったの……わ～ん！」

　再び泣き出す少女。

「ああっ！　お姉ちゃんが一緒に探してやる！　だから、もう泣くなって！」

「……ほんと」

　しゃくり上げる少女。

「ほんと、ほんと」

　ハルトマンは笑え顔がおを作り、何度もうなずく。

　こうして。

　ハルトマンの探たん索さくの対象は、制服のズボンから、迷まい子ごの幼い少女へと切り替かわったのだった。
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　同じ頃ころ。

「見つからないね、リーネちゃん」

「困ったね、芳佳ちゃん」

　姿を消したハルトマンを探しにブティックを出た芳佳とリーネは、途と方ほうに暮れていた。

「目撃情報はあるんだけど……」

「逆にあり過ぎて、どっちに向かったのか分からないよね」

　一応、二人はすれ違ちがう人たちにハルトマンを見たかどうか尋たずねてみたのだが……。







　証言その１　通りがかりのおじさん

「あ～、水着の子ね！　見たよ～。ぼ～っとした顔して、ふらふらっと大通りを西に向かってたっけ」




　証言その２　近所の主婦

「ええ、あのお嬢じようさんでしょう？　空を見上げながら、駅の前をウロウロしていたわ」




　証言その３　ソバカスだらけの頭の悪そうなガキ

「水着の女の子？　街外れの倉庫の前に突っ立ってたバカそうな奴やつ？　あれって、あんたらの仲間？」




　証言その４　ヌイグルミを抱だいた金きん髪ぱつの少女

「んっとね～、こうえんのふんすいのところにね～、ワンワンがいてね～、そのワンワンがそのひとをおいかけてたの～」







「まさか、私たちのこと忘れて、ひとりで基地に帰ってないよね？」

　芳佳は腕うで組ぐみをして考える。

「さ、さすがにそれはないと思うけど」

　と、リーネが苦く笑しようを浮うかべたところに。

「何かお困りかの？」

　暇ひまそうな老人が三人、芳佳たちの前に現れて声をかけてきた。

「あの、ええと……」

　戸と惑まどう芳佳。

「お前さんの手にしているのは、紛まごうことなきカールスラント空軍の制服じゃろうが？」

　白いヒゲをした老人が、リーネが抱かかえていた制服を指さした。

「えっ、分かるんですか？」

　目を丸くするリーネ。

「分かるも何も、わしらは元カールスラントの飛行機乗りじゃからな」

　白ヒゲの老人は胸を張った。

「まだまだ、現げん役えきでいけるぞい」

　もうひとりの小太りの老人が、ポンと腹を叩たたく。

「カ、カ、カ、カ、カ、カールスラント空軍の勇ゆう猛もうさは世界一ぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　少しボケの入った三人目の老人が奇き声せいを上げた。

「本当は現在のブリタニア防衛戦にも義勇兵として参戦すべく、その旨むねを申し出たのだが、あのマロニーとかいう空軍大将、紙切れ一枚でわしらを用無し扱あつかいしおってな」

　老人たちは勝手に自分たちの身の上話を始める。

「老兵諸氏は銃じゆう後ごで戦意の鼓こ舞ぶに当たって欲しい、などと利きいた風な口を。賭かけてもいいが、あのマロニーという男、パブリックスクールでは上級生の顔色をうかがうことしか学んできておらんな！」

「おおかた、ケツを鞭むちで叩かれ過ぎて、気骨というものが抜ぬけ落ちたんじゃろうよ」

「ブ、ブ、ブ、ブ、ブ、ブリタニア兵士のヘタレ度は世界一ぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　またも、もうひとりの老人が吠ほえる。

「あ、あの……」

「おお、そうじゃった！　わしら、お前さんたちが困っているようなので声をかけたんじゃったな！」

「じ、実はですね」

　成り行き上、仕方なく芳佳は説明する。

「……ふむ」

　話を聞いた白ヒゲの老人が頷うなずいた。

「わしらはこの街には詳くわしい。その子がいそうなところを案内して進ぜよう」

「そ、そうですか!?　ありがとうございます！」

　芳佳はホッとして三人組に頭を下げる。

「その代わり」

　老人たちの目が怪あやしくキラリと光った。

「そっちのお嬢ちゃんの豊満な胸、ちょこっとわしらに揉もませてくれえええええっ！」

　老人三人組の手が、一いつ斉せいにリーネの胸へと伸のびる。

「きゃあああああああっ！」

　悲鳴を上げて身をすくませるリーネ。

「何するんです、駄だ目めですったら！」

　芳佳は慌あわてて老人とリーネの間に割って入った。

「ええい、老い先短い老人たちのたっての願いを聞けんと言うのか～っ！」

「どこが老い先短いんですか！　元気いっぱいじゃないですか！」

「きゃあああああっ！　芳佳ちゃん、助けて！」

　と、芳佳たちと老人たちが揉み合っていると。

「誰だれか！　引ったくりよ！」

　助けを求める女性の声が、芳佳たちの耳に飛び込んできた。

「な、なんじゃ？」

　さすがの老人三人組も、いやらしげに伸ばした手を止める。

「芳佳ちゃん！」

「うん！」

　二人は顔を見合わせると、声のした方に向かって走り出した。
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「……で、そんなトゥルーデを助けてくれたのが、新人の宮藤。最初に紹しよう介かいされた時、備品の拳けん銃じゆうは頑がん固こに受け取らないし、変な奴やつって思ったんだけど、ほんとはすっごくいい奴でさ」

　ハルトマンは不安そうな少女の気を紛まぎらわそうと、他愛たわいもないおしゃべりを続けていた。

　迷まい子ごになった妹が行きそうな場所を少女から聞き、片っ端ぱしから探してみたのだが見つからない。

　今は花屋から家までの道を辿たどっているのだが、どうやらこれは、ズボンよりも探すのは難しそうである。

「で、ペリーヌって言うのがまた変な……ん？」

　歩きながら話を続けるハルトマンの袖そでを、不意に女の子が引っ張った。

「ど～した？」

「……あそこ」

　女の子の人さし指は、前方の川を指さしていた。

　いや、川ではない。

　川に架かかる鉄橋である。

「ま、まさか！」

　ハルトマンの目に飛び込んできたのは、その鉄橋の上に立つ、幼い女の子の姿だった。
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　一方。

　芳佳とリーネは角を曲がったところで、倒たおれている老婦人とそのメイドらしき娘むすめを発見していた。

「どうしたんですか!?」

　二人に声をかけるリーネ。

「お、奥様が引ったくりに」

　メイドは、石いし畳だたみの上に座り込んだ老婦人を支えながら、震ふるえる声で答える。

「あいつが犯人です！」

　メイドが指さした先には、大きな革かわのカバンを抱かかえて逃にげ去る若い男の背中があった。

「お怪け我がはありませんか？」

　と、老婦人に尋たずねる芳佳。

「あ、足を少し」

　老婦人が告げると、芳佳は足首の腫はれ上がった部分に両手をかざした。

　使い魔まである豆まめ柴しばの尻尾しつぽと耳がぴょこんと出現し、かざした手から温かな光が発せられて、怪我をした足を包み込む。

　ウィッチとしての芳佳の固有魔法は治ち癒ゆ魔法なのだ。

「あなたは……ウィッチなの？」

　老婦人は目を丸くする。

「はい」

　治癒魔法を使いながら、芳佳はうなずいた。

　一方、犯人の方は数ブロック先の角を曲がって、芳佳たちの視界から姿を消そうとしている。

「芳佳ちゃん、私、犯人を追いかけるね！」

　リーネは、ここは芳佳に任せることにして走り出す。

「気をつけて！」

　声をかける芳佳。

「うん！」

　リーネは緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずくと、引ったくり犯の後を追った。




　しかし。

「ハアハアハア……」

　リーネは鈍どん足そくだった。

　引ったくり犯との距きよ離りは、どんどん離はなれてゆく。

「速い！　追いつけないよ！」

　これ以上引き離されたら、捕つかまえることは不可能だ。

「私じゃ……何もできないの？」

　芳佳は今、老婦人の手当てをしている。

　ウィッチとして、ちゃんとみんなを助けている。

　なのに……。

「私じゃ……無理」

　リーネがギュッと目を閉じ、立ち止まろうとしたその時だった。

（私、信じてるから）

「……え？」

　それは、いつも自分を助けてくれる芳佳の声。

　ここにはいない芳佳の声を、リーネは聞いた気がした。

「そうだよ！　諦あきらめちゃ駄だ目めだよ！」

　リーネはもう一度、走りだした。

「芳佳ちゃんなら、きっとそう言う！」

　ちょうどその時、リーネの目の前を、小学生ぐらいの男の子の集団が通りかかった。

　そのうちのひとりが、クリケットのボールを手にしている。

「これ、お借りします！」

　リーネは男の子の手からボールを取り上げると、犯人めがけて投げつけた。

　使い魔であるスコティッシュホールドの耳と尻尾が、リーネに現れる。

　リーネの持つ固有魔法は、弾だん道どうの安定と魔法力付加。

　その力を使って、ボールをコントロールしようというのだ。

　だが。

「…………あ」

　ボールは犯人の遥はるか頭上を通過し、その向こうへと飛んでいった。

　やはり、銃じゆう弾だんとボールとでは、勝手が違ちがうのだ。

「……駄目だったよ、芳佳ちゃん」

　座り込むリーネ。

　しかし、その時だった。

　大きく目標を外れたはずのボールが、引ったくりの前方のアンティークショップの看板に命中した。

　看板はそのショックで外れ、落下すると……。

　ゴガッ！

　引ったくり犯の頭を直ちよく撃げきした。

「へ？」

　啞あ然ぜんとするリーネ。

　石いし畳だたみに突つっ伏ぷす引ったくり犯。

　それを、騒さわぎを聞きつけた街の人たちが取り押さえる。

「……あ、あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　リーネは、捕まった引ったくり犯のところまでやってくると声をかけた。

「な訳あるか！」

　頭にコブを作った犯人は怒ど鳴なる。

　意外と若い、まだ十代後半の青年だ。

「！」

　思わず身をすくめるリーネ。

「こいつ、お嬢じようちゃんが捕まえたのか？」

「たいしたもんだ！」

「いや、立派だったよ」

　リーネを囲む街の人たちは、温かな視線と共に、賞賛の言葉を浴びせた。

「えと、あの……」

　あまり誉ほめられることに慣れていないリーネは、真っ赤になってしまう。

「それに引き換かえ……」

　街の住人のひとりが、犯人を見て眉まゆをひそめた。

「この戦時下に」

「ふてえ野や郎ろうだ」

「警察に突き出そうぜ！」

　屈くつ強きような男たちが犯人を立たせ、腕うでをねじ上げる。

　と、そこに。

　被ひ害がい者しやである老婦人とメイドを連れ、芳佳が到とう着ちやくした。

「すごい、リーネちゃん！　犯人捕まえたんだ！」

　芳佳は飛びつくようにしてリーネを抱だきしめる。

「うん。無む我が夢中で……」

　今から考えると、自分でも驚おどろきである。

（これもきっと、芳佳ちゃんが勇気をくれたからだね）

　リーネはありがとうの気持ちを込こめて、そっと自分の手を芳佳の背中に回した。

「あのね、芳佳ちゃん、この人怪け我がしてるの、手当てをお願い」

「うん」

　リーネに言われ、芳佳は縛しばり上げられた犯人の頭に手をかざした。

「この子たち、ウィッチなのか？」

「そうか、５０１の」

　街の人たちはさらに感心する。

「あの……」

　手当てを受けている犯人に、リーネは尋たずねた。

「どうしてこんなことを？」

「……別に理由なんかない」

　青年は視線をそらした。

「そんなことないです」

　手当てを続けながら、芳佳は言った。

「何も理由がなくて、悪いことをする人なんていません」

「いるんだよ、ここに。ここだけじゃない、世界中にな。理由なんかなくたって、人を傷つけ、殺しもする。そういうもんさ」

　犯人の青年は嘯うそぶく。

　だが。

「違います、絶対に！」

　芳佳は頭を振ふった。

「だって、そんなの……悲し過ぎます」

「馬ば鹿かか、お前は？」

　あざ笑う青年。

「馬鹿でも構いません！　でも、私は信じてます！　悪いことをしたくてする人はいないって！」

　芳佳は真っ直すぐに青年を見つめる。

「芳佳ちゃん」

　そっと芳佳の腕を握にぎるリーネ。

　やがて。

「………………俺のうちの近所に」

　青年は根負けしたように告げた。

「ガリアからの難民の女の子がいるんだ。ネウロイの攻こう撃げきで家も家族も失い、目も見えなくなった。手術すりゃ、多分見えるようになるだろうが、お金がないんだ。けど、俺はあの子に見せてやりたかった。ネウロイに傷つけられていない、このブリタニアの美しい景色を。何より、光を呼び戻もどすことで、希望を与あたえてやりたかったんだ」

　それだけ言うと、青年は顔を伏ふせた。

「そのばあさん、かなりの金持ちに見えたんだ。メイドなんか連れてるし、大切そうにカバンを抱かかえて。……けど、やっぱ間ま違ちがってるよな、こんなやり方」

「このカバンを盗ぬすんでも、お金になるようなものはありませんよ」

　青年が奪うばったカバンの蓋ふたを開けながら、メイドが言った。

　カバンの中身は、粉ミルクの缶かんだった。

「これは、奥様がご自分のドレスを質しちに入れてお求めになったものです。お屋や敷しきの近くに住む若いお母さんが、体が弱くて赤ちゃんに母乳をやれないのを知って、その方に上げようと……」

「私の家が裕ゆう福ふくだったのは、何十年も前のことよ」

　老婦人は、犯人の青年に語りかけた。

「夫も息子むすこも、ネウロイとの戦いで命を落としました。今はこうして、先祖の残してくれたものを売って、何とかしのいでいるの」

「だったら、なんで他人のための粉ミルクなんか!?　あんた、自分が必要なものを買えばいいだろ!?」

　青年は信じられないといった目で老婦人を見る。

「あらあら、あなただって、自分のために引ったくりをしたのではないわよねえ」

　老婦人は微笑ほほえむと、芳佳とリーネの方を振り返った。

「ウィッチのお嬢じようさんたち、私は何も盗まれておりません。それで、よろしいわね」

「は、はい！」

「もちろんです」

　頷うなずく芳佳とリーネ。

「みなさんも？」

「当然です」

　街の人たちも、青年にかけていた縄なわを解いた。

　そこに……。

「やれやれ」

　そう頭を搔かきながら老婦人のところにやってきたのは、恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねんの男性だった。

「あら、あなたは質屋の？」

　と、老婦人。

「さよう、店主です。店の外が騒さわがしいと思って出てみると、奥様の姿があったもので」

　質屋は老婦人と芳佳たちに一礼する。

「経緯いきさつはすべて伺うかがいました。奥様が寛かん大だいなお心をお示しになったのに、私だけが知らん振ぷりはできますまい。これは、お返しいたします」

　店主は老婦人から預かったドレスをメイドに渡わたした。

「でも」

　躊躇ためらう老婦人。

「大切なドレスなのでしょう？　古いが立派な品です。お渡ししたお金の方は……そうですな、私から奥様の慈じ善ぜん事業への寄付ということで」

「芳佳ちゃん！」

「リーネちゃん！」

　手を取り合って喜ぶ二人。

「ところで、そのガリアの娘むすめさんの手術にはいくらかかるんだ？」

　街の人たちが、引ったくりの青年に尋たずねた。

「たぶん、１０００ポンドは……」

　青年は答える。

「そうか。なら、街で寄付を募つのろう。簡単にじゃないが、集まるだろうぜ」

「ま、待ってくれ、そんなことをしてもらったら！」

「お前さんのためじゃない。その娘さんのためさ。俺たちの美しい国をその娘さんに見てもらわないとな」

「では、私も寄付しますぞ」

　質屋の店主が財さい布ふを取り出す。

「じゃあ、私たちも」

「うん！」

　芳佳とリーネも頷く。

　と、その時。

「失礼！　このあたりで、引ったくり事件があったと通報があったのだが」

　先ほどの巡じゆん査さが、ようやく現場に到とう着ちやくした。

「おや、さっきの娘さん？」

　巡査は芳佳たちに気づく。

「君ら、聞いていないかね、引ったくりのことを」

「そ、そのことだったら……」

「か、勘かん違ちがいだったみたいです」

　噓うそをつくのが下手な二人、視線が泳ぐ。

「その通りですわ、巡査さん」

　言葉を添そえる老婦人。

「うむ。勘違いだったのなら、それに越こしたことはないな」

　巡査は納なつ得とくして頷くと、芳佳とリーネの尻尾しつぽと耳を見て笑う。

「それにしても、よくできたオモチャだねえ？　最近は、ウィッチごっこ用にそんなものも売っているのか？」

「だから、本物なんですってば～！」

　とうとう最後まで、巡査に信じてもらえなかった芳佳たちだった。
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「なんであんなところにいるんだ！」

　鉄橋の上に立つ少女を見て、ハルトマンは息を呑のんだ。

「家が……川の向こうだから……きっと」

　ハルトマンにしがみついた女の子が、小さな声で言う。

「そっか。ひとりで帰ろうとして」

　それで、途と中ちゆうで疲つかれたのか、足元を見て怖こわくなったのか、動けなくなったようだ。

「ここで待ってて。いいね？」

「はい」

　少女をその場に留とどまらせ、ハルトマンは鉄橋に向かった。

　鉄橋は、鉄道用のもの。

　結構大きな橋で、鉄骨の隙すき間まから下を流れる川が見える。

「ねえ！」

　袂たもとまで来たハルトマンが声をかけると、小さな女の子は振り返って転びそうになる。

「あ、危ないから動かないで！」

　蒼あおざめるハルトマン。

「私、お姉ちゃんの友だちだから」

　何とかその場に留まらせ、そ～っと、女の子に近づいてゆく。

　だが、あともう少し、というところで。

　ピィーッ！

「うっそ！」

　突とつ然ぜん、川の向こう岸の林の中から、蒸気を噴ふき上げて疾しつ走そうする機関車が現れた。

　ロンドン行きの急行列車である。

　それが、真っ直すぐに自分たちに向かってやってくるのだ。

　すでにハルトマンと機関車の距きよ離りは１００ｍを切り、機関車は鉄橋にさしかかろうとしている。

　単線の鉄橋のど真ん中。

　逃にげ道はない。

「わわわわわわわっ！」

　ハルトマンは女の子をひっ抱かかえると、機関車に背を向けて猛もうスピードで走り出した。

　だが、エースと呼ばれるハルトマンも、ストライカーを履はいていなければ普ふ通つうの……もとい、普通とはちょっと違うが、少女である。

　機関車と競走して勝てる脚きやく力りよくはない。

　ピィーッ！

　響ひびき渡わたる汽笛。

　だが、機関車の速度は落ちない。

　ハルトマンたちとの距離は、みるみる縮まってゆく。

　20ｍ。

　10ｍ。

　８ｍ。

　７、６、５、４……。

「こうなったら！」

　走るハルトマンの頭とお尻しりに、使い魔まダックスフントの耳と尻尾が出現した。

「疾風シユトルム！」

　ハルトマンの固有魔法は大気とエーテルを操あやつり、身体からだのまわりに風を発生させるもの。

　かすかに線路の上から、身体が浮うき上がる。

　と、同時に機関車がハルトマンに追いついた。

　ガガ、ガガ、ガガ、ガガッ！

　そして一いつ瞬しゆん後。

　ドンッ！

「くっ！」

　ハルトマンの華きや奢しやな身体は、空高く撥はね上げられた。

　全身打だ撲ぼくと内臓破は裂れつで命を落としていても、おかしくない状じよう況きようである。

　だが。

「し、死ぬかと思った～っ！」

　ハルトマンも少女も、傷ひとつ負っていなかった。

[image: ]

　機関車の前面にぶち当たったかに見えたが、ハルトマンは風をまとってクッション代わりにし、機関車の直ちよく撃げきを免まぬかれたのだ。

　ザッブーン！

　女の子を抱えたまま、ハルトマンは川に落下し、白い水柱が上がる。

　そして。

「………………ぶはっ！」

　いったん川底近くまで沈しずんでから、ハルトマンは水面に顔を出した。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　腕うでの中の少女を気き遣づかい、声をかける。

「うん」

　目を丸くしたまま、うなずく少女。

「そっか」

　ハルトマンは少女の頭をグリグリと撫なでてから、自分の姿を見てニッと笑った。

「水着でよかった～」

　川岸では、少女の姉がこちらに向かって何か叫さけんでいる。

　妹が無事かどうか、気になっているようだ。

（あはは、あれじゃトゥルーデだよ！）

「お～い！」

　ハルトマンは、そんな妹想おもいの少女に向かって、大きく手を振った。
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「ええっと、とりあえず、ハルトマンさんが着ていった水着の代金を払はらって……」

「あとはこのハルトマン中ちゆう尉いの制服を持って、一いつ旦たん、基地に帰るしかないよね、芳佳ちゃん」

　結局、ハルトマンは見つからず。

　芳佳とリーネは、最初のブティックに戻もどってきた。

　カランカランという音のする扉とびらを開けて、店内に入ると、そこには……。

「二人とも遅～い！　まったく、どこほっつき歩いてたんだ～？」

　ニヤリとしながら腕組みをして立つ、水着姿のハルトマンがいた。

「ハ、ハ、ハ、ハ……」

「ハルトマン中尉？」

　絶句する二人。

「私から離はなれちゃ駄だ目めじゃないか？　迷まい子ごになっちゃうぞ」

　ハルトマンはまったく困ったものだ、という様子で肩かたをすくめ、今身につけている水着の代金を店員のお姉さんに払う。

「はいは～い、それじゃ皆みなさん、一着ずつお買い上げということで～。毎度、ありがとうございま～す！」

　啞あ然ぜんとする芳佳たちの脇わきで、店員のお姉さんがレジをチンと鳴らした。
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「リーネ、宮藤、たまの休みは満まん喫きつできたか？」

　夕ゆう陽ひが空を茜あかね色いろに染めた黄昏たそがれ時どき。

　ミーティングルームのソファーに座っていたバルクホルンは、基地に帰き還かんした芳佳とリーネを見上げて微笑ほほえんだ。

　だが。

「……ん？」

　芳佳たちは、すっかり疲つかれ果てた表情。

　英気を養ったとは言い難がたい二人の様子に、バルクホルンは手にしていた雑誌を置き、眉まゆをひそめる。

「どうした？」

「バ、バルクホルン大尉～！」

「大尉ってすごい方だったんですね！」

　あのハルトマンを毎日相手にして、平気な顔でいられるなんて。

　宮藤とリーネは、そんなバルクホルンに今、改めて尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「な、な、何だ、二人とも？」

　思いもよらない好感度アップに、バルクホルンは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「さっぱり事情が分からんぞ？」

　と、そこに。

「お～い、トゥルーデ～！　新しい水着、買ってきたよ～」

　まるで何事もなかったかのように元気なハルトマンが現れて、ソファーの背もたれ越ごしにバルクホルンにしがみついた。

「ほらほら、見て見て～」

　さっそく新作水着を披ひ露ろうしようと、制服を脱ぬぎ始めるハルトマン。

　バッ！

「じゃじゃ～ん！」

　黒い制服が宙を舞まい、柱時計に引っかかる。

「エ、エ、エ、エーリ……」

　ハルトマンを見つめるバルクホルンの顔が、凍こおりついた。

「ん？」

　妙みようにス～ス～する感覚。

　ハルトマンは首を傾かしげた。

「……ハルトマンさん、水着、ここです」

　芳佳がおずおずと紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「あれ？」

「水着、着るの、忘れてます」

　今さら言っても遅おそいが、リーネが小声で告げる。

　そう。

　今のハルトマンは、生まれたままの姿。

　一糸まとわぬ状態。

　所謂いわゆる、すっぽんぽん、だった。

「えへへへ」

　ハルトマンは頭を搔かく。

「ま、いっか？」

「……エーリカ！　エーリカ・ハルトマン中ちゆう尉い！」

　顔を紅潮させたバルクホルンの絶ぜつ叫きようが、茜色の空に響ひびき渡わたった。
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　その頃ころ。

　ハルトマンがなくしたズボンは、というと……。

「ねえねえ、お母さん、あれ、何～？」

　パブ『転んだ仔こ馬うま亭てい』の前を通りかかった親子連れ。

　母親に寄り添そうように歩いていた男の子が、鉄製の看板に引っかかり、ヒラヒラと風にたなびく白い三角の布を見上げて指さした。

「ええっと……」

　返答に窮きゆうする母親。

「少年、あれはじゃな」

　そこに通りがかった老人三人組のひとりが、男の子の肩かたをポンと叩たたく。

「地上のすべての漢おとこが心に抱いだく、夢の欠片かけらじゃよ」

「夢の……欠片？」

　首をひねる男の子。

「ウィッチーズに栄光あれ！」

　老人たちは感かん涙るいに咽むせぶと、白きロマンの一切れに向かって敬礼した。







　第四章　CHAPTER4







　雪中の笛吹き

　──またはサー二ャとエイラのカンタータ




　サーニャの、サーニャによる、サーニャのための素す晴ばらしい歌！

　私は、その伴ばん奏そうをしたいんだ！




　楽器に触ふれたこともないエイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉がそんなとんでもない思いつきをしたのは、とある午後のこと。

　凍湖上に設営されたスオムス軍仮設基地の倉庫の隅すみに、積み重ねられた楽器のケースを見つけてしまったことに始まる。

「……これ、何だ？」

　埃ほこりを被かぶった黒いケースの山を見て、呟つぶやくエイラ。

「ああ、楽器ですね。軍楽隊や、趣しゆ味みで演奏をしていた兵士や下士官たちが置いていったものです」

　そばを通りかかった整備兵が、苦く笑しよう交じりに教える。

「銘めい器きと呼べるほどの物はありませんが、どれもまだ使えますよ」

「……これだ」

　エイラの瞳ひとみがキラリと光った。

（楽器をこっそり覚えて、サーニャの歌の伴奏ができるようになる。そうすればサーニャ、きっと驚おどろくぞ）

　自分が演奏する隣となりでうっとりとした表情で唄うたうサーニャ・Ｖ・リトヴャク中尉の愛らしい姿が脳のう裏りを過よぎり、エイラは蕩とろけるような笑え顔がおになる。

「あ、あの？」

　恐おそる恐る声をかける整備兵。

「い、いいや、何でもないんだ。……これ、借りていいか～？」

「どうぞどうぞ。埃を被らせておくより、使ってやった方が楽器たちも喜びますよ」

　ここしばらく、積んである楽器に触れたものがいないことを知る整備兵は快かい諾だくする。

「それじゃ遠えん慮りよなく」

　エイラは片っ端ぱしからケースを開けて、中身を確かく認にんした。

「ん～、どれにしようかな？」

　トロンボーン、ヴィオラ、オーボエ、ファゴット、コントラバス……。

　中にはバンジョーやダルシマー、シタール、チター、ドブロギター、ハーモニカ、果ては三味線しやみせん、ムックリまであるが、エイラが名前を知っている楽器はわずかである。

「なあ、覚えやすいのって、どれだと思う？」

　エイラは整備兵を振ふり返った。

「さ、さあ？」

　特に演奏経験がある訳でもない整備兵は首をひねり、つけ加える。

「確かウィッチの方々の娯ご楽らく室の書しよ架かには、ヴァイオリンやフルートの教則本が何冊かあったと思いますが？」

「……よし！」

　エイラはとりあえずヴァイオリンを試ためすことにして、そのケースを胸に抱だきしめた。

　サーニャとお揃そろいのイヴニングドレスをまとい、優ゆう雅がに身体からだを揺ゆらして弾ひく自分の姿を思い浮うかべながら……。
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「上達するまで、バレないようにしないとな」

　ヴァイオリンの秘密練習は、ナイトウィッチのサーニャが寝ねている時間、つまり午前中の早い時間に格納庫で行うことにした。

　他のウィッチたちや整備兵たちが遠巻きにする中、珍めずらしくお淑しとやかな足取りで現れたエイラは、教則本を譜ふ面めん台だいに立て、ケースからヴァイオリンを取り出して顎あごの下に添そえる。

　エイラの音楽的なセンスは誰だれも知らないが、あの歌うた姫ひめサーニャの友人である。

　周囲の目には、それなりの期待がこもっている。

　しかし。

「それ！」

　松まつ脂やにをつけた弓を弦げんに当てて、グイッと引いた一いつ瞬しゆん後。

　ぎゅい～ん、ぴょ～ん！

　引っかけられた反動でエイラの手を離はなれた弓が、左斜ななめ上方に向かって勢いよく宙を飛んでいった。

「……あ」

　飛ひ翔しようした弓は、ちょうど梯はし子ごに乗ってペンキを塗ぬっていた兵士の脇わき腹ばらに命中。

「ぐはっ！」

　手にしていたペンキの缶かんが、その拍ひよう子しに落下する。

　運の悪いことに、そこに誰かが連れ込んだらしい太った野の良ら猫ねこが通りかかった。

　ふぎゃあ～っ！

　ペンキを浴びた猫は驚いて走り出し、たまたま近くにいたウィッチの可愛かわいいお尻しりに爪つめを立てる。

　みぎゃあ！　バリバリバリ！

「きゃあ！」

　ウィッチは思わず、持っていたストライカー整備用のレンチを投げ出した。

　ゴンッ！

　レンチは放物線を描えがき、発進ユニット上でストライカーのエンジンテストをしていた整備兵の後頭部を直ちよく撃げき。

「ととっ！」

　バランスを崩くずした整備兵はコントロールパネルのレバーに手をかけ、グイッと倒たおす。

　ガゴン！

　ガッシャン！

　ストライカーユニットを支えていたフックが外れると同時に、エンジンが点火。

　ブワン、ブルルルルルルーッ！

「うわああああっ！」

「逃にげろ！」

「きゃあ！」

　無人のストライカーユニットは跳はね回り、備品の箱、他のストライカーユニット、石油缶などを片っ端ぱしから薙なぎ倒してゆき……。

　どっご～ん！

　ピキッ！　ミシミシミシッ！

　10km先からも視し認にん可能な火柱が格納庫の屋根を破って上がり、厚さ１ｍの凍湖の氷に亀き裂れつが走った。

「ヴァイオリン……なんて恐おそろしい」

　冷や汗あせをぬぐうエイラ。

「まさに音楽界の凶きよう器き」

　凶器は少しよう尉い、あなたです！

　その場に居合わせた誰もがそう思ったが、それを口にできる者はいなかった。
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「……仮設とはいえ、格納庫は半はん壊かい。ストライカーユニットの約半数が、割れた氷の間から湖底へ。原因はいったい何だ？」

　一時間後。

　惨さん状じようを確認した隊長は額に手を当て、呼び出したエイラに尋たずねた。

　その足元では、身体からだの半分が緑に染まった猫が、憤ふん懣まんやるかたない顔でエイラを睨にらんで吹ふいている。

「いや、これは～」

　姿勢を崩し、頭を搔かくエイラ。

　幸い、あれだけの騒さわぎもサーニャにバレることはなかった。

　ベッドで熟じゆく睡すいしている時間だったし、他のウィッチや整備兵たちも、エイラがサーニャのために楽器を始めたことは想像がついている。

　だから誰も、敢あえてサーニャに事実を告げることはなかったのだ。

「……まあ、サボタージュではないことは分かった。以後気をつけるように」

　隊長は諦あきらめたようにため息を漏もらす。

「はっ！　以後は気をつけます！」

　エイラはビシッと敬礼すると、野良猫の首根っこをつまみ上げて隊長室を辞した。

　しかし……。




　　＊　＊　＊




「昨日は実に不幸な事故だったな～」

　多少の失敗で懲こりるエイラではなかった。

　夜間哨しよう戒かい任務から戻もどってきたサーニャがいつものようにベッドを間ま違ちがえてエイラのベッドに入り込むと、彼女が脱ぬぎ捨てた服をきれいに畳たたんでやってから、オカルト的な風合いの濃こい円テーブルの上にこっそりとカードを並べ始めた。

「前もって占うらなっておけば、そんな事故も避さけられるって」

　自じ称しよう、的中率１００パーセントのタロットで観みるのは、今日の自分の運勢だ。

「そもそも、格納庫で練習したのが間違いだったな。あそこは音おん響きようが悪すぎたんだ」

　サーニャを起こさぬよう、小声で呟つぶやきながらカードをめくると。

「……う」

　現れたカードの表に描かれているのは、逆さ吊づりになった男の絵。

『刑けい死し者』は、停止、無進歩を示すカードである。

「練習、明日に回す……いいや！」

　躊躇ためらいを振ふり払はらい、エイラは決意を固めた。

「サーニャのため、やるしかないんだ！」




　諸もろ々もろの事情で使えなくなった格納庫の代わりに、エイラが練習の場として選んだのは食しよく糧りよう倉庫だった。

　ここなら、炊すい事じ兵以外は滅めつ多たに訪おとずれないので、人知れず腕うでを磨みがくにはピッタリである。

「よいしょっと」

　持って来た楽器はグランドハープ。

　何となく、優ゆう雅がそうだというだけで選んだものだ。

「……こうやるんだっけ？」

　床ゆかに置いた教則本を覗のぞき込みながら、自分の身長ほどもあるハープを右みぎ肩かたで支え、ペダルに足を置く。

　だが、ハープの本体は35kg。

　慣れない身には、意外と重い。

　案の定。

「とととっ！」

　エイラはバランスを崩くずし、身体を左に傾かたむけた。

　そこに、ハープの本体が倒たおれ込んでくる。

　びよ～ん！

　ハープの中音域の弦げんと弦の間に、エイラの首が挟はさまれた。

「おわっ！」

　小さなお尻しりをはね上げたり、可愛かわいい腰こしをひねったり、何とか首を抜ぬこうとするが、うまく行かない。

　髪かみが弦に絡からまっているのだ。

「ぷぷぷぷぷっ！」

　顔色が赤に、続いて青に変わった。

　動脈が圧あつ迫ぱくされ、血流が脳に届かないのである。

　霞かすむ視界に、サウナの妖よう精せいさんのラインダンスが浮うかんで見える。

「だ、誰だれ……か！」

　両手で宙をつかみ助けを求めるが、人の出入りが少ないからという理由で練習場所に選んだ食糧倉庫である。

　そう都合よく救い主は現れない。

（さ、酸素が……）

　エイラは床に座り込むと、右足をハープの柱、左足を響きよう胴どうにかけ、渾こん身しんの力を込こめて押し上げた。

「くくくくくくくっ！」

　ネウロイとの戦いでは、決して演じられることのなかった形の死し闘とうが繰くり広げられる。

　喘あえぐ脳のう細さい胞ぼう。

　歪ゆがむ顔。

　張り詰つめる弦。

　絞しまる首。

　やがて。

　プチプチ！

　ビ～ン！

　窒ちつ息そく寸前。

　エイラは絡まった髪を引きちぎるようにして、何とか首を抜くことに成功した。

「ぷは～っ！」

　肺を空気が満たす喜びを、エイラは心から嚙かみ締しめる。

「……ハ……ハ……ハープとは……相あい性しようが悪い」

　それが、生死の境を彷徨さまよったエイラが出した結論だった。




　夕方になって。

「エイラ」

　目を覚ましたサーニャが、肩を落として廊ろう下かを進むエイラをチョコチョコと追いかけてきた。

「や、やあ」

　エイラはぎこちない笑え顔がおを見せて尋たずねる。

「どうしたんだ？」

「最近、どこかにこそこそ行っちゃうでしょう？　何か隠かくしてることがあるんじゃない？」

「わ、私がサーニャに隠し事なんて、ある訳ないじゃないか!?」

　後ろめたさに、視線が泳ぐ。

「……そう？」

　探さぐるような表情になるサーニャ。

（本当のことを言いたい！　けど、ちゃんと練習してサーニャの伴ばん奏そうができるようになってからじゃないと、恥はずかしすぎる！）

「あ、あ、あ、そうだ！　ちょっと私、用があるから！」

　顔を赤くしたエイラは、そそくさとサーニャの前から退散する。

「……」

　その後ろ姿を見つめるサーニャの背中は、ちょっと寂さびしそうだった。




　次にエイラが挑ちよう戦せんしたのはクラリネットだった。

　今回も予あらかじめ、タロットで占うらなうことにする。

「よし！　ばっちりだ！」

　現れたのは、聡そう明めいさや学識を示す『女教皇』のカード。

　このカードは忍にん耐たいの欠けつ如じよを示すこともあるのだが、そのあたりは無視である。

「じゃ～ん」

　食しよく糧りよう倉庫に潜もぐり込み、ケースからクラリネットを取り出す。

　この前のハープが重すぎたので、とりあえず、軽そうな楽器を持ってきたのだ。

　唇くちびるをマウスピースに当て、息を吹ふき込むが……。

　ぷす～。

「あ、あれ？」

　音が出ない。

　すぱ～。

　ひょろ～。

（もっと強くかな？）

　頰ほっぺたをふくらませ、力いっぱいに息を吹き込んだその時。

　ガンッ！

　椅い子すの肘ひじ掛かけに、クラリネットの先せん端たんがぶつかった。

　衝しよう撃げきが、そのまま唇に伝わる。

「はうっ！」

　思わずのけぞった拍ひよう子しに折り畳たたみ椅子が後方に倒たおれ、エイラの身体からだは[image: ]回転して後頭部を強打する。

　ごい～ん！

「……あうう」

　身体を捩よじり、起きようとしたエイラの手がつかんだのは、錆さびついた食料棚だな。

　思わぬ方向から力がかかった食料棚の螺ね子じが飛び、板が傾かたむき、載のせてあった食料品が次々と頭の上に落下する。

　ガラガラ、ガッシャ～ン！

　小麦粉の袋ふくろと、食用油。

　ウスターソースに、ケチャップ、粉チーズ、レギュラーコーヒー、苺いちごジャム、マーマレード、ラード、粉ゼラチン。

　ビンが割れ、蓋ふたが飛び、内容物がエイラの全身を覆おおって、瞬またたく間にベトベトした謎なぞの生物が出来上がる。

「うう～」

　白、黒、赤、黄色、茶色。

　全身をカラフルに彩いろどられたエイラが立ち上がったところに……。

　ガチャリ。

[image: ]

　扉とびらが開いて、炊すい事じ兵が今夜のメニューで使用する食材を取りに現れた。

「ひ、ひぃ～っ！　オバ、オバケ～っ！」

　エイラの姿を見るや、悲鳴を上げて逃にげ出す炊事兵。

「せ、せめて妖よう精せいと呼んでくれ～」

　妖よう怪かい少しよう尉いエイラは、粘ねばつく物体が滴したたり落ちる腕うでを上げて訴うつたえた。

　その日以来。

『食糧倉庫にひそむ怪物』という怪談がスオムスの兵士たちの間で語り継つがれるようになったことは言うまでもない。




「？」

　翌朝。

　食堂に姿を現したエイラを見て、サーニャは首を傾かしげた。

　頭にはコブができ、下唇が倍に腫はれ上がっているのだ。

「な、何でもないんだ、本当に！」

　機先を制し、質問される前にエイラは両手を顔の前で振ふる。

「でも……」

「そ、そうだ！　コーヒー淹いれてきてやるな！」

　エイラはサーニャに背を向けると、給湯室に駆かけ込んでいった。
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　そしてまた翌日。

　エイラは夜に練習時間をずらすことにした。

　サーニャが夜間哨しよう戒かいに出ている時間を狙ねらうことにしたのだ。

「今夜は練習に最高の夜、か」

　タロットで運勢を占ったエイラは、カードを片付けながらうんうんとうなずいた。

　今回出たカードは『星』。

　希望、満足、輝かがやかしい将来の象しよう徴ちようだ。

　最大の困難、を表すこともあるが、そのあたりはやはり無視である。

「今度こそ、今度こそ！　サーニャの歌に相応ふさわしい演奏を……このラッパで！」

　と言ってエイラがケースから取り出したのは、巨きよ大だいなチューバだった。




　そして、深夜。

　サーニャはいつもと同じように、夜間哨戒の任に就ついていた。

　夕方までの雪は止やみ、星と月がきれいに出ている。

　風も穏おだやかで、心地ここちのいい晩だ。

　ラン、ラララ～、ラララ～、ルッラララ～ラ～

　唇くちびるから自然と流れ出るいつもの歌。

　光の王おう冠かんを思わせるリヒテンシュタイン式魔導針が、サーニャの側頭部で一いつ瞬しゆん、強く輝いた。

（……１時方向。ネウロイ？）

　サーニャは魔導針の反応があった方角に意識を集中した。

　北極星とオリオン三ツ星の中間あたり。

　月明かりを浴びて鈍にぶく光る機き影えいは、人間が創つくり出したものではない。

　かつて、ロンドンを強きよう襲しゆうしようとしてシャーリーに撃げき墜ついされたタイプにシルエットが似ているが、それよりも二回りほど大型で、翼つばさも一いつ対つい多い。

「……サーニャです。ネウロイが１機、基地北西約１１５kmを東に向かって移動中」

　インカムで基地の管制に一報。

　隊長が出るまでに、サーニャはネウロイに接近を試みる。

『リトヴャク中尉、聞こえるか？』

　隊長の声がインカムから聞こえてくるまで、そう時間はかからなかった。

『こちらのレーダーではネウロイの機影は確かく認にんできなかった。狙いはおそらく、沿岸部の工業地帯。すぐに迎げい撃げき部隊を送る』

　ネウロイはレーダーに感知されない高度で、山間を縫ぬうように接近してきたのだろう。

『足止め、できるか？』

　と、隊長。

　このままの速度でネウロイが目的地を目指すとすると、迎撃部隊との遭そう遇ぐう地点は工業地帯の上空。

　かなりの被ひ害がいが予想される。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　サーニャはセーフティを外し、連発ロケット砲ほうフリーガーハマーを構えた。

　だが。

　ギュン！

　先に仕し掛かけたのはネウロイの方だった。

　一条のビームがサーニャを襲おそい、熱気が頰ほおをかすめた。

　続いて、第二、第三波。

　落ち着いてこれを回かい避ひするサーニャ。

（大丈夫。接近してくるものに機械的に反応しているだけ）

　再度照準にネウロイを捉とらえ、サーニャは一気に仕留めるつもりで三連射した。

　バッ！

　バッ！

　バッ！

　夜空に軌き跡せきを描えがく三発のロケット弾だん。

　しかし。

　ギュン！

　ネウロイはすべてのロケット弾を回避し、さらに速度を上げる。

「高速型？」

　サーニャは唇を真一文字に結ぶと、ネウロイを追った。

　一方。




「遅おそい！　出撃準備急げ！」

　発進ユニットに飛び乗りながら、隊長はウィッチたちに命じていた。

「はい！」

　飛び立つ準備を進めるウィッチたち。

　もっとも、現在飛び立てるのは約半数。

　エイラが湖底にストライカーを沈しずめたせいだ。

　そして、その張本人のエイラの姿がここにはない。

「隊長！　エイラが……」

　ウィッチのひとりが駆かけ足で隊長のもとにやってくると、息を切らして報告する。

「少尉が見つかりません！」

「エイラ・イルマタル・ユーティライネン！」

　隊長は発進ユニットに拳こぶしを打ちつける。

「構わん！　発進する！」

「了りよう解かい！」

　ウィッチたちは一いつ斉せいに夜空に舞まい上がった。




『リトヴャク中尉！　状じよう況きようを！』

「ネウロイはほぼ南東方向に速度を上げて直進中。工業地帯までの到とう達たつ予測時間は……」

　と、サーニャが報告を続けている途と中ちゆうで、高速移動を続けていたネウロイは突とつ然ぜん、北へと機首の向きを変えた。

「え？」

　方向転てん換かんした先には、特に攻こう撃げき目標となるような施し設せつはない。

（狙ねらいは……何？）

　サーニャはネウロイに振ふり切られまいと、魔ま導どうエンジンの出力を最大に上げる。

『……待て、サー……合流……ろ……これ……罠わな……』

　隊長からの通信は妨ぼう害がいされ、サーニャの耳には届かなかった。
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　振り切られまいと食くらいついているうちに、本隊との距きよ離りがかなり開いてしまっていることに気がついたのは、海に出て流氷が眼下に見えてきてからのことだった。

　ネウロイは突然、サーニャの背後につこうと急旋せん回かいする。

（誘さそい込まれた。ここで私を墜おとす気……）

　サーニャは確信する。

　不思議と動どう揺ようが小さいのは、以前、ブリタニアでも同じようなことがあったから。

　今回も、最初から狙いはサーニャ自身だったのだ。

（今度は追われる……番……）

　凄すさまじいＧにフリーガーハマーを捥もぎ取られそうになりながら回避行動を取るが、ネウロイはピッタリとサーニャの後ろにつく。

　ビシュッ！

　ビーム発射。

　咄とつ嗟さに身体からだの軸じくをずらすサーニャ。

　ストライカーユニットの右う翼よくにわずかに熱線が触ふれ、衝しよう撃げきでバランスが崩くずれた。

　サーニャの駆るＭｉｇ60は、錐きり揉もみ状態で落下する。

（っ！　……まだ！）

　漆しつ黒こくの海面スレスレ。

　サーニャは波を蹴け立たてて何とか体勢を立て直すと、上じよう昇しように入った。

　２機はそのまま南下し、再び陸上へと達する。

　白い冠かんむりに覆おおわれた山々が、眼前に浮うかび上がってきた。

（このままじゃ……）

　サーニャは唇くちびるを嚙かんだ。

　何とか再び後ろを取りたいが、旋回性能は相手の方が上。

　さらに、さっきの一撃で右ストライカーの魔道エンジン出力が低下しつつある。

　勝機を見み出いだすことができない。

　ズギュン！

　ネウロイのビームが、今度は肩かたをかすめる。

（……みんな！）

　ジリジリと追い詰つめられたサーニャは、ギュッと目を閉じた。

　すると。

（大だい丈じよう夫ぶ！　サーニャちゃんならきっと勝てるよ！）

「……宮藤さん？」

　聞こえてきたのは、懐なつかしい宮藤芳佳の声だった。

（何やっていますの、サーニャさん！　しっかり目をお開けなさい！）

　次に聞こえてきたのは、ペリーヌの声。

（あ、えっと……頑がん張ばりましょう！　そうです！　私も頑張りますから！）

　これはリーネ。

（口に出すまでもないとは思うが、お前の力は高く買っている。……ハルトマンに言うなよ）

　と、バルクホルン。

（自分で自分に自信が持てなくても、みんなは信じてるさ、サーニャのことを）

　続いて、優やさしいシャーリー。

（根こん性じようだ！　心頭滅めつ却きやく！）

　坂本少しよう佐さの活が入る。

（ほら、リラックス、リラックス）

（すっごいすっごい！　ナイトウィッチ、かっこいい～！）

（誇ほこりに思うわよ、サーニャさん）

　ハルトマン、ルッキーニ、それにミーナ中佐。

　そして。

（サーニャ……）

　エイラのあの微び笑しようが、サーニャの脳のう裏りを過よぎる。

「私はいつだって……ひとりじゃない」

　サーニャは[image: ]旋回し、真正面からネウロイと対たい峙じしてフリーガーハマーを構えた。
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　ちょうどその頃ころ。

「ふふふ、ここなら心置きなく練習ができる」

　防寒ジャケットに身を包み、ニヒヒッとほくそ笑えんだエイラがいるのは、仮設基地からだいぶ離はなれたとある山頂。

　思う存分楽器の練習をしようと思ったエイラは、基地をこっそり抜ぬけ出し、ストライカーを使ってここまでやってきていたのだ。

「この楽器なら、高らかに澄すんだ音を響ひびかせて、きっとサーニャの歌にピッタリだ！」

　折り畳たたみ椅い子すの上に座り、ケースからチューバを取り出して構える。

　かなり重いが、サーニャのため。

　そう自分に言い聞かせたエイラは、肺いっぱいに空気を溜ため、唇をマウスピースに当てて一気に吹ふく！

（響け、私の魂たましい！）

　次の瞬しゆん間かん。

　ヴォゲギュウウウウウウウ～！

　これまでどの演奏家も発したことのないようなおぞましい音を、エイラのチューバは発していた。

　吹いた本人さえ悶もん絶ぜつし、気を失いそうになるほどの奇き怪かいな音が夜空に響き渡わたる。

　ブォッパ～！

　どうやらこれはチューバ自体が壊こわれているとか、錆さびついているとかいうことではなく、エイラの演奏法の問題のようだ。

（ぜ、絶対に上達してやる～！　サーニャのため、サーニャのため、サーニャのため！）

　ブッブッブッブゥヴォワ～ン！

　酸欠による目眩めまいを覚えながらも、エイラは悲ひ壮そうな決意で吹き続けるのだった。

　そして……。
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　ビュロル～ン！

　おぞましいチューバの音色は、周囲の空気を歪ひずませ、ネウロイとサーニャのところまで伝わった。

　ドッグファイトを繰くり広げていた２機は、エイラが秘密の練習をしていた山のごく近くまでやってきていたのだ。

「ネウロイの超ちよう破は壊かい音波？」

　チューバの音を耳にしたサーニャは、脳の奥に鈍どん痛つうを覚え、顔をしかめる。

　だがこの時。

　ゴゴゴゴゴォーッ！

　ネウロイの方も、まるで横波を受けたボートのように機体を傾かたむけていた。

（この音、ネウロイ……じゃない？）

　ビギュワォ～ン！

　謎なぞの破壊音波の発信源を求め、魔導針を巡めぐらせる。

（……５時方向。距きよ離り１５００ｍ。高度……山頂!?）

　ブゴロゴロロロ～ッ！

　サーニャは音源の方を振ふり返り、目を凝こらす。

（……え？）

　雪山の頂で、月明かりを受け輝かがやいていたのは、巨きよ大だいな金管楽器だった。

　そして、それを演奏していたのは、サーニャのよく知る人物。

　エイラ・イルマタル・ユーティライネン少しよう尉い、その人だ。

（どうして？）

　事態が呑のみ込めないサーニャは一瞬、呆あつ気けに取られる。

　だがすぐに、ネウロイを落とすのが先だと自分に言い聞かせ、注意をそちらに戻もどした。

「動きが鈍にぶっている？」

　照準の向こうに見えるネウロイはまるで苦悶するように機体を振しん動どうさせつつ、徐じよ々じよに下降していた。

　サーニャでさえ悪お寒かんを覚えるチューバの音は、ネウロイの高度な感知機能にどうやら致ち命めい的てきなダメージを与あたえたようだ。

「今！」

　サーニャはトリガーを絞しぼった。

　発射されたロケット弾だんは、白い軌き跡せきを描えがきながら、ネウロイのコアに命中した。

[image: ]
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「ん？　この音？」

　突とつ然ぜん、空気がビリビリ震ふるえるのを感じ、エイラはチューバから口を離した。

　今の振動が、自分の楽器から出たものではないことはさすがに分かる。

　エイラは振動が来た方向に頭を巡らした。

　すると。

「ええっ!?」

　目に飛び込んできたのは、１機の小こ柄がらなウィッチと、ロケット弾が命中し墜おちてゆくネウロイの姿だった。

「あれは……サーニャ!?」

　エイラはチューバを雪の上に投げ捨てると、慌あわててストライカーユニットを履はこうとする。

「どうしてサーニャが!?」

　パアアアアッ！

　空が白く輝いて、ネウロイは光の結けつ晶しようと化し、散った。




「ネウロイ、消失を確かく認にん」

　サーニャは隊長に報告を入れた。

『リトヴャク中尉、よくやった』

　と、インカムの隊長。

「いえ、エイラのおかげです」

『ユーティライネン少尉の？』

　サーニャはインカムを切って微笑ほほえみ、朝日を背に氷上の基地へと向かった。




　　＊　＊　＊




「で？」

　翌朝の隊長室。

　執しつ務む机の前の隊長は、エイラとサーニャの顔を交こう互ごに見ていた。

「エイラ・イルマタル・ユーティライネン少尉は無断で基地を抜ぬけ出していた訳ではなく、リトヴャク中尉の命令で夜間哨しよう戒かい任務のサポートに当たっていた、と？」

「あ～、それは……」

　本当のことを白状しようとするエイラ。

「はい」

　エイラに黙だまっているように視線で語り、サーニャは頷うなずいた。

「これが軍法会議の場だとしても、今の証言を繰くり返せるか？」

「はい」

「……ユーティライネン少尉が借り出したチューバが、基地近くの山上で発見されたことはどう説明する？」

「私の指示……です」

　チラリとエイラを見てから、またも頷くサーニャ。

「うむ。そういうことなら、懲ちよう罰ばつの必要はないな。本来なら、少尉にはトイレ掃そう除じ２か月と考えていたんだが」

　隊長は目を細めた。

「……た、助かった～」

　エイラは胸を撫なで下ろし、思わず漏もらす。

　厳寒の地でのトイレ掃除ほど、兵士に恐おそれられているものはない。

　何せ、氷点下である。凍こおり付いているのだ……いろいろなものが。

「ユーティライネン少しよう尉い、親友に感謝するのだな」

　隊長は視線で扉とびらの方を示した。

「二人とも退室してよろしい」

「親友……はい！」

　エイラは笑顔で敬礼すると、サーニャと共に退出した。




「……チューバ？」

　背中で隊長室の扉が閉まった音を聞くと、サーニャはエイラの顔をじ～っと見た。

「えっ！　あ、あの、それは……」

　口ごもるエイラ。

「エイラ？」

　このそこはかとない薄はつ幸こう感をたたえたエメラルドのような瞳ひとみに、エイラはすこぶる弱い。

「…………………あのさ」

　エイラはため息をつき、すべてを白状した。




　数分後。

「……チューバ、伴ばん奏そうには向いていないんじゃないかな？」

　エイラ本人の口からすべてを聞きだしたサーニャは、ポツリと言った。

「ええっ！」

　そこまで考えていなかったエイラは肩を落とす。

「そっか～、そうなのか～」

「……でも、唄うたうことならすぐにできると思う」

　サーニャは微笑み、エイラの手を取る。

「一いつ緒しよに唄う？」

　思ってもみない言葉に、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくするエイラ。

「サ、サーニャ！　駄だ目めだ！　それだけは駄目だ！」

　エイラはその場に座り込むと、顔を真っ赤にし、頭をブルブルと振ふった。

「歌、下手なんだ！　こ、声も悪いし！」

「私、エイラの声、好きだよ」

　サーニャはエイラの手を握にぎった指に、ほんの少し、力を込こめる。

「ほ、ほんとに……？」

　エイラは潤うるんだ目でサーニャを見上げた。




　　＊　＊　＊




　晴れ渡わたった正月の扶桑皇国、横須賀。

　新年の挨あい拶さつ回りから家に帰ってきた宮藤芳佳元軍ぐん曹そうは、玄げん関かん前で郵便配達員から自分宛あての小包を受け取っていた。

「サーニャちゃんからだ！」

　差出人を見てパッと顔を輝かがやかせた芳佳は、さっそく包みを解いてみる。

「レコード？」

　小包の中身は、一枚のドーナツ盤ばんレコードと手紙。

　芳佳は首を傾かしげながら手紙を読む。








拝はい啓けい。






　お久し振りです、芳佳ちゃん。

　この前、ラジオでエイラと一緒に歌を唄いました。

　カールスラントのミーナ中ちゆう佐さとハルトマン中尉、バルクホルン大尉、それにガリアのペリーヌさんとリーネさんには聞いてもらえましたけれど、扶桑やアフリカにはたぶん、放送が届かないと思ったので、番組の人に頼たのんでレコードにしてもらいました。

　同じ物を、シャーリーさんたちのところにも送っています。

　よければ、聴きいてください。





サーニャ・Ｖ・リトヴャク　　







追つい伸しん　エイラも元気です。









「おか、おか、お母さん、蓄ちく音おん機き！」

　芳佳はバタバタと家に駆かけ込むと、母に古い蓄音機を出してもらい、卓袱ちやぶ台だいの上に置いた。

　正座して蓄音機の前に座った芳佳は、黒いＳＰ盤を載のせて針を落とす。

　かすかなノイズ。

　やがて流れ出したのは、耳に懐なつかしいメロディだった。




　ラン、ラララ～、ラララ～、ルッラララ～ラ～




「……これ、あの時の歌だ！」

　それは、芳佳、エイラ、サーニャの三人で夜間専従班を組んでいた頃ころ、サウナで一緒に汗あせをかいた後で水浴びをした時に、月明かりを背にサーニャが口ずさんでいた歌。

　雨の日に、サーニャのために父親が作ったという歌だった。

　澄すみ切ったサーニャの声に、ちょっとはにかんだようなエイラの声。

　二つが見事に重なり、喩たとえようもなく優やさしいひとつの調べを紡つむぎ上げている。

「サーニャちゃんもすごいけど……エイラさんもすてき……」

　蓄音機から流れてくる懐かしい二人の声に、芳佳はうっとりと耳を傾かたむけるのだった。







　あとがき







　ちわっ！

　ど～も、四巻目です。

　三巻では、ページ数の関係でアニメ版のストーリーを追うのがやっとだったけど、今回は完全オリジナル・ストーリーです。

　多少、暴走気味のところはあるけど、そこは読者の方々が大目に見てくれることを期待して。

　でもって、ついでと言っては何だけど、あとがきも無法地帯化を目指すことに！

　そこで第一回（最終巻なのに……）ウィッチーズ・コスプレ大会～！

　各隊員がどんなコスプレが似合うか、非公式、且かつ個人的に考えてみました！




　エントリーＮＯ・１、ミーナ隊長。

　ちょっとお淑しとやかに、振ふり袖そで。意外と和風が似合いそうな人です。自然と縁日の風景に溶とけ込める感じで。一いつ緒しよに金魚すくいって、楽しそう。




　エントリーＮＯ・２、坂本少佐。

　侍さむらいだとまんま柳生やぎゆう十じゆう兵べ衛えなので、海かい賊ぞくなんてどうでしょう？　眼帯だから海賊って安易な、とか言わないように。基本、へそ出し。太ふと股ももの内側には、ぜひドクロのタトゥーを。




　エントリーＮＯ・３、宮藤。

　全体のバランスを考えると、ナースとか巫女みこさんとかだけど、普ふ段だんとは違ちがう面を強調したいので、ここは悪あく魔ま系で。矢印型の尻しつ尾ぽと牙きば、三みつ叉またのフォークは必ひつ須すです。




　エントリーＮＯ・４、リーネ。

　くノ一。女忍にん者じや。はち切れそうな鎖くさりかたびら（まあ、この子の場合、何を着てもはち切れそうな気がするけど……）が、マニア心をくすぐるかも。特に、くすんって泣かれたりしたら、悶もん絶ぜつする男子続出の予感。




　エントリーＮＯ・５、ペリーヌ。

　不思議の国のアリスとかも似合いそうだけど、ここは女教師ということで。黒のタイトスカートに、胸のボタンを三つ目まで外した白いブラウスで決まり。手には鞭むちというのもアリだったり。




　エントリーＮＯ・６、ルッキーニ。

　チャイナ服。本当はこの子の腰こし骨ぼねが好きなんだけど、髪かみ型がたがもうチャイナ。昔、ヴェネツィアの中ちゆう華か料理店で、こんな格好のウェイトレスさん、見たことあるんだよね～。……あ、腰骨までスリット上げればいいか？




　エントリーＮＯ・７、ハルトマン。

　幼児体型だし、何を着せても犯罪っぽいハルトマンには、ピッチリとした黒いエナメルのライダースーツ。ジッパーをギリギリまで下げて、普段はどっかに隠かくれてるセクシーさを、とことん演出してもらいましょう。




　エントリーＮＯ・８、バルクホルン。

　意外と恥はずかしがり屋さんのバルホルンには、羞しゆう恥ちプレイがお似合い。という訳で、ブルマと体操服。顔を真っ赤にして嫌いやがるところを楽しむのが通。汗あせに濡ぬれてすけすけの体操服がピッタリと張りつくと……。




　エントリーＮＯ・９、シャーリー。

　セーラー服。水兵のじゃなくて、日本の女子高生の。田んぼの見える風景を自転車で通学して欲しい。胸が揺ゆれて、何やら背徳的な雰ふん囲い気きだけど。




　エントリーＮＯ・10、エイラ。

　ファンタジック＆ジャパネスクに雪女のコスプレ。妖よう怪かい系だったら、何でもノリノリでやってくれそうです。背景には、人ひと魂だまね。




　エントリーＮＯ・11、サーニャ。

　浮うき世よ離ばなれした可か憐れんな彼女には、人にん魚ぎよ姫ひめのコスプレ。自主規制して、胸には白い貝かい殻がらを当ててあげましょう。……なるべくちっちゃいヤツ。




　読者のみんなも、この子にこれ着せたい、このコスプレをさせたい、なんて希望があれば、ファンレターに書いて送ってね。

　特に何も出ないけどさ。




　さて、これでとうとうストライクウィッチーズも完結。

　……と思いきや。

　すぐにアニメ第二期に連動した新シリーズが始まります！

　これを読んでいる諸君なら当然第二期も見てくれるよね!?（もしかしてもう視し聴ちよう済み？）

　果たして次はどんな物語になるのか!?

　またまたアニメから脱だつ線せんしたストーリーが展開するのか？

　女性読者無視の、アレな描びよう写しや満まん載さいなのか？

　それはまた、見てのお楽しみってことで……。

　また会おう、諸君！







●初出




第一章　夜間専従班再び！……………「ザ・スニーカー」２００９年４月号

第二章　沸騰、往復書簡！……………書き下ろし

第三章　ハルトマン消失!?……………「ザ・スニーカー」２００９年８月号

第四章　雪中の笛吹き…………………書き下ろし
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